
（財）岐阜市教育文化振興事業団報告書第16集

船 来 山 古 墳 群

2 0 0 7

岐阜西開発株式会社
財団法人岐阜市教育文化振興事業団



105号墳（B2支群）出土遺物

71号墳（E支群）出土遺物



1. 本書は、船来山古墳群（岐阜県遺跡番号G32G02763～02767他）に所在する埋蔵文化財の発掘調査報

告書である。

2. 調査は（仮称）岐阜西カントリークラブ（ゴルフ場）造成に伴う緊急発掘調査で、埋蔵文化財包蔵地

の発掘調査に関する業務委託契約に基づき、委託者・岐阜西開発株式会社の調査経費負担により、

受託者・岐阜市遺跡調査会及び（財）岐阜市教育文化振興事業団が実施した。

3. 調査期間及び調査組織は下記のとおりである。

調査期間

現地調査　　　　　　　　平成 7 年10月16日～平成 8 年11月21日

整　　理　　　　　　　　平成 8 年11月22日～平成 9 年 9月30日

調査組織

平成 7 年度

調査主体者　　岐阜市遺跡調査会理事長　　後藤左右吉（岐阜市教育委員会教育長）

事　務　局　　岐阜市遺跡調査会事務局長　北川　雅弘（岐阜市教育委員会文化課課長）

平成 8 ・ 9 年度

調査主体者　 （財）岐阜市教育文化振興事業団理事長 後藤左右吉

事　務　局　 （財）岐阜市教育文化振興事業団埋蔵文化財調査事務所所長

安田　五郎（平成 8 年度 （財）岐阜市教育文化振興事業団事務局長）

戸田　好美（平成 9 年度　　　　　　　　　 同 ）

同　　　　　　　　副所長

高木　　洋（平成 7 年度　岐阜市教育委員会文化課）

（平成 8 ・ 9 年度　岐阜市教育委員会社会教育課）

4. 調査参加者は下記のとおりである。

調 査 担 当　　若尾　政春（平成 7 年度　岐阜市教育委員会文化課）

（平成 8 年度　岐阜市教育委員会社会教育課）

恩田　裕之（平成 7 年度　岐阜市遺跡調査会主任調査員）

（平成 8 ・ 9 年度 （財）岐阜市教育文化振興事業団

埋蔵文化財調査事務所）

調　査　員　　松葉　竜司　　沢田伊一郎

調査補助員　　加藤　裕子　　川橋　靖子　　棚橋　英子　　倉持　和美

作　業　員　　臼井　郷弘　　大山　一郎　　可児　　昇　　苅谷　克己

河合　　茂　　佐藤鋼二郎　　鷲見　竜雄　　高井　　清

立川　　力　　玉木　　勝　　中村　光嗣　　林　　重夫

福田　基二　　藤吉　　清　　安田　金一　　山田　定一

例　　　言



5. 現地調査はA・B・C区を恩田が、D・E・F区を若尾が担当した。

6. 本書の執筆分担は次の通りである。全体の編集は恩田が行った。

第 1 章　　　　松葉　竜司

第 2 章　　　　若尾　政春

第 3 ・ 5 章　　恩田　裕之

7. 地形測量図は、（株）マエダに委託し、空中写真測量によった。以下の古墳の石室実測図及び外護

列石立面図は（有）高居・（株）マエダに委託し、その他は若尾・恩田・松葉・加藤・川橋が作成した。

92，105，115，222，225，227，229，230，231外，236，240，246，247，251，278 （有）高居

248，252，256，257，259 （株）マエダ

8. 出土遺物の整理・復元は主に加藤・川橋が、遺物実測は恩田・松葉・沢田・加藤・川橋が行った。

挿図・図版の作成は主に恩田・松葉が行った。

9. 金属製品の保存処理、象嵌の研ぎ出しは(株)京都科学に委託した。

10. 独立丘陵全体を船来山と呼称し、この山に存在する古墳（群）全てを船来山古墳群として一括した。

古墳番号は糸貫町・本巣町（現本巣市）に位置するものを含めて通番とした。

11. 挿図及び付図に示す北及び国土座標は、日本測地系第Ⅶ座標系上におけるそれを指す。

12. 石室実測図の縮尺はすべて1/40に、遺物実測図は一部を除いて1/3に統一した。

13. 石室側壁の左右は、奥壁から開口部を向いてのそれを指す。

14. 各支群の地形測量図中、「調査後排土置場」としている箇所は、全面調査して遺構が無いことを確

認した後、排土置き場としたものである。

15. 文中の註は章末にまとめて記載した。

16. 現地調査及び報告書作成の過程で下記の方々及び機関に御指導・御協力を賜った。深く感謝する

次第である。（敬称略）

国島　　弘　　赤塚　次郎　　井川　祥子　　岡戸　邦仁　　恩田　知美　　澤村雄一郎

鈴木　　元　　千藤　克彦　　中井　　均　　中井　正幸　　藤井　康隆　　藤岡比呂志

森島　一貴　　横幕　大祐　　吉田　英敏　　渡辺　博人

岐阜西開発株式会社　岐阜県教育委員会　岐阜市教育委員会　糸貫町教育委員会

17. 遺物の分類・年代観は次の文献に依拠している。

須恵器　渡辺博人「美濃の後期古墳出土須恵器の様相－蓋坏の型式設定とその編年試案－」

『美濃の考古学』創刊号　1996

田辺昭三『須恵器大成』 1981

土師器　内堀信雄・横幕大祐「山中～宇田式併行期の美濃西部域土器編年」

『土器・墓が語る』第 6 回東海考古学フォーラム資料　1998

内堀信雄・井川祥子「美濃における古代土師器煮炊具の様相」

『鍋と甕そのデザイン』第 4 回東海考古学フォーラム資料　1996

18. 出土遺物は、岐阜市教育委員会が保管している。



19. ＰＤＦ版ではＡ３折込図をＡ４に収まるよう 70％に縮小している。よって石室実測図

の縮尺も 1/40 に統一されていないので注意されたい。なお縮小した挿図は次のとおりで

ある。また別添図もＢ３からＡ４に縮小している。 
第７図・第 20 図・第 40 図・第 49 図・第 50 図・第 83 図・第 89 図・第 90 図・第 103 図・

第 108 図 
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第 1節 船来山古墳群をとりまく地理的環境

船来山古墳群は、岐阜市および糸貫町・本巣町（現本巣市）の市域境界上に位置する船来山（標高

116.5m）および郡府山（標高110.0m）の尾根上から山麓に至る、ほぼ全域にかけて分布する。以下、船来

山、郡府山からなる独立丘陵全体を「船来山」と呼称する。

船来山は北方に連なる美濃山地の南端から独立する丘陵であり、根尾川左岸に位置する。揖斐川の

支流である根尾川は旧本巣町山口付近を扇頂とし、半径約 8 kmの広がりを持つ扇状地を形成した。現

在、根尾川と船来山との間に支流の糸貫川が南流するが、1530年の大洪水により本流が藪川（現在の根

尾川）に移るまでは根尾川の本流であったことが想定されている。特に船来山南方の扇状地には多くの

旧河道痕跡、後背湿地、自然堤防が残されており、古代以後、幾度にも及ぶ流路変更があったことが

窺える。旧河川が船来山西麓を沿うように流下した時期もあり、船来山西端付近には湿地帯が見られ

る。船来山の東方、鳥羽川左岸域には黒野台地と呼ばれる微高地（低位段丘面）が展開し、また美濃山

地から流れ出る河川に沿って狭小な砂礫台地、谷底砂礫平野が形成される（第 1図）。

船来山は主尾根を南東から北西に走らせ、北西端で角度を90度近く北東に変える。船来山を構成す

る地層面の走向が北西から南東に延びることを反映した主尾根形成である。地表面の傾斜は主尾根か

ら南西斜面に向けては緩やか、北東斜面に向けては急であり、地層面傾斜は南西に向かって60度の傾

斜を測る。主尾根から直交して支尾根が細かく舌状に延びるが、今回の調査区域、C区が崖錐堆積物層

に位置する以外は、A・B・D～F区が支尾根上にあり、調査区の地層走向はそれぞれの支尾根派生方

位と基本的に一致する（註 1）。

船来山を含めた周辺山地の地質構成は、基本的には美濃帯の那比ユニットに属する中古生層（塊状の

中粒・粗粒硬砂岩・砂岩泥岩互層・チャートなど）からなる。船来山では硬砂岩が主体を占め、一部に

軟砂岩、粘質系岩が分布する。ただし、各調査区における岩体（岩盤）はA区が軟砂岩・泥岩系、B区が

硬砂岩、D区が泥岩系、E区が軟砂岩・泥岩系、そしてF区では軟砂岩が主体となる傾向がある。古墳

石室に用いられた石材種は硬砂岩が中心を占めるが、この岩種が必ずしも各調査区に普遍的に分布す

るとは言えない。

第 2節 船来山における歴史的環境

現在、確認し得る船来山における人間活動は縄文時代早期まで遡る。押型文土器および石器群が過

去の発掘調査で出土しており、これ以外に石鏃などが採集されている。弥生時代の動向ははっきりし

ないが、今回の調査で弥生土器片が出土している。

古墳時代に関しては、『岐阜県遺跡地図（改訂版）』に船来山古墳群として87基との記載があるように

古くから古墳群の存在が周知され、前期から継続的に造墓活動が行われ、後期、終末期に最盛期を迎

えることが過去の断片的な調査から知られていた。船来山24号墳、同87～90号墳の発掘調査が実施さ

第 1章　遺跡の立地
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第 1 図 周辺の地形分類と遺跡分布
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れている。24号墳は昭和42年、豪雨崩壊による緊急調査において割竹形木棺を伴う粘土槨を埋葬施設

に持ち、葺石を伴う推定径20mの円墳であることが確認され、 製三角縁神獣鏡、内行花文鏡などの

銅鏡 5 、勾玉10、管玉188、ガラス製小玉298、石釧 3 、鉄刀 7 、鉄剣13、鉄鉾 1 、刀子 2 、鉄鑿 1 、

鉄鉈 1、鉄鎌 2、鉄鋸 1、銅鏃30以上などの威信財、武具、農工具といった豊富な副葬遺物が出土し、

5 世紀前後の築造であることが想定された。27号墳では銅鏡（ 龍鏡）1 が出土し、24号墳とほぼ同時

期とされている。87～90号墳は 6 世紀代の横穴式石室墳で、須恵器、土師器、鉄鏃、刀子、管玉など

が出土する。また、帰属墳は不明であるが須恵器などの採集例は多い。

中世以後、船来山に対してさまざまな人為的な手が加えられてきた。斉藤道三が伊勢の福島四郎右

衛門に宛てた書状（『豊後臼杵稲葉文書』）に「次郎は筵田と申在所へ執出候。」とあること、あるいは

「…中頃転地築城、請桑山之城、」（『美濃国古蹟考　巻之四』）といった史料の存在と、糸貫町域 J 支群

で検出された 2 基の掘切遺構の存在から室町末期から戦国期において美濃守護代にあった土岐氏が船

来山に砦（筵田の砦）を築いていたことが推測される。また、糸貫町域K・O支群などで検出された石切

場は享保年間の印刻が認められ、江戸中期に名古屋城天守閣修理に伴い、船来山の岩体あるいは古墳

石室から石材が搬出されたことを暗示しているが、これが大規模な石室破壊をもたらしたことは想像

に難くない。中世末から近世にかけて船来山山麓に寺社建築が進むが（註 2）、寺社建造物や石段、墓石

などへの石室構成材の転用も窺われるところである。

船来山南方、旧糸貫町域にかけては柿畑が広がり、富有柿の産地として全国的に知られる。当地で

の柿栽培は16世紀まで遡り、特に第二次大戦前後の時期に船来山山麓では畑地への開墾が進んだ。今

回の調査においても畑地としての土地利用が古墳に改変を与えた状況を確認している。このように中

世以後、現代にかけて継続的な人為的活動が船来山に所在する古墳群に一定の改変を与えたものと考

えられる。

第 3節 船来山古墳群をとりまく歴史的環境

船来山周辺に所在する諸遺跡の動向を、伊自良川右岸域から西側の岐阜市北西部域および糸貫町・

本巣町の一部の地域を対象に既往の調査、岐阜市教育委員会が実施した遺跡分布調査の成果（註 3）など

を踏まえて時期ごとに概観する（第 2図）。

旧石器時代に属する遺跡は確認されていない。縄文時代の諸遺跡は御望山麓および板屋川流域に集

中的に分布しており、その生活基盤を窺うことができる。御望A遺跡（1）からは縄文前期後葉の竪穴住

居跡 9 棟などが検出され、犬塚遺跡（2）から石鏃、打製石斧、石錘が、村山遺跡（3）から有舌尖頭器、

石鏃が、佐野遺跡（4）から御物石器、石刀が採集されている。弥生時代の諸遺跡は小河川沿いに分布し、

付近に後背湿地を有していることから農耕生産に一定の関わりを有した集落であったものと考えられ

る。下西郷一本松遺跡（72）からは弥生中期後半以後の竪穴住居跡、土坑などが検出され、甕、台付甕、

壺、高杯、器台などが出土している。犬塚遺跡（2）から壺、高杯が、彦坂遺跡（8）から器台が、洞山上

遺跡（9）からは高杯が採集され、弥生中後期の集落と考えられる。

船来山周辺には古墳時代前期から中期に至る小首長墳が連綿と築造される。宝珠古墳（13）は船来山
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の北方約1kmに所在し、粘土郭を埋葬施設に持つ全長48mの前方後円墳である。銅鏡 2 、勾玉 2 、管

玉19、石釧 1 、紡錘車 2（いずれも石製）、埴輪片などが出土し、4世紀後半の築造が想定されている。

北ヶ谷古墳（14）は宝珠古墳に近接する全長約63mの前方後方墳である。詳細は明らかでないが、4世紀

中葉の築造が想定されている。宗慶大塚古墳（15）は船来山の南方約 3 kmに所在する全長約63mの前方

後円墳であり、墳丘の範囲確認調査が実施されている。小山古墳（16）は船来山の東方約 2 kmの平野部

に所在する周濠を伴う径28mの円墳であり、埋葬施設は不明であるが玉類の出土が知られ、5世紀代の

築造が想定されている。船来山24号墳、27号墳、あるいは後述の明音寺 2 号墳を含め、これらの古墳

は船来山周辺、揖斐川流域における古墳時代前期から中期に至る小首長墳の系譜で捉えられている。

古墳時代後期から終末期にかけては美濃山地の南端を構成する山麓部を中心に爆発的な群集墳形成

が見られる。分布図に図示し得なかった大野町域および岐阜市北部の山間部域においても同様に後期

群集墳が密集する。

根尾川流域に所在する此ノ奥古墳群（法林寺古墳群）（21）は 9 基の円墳からなり、横穴式石室を埋葬

施設とする。須恵器（杯、杯蓋、有蓋高杯、直口壺、短頸壺、台付瓶、平瓶、提瓶）、耳環、兵庫鎖、

刀子、玉類が採集されている。

板屋川流域には明音寺古墳群（17）、秋沢大洞古墳群（37）、則松古墳群（第 1支群・第 2支群）（35・36）、

秋沢古墳群（第 1 支群・第 2 支群）（38・39）などが分布する。明音寺古墳群は前方後円墳 1 基（ 2 号墳、

全長55m）、円墳 4 基からなり（註 4）、2 号墳に関しては 5 世紀後葉の年代が想定されている。秋沢大洞

古墳群は18基の円墳からなり、埋葬施設は横穴式石室である。則松第 1 古墳群は 9 基、第 2 支群古墳

群は12基、秋沢第 1 古墳群は 6 基、第 2 古墳群は 2 基の円墳からなり、いずれも横穴式石室墳である

（註 5）。

伊自良川流域には本郷山古墳群（41）、須山古墳群（57）、上城田寺古墳群（44）などが分布する。本郷

山古墳群は 8 基の円墳からなる横穴式石室墳である。須恵器（杯、杯蓋、高杯、壺、 、平瓶）の出土

が知られている。須山古墳群は横穴式石室を埋葬施設に持つ 4 基の円墳からなり、後述する須山古窯

跡群と同一丘陵上に立地する。須恵器（杯、高杯、壺、 、平瓶）、勾玉、直刀、鉄鏃の出土が知られ

る。上城田寺第 4 古墳群は分布調査で17基が確認されていたが、平成 3 ～ 4 年の発掘調査において11

基の横穴式石室墳が調査された。径10m前後の小円墳からなる典型的な後期群集墳である。土器（須恵

器、土師器）、武具（大刀、小刀）、装身具（勾玉、管玉、小玉、平玉、棗玉、耳環）、工具（刀子、紡錘

車）などが出土している。

これらの古墳群は丘陵、山麓の尾根上や山裾の緩斜面上に分布するが、その表層地質（岩体）は砂岩、

チャート、泥質岩系からなる。地質別に見れば船来山古墳群、秋沢大洞古墳群、宇田古墳群などが砂

岩分布域に、御望古墳群、本郷山古墳群、上城田寺第 4 支群古墳群がチャート分布域に、そして此ノ

奥古墳群などが泥質岩系分布域に立地するが、古墳群形成に表層地質に左右される偏向性は見られず、

基本的には古墳群の選地に表層地質の影響を受けないことが理解できる。

古墳時代の集落遺跡として宇田遺跡（56）、下西郷一本松遺跡（72）が、生産遺跡として須山古窯跡群

（43）が知られる。宇田遺跡からは 2 群の柵列が確認されており、5 世紀後半から律令期に至るまでの
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北ヶ谷古墳 

小山古墳 

東山道推定ライン 

第 2 図 周辺の遺跡分布

（国土地理院発行 5万分の1地形図を使用した）
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時期の須恵器、土師器、木器類が出土。下西郷一本松遺跡では20基以上の竪穴住居跡が検出され、須

恵器、土師器（受口状口縁甕、くの字甕、高杯、S字状口縁台付甕、宇田型甕、伊勢型甕）などが時期的

組成を把握できる状態で出土している。併せて遺跡からは船来山古墳群において未だ古墳造営が行な

われている時期、7 世紀中葉の土壙墓 1 基が検出され、耳環、須恵器（杯、短頸壺）が出土している。

現段階で船来山古墳群被葬者集団との階層差、帰属集団の差異による葬法差を示すものかは明らかで

はない。須山古窯跡群は2基の須恵器窯からなり、6世紀末葉から 7世紀初頭の須恵器が豊富に出土す

る。美濃地域の古墳時代後期須恵器編年の定点を示す基礎資料として重要視される。

律令期以後、船来山東方から南方にかけての扇状地に密に遺跡が展開する。これらの遺跡からは、

須恵器、灰釉陶器、山茶碗を中心とした古代から中世、近世に至る時期の遺物が採集されている。近

年、開発事業等に伴う試掘調査が断片的に実施され、上西郷C遺跡（60）では時期不明の竪穴住居跡が、

小野A遺跡（7）では中近世の土坑、溝、小穴が、小西郷鶴木遺跡（70）では小穴が、中西郷B遺跡（62）で

は古代の土坑、小穴が検出されている。これらの遺跡の大半は根尾川扇状地、低位段丘、砂礫谷底台

地に広く展開し、後背湿地面を避けた遺跡形成である。

中山瓦窯跡（102）からは平安時代の単弁蓮華文軒丸瓦、複弁蓮華文軒丸瓦、丸瓦、平瓦が出土して

いる。

岐阜市域の古代遺跡に関しては、8 世紀を第一のピークとして盛行することが指摘されているが、

船来山周辺の律令期遺跡の動向についても同様の傾向が看取される。この背景には東山道（104）の整備、

席田君邇近と新羅系帰化移民の当地への移動による席田郡設置などに伴う人口増加があったことが推

測され、律令国家体制の汎列島的な在地社会への浸透と連動する動きであるものと考えられる。

註 1 各調査区において確認できる地層走向を任意の 5地点で略測した結果、各調査区においてそれほどの差はなく、それぞれ磁

北から北西～南東の方向に20度から50度を振った走向である。

註 2 調査地近辺に北野神社、八幡神社、智勝院が存在する。1646年建立の智勝院以外、由緒は不明である。智勝院に伴う墓石、

北野神社の灯籠が江戸期の年号が印刻されている。

註 3 各遺跡の事実記載に関しては先行研究などに拠り、参考文献として一括して掲げた。また分布調査の内容を踏まえ、岐阜市

域の遺跡名称については『岐阜市遺跡詳細分布調査報告書』『岐阜市遺跡地図』に全面的に従う。そのため、本文中、表中の

「旧」という表現は岐阜市史などに記載された遺跡名を指す。

註 4 旧 1号墳、旧 2号墳は横穴式石室墳であることが知られ、旧 1号墳から金銅装馬具（三環鈴、鏡板付轡）、須恵器（杯蓋、杯、

短頸壺）が、旧 2号墳から珠文鏡、玉類が採集されているが、現存する古墳と従来から把握されている古墳との対応関係は不

明である。

註５ 岐阜市詳細分布調査の際、則松第 1古墳群 1号墳より須恵器片が採集されている。
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第 1節　調査に至る経緯

船来山古墳群は、古くから知られていた。特に知られるようになったのは、昭和42年の土取り工事

に伴って船来山24号墳から 5面、船来山27号墳から 1面の計 6枚の鏡が出土したことからである（註 1）。

昭和59年 9 月に（仮称）岐阜西カントリークラブ（ゴルフ場）造成事業の計画として事業者岐阜西開発

株式会社から岐阜市に土地売買等届出前協議申出書が提出された。この申し出を受け、市の関係各課

による調整会議が開催された。この開発計画は、岐阜市・糸貫町・本巣町にまたがる船来山全体に18

ホールのゴルフ場を建設するものであった。

岐阜市教育委員会（以下市教育委員会）は、開発区域内に船木山古墳群・桑山古墳群・阿弥陀寺古墳

群（註 2）等の埋蔵文化財が多数在ることから、岐阜県教育委員会（以下県教育委員会）・糸貫町教育委員

会・本巣町教育委員会と遺跡の取り扱いに関する協議を平成元年 4 月から開始した。平成元年 9 月に

は、船来山古墳群保存計画書を事業者に提出し設計変更を求めた。それに先だって、昭和60年 4 月に

県教育委員会・糸貫町教育委員会・事業者、昭和63年 1 月に三重大学八賀晋教授が分布調査を実施し

た。事業者は、開発区域の縮小、コースの見直し等の設計変更を実施し、平成 2 年 5 月・平成 5 年 2

月に開発予備協議を行った。糸貫町教育委員会では、平成 4 年12月に 2 回分布調査を行い、また、平

成 5 年10月から試掘調査を実施した。市教育委員会では、平成 5 年12月に糸貫町教育委員会に試掘調

査を依頼し、平成 6年 6・7月には同町教育委員会の試掘調査の協力要請に対して職員を 1人派遣した。

試掘によって船来山古墳群の後期古墳の構築の特徴がわかりだした。一般的に高い墳丘を持つタイプ

のものではなく、地山を深く掘り下げる掘方を持ち、ほとんど墳丘が残存していない。そのため、表

面から発見することは困難であり、本調査が始まると古墳の数は増加すると予想された。また、かな

り遺構が破壊されている事もわかった。

平成 7 年 3 月16日に船来山古墳群発掘調査に係る約定書が締結され、1 市 2 町の各発掘区域が決定

した。これによって、岐阜市・糸貫町の境界線は、糸貫町と本巣町で編成する船来山古墳群発掘調査

団が担当することになり、市教育委員会は、岐阜市側にのびる支尾根のみを担当することとなった。

試掘調査の結果、北からA～F区の既知の10基がコース等開発区域内となり約8,000㎡が発掘調査の対象

となった。岐阜市・本巣町との境界線の尾根とA区との間にある尾根は、遺構を確認できなかった。

この区域内で発掘調査を実施する方向で、市教育委員会と事業者の間で協議調整に入った。数回の協

議の後、事業者の委託により岐阜市遺跡調査会（以下調査会）が発掘調査を行うことになった。平成 7

年 4 月 1 日、県教育委員会を立会人として事業者・市教育委員会・調査会の三者間で覚書（協定書）を

締結、平成 7 年 4 月から整理・報告書作成までの平成 8 年 3 月までに発掘調査・整理・報告書作成を

実施することとなった。

調査会は覚書締結後、初年度契約を直ちに事業者と締結し以降諸準備作業、5 月の上旬にはC区か

ら発掘調査を開始する予定であったが、事業者側の事情により調査の開始が遅れた。計画を再考し、

第 2章　調査の経緯と経過
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平成 7年10月 1 日、初年度契約を締結、翌日調査に着手した。

文化財保護法に基づく届出は、平成 7 年 2 月14日に事業者から第57条の 2 、9 月14日に調査会から

第57条を提出した。

第 2節　調査の経過

発掘調査は平成 7 年10月 2 日以降諸準備作業の後、10月16日に着手、一部の空白期間を挟んで平成

8 年11月21日に現地調査を終了した。この間の作業工程は第 1 表の通りである。調査区域は、便宜上

北からA～F区の 6区に分けた（第 4図）。

調査は、2班体制でA区とF区から着手した。現地での調査は、基本的には下記の手順で実施した。

1 . 発掘対象区域内の表土を全面的に剥ぐ。

2 . 既知の古墳の墳丘・周溝などは、畦を残しながら 2次堆積土を除去する。

3 . 石室内の埋土を掘り下げ、遺物の出土状況・床面の状態を確認する。

4 . 石室・外部施設などの各種図面を作成する。主な図面作成は遺物検出時と掘り上がり時の 2 回

に分けて行った。

5 . 墳丘・石室の断ち割り、断面を観察後、図面を作成する。

第 3 図 試掘調査出土遺物実測図

1
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Ａ区発掘調査 

Ｂ区発掘調査 
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6 . 石材を除去、掘方の検出、図面を作成する。

各種図面は、1 /10・1 /20で作成した。写真撮影は、適時行った。カメラは、6× 9㎝版カラーリバー

サル・白黒、35㎜版カラーリバーサル・白黒を使用した。

初めの計画では、平成 7 年度にA・C・D・E・F区、平成 8 年度にB区の発掘、7 月末には現場作業

終了、8月から整理・報告書作成作業開始、平成 9年度の 6 月には報告書の刊行をする予定であった。

しかし、12月末と 1 月上旬の記録的な積雪で 1 カ月弱作業を中止したほか、続々と新たな古墳が検出

されたため、平成 7年度の調査区域をA・C・D・F区に変更した。平成 8年度は残りのB・E区を調査

した。B・E区の完掘後、前年度にできなかった古墳を含めて断ち割り作業を実施した。平成 8年10月

19日には、隣接して発掘調査を実施している糸貫・本巣町教育委員会の船来山古墳群発掘調査団と共

同で現地説明会を実施した。現地調査は11月21日に終了した。

註 1 岐阜市『岐阜市史』史料編　考古・文化財　1980

註 2 『岐阜市史』では「舟木山古墳群」「桑山古墳群」、『岐阜県遺跡地図』では「山本古墳群」「弥勒寺古墳群」「山谷古墳群」

「桑山古墳群」「船木山古墳群」の名称が使用されている。例言でも触れているとおり、今回の一連の調査では、独立丘陵全

体を「船来山」、またそこに存在する古墳（群）全てを「船来山古墳群」として一括し、名称も統一する。

第 1 表 作業工程表
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第 4 図 調査区位置図

Y=－44,000 Y=－43,000

X
=
－
60
,0
00

X
=
－
59
,0
00

X
=
－
58
,0
00

A

B C

D

E

F

試掘範囲

この図は岐阜市の承認を得て、岐阜市作製の図面を複製し、背景図としたものである。
平成19年9月10日　承認番号第12号
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第 1節 A区

船来山三角点から東に延びる尾根が急傾斜で下った直下に形成された、緩やかな傾斜の尾根に当た

る。試掘調査の結果、主尾根からA区までの間に古墳の分布は見られず、立地上独立した古墳群とも

捉えられるが、A支群と認識することとする。

A支群では、試掘調査で尾根筋上に107・108号墳及び木棺直葬墓（276号墳）の 3基が確認されており、

合わせて南北両斜面も可能な限りの調査を行った。結果、南斜面に新たに 4基の横穴式石室を検出し、

また北斜面には岩盤を人為的に削ったと見られる痕跡、その他性格不明の土坑 3基を確認した。

107号墳

遺構（第 7図・図版 2）

尾根上の緩傾斜部に立地する。掘方は斜面を平面「コ」字状に掘削するもので、通常の横穴式石室

と思われるが、掘方底の玄門部にわずかな段を有し、玄室の床面が1段下がる構造である。残存状況は

悪く、石材の抜き取りが著しい。奥壁前を除き床面にも撹乱が及んでいる。

石室は玄室部しか残存しないが、長さ約3.7mとA支群では最大の石室である。玄室の最大幅1.5m、

奥壁幅1.3mで、緩やかな胴張プランを呈する。羨道部と思われる箇所には 1 石も残存しないが、岩盤

の削平が奥壁より 5 m程度の位置まで及んでいるため、最低でも 1 m程の羨道があったと見られる。

左側壁の玄門部は、岩盤が土坑状に深く掘削されており、立柱石があった可能性が高い。

石材はほとんどが硬質の砂岩であり、比較的大きく、大きさにばらつきがみられる。奥壁は板状の

石を 2 枚立て並べているが、石材はチャートで船来山古墳群では希少な例である。棺台と見られる平

坦な石 2個が残存するが、その対になるものはない。

遺物（第 8～ 9図・図版30～31）

床面は一部を除き攪乱されているため、原位置を保つと思われる遺物は少ない。完形の遺物は奥壁

直下、右側壁奥壁寄り直下に集中し、また開口部周辺にも散在していた。右側壁、奥壁直下の遺物は

追葬時の片付けによるものと見られ、原位置を保つと見られるが、開口部周辺の遺物は撹乱によって

移動している可能性がある。埋土中出土の遺物は107号墳の立地や周囲の状況から、別の古墳からの流

入とは考えにくい。撹乱時に埋土に混入したものと見られるため、元来当墳の遺物であると考える。

須恵器

蓋杯・高杯・壺・提瓶が出土している。2 と 8 は胎土、焼成具合からセットであると思われる。杯

身（11）は内面口縁部に沈線が巡り、外面底部にはヘラケズリが施される。高杯（15）は脚部に 2 段のス

カシがあり、上段のものは切目を入れているに過ぎない。スカシの間には 2 条の幅広の沈線が巡る。

杯部の底部にはヘラケズリが施される。壺（19）は底部にヘラケズリ、体部にカキ目が施される。提瓶

（21）は色調が黒く、細かいカキ目が全体に施される。

須恵器は 4 ～ 5 型式のものが多く、次いで 6 型式、9 型式のものがある。古いものは奥壁・側壁直

第 3章　発掘調査の成果
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第 5 図 A区地形測量図
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下に寄せられた状態で出土しており、最新の 9 型式のもの（6）は玄室の羨道寄りから出土しているが、

撹乱で移動している可能性がある。

土師器

2 個体の甕が出土している。いずれも伊勢型甕A 1 類で、46の底部には「×」状のヘラ記号が見ら

れる。

第 6 図 107号墳遺物出土状況図
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第 8 図 107号墳出土遺物実測図（1）
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第 9 図 107号墳出土遺物実測図（2）
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馬具

轡（23）の引手は蕨手状のもので「く」字形の屈曲はない。鏡板は立聞が付かず、引手が直接連結す

る。左右（図での左右）の鏡板は直接接合せず、引手左右の長さに相違が見られることから、同一個体

で無いとも考えられる。長い引手の鏡板と接続している環は先端が細くなっており、摩耗が認められ

るものの、左の引手と鏡板の間には余裕がなさすぎる。また鏡板の規格は同一であること、出土状況

からも、引手の短さは補修痕であり、左右は同一個体であると考えた方がよいようである。鏡板の環

径が比較的大きいものの、鉄棒が華奢である点、引手が「く」字形に屈曲しないことから 6 世紀後半

でも中葉に近い時期と比定できる。 具（24・25）は鐙のものである（註 1）。

武具

鉄鏃（註 2）が11～12個体出土した。10個体が鏃身を残すが、三角形のもの（26～30）5 個体、腸抉三角

形のもの（31～35）5 個体である。明確に長頸式と判別できるのは47の 1 点のみで、48が不明の他、残

りは平根式である。26・27には関・茎部に木質部とさらにその上に巻かれた樹皮が残存する。47，48

は埋土をふるいにかけた際に出土した。

装身具

耳環（36）は長径3.4cm、やや大ぶりである。銅芯に銀板を巻き付けたもので、全体に銀色を呈するが、

内側の一部は金色である。

その他水晶製切子玉（37）などが出土し、土製丸玉（38，39，49～60）は径 6 ～ 7 mmで表面は暗灰色

を呈する。ガラス製小玉（40，41，61～72）は径 3～ 4 mmでスカイブルーのものが多い。

108号墳

遺構（第10図・図版 2，3）

ほぼ尾根線上に立地し、尾根の先端方向に開口する。

左右側壁とも最高 2 段、奥壁は残存せず、遺存状況は悪い。掘方の底面長は3.7mを測る。奥壁部に

は主軸と直交する深さ20cm程の長円形の穴が検出でき、立石を据えていた可能性が高い。これらのこ

とから石室は最低でも3.4mの長さを有していたと考えられる。石室の幅は0.7m、胴張はほとんど見ら

れない。石材は 1石を除き硬質の砂岩である。

遺物

埋土中を含めて 1点も出土していない。

223号墳

遺構（第11図・図版 3）

276号墳の下、尾根の南斜面に立地するが、開口方向は斜面下方方向に対して東に振る。

奥壁は残存せず、左右側壁とも 2 段と残りは悪い。奥壁は残存していないが、2 箇所で設置痕を検

出した。石室の幅は0.8m、胴張はほとんど見られない。掘方は垂直に掘り下げており、規模は比較的

大きい。特に幅は石室の幅に比べ、広いことが特徴的である。石材は大部分が硬質の砂岩である。

遺物

埋土中より土師器片が数点出土したが、いずれも上から転落し混入したものと考えられる。
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第10図 108号墳石室実測図
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224号墳

遺構（第13図・図版 3，4）

尾根の南斜面に立地するが、開口方向は斜面下方方向に対して東に振る。

石室は小さいながらも残りは良い方で、2 ～ 3 段が残存する。左側壁には小さな立柱石があり、掘

方の削平部分の大きさから、最低でも0.8mの羨道がつく。奥壁は縦位の立石を 2 石並べている。玄室

の長さ1.8m、幅0.6m、胴張はほとんど見られない無袖式の石室である。掘方は元々窪んだ部分を利用

しており、土で整地して平坦面

を造り出し、それを基盤に石を

積んでいる。石材は大部分が軟

質の砂岩で、1段目は長手積み・

平積み、2段目以上は小口積み・

長手積みである。

第13図 224号墳石室実測図
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遺物（第12図・図版31）

右側壁の直下から、ほぼ完形の須

恵器 2個体が出土した。いずれも美

濃系 9 ～10型式のもので、7 世紀後

葉～末の構築と見られる。

須恵器

73は無蓋高杯で、杯部は底部、口

縁部とも直線的でシャープである。

74の平瓶は外面底部に斜格子のタタ

キ痕が見られる。

226号墳

遺構（第14図・図版 4）

尾根の南斜面に立地し、開口方向

は斜面に対して東に振る。

奥壁と両側壁がわずかに残存する

だけで、状況は悪い。奥壁部での幅

は0.4mで、玄室は胴張を呈するよう

である。奥壁は横位の立石を使用し

ている。掘方は元々窪んだ部分を利

用しており、土で整地して平坦面を

造り出し、それを基盤に石を積んで

いる。石材は全て砂岩で、大部分が

軟質のものである。

遺物

埋土中を含めて 1点も出土してい

ない。

228号墳

遺構（第15図・図版 4）

ほぼ尾根線上に立地し、尾根の先

端方向に開口する。

右側壁 1段 3 石のみの残存で、状

況は悪い。奥壁部分には溝状の掘り

込みがあり、形状から 2石の立石を

並べて使用していた可能性が高い。

左側壁は 1石も残存しないが、掘方
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底にわずかな段が見られ、位置と方向は推測できる。奥壁部での石室幅は推定0.5m、掘方の大きさか

ら全長1.4m以上といえる。石材は全て砂岩で、長手積み・平積みで使用している。

遺物

埋土中を含めて 1点も出土していない。

276号墳

遺構（第16図・図版 4）

支尾根筋上に立地し、木棺直葬を主体部とする。主軸は尾根線にほぼ直交し、真北からは約45度東

に振る。墓壙は岩盤を3.4m×1.6mの長方形に掘り込み、木棺設置後、砂岩礫を墓壙との隙間に詰め込

んだものと推測される。礫の残存状況から木棺は箱形のものであろう。墓壙の深さは0.3mを測る。

墳丘は残存しないが、墓壙から 5 m西で、墓壙主軸と平行する浅い溝状のものが検出された。土師

器も出土していることから、周溝を持つ可能性が高いと見られる。ただし溝状遺構は北斜面の岩盤掘

削痕に連続することから、石材採掘痕の可能性も否めない。主体部が墳丘中央にあったと仮定すると、

大きさは約10mを測る。

第16図 276号墳主体部実測図
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遺物（第17図・図版31）

墓壙床面から鉄剣が出土した。木棺推定範囲の北西寄りの位置で、切先が中央方向に向いている。

試掘調査及び本調査時、墓壙埋土中から土師器片が出土している。また周溝？埋土や北側斜面の下、

テラス状になった箇所に堆積した流土中から数点土師器片が出土している。

鉄剣

全長38.0cm、刃部の長さ27.5cm、同最大幅3.0cm、同厚さ0.7cmである。柄の部分は幅1.2cm、厚さ

0.4cmと薄い長方形の断面形状である。刃部を中心に痩せてはいるが、ほぼ完形と見られる。

土師器

76～80は主体部埋土中から出土、81,82は周溝？埋土中から出土した。

76～78は高杯で、摩耗が激しいが、内外面ともミガキ調整が施されていた可能性が高い。79～82は

二重口縁壺である。81を除く他は爪形文が口縁部を全周する。施文のパターンや位置が異なるため、

全て別個体のものである。フォーラムⅢ期（廻間Ⅱ併行）と考えられる。

第17図 276号墳出土遺物実測図

75

80

77

76

78

79

81

82



― 25 ―

その他

遺構（第18図・図版 6）

SK20・21

岩盤を掘り込んだ土坑の底に、岩盤の一部が掘り残されている様相で、性格は不明である。石材を

採った跡であろうか。SK20は長径1.9m、短径1.5m、最大深さ0.4m、SK21は径1.2m、最大深さ0.4mを

測り、SK20の底の一部には、掘削に使用した工具痕が残存する。

SK22

石室掘方のような形状の遺構であるが、底部の幅が0.6mと小さく、石室掘方ではないと判断した。

性格は不明である。長さ1.4m、深さ0.3m。

遺物（第19図）

107号墳開口部下、流土中よりサヌカイト製の石鏃が 1点出土している。
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第 2節 B区

B区は地形的に 2 つに大別することができる。主尾根から東に延びる支尾根（以下B 1 区と呼称）と、

B 1 尾根先端から一段低く南東に派生する尾根（同B 2 区）である。前者は主尾根から分岐した後、急傾

斜で下るが、先端部は再び高度を上げ、独立したピークが形成されている。96号墳はその頂部に立地

し、その先は再び急傾斜をなし、山麓のC区に至る。B 2 尾根はB 1 尾根先端のピークから南東方向に

延び、16m程下がったところで緩傾斜面となる。105号墳はその緩斜面尾根筋上に位置し、さらにその

先端には104号墳が試掘調査によって確認されている。

主尾根から96号墳のあるピークまでの約50mの間には遺構は存在せず、またB 1とB 2 の間にも水平、

垂直距離ともに15m程の空白区域があり、古墳分布域としては独立性が見られる。よってそれぞれを

B 1支群、B 2 支群として認識しておく。

B 1 支群は分布調査で確認されていた96号墳の他、南斜面で 6基の横穴式石室墳を検出した。その周

囲は古墳の空白地帯が取り囲むため、B 1 支群は計 7基による支群と捉えられる。B 2 支群では試掘調

査により105号墳及び104号墳の存在が確認されていたが、その後の協議で104号墳は開発区域外となっ

たため、本調査は行わなかった。よって構成される古墳の立地や数は不明であるが、B 2 区の最高所に

105号墳が立地しているのは明かである。B 2 区では105号墳の他、採石坑と考えられる土坑 2基を検出

した。

96号墳

遺構（第22・23図・図版 6）

尾根の先端の高所に位置する前方後円墳である。前方部は尾根の先端を向き、墳丘の残存長28m、

後円部径約18m、前方部残存長10m、同幅10m、くびれ部幅 6 mを測る。墳裾は岩盤を削り出して造っ

ており、テラス状の平坦面が周囲を巡るが、前方部の先端には認められない。風化により削平されて

しまったものと考えられ、全長はもう少し長かった可能性が高い。後円部には50cm程の厚さで盛土が

残存していたが、主体部は残存していなかった。柿畑の開墾により墳頂部が平坦に削平されてしまっ

たことによるものと見られる。

遺物（第24～28図・図版31～34）

埴輪はすべて崩れ流れた盛土に混在して出土しており、原位置を保つものはない。大多数は墳裾周

辺の平坦面に堆積していた流土中からのものである。一括性はないが、本墳周辺からしか出土してい

ないことから、96号墳から流失したものである可能性は極めて高い。鉄刀は前方部頂、厚さ数cmの表

土直下、岩盤直上からの出土であり、また周辺に明確な遺構が検出されなかったため、原位置を保っ

ていないことも考えられる。

埴輪

円筒埴輪・朝顔形埴輪のみで、形象埴輪は出土していない。接合前の総破片数は700点余りで、古墳

の周りほぼ全てから出土しているが、前方部周辺は北を除く場所では出土がない。後円部南東は少な

いものの、それ以外ではほぼ同じ割合で出土している。
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第21図 B2区地形測量図
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破片は摩耗が著しく、ハケメ調整等は大部分のものが判明しない。また表・流土からの出土である

ことからほとんど接合することはできなかった。よって調整の分かるもの、凸帯・口縁部・底部が残

存するものを観察・計測し、破片単位で台帳を作成した。ただし後述するⅢ・Ⅳ類は個体の判別が可

能であり、1 個体に属する破片数が多いものがあるため個体単位で処理を行うこととした。黒斑を有

するものは 1点も無く、色調や胎土により次の 5種類に大別できる。

Ⅰ類：色調は白色系で、胎土に砂粒が全く混入しないもの。

Ⅱ類：色調は黄色系で、胎土に砂粒が比較的多く混入するもの。

Ⅲ類：色調は赤色系で、胎土に砂粒が多く混入するもの。

Ⅳ類：色調は褐色で、胎土に砂粒が少量混入するもの。1個体

Ⅴ類：胎土に砂粒が多く混入し、焼成が硬質であるもの。須恵質に近い。2点

Ⅰ類（85～108）には円筒・朝顔形埴輪の両者がある。凸帯は高さ平均0.4cm、幅平均1.4cmと突出度は

低く、強いナデによって断面形がM字形を呈するものが多い。外面の 2次調整としてB種ヨコハケが施

され、静止角度はほぼ直立する。確実にB種ヨコハケが確認できるものはⅠ類のみである。一部タテハ

ケのものも認められるが、他類のものとは異なり、ハケメが細く多く刻まれるのが特徴である。口縁

部は、大部分が最上の凸帯からほぼ直線的に直立するが、一部外に開くものも見られる。焼成は良く、

比較的硬質で、器壁は薄い。底部調整は認められない。

第22図 96号墳調査前測量図
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第23図 96号墳墳丘測量図
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第24図 96号墳出土遺物実測図（1）
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第25図 96号墳出土遺物実測図（2）
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第26図 96号墳出土遺物実測図（3）

118

119

120

124

128

129 130

133

136
135134

131 132

127

123

125

126

121 122



― 35 ―

第27図 96号墳出土遺物実測図（4）
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Ⅱ類（109～136）は大部分が円筒埴輪で、朝顔形のものは 1 点しか見られない。

凸帯の断面形状はM字形のものと、台形を呈するものがある。高さは両者とも平

均0.6cmで、幅は前者が1.6cm、後者が1.5cmを測り、突出度が高い。外面調整はヨ

コハケのものとタテハケのものがある。ヨコハケは凸帯間全面ではなく、ごく一

部を施すのみで、静止痕は見られない。口縁部の形状は最上凸帯から緩やかに外

反するものと、口縁端部周辺で外方へ屈曲するものとがある。胎土に砂粒の多い

ものがある。器壁は薄い。底部調整は認められない。

Ⅲ類（137～152）には円筒・朝顔形埴輪の両者がある。凸帯は高さ平均0.6cm、幅

1.7cmを測り、突出度は高い。断面形状は台形のものに限定される。外面調整はタ

テハケのみで、ハケメは太く粗い。口縁部の形状は最上凸帯から緩やかに外反す

る。焼成はあまく、軟質である。器壁は厚い。底部調整は認められない。

Ⅳ類（153）は円筒埴輪である。凸帯は高さ0.8cm、幅1.6cmを測り、突出度は高く、

断面形状は台形である。外面調整はタテハケで、ハケメは太く粗い。口縁部の形

状は最上凸帯から緩やかに外反する。焼成は良く、硬質である。器壁は厚い。底

部は出土していない。

Ⅴ類（154～155）は体部と底部が 1 点ずつ出土しているにすぎない。凸帯は高さ

0.7cm、幅1.7cmを測り、突出度は高く、幅が広い。断面形状はM字状を呈する。

外面調整はヨコハケで、静止痕が見られないことからC種ヨコハケと見られる。焼成は良く、硬質で須

恵質に近い。器壁は薄い。底部調整はされない。

96号墳出土の埴輪は全て流失土中からで、厳密には一括性はない。しかし本墳周辺からしか出土し

ていないことから、96号墳から流出したものである可能性は高い。埴輪は胎土からⅠ～Ⅴ類に分類で

き、その調整技法はⅠ類がB種ヨコハケ、Ⅱ類がヨコハケ、Ⅲ・Ⅳ類がタテハケ、Ⅴ類がC種ヨコハケ

とバラエティに富む。時期はTK208～TK23併行期に比定される。

第28図 96号墳出土遺物実測図（5）
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胎土による分類と出土位置には偏りが見られる。Ⅰ類は墳丘の全周で出土しているが、約 1 / 3 が後

円部南から出土し、次いで20％が前方部北からである。Ⅱ類も全周で見られるが、後円部北西からの

ものが約40％を占める。Ⅲ類は後円部西からのものが多いようである。原位置を保つものではないた

め、即断はできないが、配列された場所に偏りがあった可能性を示唆する。また朝顔形は後円部の北

でわずかに出土しているものの、後円部の西から南にかけての範囲に多い。

武具

鉄刀（84）は残存長54.0cmで切先が欠損している。刃部の残存長さ42.5cm、最大幅2.5cm、厚さ0.6cm

を測る。関の部分には 2 段の切り込みがあり、目釘孔は 3 箇所にある。同様の鉄刀は糸貫町が調査し

たG支群の29号墳で出土しており、刀装具として三輪玉が伴出している。

249号墳

遺構（第29図・図版 6，7）

南斜面に位置し、ほぼ南に向いて開口するが、斜面に対しては西に振る。石室の遺存は悪く、残存

長は1.7mであるが、掘方の全長は 5 m以上あり、最低でもこのサイズはあったと見られる。幅は0.9m

で、胴張は見られない。奥壁の下部は 2 枚の立石から成ると見られる。1 段目の石材は小口・長手・

平積みがあるのに対して、数は少ないが、2 段目には小口積みのものしかない。石材は全て硬質の砂

岩である。

遺物（第30図・図版35）

玄室中央と推測される位置、右側壁直下で平瓶が出土している。また埋土中から鉄釘片が出土した。

須恵器

平瓶（156）の体部は全体的に扁平で、肩の張りが強い。美濃 9型式。

250号墳

遺構（第31図・図版 7）

南斜面、96号墳裾周りのテラス面に位置し、ほぼ南に開口する。

残存長1.0m、幅0.4mと小型の石室で、床面には壁体を構成する石材と同様な大きさの板状の石を敷

き詰めている。奥壁の基底部は横長の 1 石を据えており、側壁の基底石は平積みにするものが多い。

若干の掘方の掘削は見られるものの、竪穴状に窪んだ部分に土を入れ整地し、石室を構築している。

敷石の範囲、右側壁最先端の内側への張り出し、石室の規模からE区256号墳（小型竪穴式石室）に類似

する可能性がある。石材は軟質のものが多い。

遺物

埋土中を含めて 1点も出土していない。

251号墳

遺構（第32図・図版 7，8）

南斜面、96号墳の墳丘を掘削して構築しており、ほぼ南に開口する。

残存長2.2m、奥壁幅0.6m、最大幅0.7mでほとんど胴張は見られない。床面には小さな板状の石を敷

き詰めており、右側壁に残存する立柱石の位置と合わせて、玄室部と羨道部の境界を示している。敷
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第29図 249号墳石室実測図
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第31図 250号墳石室実測図 第34図 253号墳石室実測図
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石の範囲は長さ1.8m、幅0.6mの長方形を呈し、側壁際に空白部分があることから、棺台であると考え

る。奥壁基底部は 2 石の縦長の石と 1 石の横長の立石で構成されており、掘方の底には奥壁設置用の

溝が掘られている。側壁の石材は、1 段目は右が長手積み、左が平積みで並べられ、2 段目以上は小

口・長手積みされている。掘方は岩盤を掘り込んで造っており、底の長さは2.8mを測る。石材は基底

石を中心に軟質砂岩が多く使われ、他は硬質砂岩である。

遺物（第33図・図版35）

右側壁の立柱石前から、杯部が半分欠損した無蓋高杯が出土している。出土レベルは床面より若干

高く、原位置を保っていない可能性もある。

須恵器

無蓋高杯（158）は美濃 9～10型式。

253号墳

遺構（第34図・図版 8）

第35図 254号墳遺物出土状況図
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第36図 254号墳石室実測図
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南斜面に立地し、やや西に振った南に開口する。斜面に対しては大きく西に振っており、左側壁は

1 石も残っていない。奥壁基底部は 2 石以上の立石から成っていたと考えられる。残存する石材は全

て軟質の砂岩である。

遺物

埋土中を含めて 1点も出土していない。

254号墳

遺構（第36図・図版 8）

南斜面に立地、ほぼ南に開口し、主軸は斜面に対して平行する。残存長3.3m、奥壁幅0.9m、最大幅

1.0mであるが、床面プランでは若干の胴張が見られる。胴張の形状から、右側壁の先端部分で、玄室

と羨道の境があったと思われるが、立柱石は確認できていない。石室残存部の最前に大きな樹木の根

が張っており、その隙間には拳大の石が多く見られたことや、奥壁寄りから出土した杯蓋が石の上か

ら出土したため、本来床には石が敷かれていた可能性が高い。奥壁基底部は横位の立石を変則的に 2

第37図 254号墳出土遺物実測図
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石並べて使用しており、掘方底には設置

するための溝状の掘り込みがある。石材

は全体的に大きめで、基底部に限らず長

手積みにしているものが多い。ほとんど

が硬質の砂岩を使用している。

遺物（第37図・図版35）

礫床が残存する部分では完形に近い遺

物が、またそれ以外では破片化した遺物

が出土している傾向がある。須恵器の他、

鉄製品が出土した。

須恵器

かえりの付く蓋 4個体（159～162）、杯

身 3 個体（163～165）、有蓋高杯 1 個体

（166）、無蓋高杯 2個体（167～168）が出

土した。杯蓋、杯身はセットとなるもの

で、胎土が緻密でともにヘラ記号が施さ

れるものがある。有蓋高杯は脚部に 2条

の幅広の凹線が巡る。これらは美濃 9型

式に比定される。無蓋高杯(167)は杯部が

丸く大ぶりで、若干古い7～8型式に比定、168は杯部が直線的で、若干新しい9～10型式と見られる。

鉄製品

169,170は鎹と見られる鉄製品で、断面形状はほぼ正方形である。171,172は不明鉄製品である。

土師器

その他図化することはできなかったが、土師器甕の体部片が出土している。

255号墳

遺構（第38図・図版 9）

南斜面に立地、ほぼ南に開口し、斜面に平行する。柿畑に伴う石積みで、石室は掘方とも前部が壊

され、奥壁周辺を残すのみである。奥壁は2石の縦位の立石で構成され、石材は軟質砂岩が多い。

遺物

埋土中を含めて 1点も出土していない。

105号墳（B 2 支群）

遺構（第40図・図版 9，10）

B 2 尾根線上に位置し、ほぼ真南に開口する石室である。開口部には明瞭な段を有し、0.8mの高さ

をもって石室床面に至る。入り口部分の段差は、掘方壁面の前に石をほぼ垂直に積み上げるもので、

前後に複数列に並ばない。右側壁側半分が低くなっており、糸貫町での同種の石室の構造から片袖式

第38図 255号墳石室実測図
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第39図 105号墳遺物出土状況図

X=－59,162
Y=－42,933

X=－59,157
Y=－42,933

68ｍ
68
ｍ

68ｍ

235222
234
203

24223
5

24
1

22
2

20
3

23
9

24
3

17
4
20
7

17
4

17
8

19
5

18
0

18
1

19
2

17
4

19
1

19
7

21
8
19
3

18
8

18
3

17
6
18
9

19
6
17
9

19
9

20
4

22
1

21
5

22
0
21
7
21
3
20
1

20
9
20
520
6

19
8

21
1

22
2

21
020
2

18
7

22
2

24
2

20
7

21
9

22
2

23
2

23
3

18
4

17
7

23
4

207

219

222

202

238

226
227
236

244

200

208 231
204

176
218

211217
196

209

205

220

213
214
201

229
181

180

186
195
178 192 191

174182

212

221

215

216

194

198

183

175
190

189
199

188

197

193
179

206

189

230
228

223,224,237

210

222 240

232
233 239
243

177

241

219

225219
222

177

174

184

187

187
210

225
222

238
227226

236
228

244

174

185
223
224
237

187

230
200

204

208
231

216
174

194
189

219

177

185



第
40図

105号
墳
石
室
実
測
図

1212

1

1

1

4

3
2

1
1

4

3
2

11

10

9

8

7

56

A'

A'

B'

B'B

C

A

B

C'

C' C

A
68ｍ

68ｍ

68ｍ

68ｍ

68
ｍ

床
面
盛
土
　
1.褐
色
土

裏
込
め
土
　
2.明
褐
色
土

3.黄
白
色
砂
質
土

4.褐
色
土（
礫
混
入
）

5.褐
色
土

6.茶
褐
色
土

7.灰
褐
色
砂
質
土

8.茶
褐
色
砂
礫
土

9.暗
茶
褐
色
土

10.茶
褐
色
土

11.暗
茶
褐
色
土

12.黄
褐
色
砂
質
土

X
=
－
59,157

Y
=
－
42,933

X
=
－
59,162

Y
=
－
42,933



― 47 ―

の形態を持つ可能性も考えられる。しかしながら、段差の直下には片付けと見られる多量の遺物群が

出土していることや、段差部の石積みには、袖を形成するような安定した縦方向の目地が見られない

ことから、本来左右に高さの差は無いものと判断しているが、はっきりは判らない。

石室の全長は4.1m、奥壁部幅1.8m、中央部最大幅2.1mで極端な胴張りを呈する。側壁の石材の大き

さは比較的均一で、特に右側壁は段毎のラインが明瞭である。奥壁の基底部は掘方の底に掘られた、

幅50cm、深さ20cm程度の溝状の掘り込みに、板状の石材を縦位に 3石並べている。側壁基底石は奥壁

の掘り込みの埋土上に設置されていることを確認しており、最初に奥壁を据えていたことが判かる。

石材は小口・長手積みがほぼ半々で、平積みしている所は少ない。

掘方は軟質砂岩の岩盤を掘り込んでおり、長さ5.3m、幅3.6m、深さ1.6mある。底面と壁面の一部に

は掘削に使用した工具の痕跡を検出した。掘削面に対して、平行に近い角度で工具の刃が入っており、

刃先の幅は約 6 cmを測る。

遺物（第41～43図・図版35～37）

石室の奥側 2 / 3 は撹乱により遺物片が散乱する状況で、遺存状態は悪かった。一方石室の開口部側

は、右側壁直下に34個体が集中する遺物群があり、また中央部あたりでも完形の遺物が数個体出土す

る良好な状況であった。

片づけと見られる遺物群内には、3型式は確認でき、最低 2回の追葬が行われていると考えられる。

出土遺物で最古のものは、190の尾張系 1 ～ 2 型式の杯身である。作りも精緻で古い様相を示すが、1

個体しか出土していないため、石室の構築時期は数量の多い 3型式併行時と考える。

須恵器

床面からは47個体が出土した。

杯蓋（174～189）は16個体、杯身（190～203）は14個体出土した。畿内系が大部分で、尾張系（188～190）

は 3 個体である。3型式が16個体で最も多く、4型式 5個体、5型式 7個体、1～ 2 型式が 1個体ある。

178～182の蓋と191～193・195・196の身は胎土中に大粒な川砂利が混入する特徴的なもので、セット

にされた状態で出土している。それ以外では175と190がセットで出土している。また194・197は器形、

焼成、色調とも酷似する。

204・205は大型の有蓋高杯で、脚部には波状文、蓋天井部にはクシ状工具による列点文が施される。

206は長脚の無蓋高杯で、上下のスカシの間と脚部裾に 2条の凹線が見られる。208・209は有蓋台付壺

で、各所にクシ状工具による列点文、波状文が施される。重ね焼きによる付着痕が合致するため、製

作段階からセットにされていたものである。211・212はセットとなる短頸壺であるが、両者とも全体

的に赤みを帯びた特徴的な色調を呈し、顔料が塗布されている可能性がある。215・216は蓋との重ね

焼きの痕跡が見られることから、有蓋の壺であった可能性が高い。

土師器

221は広口壺で赤褐色の色調を呈し、体部下半の外面にはヘラケズリが施され、外面体部にヘラ描き

が見られる。222は破片化し、床面に散在していた。外面はタテハケ、内面上半はヨコハケ、下半はケ

ズリが施される伊勢型甕A 1類である。
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第41図 105号墳出土遺物実測図（1）
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第42図 105号墳出土遺物実測図（2）
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第43図 105号墳出土遺物実測図（3）
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武具

鉄刀（223）は残りが良好で、全長35.6cm、刀身長27.4cm、最大厚さ0.9cmの、小振りのものである。

柄の先端に目釘孔がある。鉄鏃は平根式三角形、平根式腸抉三角形、長頸式の 3 種類のものが出土し

ている。

その他

装身具として、臼玉（242）1 点が出土している。また床面直上から、山茶碗（244）が 1点出土している。

104号墳（B 2 支群）

試掘調査後、開発区域外となることが決定したため、本調査は行っていない。試掘調査はB 2 尾根筋

上にトレンチを設定して行ったが、石室のほぼ中央を横断することになり、105号墳と同様な立地であ

ると推測される。このような立地であることと、出土遺物を見ると古い時期に構築されたと考えられ

ることから、105号墳と同様な石室である可能性がある。

遺物（第44図・図版37）

試掘調査で出土した遺物は次の 3点である。いずれも床面直上、左側壁直下より出土している。

須恵器

有蓋高杯（249）は短脚のもので、円形の透かし孔が 3方向にある。杯部底部から脚部にかけてカキ目

が施され、畿内系 3型式に比定される。台付有蓋壺（250）は頸部に波状文とカキ目、体部にカキ目、脚

部に波状文が施される。脚部に

は 3方向に方形の透かしがあり、

105号墳出土のもの（209）と比べ

ると小振りで、口縁部の立ち上

がりが高い。畿内系 1 ～ 2 型式

に比定される。

装身具

棗玉（251）は暗赤褐色の色調を

呈する琥珀製のものである。

その他

遺構（第46図）

土坑　SK23・24

B 2 尾根付け根に位置する。

硬質の砂岩が露呈し、節理面で

採石可能な場所であり、105号墳

等B 2 支群の石室石材を採掘した痕跡であると考える。2 つの土坑は接して位置しており、SK23の大

きさは径約2.0m、深さ0.9m、SK24は径1.5～2.0m、深さ1.2mを測る。

遺物（第45図）

B 1 尾根表・流土から出土したものである。これ以外にも埴輪片が多く出土したが、それらは全て96

第44図 104号墳出土遺物実測図
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号墳の項で報告した。

須恵器

いずれも杯蓋で、252が3型式、それ以外は 7型式以降のものと

思われる。

土師器

255・256は高杯、257は台付甕の底部である。

石器

258は砂岩製の敲石である。

第45図 B区出土遺物実測図
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第46図 B区遺構実測図

X=－59,140
Y=－42,945

X=－59,145
Y=－42,945

B

SK24

SK23

A
'

B'

A

A A'
75ｍ

B B'
75ｍ



― 53 ―

第 3節　C区

C区は唯一山麓に設定された調査区である。開発区域内では、92号墳のみが分布調査によって明らか

にされていたが、等高線に直交する方向でトレンチを設定したところ、235号墳を検出した。南に隣接

する墓地内にもマウンドを残す古墳（91号墳）が 1基存在するため、現在のところC区内の 2基と合わせ

た計 3基でC支群として捉えておきたい。表・流土、石室埋土中から弥生中期の土器が出土しているが、

その時期の遺構は検出されていない。

92号墳

遺構（第49図・図版10，11）

山麓東斜面に立地し、南東方向に開口する。石室は比較的残りが良く、右側壁は2.4mの高さが残存

する。床面プランでは右側壁に袖を有することは明かであるが、対応する左側壁には立柱石が若干内

側に設置されていることは分かるものの、明瞭な袖を形成していたとは言い難い。よって片袖式の石

第47図 C区地形測量図
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室として報告することにする。また玄門部には右側壁側に梱石が半分残存する。玄室の長さは4.2m、

奥壁幅1.3m、最大幅2.0mと極端な胴張を呈する。羨道部は羨門に向かって緩やかに開く形状で、先端

には立石が据えられて、羨門がつくられている。石室の全長は6.9mである。

石材は全て硬質砂岩で、側壁のものは大きさにばらつきがあり、特に上に行く程大きなものを使用

している。奥壁基底部は 2 枚の縦位の立石が設置されている。これらは 1 個の石を割った後、その割

面を石室内部に向けて並べて使用していることがわかる。

掘方は地山を掘削しているが、一部は岩盤にまで達している。石室の裏込めは盛土によるが、掘方

より上位の部分ではそのまま墳丘を形成しているようである。奥壁背後では、盛土の向きが異なる箇

所があり、16層上面で一度作業面を形成していた可能性が高い。

遺物（第48図・図版38）

床面は硬く締まっていたが、埋土中よ

り粉々に破砕された土器や、後世の遺物

が出土するなど、石室の 2 次的な利用が

多かったと考えられる。床面から出土し

た遺物は耳環1点のみであった。

須恵器

埋土中より出土した無蓋高杯（260）1 個

体しか時期を判別できるものはなく、尾

張系 6 ～ 7 型式に比定される。その他平

瓶（261）口縁部 1個体が埋土中より出土し

ている。

装身具

耳環（259）は銅芯銀張りで内側は金色の

色調を呈する。長径3.0cm、銅芯の径

0.8cmは大きい部類にはいる。

その他

9 C後葉の灰釉陶器瓶（262）、土師器椀

（263）や12C末～13C初の山茶碗（264・

265）、かわらけ（266）が出土している。

235号墳

遺構（第50・51図・図版12）

山裾から平野部に広がる緩傾斜面に立地する。開口方向は南東で、等高線に対して、平行に近い。

奥壁と側壁の一部を除き、1 段しか残存しないが、平面プランはほぼ復元できる。玄室は胴張りを

呈し、玄門部にはピット状の穴が検出されたことから、立柱石が想定される。また穴と石材との位置

関係から、立柱石は内側に突出しない無袖式のものと考えられる。羨道は開口部に向かってさらに狭

第48図 92号墳出土遺物実測図
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第51図 235号墳墳丘測量図
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第52図 235号墳出土遺物実測図

267

268
270

（270・271・273）

271

269

272 273

め、羨門部にも立石を用いている。立石より外の石積みは前庭部と見られる。石室全長7.5m、玄室長

4.6m、奥壁幅0.8m、最大幅1.1m、羨道長2.9m、前庭部長1.1mである。

石材は硬質の砂岩を用いており、1 段目は長手あるいは平積みで使用している。奥壁基底部は横位

の立石 1 石を据えている。明確な掘方は見られないが、地山を掘り込んで石室を構築しているのは間

違いない。緩斜面を大きく平坦に削平しているようである。

山側のみ周溝が巡り、墳丘は径10～12m程度の楕円形を想定できる。周溝は最も残りの良いところ

で幅約1.5m、深さ1.0mを測り、断面形は逆台形状を呈する。

遺物（第52図・図版38）

遺物は奥壁前と玄室中央右側壁前から出土した。いずれも原位置を保っているものと思われる。奥

壁前には完形の土師器甕 2 個体が床に伏せた状態で並べてあり、その間から耳環1点が出土している。

それより 1 m程入口方向で耳環1点、玄室中央右側壁前には須恵器高杯が 1点出土した。

須恵器

無蓋高杯（267）は杯部の口縁部下に1条の稜が巡り、尾張系 6 ～ 7 型式に比定される。埋土中からは

短頸壺（272）から出土しており、美濃系 6～ 7型式に比定される。

土師器
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268・269はともに丸底の甕で、外面はタテハケ、内面上半はヨコハケ、下半はケズリが施される伊

勢型甕A 1類である。268の外面底部には「×」状のヘラ記号が見られ、両者とも外面に使用痕がある。

耳環

270，271とも径2.5cm、銅芯銀張りである。銅芯の径0.6cm。

周溝出土の遺物（第53図・図版38）

274，275は弥生土器の壺、276，277はチャー

ト製の石器である。

その他

遺物（第54図・図版38）

表土・流土から出土した遺物で、278は須恵

器提瓶、279は弥生土器壺、280は同底部、281

は灰釉陶器、282は山茶碗、283，284はチャー

ト製の石器である。

表土・流土を中心に弥生土器が数点出土し、

いずれも中期中葉から後葉にかけてのものと

見られるが、遺構は確認できていない。

274
276

277

（276・277）

275

第53図 235号墳周溝出土遺物実測図

第54図 C区出土遺物実測図

278
279

282281

284
（283・284）

280

283
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第 4節　D区

主尾根から東北東に延びる支尾根上にあたる。この尾根は昭和40年代の土取り工事と、土砂崩れの

ため尾根筋から北は削り取られている。これらの影響でクラックや地滑りの痕跡が観察でき、240号墳

は玄室側が 1段下がってしまっている。削り取られた範囲は不明であるが、斜面下方の石室埋土より、

横穴式石室初現期に相当する古い須恵器が出土しており、尾根上に古墳が構築されていた可能性も

考えられたが、今回の調査ではそのような立地のものは確認できなかった。古い地形図を見ると削り

取られた箇所に、東方に延びる支尾根が 1本あり、D区はB区が位置する支尾根の 2本南の支尾根にあ

たる。

D区で最も西に位置するのは232号墳で、主尾根から30mの距離を測る。この間は現況からも古墳は

見られず、支尾根付根に空白部分があったようである。D区で確認された15基は立地上独立した古墳

群と見ることができ、D支群として捉えることとする。

試掘調査により95・115号墳の2基が確認されていたが、調査を開始するとさらに13基もの石室が高

低差 8 m程の急な南斜面に、密集して検出された。調査区の南半は、遺構が無いことを確認した後、

排土置き場とした場所で、支群が南方向に広がる可能性は無い。尾根筋の削り取られた範囲によって

は、北半に幾つかの古墳が存在した可能性もある。

石室の残存状況は極めて悪く、規模や形態が不明なものが多い。

95号墳

遺構（第56図・図版14）

尾根線近くに立地する、D支群の中では最大規模の石室である。残存状況は悪く、一部を除き、側

壁の 1 段目と、奥壁の 1 石が残るに過ぎない。側壁の床面プランは幅1.2mでほぼ平行しており、胴張

は見られない。奥壁は左側壁と接する 1 石のみが残存し、掘方底に溝状の掘り込みが見られることか

ら、この位置に奥壁があった可能性が高い。石材は長手積みをしているものが多い。

掘方の中央に奥壁を置くという事例は95号墳一例のみであり、極めて特徴的である。奥壁背後の部

分は底が平坦ではなく、実質的な掘方としては使用されていないようである。また側壁の位置には掘

方底に浅い溝状の掘り込みがあり、さらに両側壁部分を直角に繋ぐように「コ」字状を呈している。

このような掘り込みは他にも例が見られるが、通常横方向の掘り込みには奥壁が位置する。これら二

つの特徴的な点は、構築途中での設計変更あるいは改修等も考えられるが、原因は不明である。

遺物（第58図・図版39）

床面直上から出土したものは土師器の壺（285）1 点で、他は埋土中から出土したものである。95号墳

は尾根でも高い位置に立地しているため、他の古墳から混入する可能性は低いと考えられ、須恵器壺

（286）も95号墳の埋葬時期を示している可能性は高い。

115号墳

遺構（第57図・図版14）

比較的尾根線に近い南斜面に立地する。奥壁部での幅1.0m、最大幅1.1mと緩やかに胴張を呈する。
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第55図 D区地形測量図
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第56図 95号墳石室実測図
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床面プランの胴張の形状から、玄室部がほぼ残存している状況と見られ、その長さは2.1mを測る。側

壁は段毎の石材高さが比較的揃っており、横方向の目地ラインはよく見える。奥壁基底部は横位の板

状の石材 1石で造られている。

掘方は幅広で、奥壁近辺では側壁背後が特に広い。奥壁部には横方向の溝状の掘り込みがあり、玄

室前半の側壁部には複数の土坑状の掘り込みが見られる。石材は長手積みをされているものが多い。

遺物（第59図・図版39）

須恵器 3個体が出土したが、いずれも埋土中からである。ただし当墳より上方には石室が無いため、

115号墳の埋葬時期を示すものとして捉えておく。無蓋高杯（288）・平瓶（289）はいずれも美濃系 9型式

に比定される。

232号墳

遺構（第60図・図版14，15）

尾根線より約 3 m下方の南斜面に立

地する。残存状況は悪く、奥壁 2 石

と左側壁 1 石が残るのみで、奥壁部

での幅は推定0.7mである。奥壁基底

部は 3 石以上の石を横に並べ、また

大きさも側壁のものと余り変わらな

い。立石は用いられていないようで

ある。急斜面に立地しているため、

掘方の掘削範囲も小さく、大部分が

前半部の盛土上に構築された石室と

見ることができる。奥壁設置部分に

第58図 95号墳出土遺物実測図 第59図 115号墳出土遺物実測図

285

288

287

289
286

第60図 232号墳石室実測図

61.5ｍ

61.5ｍ

X=－59,356
Y=－42,888

X=－59,354
Y=－42,888
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は横方向の土坑状掘り込みが確認された。

遺物

埋土中を含めて 1点も出土していない。

233号墳

遺構（第61図・図版15）

尾根線より約1.5m下方の南斜面に立地

する。残存状況は悪く、奥壁 1 石と左側

壁 2 石が残るのみである。奥壁基底部は

縦位の立石 1 石が残り、掘方底の土坑状

掘り込みの範囲から、右側にもう 1 石据

えられていた可能性が高い。奥壁部での

石室幅は推定0.5～0.6mと見られる。長手

積みされた側壁2石は開口部に向かってや

や開いており、玄室部は胴張形のプラン

を呈していた可能性が高い。

遺物

埋土中を含めて 1点も出土していない。

234号墳

遺構（第62図・図版15）

尾根線より約4.5m下方の南斜面に立地

する。残存状況は悪く、奥壁 1 石と右側

壁 2 石が残るのみである。2 石の側壁は

奥壁と直交方向に配置されているため、

方形のプランを呈していた可能性が高い。

掘方の範囲から見て、奥壁基底部は横位

の平積み 1 石から成っていたようで、奥

壁部での石室幅は推定0.5mである。石材

はブロック状と言うより、塊状といえる

もので、一応横長に設置されている。

遺物（第63図）

埋土中から須恵器杯蓋（290）が出土して

いるが、当墳の立地と石室の形態から見

て、上方にあったものからの流入と考え

られる。ただ290の年代観は 5 C代と古く、

想定できる古墳は見あたらない。

第61図 233号墳石室実測図
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236号墳

遺構（第64図・図版15，16）

尾根線より約4.5m下方の南斜面に立地する。左右側壁が残存し、奥壁部幅1.0m、最大幅推定1.2mと

わずかに胴張を呈する。プランの形状から玄室は掘方内に収まっているようで、推定長2.9mと見られ

る。奥壁は板状の石を 3 石縦位に立て並べており、中央のものが突出して大きい。側壁は石材の大き

さは揃っておらず、段毎の境界は直線的でない。石材は平積みをするものが多い。掘方の底には右側

壁に浅い溝状の掘り込みが、奥壁部には土坑状の掘り込みが確認された。

遺物（第65図・図版39）

床面直上では、奥壁直下から杯身（291）が転位で出土している。また埋土中より土師器の平底甕（292）

が出土した。291は猿投産で、口径9.8cmと小さく、尾張系 7～ 8 型式に比定される。292は外面底部に

木葉痕が見られる。

237号墳

遺構（第66図・図版16）

尾根上の緩傾斜部縁辺に立地する。残存状況は悪く、右側壁 1 石が残るのみである。掘方も明瞭で

なく、凹地を利用した構築と見られる。掘方の大きさから幅0.5m程度の小型の石室と推測される。

遺物

埋土中を含めて 1点も出土していない。

238号墳

遺構（第67図・図版16）

尾根線より約1.5m下方の南斜面に立地する。残存状況は悪く、右側壁 2 石が残るのみである。掘方

の大きさから判断すると、最大幅0.7～0.8m程度の石室と見られる。

遺物

埋土中を含めて 1点も出土していない。

239号墳

遺構（第68図・図版16）

尾根線より約2.0m下方の南斜面に立地する。右側壁のみの残存であるが、石の並びが直線的で、掘

方底の「コ」字状の掘り込みから、幅約0.9mの方形の石室と推測される。側壁の並びの一番奥、奥壁

の位置に、小さな石材が直線上に配置されているのを確認でき、側壁の前に奥壁が位置するものであ

ると見られる。主要な石材は小口積をするのが多く、大きさも比較的揃っている。

遺物

埋土中を含めて 1点も出土していない。

240号墳

遺構（第69図・図版16，17）

東に延びる尾根線のほぼ上に立地し、南方向に開口する。傾斜の緩い場所のため、残存状況は比較

的良好であるが、地滑りと思われる影響で玄室が1段下がってしまっている。右側壁には立柱石が残存
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第64図 236号墳石室実測図
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第68図 239号墳石室実測図

第66図 237号墳石室実測図

第67図 238号墳石室実測図
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するため、玄室部の状況が明らかで、長さ3.5m、幅1.0mの方形の平面プランを呈する。奥壁は板状の

立石を縦位に使用しており、右側壁側には小さな立石が並ぶ。側壁の石材は不揃いで、段の境界は明

瞭でない。石材の向きは長手積みと平積みが半々であるが、3辺のサイズは近似しており、ブロック状

というより塊状の石材が多い。掘方の底には奥壁部のみ一段深く掘削される。

遺物（第70図・図版39）

床面直上では須恵器有台杯（293）が出土している。杯部は深く箱型で、口縁部が外反する。全体的で

作りがシャープで、金属器の模倣品と考えられる。埋土からは美濃系 9型式の杯身（294）が出土してい

る。240号墳の立地から見て294も埋葬時期を示していると考えられる。

241号墳

遺構（第71図・図版17）

尾根線より約1.0m下方の南斜面に立地する。残存状況は悪く、右側壁の 2 石を残すのみである。2

石の配置は開口部に向かって開くようで、胴張形の玄室プランを呈する可能性が高い。掘方のサイズ

から、最大幅0.6～0.7mと推測される。掘方は奥壁部のみ土坑状に深く掘削される。

遺物（第72図・図版39）

床面直上では、奥壁と右側壁のコーナー部から須恵器杯身（295）が正位で出土した。美濃系 9型式に

比定される。埋土中からは杯身（296）、土師器甕（297）が出土した。297は伊勢型甕A 2類と見られる。

242号墳

遺構（第73図・図版17）

尾根線より約1.5m下方の南斜面に立地する。残存状況は極めて悪く、石材は 1 石も残っていない。

掘方底には、奥壁から左側壁にかけて溝状の掘り込みが弧を描くように掘削されている。

遺物

埋土中を含めて 1点も出土していない。

243号墳

遺構（第74図・図版18）

尾根線より約4.5m下方の南斜面に立地する。残存状況は極めて悪く、石材は 1 石も残っていない。

掘方の大きさは底面長5.9m、同幅2.7m、最大深さ1.9mとD支群では95号墳と並んで最大級の石室であ

ったと見られる。

遺物（第75図・図版39）

埋土中より 6個体の遺物が出土しているが、上方からの流入の可能性がある。298は須恵器杯身で美

濃系 9 型式、299は杯身で美濃系 9 ～10型式に比定される。300は須恵器 か。301は土師器伊勢型甕

A 2類、302は土師器ミニチュアの鉢である。

244号墳

遺構（第77図・図版18）

尾根線より約5.0m下方の南斜面に立地する。残存状況は悪く、奥壁と掘方内の左右側壁 1 段が残る

のみである。側壁は開口部に向かって開いており、奥壁幅0.7m、最大幅推定1.0mの胴張プランを有す
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第69図 240号墳石室実測図
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第70図 240号墳出土遺物実測図
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第75図 243号墳出土遺物実測図 第74図 243号墳石室実測図
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る。奥壁基底部は縦位の立石 1 石から成るが、板状のものとは言い難い。側壁の石材は平積み・長手

積みで使用されている。掘方の底には側壁と奥壁の位置に「コ」字状の浅い溝状の掘り込みが掘られ

ている。

遺物（第78図・図版39）

埋土中より完形の平瓶が出土している。美濃系 9～10型式に比定される。

245号墳

遺構（第79図・図版18）

尾根線より約5.0m下方の南斜面に立地する。残存状況は悪く、奥壁と左側壁 1石を残すのみである。

奥壁部の幅は0.8mと推測されるが、玄室プランの形状は不明である。奥壁基底部は縦位の立石と横位

の立石 1石ずつで構成される。掘方は奥壁部のみ溝状に深く掘削される。

遺物（第80図・図版39）

埋土中より土師器ミニチュアの平底甕が出土している。

その他

遺物（第76図・図版39）

表土・流土より 5個体の遺物が出土した。305・306は須恵器蓋、307は須恵器高杯脚部、308はS字甕

である。

第76図 D区出土遺物実測図

305 306 307

308
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第77図 244号墳石室実測図
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第 5節　E区

E区は糸貫町が調査を行った主尾根（G支群）から連続して緩やかに延びる支尾根上にある。尾根線上

の緩斜面は幅が広い代わりに長さは短く、その端部と南北斜面は急激に傾斜が強くなる地形を呈して

いる。D区の支尾根とは谷を 1つ挟んで 1本南の支尾根にあたる。分布調査、試掘調査により71,116号

墳の存在は分かっていたが、調査を開始すると尾根上・南斜面を中心に新たに9 基の石室が検出され

た。また石室以外にも通路状の遺構 2条と採石の痕跡と見られる土坑 1基が見つかっている。

E区最西に位置する260号墳は主尾根上といってもよいところに立地している。またG調査区との境

界部分は尾根上の緩傾斜部のみが開発区域であったため、主尾根東斜面はほとんど調査を行っていな

い。よって支群の設定には不安を感じる部分もあるが、G支群との間に20mほどの後期古墳空白地帯が

認められることを評価して、E区検出の古墳群をE支群として捉えることとする。

71号墳

遺構（第83図・図版18，20）

主尾根から分岐する尾根の付根、E支群の中では最高所の突端に立地する。掘方は5.0m×3.5m、

深さ0.8mの方形土坑状で、石室が掘方内に収まる部分はほぼ完存している。石室は長さ3.7m、奥壁部

幅1.3m、最大幅1.9m、胴張形を呈する。開口部には最低でも0.9m程度の石積みによる段が設けられて

いる。

石材は、同型の105号墳（B 2 支群）と比べて、段毎の石材の高さが揃っており、段の認識がしやすい。

石材の向きは、1 段目・2 段目の半数以上が長手積みをしており、3 段目が40％、4 段目が17％と徐々

に減少する。一方小口積をしているものは 1段目37％、2 段目14％、3 段目60％、4 段目83％と上段の

方がその割合が高い。奥壁は板状の石を縦位に 4 石並べるが、掘方底はわずかに掘り窪められる程度

で、明瞭な掘り込みは見られない。開口部分は床面部分より約10cm高い段となっており、その上に石

積みが成される。

損壊が多いものの床面中央には、長さ2.2m、幅0.9mの長方形状の範囲に円礫が敷かれていた。石室

の主軸に平行する向きで、棺台と見られる。さらにその上には上面が水平で扁平な砂岩が出土した。

図中では床面が 1 面しか表現されていないが、遺物の出土レベルを考えると、追葬に伴って床を造り

直している可能性が高い。円礫の上に置かれていることから見ても、追葬時に新たに設置された棺台

の可能性を考える。円礫は近接して位置する前方後円墳26号墳（G支群）の葺石を転用した可能性が考え

られる。

遺物（第84～85図・図版40～41）

遺物はほとんどが石室前半に位置していたもので、後半は攪乱のため、ほとんど出土していない。

須恵器では出土位置のレベルに違いが見られる。309・313の蓋杯はセットとなるもので、最古の型式

であるが、これら 2個体は低い位置から出土しているのに対して、316・319・321は高い位置から出土

している。板状砂岩の棺台のことも含めて、床面を造り直している可能性が高いが、土層による判別

はできていない。
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第81図 E区地形測量図
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円礫の右側壁側には水平に置かれた状態で鉄刀が出土している。並んで鉄鏃も集中しており、副葬

された状態を保っている可能性が高い。玉類は管玉は棺台中央から、それ以外は埋土中から出土して

いるものである。

須恵器

埋土からのものも含めて34個体が出土している。最古のものは309・313の蓋杯のセットで、尾張系

1 ～ 2 型式に比定される。次いで 3 型式のもの（311・312・314）などがあり、5 ～ 6 型式のもの（310・

315～322）が多い。畿内系のものが多いが、前述のものを除くと、310、321が尾張系である。

第82図 71号墳遺物出土状況図
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第84図 71号墳出土遺物実測図（1）
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第85図 71号墳出土遺物実測図（2）
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71号墳の下方に位置する259号墳埋土中やその近辺の表土・流土中より、1～ 2 型

式と推測される遺物が出土している。71号墳より持ち出された遺物である可能性は

高く、床面の改修の可能性を含めて、当墳の構築時期は 1～ 2型式と推測する。

武具

右側壁直下より、鍔と が装着された状態で大刀（323）が出土している。刀身は一

部が欠損し、接合することができないため、全長は不明であるが、80cm位と推定さ

れる。刃部には鞘の木質が一部で残存しており、2 つの目釘孔には目釘が残る。鐔

は鉄製で、長径約 7 cm、短径約 6 cmの卵形である。側面には 2条の線と、その間に

配置された32個の「C」形の模様が銀で象嵌されている。

鉄鏃は334を除き長頸式である。

装身具

勾玉（344）が埋土中より、管玉（335）が床面から、その他玉（345～348）が埋土の水

0

10㎝
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洗選別によって出土した。勾玉は瑪瑙製、管玉は碧玉製、その他はガラス製である。

工具

刀子（342）は長さ10.8cmで完存しており、柄には木質が残存している。336は一見刀子のようである

が、刃が無く、断面形は長方形を呈する。

116号墳

遺構（第87図・図版21）

尾根上の緩傾斜面に立地する。残存状況は比較的良好で、平面プランはほぼ完存すると見られる。

左側壁にやや内側に突出する立柱石があるため、疑似両袖式の石室といえる。右側壁の立柱石は残存

していないが、対になる位置には深い土坑状の掘り込みがあり、左と同様な構造と推測される。玄室

の長さ2.6m、奥壁部幅0.8m、最大幅1.0mと胴張形である。また羨門部と見られる立石が左側壁にある。

第86図 116号墳出土遺物実測図
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356

353 354 355

359

351 352 357

349 350
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第87図 116号墳石室実測図
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玄室床面には部分的に板状の石が残存する。範囲は不明であるが、部分的なものと見られる。

奥壁は板状の石を縦位に 2 石並べて基底石としている。側壁の石材は大きさのばらつきが大きく、

段の境界は不明瞭である。1段目の石材の向きも小口積み 5、長手積み10、平積み 6と整っていない。

掘方は比較的浅く、地形の傾斜方向と石室の開口方向の関係で、左側壁背後は明瞭な掘り込みは見ら

れない。底には奥壁部、立柱石、立石の部分に土坑状の掘り込みがある。

遺物（第86図・図版41）

57ｍ
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ｍ
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358

351
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350

355

第88図 116号墳遺物出土状況図



― 88 ―

全て床面直上から出土した。杯蓋（349～352）は端部が折り返されるもの、杯身（353～356）はそれと

セットとなるもので、美濃系10型式以降に比定される。ヘラ記号が施されるものが多い。無蓋高杯

（357）も同様の時期、平瓶（358）は巨大なもので、美濃系10型式と見られる。土師器杯（359）は内面に暗

文が施される。表面が荒れているため底部の文様は明かでないが、口縁部は放射状の線が全周する。

246号墳

遺構（第89・90図・図版21，22）

尾根線より約7.0m下に形成された緩傾斜面に立地する。墳丘前面には外護列石が残存する。石室は

若干の胴張が見られるもののほぼ方形を呈し、玄門部に立柱石がある。左側壁のものはわずかに内側

に突出するように据えられているが、右側には見られない。よって無袖式の石室であると判断する。

立柱石より前方の羨道部は一段下がった状況で、また平面的にも左方向に振っている。この境界部は

掘方の岩盤削平範囲と合致し、床面の盛土部分が全体的に左下方へずれたためと思われる。羨道先端

には立石があり、外護列石と接続している。石室の全長は6.8m、玄室長3.7m、玄室最大幅1.2mである。

側壁の石材の大きさは比較的整っており、段の境界は明瞭である。奥壁は縦位の立石を 2 石並べて

基底部としている。

掘方は奥壁側、右側壁側が特に深く、天井石も掘方内に収まっていた可能性もある。また、背後の

急傾斜の一因ともなっている通路状遺構SS 1 を壊して掘方を掘削している。

外護列石は墳丘の前面のみに残存しており、その平面形状と方向から推測すると径12m程度の円墳

と見られる。背後の傾斜面は急で、外護列石が背後まで巡っていたとは考えにくく、前面のみ構築さ

れていた可能性が高い。

遺物（第91図）

埋土中より須恵器壺（360）の体部～底部が出土したのみである。

247号墳

遺構（第92・94図・図版22）

246号墳と並ぶ位置の緩傾斜面上に立地し、墳丘前面には外護列石が残存する。石室は方形の無袖式

で、玄門部には立柱石、羨門部にも立石があり、外護列石と接続する。石室の全長4.4m、玄室長2.7m、

幅1.0mである。

側壁の石材は形が整っておらず、段の境界は不明瞭である。奥壁の基底部は縦位の立石を 2 石並べ

てあり、上部の石材も完存するようである。石の積み方から、残存部の直上に天井石が架かっていた

様子で、玄室部の高さは1.3mと推測する。

背後が急斜面であることと、石室の開口方向と斜面の方向が一致していないため、右側壁背後の掘

方が極めて深くなっている。

外護列石は羨門の両脇に0.5～1.0m程度残存するのみで、墳形は明らかにすることはできないが、周

囲の地形状況から見て径は10mに満たない大きさであったと推測される。西側の外護列石は、斜面を

駆け上がるように設置されている。単に残存状況を示しているに過ぎないかも知れないが、端部が246

号墳の裾部と推定される位置と合致することから、246号墳構築後に造られた可能性が高い。



第
89図

246号
墳
墳
丘
測
量
図

50ｍ

50ｍ 50ｍ 50ｍ

53ｍ

SS2

SS1

SS1

52ｍ

52ｍ

51ｍ

50ｍ

49ｍ

51ｍ

50ｍ

A'

A'AB'BC'C

A

B'B

C C'

X
=
－
59,467

Y
=
－
42,823

X
=
－
59,459

Y
=
－
42,823

1
32

5

7

4

68
9

10

11

1.暗
茶
褐
色
土

2.暗
茶
褐
色
土

3.黒
褐
色
土

4.暗
褐
色
土

5.明
茶
褐
色
土

6.黒
褐
色
土

7.暗
褐
色
砂
礫
土

8.灰
褐
色
土（
墳
丘
盛
土
？
）

9.暗
茶
褐
色
土（
墳
丘
盛
土
？
）

10.暗
褐
色
土（
石
室
の
基
盤
層
）

11.明
茶
褐
色
粘
質
土（
地
山
）



6

8

1

2

3

4

5

9

1

11
10

15

12

13 14

14 13

12

10

15

11

1

9

7

51ｍ

51ｍ51ｍ

51
ｍ

X
=
－
59,461

Y
=
－
42,822

X
=
－
59,466

Y
=
－
42,822

第
90図

246号
墳
石
室
実
測
図

B'A'

A'

B'

A

B

A B

床
面
盛
土
　
　
　
1.明
茶
褐
色
土（
緻
密
）

裏
込
め
土
　
　
　
2.明
茶
褐
色
土

3.暗
茶
褐
色
粘
質
土（
礫
混
入
）

4.暗
褐
色
土（
礫
混
入
）

5暗
黄
褐
色
土（
岩
盤
砕
石
混
入
）

6.暗
茶
褐
色
土

7.明
茶
褐
色
土（
礫
混
入
）

8.暗
灰
茶
褐
色
土（
礫
混
入
）

9.暗
黄
褐
色
粘
砂
土（
緻
密
）

排
水
溝
埋
土
？
　
10.暗

黄
褐
色
土（
砂
利
混
入
）排
水
溝
？

11.暗
黄
褐
色
土（
砂
利
混
入
・
10よ
り
緻
密
）排
水
溝
？

平
坦
面
盛
土
　
　
12.明

褐
色
土（
礫
混
入
）

13.暗
褐
色
土（
砂
利
混
入
）

旧
表
土
　
　
　
　
14.黒

褐
色
土

地
山
　
　
　
　
　
15.明

茶
褐
色
粘
質
土



― 93 ―

第91図
246号墳出土遺物実測図

第93図
247号墳出土遺物実測図
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第92図 247号墳墳丘測量図
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遺物（第93図・図版42）

埋土中より出土した須恵器無蓋高杯（361）は美濃系10型式に比定される。

248号墳

遺構（第95図・図版22）

尾根上の緩傾斜部縁辺に立地する。石室のプランは若干胴張を呈しており、その形状から、羨道部
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第94図 247号墳石室実測図

X=－59,454
Y=－42,816

床面盛土　　 1.暗黄褐色土
裏込め土　　 2.茶褐色土

3.暗褐色土
4.茶褐色土
5.褐色土（砂利混入）
6.黄褐色土
7.茶褐色土
8.暗褐色土
9.暗茶褐色土
10.灰褐色土（褐色土ブロック混入）

平坦面盛土　11.暗黄褐色土（砂利混入）

X=－59,458
Y=－42,816

50ｍ

50
ｍ

50ｍ

50ｍ

A'A

A'A
B'

B' B

B

2

4

5

7

9

10

1

1

1

11

11

1

8

6

3



― 95 ―

は全く残っていないようである。奥壁部幅0.7m、最大幅0.8m、残存長2.7mである。

側壁の石材は硬質の砂岩が約半数、残りはやや軟質のものを使用しており、向きも小口積みと長手

積みが半々の割合である。奥壁基底部は縦位の立石 2石が並べられる。

掘方の壁面は緩やかで、垂直には掘り込んでおらず、底にも掘り込みは見られない。

遺物（第96図・図版42）

床面直上で出土したものは耳環（364）のみで、

埋土中から出土した須恵器平瓶（362）は美濃系

10型式に比定される。また長頸式の鉄鏃（363）

が出土している。

252号墳

遺構（第97図・図版22，23）

248号墳と同様、尾根上の緩傾斜部縁辺に立

地する。床面プランは側壁が直線的な方形の

形状で、幅0.5mと小規模である。立柱石もな

く、玄室と羨道の境界が全く無い無袖式の石

室と見られる。

第95図 248号墳石室実測図
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第96図 248号墳出土遺物実測図
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側壁の石材も小さく、やや軟質な砂岩が多い。奥壁は横長の石材 1 石で基底部を造っている。掘方

の壁面も緩やかである。

遺物

埋土中を含めて 1点も出土していない。

256号墳

遺構（第98図・図版23）

尾根上の緩傾斜部縁辺に立地する。長さ1.0m、幅約0.5mと極めて小さく、開口部には横位に石が設

置されている。床面には 2 石の板状砂岩が置かれて、棺台が設けられる。棺台の配置状況から見て、

開口部の石で 1つの空間を閉じているものと思われ、側壁もこの石より前には見当たらないことから、

小型の竪穴式石室と判断する。

石材は全体的に小さく、軟質な砂岩が多い。1段目には平積み・長手積み、3段目以上に小口積みが

主体となる。

遺物

埋土中を含めて 1点も出土していない。

257号墳

遺構（第99図・図版23，24）

尾根上の緩傾斜部縁辺に立地する。奥壁幅0.7m、最大幅0.8m若干胴張を呈する。形状から玄室長は

第97図 252号墳石室実測図
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2.0m位と推定される。側壁の石材は大きさ

が揃わず、段の境界が不明瞭である。小口

積みは少なく、ほとんど長手積みと平積み

で積まれている。奥壁はやや軟質な砂岩を

横位に据えて基底部とする。掘方は比較的

しっかり造られているが、底に掘り込みは

見られない。

遺物

石室背後の裏込め土から須恵器壺片が 1

点出土している。

258号墳

遺構（第100図・図版24）

尾根上の緩傾斜部に立地する。残存状況

は極めて悪く、奥壁と側壁によるコーナー

部が残るに過ぎない。両者の石材の積み方

第99図 257号墳石室実測図
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X=－59,450
Y=－42,828

X=－59,449
Y=－42,828

第100図 258号墳石室実測図
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ｍ

57ｍ

は酷似しており、一見どちらが奥壁か判別しが

たい程である。他の石室の主軸方向と掘方の長

軸の方向から、南東方向に開口したものと判断

した。奥壁と側壁はほぼ直交しているため、矩

形の石室と考えられ、奥壁部幅は0.6m程度と小

型である。

石材は極めて小さく、長手積みを基本とし、

一部平積みを行っている。奥壁には立石を用い

ない。掘方は2.3m×1.1mの楕円形の土坑状で、

深さも小さい。256号墳と同様な小型竪穴式石

室の可能性もある。

遺物

埋土中を含めて 1点も出土していない。

259号墳

遺構（第101図・図版24）

尾根線より2.5m下方の南斜面に立地する。幅

0.7mの方形の石室と見られる。側壁は段の境界

が明瞭でない。奥壁は258号墳のように、側壁
第102図 259号墳出土遺物実測図
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同様の小型の石材を積み上げて造っている。石材は小さく、やや軟質の砂岩が大部分で、大きさは比

較的揃っている。

石室の方向は、斜面に対してかなり傾いているため、左側には掘方の壁面が無い。石積みと盛土を同

時に行って構築しているものと思われる。

遺物（第102図）

埋土中から 5 個体の須恵器が出土している。位置的に71号墳の直下にあたること、また周辺の表

土・流土から、須恵器片が多く出土していることから、71号墳の遺物が撹乱によって周辺に散在、埋

土中に混入したものと思われる。

須恵器

杯蓋（365・366）は畿内系3型式、高杯（367）は畿内系 2～ 3型式に比定される。

260号墳

遺構（第103図・図版24，25）

支尾根の付け根、主尾根の東斜面に立地する。残存状況は比較的良く、石室上部を除き完存すると

思われる。全長5.7m、幅1.0mと狭長な石室である。床面プランは方形の無袖式で、立柱石が無く、玄

室と羨道の境界がない。羨門部には両側壁とも立石があるが、その前に巨石が設置されている。わず

かに残存する閉塞石の範囲から判断すると、巨石までが石室と考えられる。外護列石は当初から構築

されなかったようである。

奥壁直前には 3 個の石が、主軸と直交して並べられており、棺台の可能性が考えられるが、対にな

るものは残存していなかった。

側壁の石材の大きさは不揃いで、段の境界も不明瞭である。向きも小口積み53個、長手積み39個、

平積み10個と均一性に欠ける。奥壁は縦位の立石 2 石を並べて基底部としている。掘方は長く、羨門

部が掘方内に収まっている。奥壁部のみ土坑状の掘り込みが成される。

遺物（第104図・図版42）

奥壁近くの床面直上で 2個体の須恵器が出土した。

須恵器

無蓋高杯（368）は全体に小さく、杯部が碗状を呈する。細頸瓶（369）は小型のものである。いずれも

尾張系である。

第104図 260号墳出土遺物実測図

368

369
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その他

遺構（第81図・図版25）

通路状遺構　SS 1

246号墳の西方から、尾根を迂回するように曲線を描きながら、上っていく通路状遺構である。岩盤

を削平することで造られており、幅はおよそ1.5mである。246号墳はSS 1 を壊していることから、それ

以前に造られたものであるが、明確な時期は不明である。主尾根と東山麓を結ぶルートと考えられる。

通路状遺構　SS 2

257号墳から南へ、直線的に斜面を下る通路状遺構である。西側の岩盤を削平して造っており、幅は

1.0～1.5mを測る。傾斜はかなり急で、実際に通路として機能していたとは考えにくい。

土坑　SK25

尾根線緩傾斜部の先端に位置する。斜面の下方から上方に向かって、岩盤を掘削したようなもので、

石材の採石跡と考えられる。規模は小さい。

遺物（第105図・図版42）

表土・流土から出土したもので、全部で42個体の遺物がある。多くは259号墳周辺とSK25周辺に集

中する。大きく 6世紀前葉から中葉のものと 7世紀後葉のものに分けられる。

385・386・387は有蓋の台付長頸壺で、同一個体と見られる。振幅の大きい波状文や櫛状工具による

列点文が施され、5世紀後半に比定される。

370・371の杯蓋、376～378の杯身、383の高杯は畿内系 3～ 4 型式で、71号墳から持ち出されたもの

の可能性がある。

372～375の杯蓋、379～381の杯身、388の台付長頸瓶、389の平瓶は美濃系 9～10型式のものである。

389は体部の下半にタタキ痕がある。

390は須恵器の甕、391は土師器の宇田型甕である。
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第105図 E区出土遺物実測図
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第 6節　F区

F区は船来山南端の高所から北東に延びる支尾根にある。尾根は余り広い緩傾斜面を持たず、縦断面

は他の尾根に比べて傾斜が急である。E支群のある尾根との間には広い谷が形成されており、F区はE

区の1本南の尾根にあたる。

F区では、試掘調査により 1条の溝（277号墳東周溝）が確認されていた。本調査を開始すると、南北

両斜面に大量の土砂が堆積しており、その下に 6 基の横穴式石室が埋没しているのが確認された。横

穴式石室は尾根線から 2 ～ 3 m下方に形成された緩傾斜面に立地している。尾根上には周溝墓と考え

られるものが 2基検出された。

ここで見つかった古墳群は立地として、他の支群とは異なることから、F支群として捉えることがで

きる。ただし、さらに下（南）方の斜面、東西それぞれの方向にも構築されている可能性があることか

ら、支群の全容を示しているものではない。

222号墳

遺構（第107図・図版25）

尾根線上の緩傾斜面の縁辺に立地する。石室上部を除き完存しており、左側壁に接続する外護列石

も検出された。石室は方形の無袖式で、全長3.1m、最大幅0.8mを測る。立柱石は無く、玄室と羨道の

境界はない。羨門部には立石が設置されており、付近には礫が散乱している。閉塞石がわずかに残存

している状況と見られる。

側壁の石材の大きさは比較的揃っているものの、段の境界は明瞭でない。奥壁は板状の立石を 2 石

縦位に並べて基底部としている。

掘方は岩盤を掘削するが、石室前半は盛土により平坦部が形成される。盛土は下方に位置する225号

墳の石室裏込め土を覆っており、225号墳より後に構築されたことが明らかとなった。岩盤削平面のう

ち、床面の下方0.8mの平坦部は277号墳の裾を形成するものである可能性がある。掘方の底には奥壁部

と右側壁の立石部に土坑状の掘り込みがある。

外護列石は左側壁側のみ残存していたが、それ以外の場所については不明である。

遺物

埋土中を含めて 1点も出土していない。

225号墳

遺構（第108図・図版25，27）

尾根線より約2.5m下方の緩傾斜面に立地する。石室は上部と左側壁の先端を除き完存する。両側壁

には立柱石があるが、前側のみ若干内側に傾けて設置されている。そのため玄室幅より羨道幅がわず

かに小さい。全長4.2m、玄室長2.2m、奥壁部幅0.8m、玄室中央幅1.0mと若干胴張形を呈する。羨門部

にも立石があり、玄室床面の中央には礫が敷き並べられている。

側壁の石材は比較的形状や大きさが整っている。奥壁は縦位の立石 3 石を立て並べて基底部として

いる。掘方は中央部では岩盤を掘り込んでおらず、築造時にはかなりの量の土が堆積していたことが
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第106図 F区地形測量図
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第107図 222号墳石室実測図
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分かる。掘方底には奥壁と右立柱石のみ土坑状の掘り込

みがある。

右側壁には外護列石が接続しているが、左側は崩れて

おり明かでない。

遺物（第109図・図版43）

床面直上より須恵器台付長頸壺（392）が出土している。

美濃系 8～ 9型式に比定される。

227号墳

遺構（第110・111図・図版27）

尾根線より約2.5m下方の緩傾斜面に立地する。石室は

1 段目のみが残存する。側壁には立柱石があり、玄室長

2.7m、幅0.8mの石室である。立柱石はわずかに内側に突

出して設置されているが、羨道の残存状況が悪く、疑似

両袖式と言うにはためらわれる。玄室プランは基本的に

方形で、立柱石に近いところで、若干狭まる形状は、船

来山古墳群では類例が多い。

側壁の石材は塊状で、大きさにばらつきが見られる。奥壁基底部は縦位の立石が 2 石並べて設置さ

れている。掘方は岩盤を垂直に掘り込んでおり、側壁の背後は必要以上に広い。掘方底の奥壁部には

土坑状の掘り込みがある。

墳丘前面と西側裾に外護列石が検出された。西側の外護列石は直線的に配置されているが、南半に

比べ北半は前へ崩れ落ちている様相が見える。よって断定はできないが、円墳と判断する。墳丘の径

は 7～ 8 m程度に復元できる。

遺物（第112図）

埋土中から土師器壺片（393）1 点が出土している。体部で山形の列点文の一部が認められる。227号

墳に伴うものではなく、277号墳に由来するものと思われる。

229号墳

遺構（第113図・図版27，28）

尾根線より約2.5m下方の緩傾斜面に立地する。奥半のみの残存と思われる。側壁は直線的に平行す

るものと考えるが、左のみ若干胴張状に曲線を描く。右側壁に立石が見られるが、プラン形状と大き

さから判断すると、玄室と羨道の境界の立柱石と考えられる。玄室長1.7m、同幅0.8mを測る。

側壁の石材はブロック状で大きさも比較的揃っており、特に左側壁は段毎の境界も明瞭である。石

材の向きは、長手積みをしているのが大多数である。奥壁の基底部は板状の立石 3 石を縦位に並べて

いる。

石室の向きと斜面の向きが大きくずれるため、掘方は変則的である。左側壁背後には掘方の壁面が

無く、盛土を行いつつ石材を積んでいる。
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第109図 225号墳出土遺物実測図
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第110図 227号墳墳丘測量図
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第111図 227号墳石室実測図
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遺物

埋土中を含めて 1点も出土していない。

230号墳

遺構（第114図・図版28）

尾根線より約3.0m下方の緩傾斜面に立地する。右側壁に立石を持つが、玄室と羨道の境界なのか、

羨門部の立石なのか判断しがたい。いずれにしても方形の無袖式石室である。玄室長3.2m、同幅0.8m

を測る。

側壁の石材は全体的に不定形で、大きさも整っていない。向きは小口積みと長手積みが半々位であ

る。奥壁は板状の立石 2石を立て並べて基底部としている。

掘方は元々の緩斜面を利用しており、前半は盛土で平坦面を造り出している。底には側壁から奥壁

にかけて、「コ」字状の浅い溝状の掘り込みが巡る。

遺物（第115図・図版43）

右側壁直下の床面直上から、須恵器の短脚高杯 4 個体が正位で並べられた状態で出土した。有蓋高

杯（394～396）、無蓋高杯（397）とも美濃系7型式に比定される。

58.5ｍ

58.5ｍ

58
.5
ｍ

第113図 229号墳石室実測図

X=－59,567
Y=－42,766

X=－59,570
Y=－42,766
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6 5

1

2

裏込め土　　 1.茶褐色粘質土
2.黒茶褐色粘質土
3.茶褐色土
4.灰茶褐色土
5.茶褐色粘質土
6.黒茶褐色粘質土
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第114図 230号墳石室実測図

51.5ｍ

51.5ｍ
51
.5
ｍ

X=－59,555
Y=－42,745

床面盛土　　 1.暗黄褐色土（1～2㎝の礫混入）
裏込め土　　 2.茶褐色粘質土

3.黄褐色土
4.茶褐色粘質土
5.黄褐色土
6.茶褐色粘質土
7.暗茶褐色土
8.灰褐色土（やや砂質）
9.暗褐色土

平坦面盛土　10.明黄褐色土
（軟質・1～5㎝の礫混入）

X=－59,559
Y=－42,745
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第115図 230号墳出土遺物実測図
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231号墳

遺構（第116図・図版28）

石室は上部を除き、開口部から奥壁まで残存する。石室内部を掘り上げた直後、上に残した樹木が

天災で転倒したため、実測図を作成することができなかった。石室全長2.9m（左側壁側）、同3.1m（右側

壁側）、奥壁での幅0.67m、開口部幅0.76m、開口部から 1 / 3 での幅0.69m、奥壁残存高0.52m、左側壁

残存高0.83m、右側壁残存高0.96mを測る。胴張りは見られず、奥壁から 2 / 3 辺りで若干幅を増し、開

き気味になる。奥壁は最下段に 1 石の立石を設置し、3 石を横に並べた小さな石を介して、その上に

幅一杯の石材を用いている。開口部には両壁に立石が使われる。立石の部分で閉塞石が残存していた。

墳丘前面には外護列石が残る。

遺物

埋土中を含めて 1点も出土していない。

277号墳

遺構（第117図・図版29）

尾根に直交する 2本の堀切状の溝によって区画された遺構である。2本の溝は尾根の南北両側に向か

って開いており、底の平坦部の続きと見られるものが、南斜面でも確認できた。また南北斜面には多

量の土が堆積しており、さらに西の溝からは多量の土師器が一括して出土している。これらのことか

ら周溝墓と推測される。

東西の大きさは24m、南北推定20m強の方形を呈する。北辺は採石跡とみられる遺構SK26で、岩盤

を大きく削平されているため、正確な範囲は不明である。尾根線部分は表土直下で岩盤が露出し、盛

第116図 231号墳外護列石実測図

X=－59,553
Y=－42,740
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2

1

7
3
4

56

A'

A'

278号墳
231号墳

231号墳

X=－59,557
Y=－42,740

表土　　　　　　 1.表土
231号墳掘方埋土　2.暗黄褐色土

3.黒褐色土（小豆大の礫をわずかに含む）
4.黒褐色土（3より少し黒色土を含む）
5.黒褐色土（3より礫多い）
6.黒褐色土（3より少し黒色土を含む）

278号墳覆土　　 7.黄褐色土（砂礫を含む）

50ｍ

51ｍ
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第117図 277号墳墳丘測量図
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Y=－42,780

X=－59,558
Y=－42,755

表土　1.黒色土
流土　2.流土

3.赤褐色土
4.赤褐色土（礫含む）

表土　5.Ｉ層
6.黒色土

流土　7.暗茶褐色土
8.暗茶褐色土
9.茶褐色土

周
溝
埋
土
　
10.不

明
11.黄

褐
色
土

12.暗
茶
褐
色
土（
小
豆
大
の
礫
含
む
・
黒
色
土
混
入
）

13.暗
茶
褐
色
土

14.黄
褐
色
土

15.暗
茶
褐
色
土

16.暗
茶
褐
色
土

A
A
'

A
'

B

B

C

C

A

B'

B'

C'

C'

64ｍ

63ｍ

62ｍ

61ｍ

61ｍ

60ｍ

59ｍ

58ｍ

57ｍ

56ｍ

56ｍ

55ｍ

55ｍ

54ｍ

60ｍ

60ｍ

57ｍ

57ｍ

53ｍ

西周溝

東周溝

229号墳

222号墳

277号墳

225号墳

227号墳

14

11
10

1213

6

8

8

7

9

5

4 3

1

2

15
16



― 116 ―

第118図 277号墳出土遺物実測図
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土は裾部分を除いて、全て流出してしまっていると思われる。主体部の痕跡は全く認められない。

西方の溝は幅4.0m、深さ最大1.5m、東方は幅5.0m、深さ2.0mを測り、断面形はどちらも逆台形状を

呈し、底の幅は広く、南北方向にはほぼ平坦である。

遺物（第118図・図版43，44）

西の周溝の底近くから16個体の土師器が出土した。出土状況の記録が不十分で、詳細は不明である

が、使用後一括して廃棄したものと思われる。

398～403は高杯で脚部が屈折する。脚部の上半には縦方向のミガキが施されるが、403のみ横方向に

ミガキがある。404は丸底の壺で、器壁は薄く、外面や口縁部内面にハケ目がある。第 4章で記述され

ているとおり、内面底部にはベンガラが付着していた。ベンガラを入れていた容器と見られる。405は

柳ヶ坪型壺で口縁部のみの出土である。406は壺で外面にミガキが施される。極めて珍妙な形状で、特

殊なものである。407・408はS字甕である。409は須恵器片で混入と見られる。

これら遺物群は松河戸Ⅰ期に比定される。

278号墳

遺構（第119図・図版29）

277号墳の下方、尾根線上に立地する。尾根を堀切る直線的な溝、葺石状の石積みとその背後の盛土

から成る。半分以上は調査区外に位置するため、全容は明かでないが、盛土に掘り込まれた細長い土

坑状遺構とそこから出土した土師器から判断すると周溝墓の可能性が高い。

土坑状遺構はトレンチによって壊されてしまったため、断面のみの確認である。位置や土の状況か

ら主体部の可能性がある。石積みは比較的垂直に近く積まれており、盛土の上面にも広がっている。

溝は直線的に掘削されており、北端は閉じている。南端は巨木があり、調査ができなかった。断面形

は箱堀状である。

遺物（第120図）

主体部と思われる土坑状遺構から出土している。

410は高杯、411・412はS字甕の口縁部である。遺物の様相からは、277号墳に先行して造築されている。

その他

遺構

土坑　SK26（図版29）

尾根の北斜面で検出した土坑である。斜面を垂直に切り落とすように削った遺構で、石材を採った

痕跡と考えられる。その範囲は大きく、東西方向は最大15mに及ぶ。

遺物（第121図）

表土・流土から出土した遺物である。いずれも土師器で、413は高杯、414は壺底部、415は二重口縁

壺の頸部と底部、416は宇田型甕である。416は調査区の最西端で出土しているため、主尾根方向に当

期の遺構がある可能性がある。

註 1 馬具に関しては澤村雄一郎氏の多大な御教示・御協力を頂いた。記して感謝の意を表する次第である。

註 2 鉄鏃の分類は杉山氏の分類に即した。杉山秀宏「古墳時代の鉄鏃について」『橿原考古学研究所論集』第八　1988
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第119図 278号墳墳丘測量図
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第120図 278号墳出土遺物実測図
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第121図 F区出土遺物実測図
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さ 深 幅 さ 長 さ 長 設 施 門 羨 数 段 さ 長 
奥壁 
部 

中 央  1.5 3  右側 壁  1.0 6  3  袖  下 端  * 
奥 壁  1.2 7  左側 壁  1.2 1  8  玄 門  上 端  *  * 
入 口  1.4 2  奥 壁  1.2 1  2  開口 
中 央  0.6 9  右側 壁  0.2 6  2  袖  下 端  3.7 2  1.61 
奥 壁  0.6 4  左側 壁  0.2 2  2  玄 門  上 端  4.0 5  1.94 
入 口  0.7 7  奥 壁  -  0  開口 
中 央  0.8 0  右側 壁  0.3 0  2  袖  下 端  2.5 5  2.06 
奥 壁  0.7 8  左側 壁  0.2 8  2  玄 門  上 端  2.6 8  2.19 
入 口  -  奥 壁  -  0  開口 
中 央  0.6 1  右側 壁  0.3 6  4  袖  下 端  2.5 2  1.08 
奥 壁  0.5 4  左側 壁  0.4 2  3  玄 門  上 端  2.5 8  1.41 
入 口  0.6 3  奥 壁  0.3 6  2  開口 
中 央  0.6 2  右側 壁  0.1 9  2  袖  下 端  1.0 6  1.17 
奥 壁  0.4 3  左側 壁  0.2 8  2  玄 門  上 端  1.5 0  1.41 
入 口  -  奥 壁  0.3 7  2  開口 
中 央  -  右側 壁  0.1 5  1  袖  下 端  2.1 7  1.13 
奥 壁  左側 壁  -  0  玄 門  上 端  2.4 2  1.40 
入 口  -  奥 壁  -  0  開口 

下 端  3.0 7  1.03 
上 端  3.3 5  1.64 

9 6  14-2 0  不明 前方後円墳 
円筒埴輪 

中 央  0.9 3  右側 壁  0.3 4  2  袖  下 端  5.1 9  2.00 
奥 壁  0.9 0  左側 壁  0.2 5  1  玄 門  上 端  5.3 8  2.50 
入 口  -  奥 壁  0.6 2  1  開口 
中 央  0.4 0  右側 壁  0.1 6  1  袖  下 端  1.2 0  0.89 
奥 壁  0.4 0  左側 壁  0.1 5  1  玄 門  上 端  1.4 4  1.03 
入 口  -  奥 壁  0.1 9  1  開口 
中 央  0.6 9  右側 壁  0.6 2  4  袖  下 端  2.8 0  1.18 
奥 壁  0.5 8  左側 壁  0.5 0  2  玄 門  上 端  3.1 5  1.82 
入 口  0.6 7  奥 壁  0.6 5  5  開口 
中 央  -  右側 壁  0.1 0  1  袖  下 端  1.2 3  0.76 
奥 壁  左側 壁  -  0  玄 門  上 端  1.4 6  1.02 
入 口  -  奥 壁  0.2 0  1  開口 
中 央  1.0 5  右側 壁  0.9 0  4  袖  下 端  3.6 6  2.39 
奥 壁  0.9 3  左側 壁  0.9 9  5  玄 門  上 端  3.9 0  3.07 
入 口  -  奥 壁  1.1 2  5  開口 
中 央  -  右側 壁  0.2 2  2  袖  下 端  1.3 0  1.28 
奥 壁  0.6 7  左側 壁  0.1 5  1  玄 門  上 端  1.7 4  1.76 
入 口  -  奥 壁  0.3 8  1  開口 
中 央  2.1 2  右側 壁  1.2 8  4  袖  下 端  4.5 3  3.36 
奥 壁  1.8 0  左側 壁  1.2 9  5  玄 門  上 端  5.3 0  3.58 
入 口  1.6 3  奥 壁  0.9 0  1  開口 
中 央  1.9 8  右側 壁  2.3 6  7 袖  下 端  *  * 
奥 壁  1.3 4  左側 壁  1.5 1  6 玄 門  上 端  *  * 
入 口  1.7 1  奥 壁  1.9 8  6  開 口  1.44 
中 央  1.1 1  右側 壁  0.3 7  2  袖  下端 
奥 壁  0.8 3  左側 壁  0.3 0  1 玄 門  上端 
入 口  0.8 6  奥 壁  0.6 1  2  開口 
中 央  1.2 2  右側 壁  0.3 5  2  袖  下 端  4.0 0  1.98 
奥 壁  1.2 4  左側 壁  0.3 5  2  玄 門  上 端  4.5 0  2.48 
入 口  1.2 5  奥 壁  -  0  開口 
中 央  1.1 3  右側 壁  0.5 6  3  袖  下 端  4.8 2  2.60 
奥 壁  0.9 8  左側 壁  0.3 5  2  玄 門  上 端  5.3 0  3.27 
入 口  0.9 2  奥 壁  0.5 2  1  開口 
中 央  -  右側 壁  -  0  袖  下 端  1.1 5  1.63 
奥 壁  左側 壁  0.2 0  1  玄 門  上 端  1.5 9  1.88 
入 口  -  奥 壁  0.2 0  1  開口 
中 央  -  右側 壁  -  0  袖  下 端  1.6 3  1.35 
奥 壁  左側 壁  0.2 1  1  玄 門  上 端  1.9 0  1.49 
入 口  -  奥 壁  0.4 1  1  開口 
中 央  0.4 3  右側 壁  0.3 2  1  袖  下 端  1.6 4  1.53 
奥 壁  左側 壁  -  0  玄 門  上 端  1.8 5  1.79 
入 口  -  奥 壁  0.3 8  1  開口 
中 央  右側 壁  0.7 2  2  袖  下 端  4.4 4  2.15 
奥 壁  1.0 4  左側 壁  0.9 0  3  玄 門  上 端  4.7 7  2.50 
入 口  0.9 4  奥 壁  0.7 6  1  開口 
中 央  右側 壁  0.1 5  1  袖  下 端  1.5 3  0.93 
奥 壁  -  左側 壁  -  0  玄 門  上 端  1.6 5  1.49 
入 口  -  奥 壁  -  0  開口 
中 央  -  右側 壁  0.1 7  1  袖  下 端  3.2 0  1.43 
奥 壁  -  左側 壁  -  0  玄 門  上 端  3.4 7  1.82 
入 口  -  奥 壁  -  0  開口 
中 央  右側 壁  0.2 2  2  袖  下 端  3.2 5  1.61 
奥 壁  -  左側 壁  -  0  玄 門  上 端  3.5 1  1.99 
入 口  -  奥 壁  -  0  開口 
中 央  0.9 8  右側 壁  0.8 4  4  袖  下 端  5.6 6  1.62 
奥 壁  0.8 2  左側 壁  0.7 1  3  玄 門  上 端  5.9 2  2.12 
入 口  0.9 5  奥 壁  0.9 6  1  開口 
中 央  右側 壁  0.1 6  1  袖  下 端  2.8 0  1.40 
奥 壁  -  左側 壁  -  0  玄 門  上 端  3.2 4  1.83 
入 口  -  奥 壁  -  0  開口 
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0.10 

0.89 

0.25 

(0.32 )  0.9m 
以上 

-13. 0  (0.32) 

1.34 25 4  35-3 7  横穴式 

横穴式 25 5  38 

23 6  64-65 

(3.28 )  -7. 3  (3.28) 

-18. 2  (1.03) 0.20 

(2.16) 

25 3  3 4  横穴式 

4. 6  (2.16) 

(1.02 )  -15. 4  (1.02) 

0.8 1  0.15 

25 1  32-3 3  横穴式 0.73 

25 0  3 1  横穴 式  (1.03) 棺台 Ⅶ？ 

24 9  29-3 0  横穴 式  (1.73 )  4.8m 
以上 

-3. 6  (1.73) 

0.10 

-46.6 

22 8  1 5  横穴 式  (0.80 )  1.4m 
以上 

22. 8  (0.80) 0.35 

0.40 

(0.98 )  37. 1  (0.98) 0.21 

横穴 式  (2.90 )  34.1 Ⅳ～ 
Ⅵ 

0.51 

22 4  12-1 3  横穴 式  1.7 7  17.5 

32. 9  (1.78) 

(2.06 )  2.5m 
以上 

23. 7  (2.06) 

横穴式 

横穴式 

22 3  1 1  横穴式 

226 

玄室 
（　）内は残存長 

段数以外 の 数値 の 単位はｍ 

羨道 
（　）内は残存長 
数値の単位 は ｍ 

3.6 8  -13. 3  3.68 

1.77 

(1.78) 

高さ 

1.4 9  0.15 

1.5 5  0.20 

0.4 6  0.20 

0.36 

0.10 

全長 
(  )内は 
残存長 
(m) 

推定 
長(m ) 

開口方 
向 (S ゚  E ) 

0.24 (0.32) 

支 
群 

古墳 
番号 

挿図 
番号 

主体部 
型式 

10 7  6- 9  横穴式 Ａ 

10 8  10 

27 6  16-1 7  木棺直 
葬 

14 

-6.0 1.3m 
以上 

(0.32) 横穴 式  

Ⅳ～ 
Ⅵ 

Ⅳ～ 
Ⅵ 

Ⅳ～ 
Ⅵ 

Ⅳ～ 
Ⅵ 

Ⅵ？ 

Ⅳ～ 
Ⅵ 

Ⅳ～ 
Ⅵ 

Ⅱ 

Ⅳ～ 
Ⅵ 

Ⅴ2

Ⅳ～ 
Ⅵ 

Ⅳ～ 
Ⅵ 

Ⅳ～ 
Ⅵ 

Ⅴ2

Ｂ 

（周溝） 

外部施設 

周溝 

掘方 
数値の単位 は ｍ 分類 

Ⅱ 

Ⅳ～ 
Ⅵ 

幅 幅 

Ⅳ́  

Ⅲ́  

Ⅶ？ 
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さ 深 幅 さ 長 さ 長 設 施 門 羨 数 段 さ 長 
奥壁 
部 

主体部 
内施設 

玄室 
（　）内は残存長 

段数以外 の 数値 の 単位はｍ 

羨道 
（　）内は残存長 
数値の単位 は ｍ 

高さ 

全長 
(  )内は 
残存長 
(m) 

推定 
長(m ) 

開口方 
向 (S ゚  E ) 

支 
群 

古墳 
番号 

挿図 
番号 

主体部 
型式 

外部施設 

掘方 
数値の単位 は ｍ 分類 

幅 幅 

中 央  -  右側 壁  -  0  袖  下 端  1.7 0  1.20 
奥 壁  -  左側 壁  -  0  玄 門  上 端  1.9 0  1.50 
入 口  -  奥 壁  -  0  開口 
中 央  -  右側 壁  -  0  袖  下 端  5.9 1  2.65 
奥 壁  -  左側 壁  -  0  玄 門  上 端  6.9 5  3.66 
入 口  -  奥 壁  -  0  開口 
中 央  右側 壁  0.1 2  1  袖  下 端  2.3 0  1.65 
奥 壁  0.6 5  左側 壁  0.2 9  2  玄 門  上 端  2.4 3  1.95 
入 口  -  奥 壁  0.7 2  1  開口 
中 央  -  右側 壁  -  0  袖  下 端  1.8 5  1.36 
奥 壁  左側 壁  0.1 8  1  玄 門  上 端  1.9 2  1.65 
入 口  -  奥 壁  0.4 7  1  開口 
中 央  1.8 5  右側 壁  1.3 5  6  袖  下 端  4.4 3  2.64 
奥 壁  1.3 2  左側 壁  1.0 9  4  玄 門  上 端  4.9 7  3.46 
入 口  1.3 6  奥 壁  0.9 0  2  開口 
中 央  1.0 5  右側 壁  1.0 1  5  袖  下 端  5.5 4  2.03 
奥 壁  0.8 3  左側 壁  0.8 7  4  玄 門  0.8 6  上 端  5.7 4  2.83 
入 口  0.9 4  奥 壁  0.7 8  2  開 口  0.88 
中 央  1.2 0  右側 壁  1.4 8  6  袖  1.0 7  下 端  *  * 
奥 壁  1.0 2  左側 壁  1.2 6  4  玄 門  1.2 0  上 端  *  * 
入 口  1.2 0  奥 壁  1.4 6  4  開 口  1.06 
中 央  0.9 9  右側 壁  0.7 0  2  袖  0.8 4  下 端  *  * 
奥 壁  0.9 6  左側 壁  1.3 2  6  玄 門  0.8 8  上 端  *  * 
入 口  0.9 8  奥 壁  1.3 2  7  開 口  0.83 
中 央  0.8 4  右側 壁  0.8 5  4  袖  下 端  3.1 4  1.55 
奥 壁  0.7 0  左側 壁  0.5 5  4  玄 門  上 端  3.4 2  1.84 
入 口  -  奥 壁  0.5 8  2  開口 
中 央  0.5 5  右側 壁  0.4 6  4  袖  0.5 1  下 端  2.8 8  0.60 
奥 壁  0.5 3  左側 壁  0.2 8  2  玄 門  上 端  3.1 1  2.00 
入 口  0.5 1  奥 壁  0.4 1  2  開口 
中 央  0.5 1  右側 壁  0.3 8  4  袖  下 端  1.4 5  0.93 
奥 壁  0.4 4  左側 壁  0.2 4  2  玄 門  上 端  1.6 7  1.35 
入 口  0.4 6  奥 壁  0.3 1  3  開口 
中 央  0.7 7  右側 壁  0.8 1  3  袖  下 端  2.4 6  1.29 
奥 壁  0.6 7  左側 壁  0.6 1  3  玄 門  上 端  2.7 4  2.03 
入 口  0.7 0  奥 壁  0.7 8  4  開口 
中 央  -  右側 壁  0.2 4  3  袖  下 端  1.8 2  0.44 
奥 壁  -  左側 壁  -  0  玄 門  上 端  2.2 6  1.12 
入 口  -  奥 壁  0.2 0  3  開口 
中 央  0.6 7  右側 壁  0.3 9  3  袖  下 端  2.6 4  1.29 
奥 壁  0.6 5  左側 壁  0.3 9  3  玄 門  上 端  2.8 5  1.70 
入 口  0.6 5  奥 壁  0.5 1  4  開口 
中 央  0.9 8  右側 壁  0.8 6  5  袖  0.8 0  下 端  7.6 0  2.17 
奥 壁  0.8 1  左側 壁  1.0 2  6  玄 門  0.9 0  上 端  7.9 9  3.16 
入 口  0.9 4  奥 壁  1.1 0  6  開 口  0.93 
中 央  0.8 5  右側 壁  1.0 3  6  袖  下 端  3.2 0  1.50 
奥 壁  0.6 7  左側 壁  0.9 4  6  玄 門  上 端  3.3 8  1.86 
入 口  0.7 6  奥 壁  1.0 2  5  開口 
中 央  0.9 7  右側 壁  1.0 0  7  袖  0.8 0  下 端  4.5 1  2.22 
奥 壁  0.8 1  左側 壁  0.9 9  5  玄 門  0.8 5  上 端  5.0 0  4.22 
入 口  0.9 6  奥 壁  1.0 4  4  開口 
中 央  0.8 3  右側 壁  0.4 7  2  袖  0.6 3  下 端  3.7 5  2.20 
奥 壁  0.6 6  左側 壁  0.3 3  1  玄 門  上 端  4.0 6  2.54 
入 口  0.7 6  奥 壁  0.5 3  1  開口 
中 央  0.7 7  右側 壁  0.6 3  4 袖  0.7 2  下 端  2.1 8  1.55 
奥 壁  0.5 6  左側 壁  0.5 9  3  玄 門  上 端  2.8 2  2.11 
入 口  0.7 2  奥 壁  0.6 5  4  開口 
中 央  0.9 6  右側 壁  0.8 4  4  袖  下 端  2.1 0  1.73 
奥 壁  0.7 8  左側 壁  0.5 6  3  玄 門  上 端  2.2 0  1.92 
入 口  0.9 7  奥 壁  0.7 3  4  開口 

* * 端 下 袖 6 9 . 0 壁 側 右 * 央 中 
* * 端 上 門 玄 3 8 . 0 壁 側 左 7 6 . 0 壁 奥 

口 開 2 5 . 0 壁 奥 6 7 . 0 口 入 
27 7  117-11 8  不明 周溝 
27 8  119-12 0  土壙？ 周溝 

石積み 

243 

棺台 

Ｄ 

横穴式 

24 2  7 3  横穴式 

6 . 5 5 5 7 - 4 7 - 

0.15 

0.10 1.92 

0.60 

- 

16. 3  - -  1.2m 
以上 

Ⅳ2 

Ⅳ2 

Ⅶ 

24 4  77-7 8  横穴 式  (1.53) 0.8 2  0.10 49. 1  (1.53) 

0.05 0.55 

Ⅴ2

Ⅳ2？ 

(0.27) 8.3 79-80 245 

7 1  82-85 

1.4m 
以上 

(0.27) 横穴式 

横穴 式  3.7 0  -12.9 0 7 . 3 台 棺 

1.73 立石 2.63 

0.7 6  0.05 

0.20 0.41 86-88 116 

24 6  89-91 

25.5 4.36 横穴 式  礫床？ 

横穴 式  6.8 2  18.5 

Ⅳ～ 
Ⅵ 

Ⅱ 

Ⅴ1 

Ⅴ2

Ⅳ～ 
Ⅵ 

Ⅳ～ 
Ⅵ 

Ⅳ～ 
Ⅵ 

4.42 

0 1 . 3 2 7 . 3 立石 

247 

24 8  95-9 6  横穴式 0.50 

横穴式 92-94 1.75 立石 2.67 9.3 

16. 2  (2.72) 

Ⅵ？ 

(2.72) 

0.10 0.25 252 

25 6  9 8  小竪穴 
式 

(2.44) 横穴式 97 (1.14) 1.30 -2.3 

0.22 1.0 0  23. 9  1.00 

0.72 99 ) 0 7 . 1 ( 7 5 2 

25 8  100 

33.5 (1.70) 横穴 式  Ⅳ～ 
Ⅵ 

（横穴 
式?） 

(0.54) ) 4 5 . 0 ( Ⅳ～ 
 Ⅵ?

(1.73) 

0.31 

0.41 101-102 259 

26 0  103-104 

10.3 (1.73) 横穴 式  Ⅳ～ 
Ⅵ 

2.96 横穴 式  5.6 8  12.9 2 7 . 2 Ⅵ 

3.10 

1.28 

0.08 0.50 222 

22 5  108-109 

17.1 3.10 横穴式 

礫床 横穴 式 4.2 0  30. 1  2.23 

1.21 5 6 . 2 (2.65) 

1.97 

26.2 3.5m 
以上 

1.27 立石 

横穴 式  Ⅳ2 

(0.44) 横穴 式  (2.16 )  6.2 2 7 . 1 2 Ⅴ 

(0.62) 3.18 

0.65 

0.12 0.70 14.3 3.80 横穴 式  Ⅳ2 114 230 

Ｅ 

110-112 227 

22 9  113 

107 Ｆ 

外護列石 

外護列石 

外護列石 

外護列石 

外護列石 

23 1  11 6  横穴 式  3.10 閉塞石 Ⅵ？ 外護列石 

棺台 
閉塞石 

* 3.10 

第 3 表 古墳一覧表（2）
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杯 
蓋 

杯 
身 

鉢 
？ 

蓋 
杯 

蓋  高 
杯 
蓋 

有 
蓋 
高 
杯 

無 
蓋 
高 
杯 

高 
杯 

有 
蓋 
台 
付 
壺 
蓋 

有 
蓋 
台 
付 
壺 

短 
頸 
壺 
蓋 

短 
頸 
壺 

長 
頸 
壺 

広 
口 
壺 

直 
口 
壺 

壺 台 
付 
長 
頸 
瓶 

台 
付 
壺 

提 
瓶 

細 
頸 
瓶 

平 
瓶 

甕  高 
杯 
？ 

壺 
？ 
・ 

？ 

提 
瓶 
？ 

不 
明 

杯 広 
口 
壺 

直 
口 
壺 

壺 甕  小 
甕 

1 1 2 3 1 1 5 7 面 床 
埋 土  3  1 1 1 

2 1 1 2 3 1 1 1 8 7 計 小 
223 埋土 2 

1 1 面 床 
埋土 

1 1 計 小 
床面 
埋土 1 
小計 1 

1 
床面 1 
埋土 1 
小計 1  1 

1 面 床 
埋土 

1 計 小 
床 面  4  3  1  2 1 

1 土 埋 
小 計  4  3  1 2  1 1 

104 1 1 面 床 
1 1 2 1 2 4 2 1 1 1 1 1 1 4 1 6 1 面 床 

1 1 1 土 埋 
1 1 1 2 2 2 4 2 1 1 1 1 1 1 5 1 6 1 計 小 
3 1 1 1 2 1 

床面 
1 1 土 埋 
1 1 計 小 

1 面 床 3 
1 土 埋 5 
1 1 計 小 8 

9 1 1 2 
95 1 1 面 床 
115 1 1 1 土 埋 
234 埋 土  1 

床 面  1 
埋土 1 
小 計  1 1 
床 面  1 
埋 土  1 1 
小 計  1  1 1 
床 面  1 
埋 土  1 1 
小 計  2 1 

243 埋 土  2  1 1 1 1 
244 埋土 1 
245 埋土 1 

2  1 1 
床 面  3  2 2  1  1 1  1 1  2 
埋 土  4  1 1 

1 2 1 1 1 1 1 2 1 2 7 計 小 
1 1 1 4 4 面 床 

埋土 
1 1 1 4 4 計 小 

246 埋土 1 
247 1 土 埋 

床面 
埋土 1 
小計 1 

257 埋土 1 
259 1 1 1 1 1 土 埋 
260 1 1 面 床 

2 5 1 2 1 1 1 3 5 5 9 7 
225 床面 1 
227 埋土 1 
230 1 3 面 床 
277 埋 土  1 1 1 
278 埋土 

1 1 1 

土師器 

71 

出 
土 
層 
位 

須恵器 

表・流土 

92 

Ｄ 

Ｃ 

表・流土 

236 

240 

241 

116 

Ｅ 

Ｆ 

地 
区 

古 
墳 
番 
号 

248 

表・流土 

表・流土 

表・流土 

235 

Ｂ 

107 

224 

276 

表・流土 

249 

251 

Ａ 

254 

105 
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高 
杯 

柳 

坪 
型 
壺 

二 
重 
口 
縁 
壺 

有 
段 
口 
縁 
壺 

長 
頸 
壺 

Ｓ 
字 
甕 

宇 
田 
型 
甕 

台 
付 
甕 

不 
明 

轡  
具 

鉄 
剣 

鉄 
刀 

鉄 
鏃 

？ 

耳 
環 

勾 
玉 

切 
子 
玉 

棗 
玉 

管 
玉 

臼 
玉 

丸 
玉 
・ 
小 
玉 

刀 
子 

不 
明 

鉄 
釘 
・ 
鎹 

鉄 
滓 

石 
鏃 

削 
器 

石 
匙 

そ 
の 
他 

面 床 2 4 1 1 0 1 2 1 
土 埋 4 2 2 
計 小 2 8 2 1 1 2 1 2 1 

1 埋土 223 
床面 

土 埋 2 1 
計 小 2 1 

1 床面 
3 5 4 埋土 

1 3 5 4 小計 
1 

床面 
土 埋 1 
計 小 1 

床面 
1 埋土 
1 小計 

面 床 2 ) 2 ( 
埋土 

計 小 2 ) 2 ( 
面 床 1 104 
面 床 1 2 1 6 1 2 

1 埋土 
計 小 1 2 1 6 1 3 

1 1 1 1 1 2 
1 床面 

1 1 2  1  埋土 
計 小 1 2 1 1 1 
面 床 1 2 2 

6 1 1  3  埋土 
計 小 3 1 1 1 2 8 

4 2 2 1  1 
床面 95 
埋土 115 
埋土 234 
床面 

1 埋土 
1 小計 

床面 
埋土 
小計 
床面 
埋土 
小計 

土 埋 1 243 
埋土 244 
埋土 245 

1 
面 床 1 1 1 1 1 
土 埋 2 4 1 3 
計 小 1 2 4 1 1 4 1 1 

床面 
1 埋土 
1 小計 

埋土 246 
埋土 247 

1 床面 
1 埋土 
1  1 小計 

埋土 257 
埋土 259 
床面 260 

床面 225 
埋土 227 
床面 230 

6  1  1  3  2 埋土 277 
1  2 埋土 278 
1 1  1 

か 
わ 
ら 
け 

表・流土 

236 

表・流土 

71 

116 

248 

表・流土 

表・流土 

107 

224 

276 

240 

241 

249 

251 

254 

105 

表・流土 

92 

235 

そ の 他  石器 

表・流土 

出 
土 
層 
位 

古 
墳 
番 
号 

弥 
生 
土 
器 

山 
茶 
碗 

灰 
釉 
陶 
器 

工具 馬具 具 身 装 器 師 土 武具 
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口 径  器 高  そ の他 
1  試 掘  表 土  須恵 器  甕  口縁～体 

部一部 
密（砂粒若干含） 目 キ カ 後 キ タ タ 半 後 C 5 4 . 5 1 3 . 2 2 

2  Ａ  10 7  床 面  7  須恵 器  杯 蓋  口縁2/3 欠  13. 0  畿内4－5

畿内4－5

畿内4－5

畿内4－5

天井部ヘラ切り無調整 紫灰5RP5/1・良好  密（混入物無し） 8 とセット 
3  Ａ  10 7  床 面  1  須恵 器  杯 蓋  完 形  12. 6  3. 8  畿内 6  天井部ヘラ切り無調整 灰N6/0・良好  密（黒色粒子多） 
4  Ａ  10 7  床 面  2  須恵 器  杯 蓋  完 形  13. 8  4. 5  天井部１／３不定方向 

の ヘ ラケズリ 
灰N6/0・良好  密（～1mmの白色砂粒若 

干含・黒色粒子多） 

5  Ａ  10 7  床 面  4  須恵 器  杯 蓋  完 形  13. 8  4. 0  天井部ヘラ切り無調整 青灰5PB6/1・良好  密（～1cmの白色礫多含） 
6  Ａ  10 7  床 面  3  須恵 器  杯 蓋  完 形  11. 5  3. 9  美濃 9  天井部ヘラ切り無調整 灰白N7/0・良好  密（0.1～0.3mmの白色砂 

粒少含） 
美濃須衛ではない 

7  Ａ  10 7  床 面  1 7  須恵 器  蓋  完 形  13. 3  4. 4  つまみ径3.4 
つまみ高0.6 

天井部２／５ヘラケズ 
リ（右）・内面天井部中 
央不定方向直線的な 
ナ デ 

青灰5PB5/1・良好  密（0.1mmの白色砂粒若 
干含） 

8  Ａ  10 7  床 面  1 0  須恵 器  杯 身  完 形  11. 9  4. 2  受部径14.3 
立上高1.0 

畿内 6  底部ヘラ切り無調整  紫灰5RP5/1・良好  密（混入物無し） 2と セ ット 

9  Ａ  10 7  床 面  8  須恵 器  杯 身  完 形  11. 4  3. 9  受部径13.8 
立上高1.1 

畿内 6  底部ヘラ切り無調整  青灰5PB5/1・良好  密（混入物無し） 

1 0  Ａ  10 7  床 面  1 1  須恵 器  杯 身  完 形  11. 0  4. 1  受部径13.4 
立上高0.7 

畿内(6～) 7  底部ヘラ切り無調整  青灰5PB5/1・良好 
（自然釉） 

密（混入物無し） 

1 1  Ａ  10 7  床 面  9  須恵 器  杯 身  完 形  11. 7  4. 4  受部径13.8 
立上高1.3 

尾張 4  底部２／３丁寧なヘラ 
ケ ズリ（左） 

青灰5B5/1・良好  普（0.1mm～0.3mmの白 
色砂粒多含・黒色粒子 

）1 2  Ａ  10 7  床 面  5  須恵 器  杯 蓋  口縁1/1 0  12. 2  不 明  暗青灰5PB4/1・良好 密（混入物無し） 
砂 色 白 の m m 3 . 0 ～ 1 . 0 （ 普 好 良 ・ 1 / 5 P 5 灰 紫 明 不 部 一 縁 口 蓋 杯 器 恵 須 6 面 床 7 0 1 Ａ 3 1 

粒少含） 

良 ・ 1 / 4 B P 5 灰 青 暗 2 . 1 高 上 立 部 一 縁 口 身 杯 器 恵 須 2 1 面 床 7 0 1 Ａ 4 1 
好 

密（0.1mm～0.3mmの白 
色砂粒少含） 

1 5  Ａ  10 7  床 面  1 8  須恵 器  有蓋高 杯  脚部一部 
欠 

12. 2  17. 1  受部径14.9 
立上高1.0 
杯部高4.9 
脚部高12.2 
脚端部径14.0 
脚基部径3.6 

畿内 6  杯底部１／２ヘラケズ 
リ（右）・脚部２条の凹 
線・裾１条の凹線 

灰N6/0・良好  普（0.1～0.3mmの白色砂 
粒多含） 

密（混入物無し） 好 良 ・ 0 / 6 N 灰 2 . 0 1 径 部 端 脚 2 / 1 部 脚 杯 高 器 恵 須 1 2 面 床 7 0 1 Ａ 6 1 
砂 色 白 の m m 3 . 0 ～ 1 . 0 普（ 好 良 ・ 1 / 6 P 5 灰 紫 6 . 0 1 径 部 端 脚 4 / 1 部 脚 杯 高 器 恵 須 2 2 面 床 7 0 1 Ａ 7 1 

粒若干含・黒色粒子多） 
7のような蓋 
7のような蓋 

1 8  Ａ  10 7  床 面  1 9  須恵 器  高 杯  脚部1/ 5  脚端部径8. 2  裾部1条の沈 線  暗紫灰5P4/1・良好  普（0.3mmの白色砂粒若 
干含・2mmの礫若干含） 

7のような蓋 

1 9  Ａ  10 7  床 面  2 4  須恵 器  壺  口縁部 欠  体部径15.6 
体部高12.1 
頸部径5.4 

底部２／３粗雑なヘラ 
ケズリ（左）・体部カキ 
目・口縁部２条の沈線 

紫灰5P5/1・良好  密（黒色粒子多） 

2 0  Ａ  10 7  床 面  2 5  須恵 器  （広口）壺  口縁～体 
部1/2 

良 ・ 1 / 4 B P 5 灰 青 暗 
好 

普（～2mmの礫若干含・ 
黒色粒子少） 

2 1  Ａ  10 7  床 面  2 6  須恵 器  提 瓶  口縁 欠  体部高17.0 
頸部径5.4 

体部腹・背面カキ目・ 
頸部 カキ目 

青灰5PB6/1・良好 
（自然釉） 

密（0.5mmの白色砂粒若 
干含・黒色粒子若干） 

環状把手 

内 、 ケ ハ テ タ 面 外 部 体 部 一 縁 口 甕 器 師 土 3 7 面 床 7 0 1 Ａ 2 2 
面ヨ コハケ 

暗灰黄2.5 Y  5/2・良 
好 

普（～1mmの砂粒少混 
入） 

44 Ａ  10 7  埋 土  1 5  須恵 器  杯 身  完 形  10. 7  4. 2  受部径13.0 
立上高0.6 

畿内(6～) 7  底部ヘラ切り無調整  青灰5PB6/1・良好  密（黒色粒子多） 

45 Ａ  10 7  埋 土  1 3  須恵 器  杯 身  口縁1/ 8  12. 0  受部径14.6 
立上高0.9 

無し） 物 入 混 （ 密 好 良 ・ 1 / 5 B P 5 灰 青 6 内 畿 

46 Ａ  10 7  埋 土  7 4  土師 器  甕  口縁部一 
部 ･ 底部 

15. 7  頸部径12. 9  体部外面 は タテハケ、 
内面上半はヨコハケ、 
下半 ケ ズリ 

にぶい黄橙10 Y R 
7/3・良好 

普（～2mmの砂粒少混 
入） 

外面底部ヘ ラ 記号 
「×」 

Ａ  10 7  埋 土  1 4  須恵 器  杯 身  口縁一部 
(立上) 

し） 無 物 入 混 （ 密 好 良 ・ 1 / 6 B P 5 灰 青 明 不 

黒 ・ 含 多 粒 砂 の m m 2 . 0 （ 密 好 良 ・ 0 / 5 N 灰 （右） リ ズ ケ ラ ヘ 部 底 明 不 部 ) 底 ( 井 天 杯 蓋 器 恵 須 6 1 土 埋 7 0 1 Ａ 
色粒子多） 

粒 砂 色 白 の m m 1 ～ 3 . 0 （ 密 好 良 ・ 1 / 4 P 5 灰 紫 暗 目 キ カ 明 不 部 一 部 体 ？ 瓶 提 器 恵 須 7 2 土 埋 7 0 1 Ａ 
若干含） 

密（～1mmの砂粒多含） 良 ・ 3 / 8 R Y 0 1 橙 黄 浅 メ ケ ハ 面 外 部 一 部 体 甕 器 師 土 1 土 埋 3 2 2 Ａ 
橙 黄 い ぶ に メ ケ ハ 面 外 部 一 部 体 甕 器 師 土 2 土 埋 3 2 2 Ａ 

10 Y R7/4・良好 
密（～1mmの砂粒多含） 

干 若 粒 砂 の m m 1 ～ （ 密 好 良 ・ 6 / 6 R Y 5 . 7 橙 明 不 明 不 器 師 土 3 土 埋 3 2 2 Ａ 
7 3  Ａ  22 4  床 面  1  須恵 器  無蓋高 杯  完 形  12. 0  9. 9  杯部高3.1 

脚部高6.8 
脚端部径8.6 
脚基部径2.4 

好 良 ・ 1 / 7 Y 5 . 2 白 灰 9 濃 美 
（自然釉） 

密（0.3mmの白色砂粒少 
含・黒色粒子少） 

7 4  Ａ  22 4  床 面  2  須恵 器  平 瓶  完 形  7. 0  16. 3  体部径16.7 
体部高9.5 
頸部径4.6 

底部タタキ（斜格子）  黄灰2.5 Y 6/1・良好 
（自然釉） 

密（0.3mmの白色砂粒若 
干含・黒色粒子少） 

・ 4 / 6 R Y 5 橙 い ぶ に 明 不 明 不 器 師 土 3 土 埋 4 2 2 Ａ 
良好 

密（白色砂粒若干含） 

7 6  Ａ  27 6  埋 土  1  土師 器  有段高 杯  脚部2/3･ 
杯部一部 

脚基部径2. 3  フォーラムⅣ 

フォーラムⅣ 

フォーラムⅣ 

ミガキ？ 

ミガキ？ 

橙2.5 Y R 6/8・良好  普（～1mmの砂粒少混 
入） 

7 7  Ａ  27 6  埋 土  2  土師 器  有段高 杯  杯･脚部一 
部 

橙7.5 Y R 6/6・良好  密（～1mmの砂粒少混 
入） 

） し 無 物 入 混 （ 密 好 良 ・ 6 / 7   R Y 5 橙 内面ミガキ？ 杯体部一部 杯 高 稜 有 器 師 土 4 土 埋 6 7 2 Ａ 8 7 
7 9  Ａ  27 6  埋 土  6  土師 器  二重口縁 

壺 
口縁部2/ 3  19. 1  頸部径9. 0 口縁部下半ヨコミガ 

キ・口縁部内面上半 
爪形文ハ字状に2列 
施 す 

浅黄橙7.5 Y R 8/4・ 
良好 

密（～5mmの礫少・～ 
2mmの砂粒多混入） 

8 0  Ａ  27 6  埋 土  8  土師 器  二重口縁 
壺 

口縁部一 
部 

口縁部内面上半爪形 
文を下段はハ字状 
に、上段はノ字状に施 
す。5,8,9と文様の位 
置が違う。 

にぶい橙7.5 Y R 
7/4・やや不良 

密（～1mmの砂粒多混 
入） 

・ 4 / 8   R Y 0 1 橙 黄 浅 部 一 部 脚 杯 高 器 師 土 4 1 土 埋 6 7 2 Ａ 
不良 

普（～2mmの砂粒少混 
入） 

Ａ  27 6  埋 土  9  土師 器  二重口縁 
壺 

口縁部一 
部 

口縁部内面上半爪形 
文をハ字状に施す 

浅黄橙7.5 Y R 8/4・ 
やや不良 

普（～2mmの砂粒多混 
入） 

79と同一個体の可 
能性有り 

混 干 若 礫 の m m 5 ～ （ 普 良 不 ・ 6 / 7   R Y 5 橙 明 不 明 不 器 師 土 3 土 埋 6 7 2 Ａ 

地 
区 

古墳 
番号 

出土 
層位 

番 
号 

胎 土  備考 型式 
整理 
番号 

法量 (cm) 
調整・文様 色調・焼成 種 類  器 種  残存部位 

外面ミガキ？ 

畿内4－5
畿内4－5

畿内4－5

畿内4－5
畿内4－5

畿内4－5

畿内5－6

畿内5－6

畿内5－6

美濃9－10

第 6 表 土器観察表（1）
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口 径  器 高  そ の他 
地 
区 

古墳 
番号 

出土 
層位 

番 
号 

胎 土  備考 型式 
整理 
番号 

法量 (cm) 
調整・文様 色調・焼成 種 類  器 種  残存部位 

密（混入物無し） 明 不 明 不 器 師 土 5 1 土 埋 6 7 2 Ａ 
81 Ａ  27 6  主体部 

以外 
1 0  土師 器  二重口縁 

壺 
口縁部一 
部 

内面に文様は施 さ れ 
ない 。 

橙7.5 Y R 7/6・良好  
橙7.5 Y R 7/6・良好  

密（～5mmの礫少混入） 

82 Ａ  27 6  主体部 
以外 

7  土師 器  二重口縁 
壺 

口縁部一 
部 

口縁部内面上半爪形 
文をハ字状に施す 

にぶい橙7.5 Y R 
7/4・良好 

密（～1mmの砂粒混入） 

Ａ  27 6  主体部 
以外 

混 多 粒 砂 の m m 1 ～ （ 普 好 良 ・ 6 / 7   R Y 5 . 7 橙 メ ケ ハ 面 外 部 一 部 体 甕 器 師 土 1 1 
入） 

Ａ  27 6  主体部 
以外 

し） 無 物 入 混 （ 密 好 良 ・ 6 / 7   R Y 5 . 7 橙 明 不 明 不 器 師 土 2 1 

） 含 多 粒 砂 の m m 2 ～ （ 粗 不良 や や ・ 6 / 6 R Y 5 橙 メ ケ ハ 面 外 部 一 部 体 甕 器 師 土 1 表・流 Ａ 
15 6  Ｂ  24 9  床 面  1  須恵 器  平 瓶  完 形  6. 3  11. 4  体部径14.3 

体部高6.9 
頸部径3.9 

美濃 9  底部～体部雑なヘラ 
ケ ズリ 

黄灰2.5 Y 6/1・良好 
（自然釉） 

普（0.3mmの白色砂粒少 
含） 

猿投？ 

粒 砂 色 白 の m m 2 . 0 ～ （ 密 好 良 ・ 0 / 6 N 灰 （不明） リ ズ ケ ラ ヘ 部 一 部 底 ？ 壺 器 恵 須 2 土 埋 9 4 2 Ｂ 
少含） 

15 8  Ｂ  25 1  床 面  1  須恵 器  無蓋高 杯  杯部1/2 欠  8. 8  9. 2  杯部高6.0 
脚部高3.2 
脚端部径8.2 
脚基部径1.9 

若 粒 砂 色 白 の m m 3 . 0 （ 普 好 良 ・ 1 / 7 Y 5 白 灰 美濃9－10
干含） 

Ｂ  25 1  構築以 
前 

不 や や ・ 8 / 6 R Y 5 橙 明 不 明 不 器 師 土 2 
良 

普（～1mmの砂粒多含 ）  埴輪片か？ 

15 9  Ｂ  25 4  床 面  2  須恵 器  杯 蓋  完 形  8. 5  3. 3  つまみ径2.0 
つまみ高0.9 
かえり高0.3 

美濃 9  天井部４／５ヘラケズ 
リ（右） 

灰白7.5 Y 7/1・良好  密（～0.5mmの砂粒若干 
含） 

内面ヘ ラ 記号 
「×」・胎土粒子が 
緻密なため美濃須 
衛によ く 似 る 。 

16 0  Ｂ  25 4  床 面  4  須恵 器  杯 蓋  完 形  9. 2  3. 2  つまみ径2.2 
つまみ高1.3 
かえり高0.3 

美濃 9  天井部４／５ヘラケズ 
リ（右） 

灰N6/0・良好  密（～0.5mmの砂粒若干 
含） 

内面ヘ ラ 記号 
「×」・胎土粒子が 
緻密なため美濃須 
衛によ く 似 る 。 

16 1  Ｂ  25 4  床 面  3  須恵 器  杯 蓋  完 形  8. 8  3. 4  つまみ径2.2 
つまみ高1.3 
かえり高0.2 

美濃 9  天井部１／２ヘラケズ 
リ（右） 

灰白5 Y 7/1・良好  密（黒色粒子若干 ）  内面ヘラ記号「テ」 
状・胎土粒子が緻 
密なため美濃須衛 
によく似 る 。 

16 2  Ｂ  25 4  床 面  1  須恵 器  杯 蓋  口縁1/3 欠  9. 6  2. 4  つまみ径2.2 
つまみ高0.9 
かえり高0.2 

美濃 9  天井部２／３ヘラケズ 
リ（右）・天井部中央不 
定方向直線的な ナ デ 

明紫灰5P7/1・良好  密（混入物無 し）  胎土粒子が緻密な 
ため美濃須衛によく 
似る。 

16 3  Ｂ  25 4  床 面  6  須恵 器  杯 身  口縁一部 
欠 

10. 0  5. 4  底径6. 8  美濃 9  口縁部下凹 線  灰白10 Y R7/1・やや 
不良（自然釉） 

普（0.1mm～1mmの白色 
砂粒少含） 

外面底部ヘ ラ 記号 
「又」状・深身・腰に 
丸み・ヘラケズリ 
無し 

16 4  Ｂ  25 4  床 面  5  須恵 器  杯 身  口縁一部 
欠 

10. 0  5. 6  底径6. 0  美濃 9  口縁部下凹 線  灰白10 Y R7/1・やや 
不良 

普（0.5mmの白色砂粒少 
含） 

外面底部ヘ ラ 記号 
「又」状・深身・腰に 
丸み・ヘラケズリ 
無し 

良 ・ 1 / 7 P R 5 灰 紫 明 9 濃 美 2 . 6 径 底 6 . 4 1 . 0 1 形 完 身 杯 器 恵 須 7 面 床 4 5 2 Ｂ 5 6 1 
好 

密（混入物無 し）  深身・腰に丸み・ヘ 
ラケズリ無し 

16 6  Ｂ  25 4  床 面  8  須恵 器  有蓋高 杯  口縁･脚部 
一部欠 

9. 7  9. 4  受部径11.7 
立上高0.9 
杯部高3.7 
脚部高5.7 
脚端部径9.8 
脚基部径2.6 

美濃 9  脚部２条の凹 線 灰白5 Y 7/1・良好  普（0.5mmの白色砂粒少 
含） 

美濃須衛・未知の 
器形・長脚2段スカ 
シの名残 

16 7  Ｂ  25 4  床 面  1 0  須恵 器  無蓋高 杯  口縁1/3･ 
脚部1/2欠 

14. 4  12. 5  杯部高4.3 
脚部高8.2 
脚端部径11.3 
脚基部径3.6 

杯底部１／３ヘラケズ 
リ（右）・底部内面中央 
に不定方向直線的な 
ナ デ・杯腰部１条の 
沈線 

灰N6/0・良好  密（0.5mmの白色砂粒若 
干含） 

16 8  Ｂ  25 4  床 面  9  須恵 器  無蓋高 杯  口縁一部･ 
脚部2/3欠 

11. 2  10. 6  底径9.0 
杯部高3.6 
脚部高7.0 
脚端部径9.2 
脚基部径2.8 

好 良 ・ 1 / 7 R Y 0 1 白 灰  
（自然釉） 

普（1mmの白色砂粒少 
含・黒色粒子少） 

尾崎大平・やや新 
しい形 

） 少 子 粒 色 黒 （ 普 不良 ・ 4 / 8 R Y 0 1 橙 黄 浅 部 一 部 体 甕 器 師 土 1 1 面 床 4 5 2 Ｂ 
173 ） し 無 物 入 混 （ 密 好 良 ・ 1 / 7 Y 5 白 灰 一部 部 裾 脚 杯 高 器 恵 須 6 1 土 埋 4 5 2 Ｂ 
17 4  Ｂ  10 5  床 面  5  須恵 器  杯 蓋  口縁一部 

欠 
15. 1  4. 8  畿内 3  天井部切り離 し 後ナ 

デ？（右） 
青灰5PB6/1・やや 
不良 

密（0.3～0.5mmの白色砂 
粒多含） 

17 5  Ｂ  10 5  床 面  8  須恵 器  杯 蓋  完 形  14 . 9  5 . 2  畿内 3  天井部１／２ヘラケズ 
リ（左）・天井部内面中 
央に当て具痕 

灰N6/0・良好 密（0.3mmの白色砂粒少 
含） 

190と セッ トで出土 

17 6  Ｂ  10 5  床 面  1 1  須恵 器  杯 蓋  口縁一部 
欠 

14 . 8  4. 1  畿内 3  天井部１／２ヘラケズ 
リ（左）・天井部内面中 
央に は 当具痕 

暗紫灰5P4/1・良好  普（～5mmの礫多含 ）  184と似る 

17 7  Ｂ  10 5  床 面  1 5  須恵 器  杯 蓋  口縁1/10 
残 

14. 8  畿内 3  ヘラ ケズ リ不 明 紫灰5RP6/1・良好  密（0.1mmの白色砂粒若 
干含） 

17 8  Ｂ  10 5  床 面  1  須恵 器  杯 蓋  完 形  15 . 4  4 . 9  畿内 3  天井部２／３ヘラケズ 
リ（右）・天井部内面中 
央に不定方向直線的 
な ナ デ 

青灰5PB5/1・良好  粗（0.3～0.5mmの白色砂 
粒多含） 

195とセット（Ⅰ）・川 
砂利混入 

17 9  Ｂ  10 5  床 面  6  須恵 器  杯 蓋  完 形  15 . 8  4 . 7  畿内 3  天井部２／３ヘラケズ 
リ（左）・天井部内面中 
央に不定方向直線的 
な ナ デ 

青灰5PB5/1・良好  粗（0.5～1mmの白色砂粒 
少含） 

195とセット（Ⅰ）・川 
砂利混入 

18 0  Ｂ  10 5  床 面  4  須恵 器  杯 蓋  完 形  15 . 2  5 . 1  畿内 3  天井部１／２ヘラケズ 
リ（右）・天井部内面中 
央に不定方向直線的 
な ナ デ 

灰7.5 Y 6/1・良好  粗（0.3mmの白色砂粒少 
含） 

195とセット（Ⅰ）・川 
砂利混入 

畿内7－8

美濃9－10

第 7 表 土器観察表（2）
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口 径  器 高  そ の他 
地 
区 

古墳 
番号 

出土 
層位 

番 
号 

胎 土  備考 型式 
整理 
番号 

法量 (cm) 
調整・文様 色調・焼成 種 類  器 種  残存部位 

18 1  Ｂ  10 5  床 面  2  須恵 器  杯 蓋  口縁一部 
欠 

15 . 8  5. 1  畿内 3  天井部２／３ヘラケズ 
リ（右）・天井部内面中 
央に不定方向直線的 
な ナ デ 

灰N6/0・良好  粗（0.3mmの白色砂粒少 
含・1mmの礫若干含） 

196とセット（Ⅰ）・川 
砂利混入 

18 2  Ｂ  10 5  床 面  7  須恵 器  杯 蓋  口縁一部 
欠 

15 . 3  4. 8  畿内 3  天井部２／３ヘラケズ 
リ（右）・天井部内面中 
央に不定方向直線的 
な ナ デ 

青灰5PB5/1・良好  粗（0.3mmの白色砂粒多 
含） 

196とセット（Ⅰ）・川 
砂利混入 

18 3  Ｂ  10 5  床 面  1 2  須恵 器  杯 蓋  完 形  13. 5  4. 5  畿内 4  天井部ヘラ切り無調 
整 

暗青灰5PB4/1・良 
好 

密（0.1～0.5mmの白色砂 
粒少含・黒色粒子多） 

18 4  Ｂ  10 5  床 面  1 6  須恵 器  杯 蓋  口縁1/8 残  13. 4  畿内 4  不 明  暗青灰5PB4/1・良 
好 

普（0.3mmの白色砂粒少 
含） 

176と似る 

18 5  Ｂ  10 5  床 面  1 3  須恵 器  杯 蓋  完 形  13. 8  4. 4  畿内 4  天井部ヘラ切り無調 
整 

紫灰5RP6/1・良好  普（0.3～0.5mmの白色砂 
粒多含） 

18 6  Ｂ  10 5  床 面  3  須恵 器  杯 蓋  完 形  13 . 7  4 . 4  畿内 5  天井部２／５ヘラケズ 
リ（右）・天井部内面中 
央に不定方向直線的 
な ナ デ 

灰N6/0・良好  普（0.1mmの白色砂粒少 
含） 

201と セッ ト（Ⅰ） 

18 7  Ｂ  10 5  床 面  1 4  須恵 器  杯 蓋  口縁2/3 残  13. 4  畿内 5  不 明  灰N6/0・良好  普（0.3～1mmの白色砂粒 
少含・黒色粒子多） 

203と セッ ト 

18 8  Ｂ  10 5  床 面  9  須恵 器  杯 蓋  完 形  13 . 9  4 . 5  尾張 3  天井部１／２ヘラケズ 
リ（右）・全体的に薄手 

灰N6/0・良好  普（0.3～1mmの白色砂粒 
若干含） 

猿投 

18 9  Ｂ  10 5  床 面  1 0  須恵 器  杯 蓋  口縁一部 
欠 

14 . 6  4. 8  尾張 3  天井部２／３ヘラケズ 
リ（右）・全体的に薄手 

青灰5PB6/1・良好  密（0.3mmの白色砂粒少 
含） 

猿投 

19 0  Ｂ  10 5  床 面  2 5  須恵 器  杯 身  完 形  13. 0  5. 6  受部径15.2 
立上高2.1 

尾張1－2 底部２／３ヘラケズリ 
（左） 

青灰5PB6/1・良好  普（0.3mmの白色砂粒多 
含・2mmの礫若干含） 

175と セッ トで出土 

19 1  Ｂ  10 5  床 面  2 2  須恵 器  杯 身  完 形  13. 4  4. 6  受部径16.5 
立上高1.3 

畿内 3  底部４／５ヘラケズリ 
（右）・底部内面中央 
に不定方向直線的な 
ナ デ 

青灰5PB5/1・良好  粗（0.3mm～1mmの白色 
砂粒若干含・黒色砂粒多 
含） 

182とセット（Ⅰ）・川 
砂利混入 

19 2  Ｂ  10 5  床 面  1 9  須恵 器  杯 身  完 形  13. 0  4. 6  受部径16.0 
立上高1.4 

畿内 3  底部２／３ヘラケズリ 
（右）・底部内面中央 
に不定方向直線的な 
ナ デ 

青灰5PB5/1・良好  粗（0.5mmの白色砂粒多 
含） 

180とセット（Ⅰ）・川 
砂利混入 

19 3  Ｂ  10 5  床 面  2 1  須恵 器  杯 身  完 形  13. 7  5. 1  受部径16.8 
立上高1.4 

畿内 3  底部２／３ヘラケズリ 
（右）・底部内面中央 
に不定方向直線的な 
ナ デ 

青灰5PB5/1・良好  粗（0.5mm～1mmの白色 
砂粒少含） 

179とセット（Ⅰ）・川 
砂利混入 

19 4  Ｂ  10 5  床 面  2 4  須恵 器  杯 身  完 形  12. 4  4. 2  受部径15.1 
立上高1.5 

畿内 4  底部ヘラ切り無調整  暗青灰5PB4/1・良 
好 

普（0.3mm～1mmの白色 
砂粒若干含） 

197と似る 

19 5  Ｂ  10 5  床 面  1 8  須恵 器  杯 身  完 形  13. 6  4. 6  受部径16.6 
立上高1.7 

畿内 3  底部４／５ヘラケズリ 
（右）・底部内面中央 
に不定方向直線的な 
ナ デ 

青灰5PB5/1・良好  粗（0.3mm～1mmの白色 
砂粒若干含・黒色砂粒多 
含） 

178とセット（Ⅰ）・川 
砂利混入 

19 6  Ｂ  10 5  床 面  2 3  須恵 器  杯 身  受部一部 
欠 

13. 4  4. 9  受部径16.6 
立上高1.4 

畿内 3  底部３／４ヘラケズリ 
（右）・底部内面中央 
に不定方向直線的な 
ナ デ 

灰N6/0・良好  粗（0.5mmの白色砂粒若 
干含・黒色砂粒若干含） 

181とセット（Ⅰ）・川 
砂利混入 

19 7  Ｂ  10 5  床 面  2 0  須恵 器  杯 身  完 形  12. 6  4. 4  受部径15.2 
立上高1.3 

畿内 4  底部ヘラ切り無調整  紫灰5RP5/1・良好  普（0.3mmの白色砂粒若 
干含） 

194と似る 

19 8  Ｂ  10 5  床 面  2 7  須恵 器  杯 身  完 形  13. 2  4. 8  受部径15.8 
立上高1.3 

畿内 5  底部１／２ヘラケズリ 
（左）・底部内面中央 
に当て具 痕 

紫灰5P6/1・良好  密（0.1mm～0.3mmの白 
色砂粒多含） 

19 9  Ｂ  10 5  床 面  2 6  須恵 器  杯 身  完 形  12. 7  5. 3  受部径15.0 
立上高1.6 

畿内 5  底部１／２ヘラケズリ 
（右） 

灰N6/0・良好  普（0.1mm～0.3mmの白 
色砂粒少含・黒色粒子 

）20 0  Ｂ  10 5  床 面  1 7  須恵 器  杯 身  完 形  12. 2  4. 6  受部径14.8 
立上高1.0 

畿内 5  底部２／３ヘラケズリ 
（右）・底部内面中央 
に不定方向直線的な 
ナ デ 

灰N5/0・良好  密（0.3mm～0.5mmの白 
色砂粒少含） 

20 1  Ｂ  10 5  床 面  2 8  須恵 器  杯 身  完 形  12. 3  3. 2  受部径14.7 
立上高1.1 

畿内 5  底部１／２ヘ ラケズ リ 
（右）・底部内面中央 
に不定方向直線的な 
ナ デ 

灰N5/0・良好  普（0.3mm～1mmの白色 
砂粒少含） 

186と セッ ト 

20 2  Ｂ  10 5  床 面  2 9  須恵 器  杯 身  口縁1/4と 
底部欠 

12. 0  受部径14.6 
立上高0.9 

白 の m m 3 . 0 ～ m m 1 . 0 （ 普 好 良 ・ 1 / 6 P R 5 灰 紫 5 内 畿 
色砂粒少含・黒色粒子若 
干） 

20 3  Ｂ  10 5  床 面  3 1  須恵 器  杯 身  口縁立ち 
上が り 一部 

） し 無 物 入 混 （ 普 好 良 ・ 1 / 5 B P 5 灰 青 明 不 1 . 1 高 上 立 

20 4  Ｂ  10 5  床 面  3 2  須恵 器  高杯 蓋  口縁一部 
欠 

17. 4  7. 4  つまみ径3.5 
つまみ高2.0 

畿内3－4

畿内3－4

天井部1/2ヘ ラケ ズリ 
（右）・天井部内面中 
央不定方向直線的な 
ナデ・天井部外面クシ 
状工具による列点文 
１帯 

青灰5PB5/1・良好  普（～5mmの白色砂粒・ 
礫多含） 

つまみ・文様は古 
相 

20 5  Ｂ  10 5  床 面  3 3  須恵 器  有蓋高 杯  完 形  14. 8  23. 6  受部径18.2 
立上高2.1 
杯部高6.5 
脚部高17.4 
脚端部径15.0 
脚基部径5.8 

杯底部２／３ヘラケズ 
リ（左）・底部内面中央 
に不定方向直線的な 
ナ デ・脚部２条の凹 
線・脚部波状文 

青灰5PB5/1・良好 
（自然釉） 

普（0.3mmの白色砂粒多 
含・1mmの礫多含） 

文様 は 古相 

20 6  Ｂ  10 5  床 面  3 4  須恵 器  無蓋高 杯  完 形  10. 4  14. 2  杯部高4.2 
脚部高9.9 
脚端部径9.8 
脚基部径3.3 

畿内 5  杯底部１／３ヘラケズ 
リ（右）・脚部上下スカ 
シ間，裾それぞれ２条 
の 凹線 

赤灰5R5/1・良好 
（自然釉） 

普（0.5mmの白色砂粒少 
含） 

脚 長 ） 含 少 粒 砂 の m m 1 ～ （ 普 好 良 ・ 1 / 7 Y 5 白 灰 8 . 2 1 径 部 端 脚 3 / 2 部 裾 脚 杯 高 器 恵 須 5 3 面 床 5 0 1 Ｂ 7 0 2 

第 8 表 土器観察表（3）
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口 径  器 高  そ の他 
地 
区 

古墳 
番号 

出土 
層位 

番 
号 

胎 土  備考 型式 
整理 
番号 

法量 (cm) 
調整・文様 色調・焼成 種 類  器 種  残存部位 

20 8  Ｂ  10 5  床 面  3 6  須恵 器  有蓋台付 
壺蓋 

口縁一部 
欠 

11. 0  5. 5  つまみ径3.0 
つまみ高1.6 

畿内3－4

畿内3－4

畿内4－5

畿内4－5

畿内4－5

畿内4－5

畿内4－5

畿内4－5

畿内5－6

畿内5－6

天井部2/3ヘ ラケ ズリ 
(右)・天井部内面中央 
に不定方向直線的な 
ナデ・天井部外面クシ 
状工具による列点文２ 
帯 

灰5 Y 6/1・良好（自 
然釉） 

普（～1mmの白色砂粒多 
含） 

20 9  Ｂ  10 5  床 面  3 7  須恵 器  有蓋台付 
壺 

完 形  9. 4  28. 3  脚部高10.0 
脚端部径14.2 
脚基部径6.0 
体部径16.4 
体部高11.4 
頸部径7.2 

体部下半カキ目・口 
縁，脚部波状文・肩部 
列点文，凹線 

灰7.5 Y 6/1・良好  普（0.1mmの白色砂粒多 
含・黒色粒子多） 

少 粒 砂 色 白 の m m 5 . 0 （ 普 好 良 ・ 1 / 6 B P 5 灰 青 2 . 9 径 部 頸 6 . 9 4 / 1 縁 口 壺 口 直 器 恵 須 8 4 面 床 5 0 1 Ｂ 0 1 2 
含） 

21 1  Ｂ  10 5  床 面  3 8  須恵 器  短頸壺 蓋  完 形  7. 9  3. 4  天井部１／３不定方向 
ヘ ラケズ リ 

赤灰5R6/1・やや不 
良 

普（0.3～1mmの白色砂粒 
少含） 

212 の 蓋 
赤色顔料塗布？ 

21 2  Ｂ  10 5  床 面  3 9  須恵 器  短頸 壺  完 形  6. 0  9. 5  体部径12.2 
体部高8.4 

底部１／５不定方向ヘ 
ラケズリ・工具による 
ナデ 

赤灰5R6/1・やや不 
良 

普（～2mmの砂粒少含 ）  211と セッ ト 
赤色顔料塗布？ 

21 3  Ｂ  10 5  床 面  4 0  須恵 器  短頸壺 蓋  口縁一部 
欠 

10. 0  4. 2  つまみ径2.5 
つまみ高0.8 

畿内3 ?  天井部１／２ヘラケズ 
リ（右） 

黄灰2.5 Y 6/1・良好  普（1mmの礫少含 ）  214の蓋 

21 4  Ｂ  10 5  床 面  4 1  須恵 器  短頸 壺  完 形  7. 5  7. 6  体部径13.4 
体部高6.6 
頸部径7.6 

畿内3 ?  底部２／３ヘラケズリ 
（右）・肩部１条の凹線 

灰N6/0・良好  普（1～2mmの礫少含 ）  213と セッ ト 

21 5  Ｂ  10 5  床 面  4 2  須恵 器  短頸 壺  完 形  8. 6  11. 7  体部径17.6 
体部高10.0 
頸部径9.0 

底部１／２不定方向ヘ 
ラケズ リ 

青灰5PB5/1・良好  密（1mmの礫若干含 ） 蓋を重ねて焼成し 
た痕跡が見 ら れ、 
本来有蓋の も のと 
思わ れる。 

21 6  Ｂ  10 5  床 面  4 3  須恵 器  短頸 壺  完 形  6. 9  8. 7  体部径12.8 
体部高7.6 
頸部径7.6 

底部２／５粗雑なヘラ 
ケ ズリ（左） 

灰7.5 Y 6/1・良好  密（0.3mmの白色砂粒少 
含・黒色粒子少） 

蓋を重ねて焼成し 
た痕跡が見 ら れ、 
本来有蓋の も のと 
思わ れる。 

21 7  Ｂ  10 5  床 面  4 5  須恵 器  広口 壺  口縁一部 
欠 

12. 7  17. 0  体部径17.2 
体部高12.3 
頸部径9.3 

底部１／２ヘラケズリ 
（左）・頸部カキ目 

灰白2.5 Y 7/1・やや 
不良（自然釉） 

普（～5mmの礫少含・黒 
色粒子多） 

21 8  Ｂ  10 5  床 面  4 4  須恵 器  広口 壺  完 形  11. 0  11. 9  体部径14.3 
体部高9.2 
頸部径7.9 

底部１／２ヘラケズリ 
（左） 

青灰5PB5/1・良好 
（自然釉） 

密（0.3mmの白色砂粒少 
含） 

砂 色 白 の m m 5 . 0 ～ 1 . 0 （ 密 良好 ・ 1 / 5 B P 5 灰 青 2 . 0 1 3 / 2 縁 口 瓶 頸 長 器 恵 須 7 4 面 床 5 0 1 Ｂ 9 1 2 
粒少含） 

22 0  Ｂ  10 5  床 面  4 6  須恵 器  壺  完 形  10. 6  22. 6  体部径19.7 
体部高17.0 
頸部径6.2 

畿内 5  体部下半カキ 目  灰白2.5 Y 7/1・良好 
（自然釉） 

普（1～3mmの礫若干含・ 
黒色粒子若干） 

美濃須衛 

22 1  Ｂ  10 5  床 面  5 1  土師 器  広口 壺  ほぼ完 形  11. 1  12. 1  体部径13.1 
体部高8.9 
頸部径8.9 

底～体部ヘ ラケズリ ・ 
体部中央にヘ ラ 記号 

明赤褐2.5 Y R 5/8・ 
やや不良 

普（～1mmの砂粒若干混 
入） 

22 2  Ｂ  10 5  床 面  5 2  土師 器  甕  口縁･底 部  16. 0  頸部径13. 5  体部外面タテハケ・口 
縁部内面ヨコハケ・体 
部内面にハケメは認 
め ら れない 。 

にぶい黄橙10 Y R 
7/4・不良 

普（～1mmの砂粒混入） 

24 4  Ｂ  10 5  床 面  7 5  山茶碗 
（南部 
系） 

碗  口縁部一 
部 

灰白5 Y 7/1・良好  普（砂粒少含） 

245 白 の m m 5 . 0 ～ m m 3 . 0 （ 普 好 良 ・ 0 / 6 N 灰 ３ ４ Ｋ Ｔ 9 . 0 高 上 立 部 一 縁 口 身 杯 器 恵 須 0 3 土 埋 5 0 1 Ｂ 
色砂粒若干含・黒色粒子 
多）

179と セッ ト 

246 Ｂ  10 5  埋 土  4 9  須恵 器  長頸 瓶  口縁1/ 2  10. 2  口縁部１条の沈線  青灰5PB6/1・良好  普（0.1～1mmの白色砂粒 
多含） 

提瓶の口縁部の可 
能性有り 

247 ２ 部 肩 ・ リ ズ ケ ラ ヘ 半 下 5－6部 一 部 肩 壺 器 恵 須 0 5 土 埋 5 0 1 Ｂ 
条の凹線，列点文 

紫灰5P5/1・良好  密（～0.5mmの白色砂粒 
少含） 

249 Ｂ  10 4  床 面  1  須恵 器  有蓋高 杯  脚部2/3 欠  12. 5  8. 8  受部径15.2 
立上高1.1 
杯部高4.5 
脚部高4.3 
脚端部径10.2 
脚基部径4.9 

畿内 3  杯底部１／３・脚部カ 
キ 目 

暗青灰5PB4/1・良 
好 

密（～5mmの砂礫少含） 

250 Ｂ  10 4  床 面  2  須恵 器  有蓋台付 
壺 

完 形  8. 1  21. 9  脚部高6.9 
脚端部径12.8 
脚基部径5.3 
体部径14.6 
体部高9.4 
頸部径7.2 

口縁，体部カキ目・口 
縁，肩，脚部凹線・口 
縁，脚部波状文 

灰N6/0・良好  普（～2mmの砂粒少含・ 
黒色粒子少） 

受口 の 壷 は 5 Cに 多 
いが、全体のプロ 
ポ ーションが崩れ 
ている 

252 Ｂ  表・流 
土 

系 内 畿 6 / 1 縁 口 蓋 杯 器 恵 須 5 
6 C 代 

灰白N7/0・やや不 
良 

密（～1mmの白色砂粒多 
含） 

253 ） 干 若 子 粒 色 黒 （ 密 好 良 ・ 1 / 6 Y 5 灰 代 C 7 部 一 縁 口 蓋 器 恵 須 6 表・流 Ｂ 
254 ） 干 若 子 粒 色 黒 （ 密 好 良 ・ 1 / 7 Y 5 . 7 白 灰 代 C 7 部 一 縁 口 蓋 器 恵 須 7 表・流 Ｂ 
255 Ｂ  表・流 

土 
杯底部外面タテミガ Ⅲ 間 廻 4 / 1 部 底 杯 杯 高 段 有 器 師 土 0 1 
キ・口縁部外面ヨコミ 
ガキ・内面ミガキ 

橙5 Y R7/6・良好  密（～1mmの砂粒若干 
含） 

256 干） 若 粒 砂 の m m 2 ～ （ 密 好 良 ・ 8 / 6 R Y 5 橙 キ ガ ミ テ タ 面 外 2 / 1 部 基 脚 杯 高 段 有 器 師 土 9 表・流 Ｂ 
257 Ｂ  表・流 

土 
1 1  土師 器  台付甕 

（宇田甕） 
不 ・ 6 / 7 R Y 0 1 褐 黄 明 ？ 田 宇 部 台 ･ 部 底 

良 
普（～1mmの砂礫多含） 

Ｂ  表・流 
土 

多 粒 砂 色 白 の m m 2 ～ （ 密 好 良 ・ 1 / 5 B P 5 灰 青 目 キ カ 3 / 1 部 井 天 蓋 器 恵 須 1 
含） 

Ｂ  表・流 
土 

若 粒 砂 色 白 m m 5 . 0 ～ （ 密 好 良 ・ 1 / 7 Y 5 . 2 白 灰 明 不 明 不 器 恵 須 8 
干含） 

Ｂ  表・流 
土 

若 粒 砂 色 白 の m m 1 ～ （ 密 好 良 ・ 1 / 5 R Y 5 灰 褐 キ タ タ 部 一 部 体 甕 器 恵 須 3 
干含） 

Ｂ  表・流 
土 

ヨ 面 内 ・ ケ ハ テ タ 面 外 部 一 部 体 甕 器 師 土 4 
コハケ 

橙7.5 Y R7/6・良好  普（～0.5mmの砂粒若干 
含） 

畿内5－6

畿内1－2

第 9 表 土器観察表（4）



― 128 ―

口 径  器 高  そ の他 
地 
区 

古墳 
番号 

出土 
層位 

番 
号 

胎 土  備考 型式 
整理 
番号 

法量 (cm) 
調整・文様 色調・焼成 種 類  器 種  残存部位 

Ｂ  表・流 

表・流 
表・流 
表・流 

土 
や ・ 4 / 8 R Y 0 1 橙 黄 浅 ケ ハ テ タ 面 外 部 一 部 体 甕 器 師 土 2 1 

や不良 
粗（～1mmの砂粒少含） 

） 含 少 礫 砂 の m m 2 ～ （ 密 好 良 ・ 6 / 7 R Y 5 . 7 橙 メ ケ ハ 面 外 部 一 部 体 甕 器 師 土 3 1 Ｂ 
） 含 少 粒 砂 の m m 1 ～ （ 普 不良 や や ・ 8 / 6 R Y 5 橙 明 不 明 不 器 師 土 4 1 Ｂ 

） し 無 物 入 混 （ 密 良好 ・ 4 / 8 R Y 0 1 橙 黄 浅 デ ナ 面 内 部 一 縁 口 皿 け ら わ か 5 1 Ｂ 
260 Ｃ  9 2  埋 土  1  須恵 器  無蓋高 杯  杯部1/2 欠  10. 0  9. 5  杯部高3.3 

脚部高6.2 
脚端部径8.6 
脚基部径2.2 

猿投 
H15 
ｰ101 

脚基部1条の凹 線  灰5 Y 6/1・良 好 普（～5mmの白色砂粒多 
含） 

261 Ｃ  9 2  埋 土  2  須恵 器  平 瓶  口縁1/ 3  8. 0  尾張系 ？  口縁部２条の凹線  黄灰2.5 Y 6/1・良 好  密（0.3～0.5mmの白色砂 
粒若干含） 

262 Ｃ  9 2  埋 土  7  灰釉陶 
器 

手付小 瓶  口縁部･把 
手欠 

尾張 
K－90 

灰 釉  灰白5 Y 7/1・良 好  密（混入物無 し ）  １０～１１ Ｃ 　東濃産 

263 Ｃ  9 2  埋 土  5  土師 器  無台 椀  口縁部一 
部欠 

13. 8  4. 2  底径6. 5  平安Ⅱ 中  ロクロ成形・底部糸切 
り痕 

淡橙5 Y R 8/4・良 好  密（混入物無 し ）  灰袖陶器コピー・窯 
酸化焔焼成・須恵 
器の焼成不良品の 
可能性有 

264 Ｃ  9 2  埋 土  4  山茶碗 
（尾張 
型） 

碗  口縁一部 
欠 

や や ・ 1 / 7 Y 5 . 2 白 灰 式 型 5 
不良 

粗（～1mmの砂粒少含）  第４型式　１２Ｃ 

265 Ｃ  9 2  埋 土  6  山茶碗 
（尾張 
型） 

や や ・ 2 / 7 Y 5 . 2 黄 灰 式 型 5 4 / 1 縁 口 碗 
不良 

普（～2mmの砂礫少含）  第５～６型式　１２Ｃ 
後半 

266 ・ 4 / 8 R Y 5 . 7 橙 黄 浅 デ ナ コ ヨ 面 外 部 縁 口 類 2 M 部 一 縁 口 皿 け ら わ か 8 土 埋 2 9 Ｃ 
良好 

密（混入物無し）  １３ Ｃ 　明和併行 

26 7  Ｃ  23 5  床 面  1  須恵 器  無蓋高 杯  脚部一部 
欠 

12. 1  10. 2  杯部高4.9 
脚部高5.3 
脚端部径10.0 
脚基部径2.7 

猿投 
H15 
ｰ101 

杯底部ヘラケズリ 
（右）・杯底部内面中 
央に不定方向直線的 
なナデ・脚部３条の凹 
線・裾１条の沈線 

青灰5B5/1・良 好  普（0.3mmの白色砂粒多 
含） 

26 8  Ｃ  23 5  床 面  3  土師 器  甕  完 形  15. 0  18. 0  体部径16.9 
体部高15.4 
頸部径12.6 

体部外面タテハケ・体 
部内面上半ヨコハケ， 
下半ヘラ ケ ズ リ 

橙7.5 Y R 7/6・良好  普（～2mmの礫若干混 
入） 

外面底部ヘ ラ 記号 
「×」・使用痕無 

26 9  Ｃ  23 5  床 面  2  土師 器  甕  完 形  15. 4  20. 6  体部径18.6 
体部高18.1 
頸部径12.6 

体部外面タテハケ・体 
部内面上半ヨコハケ， 
下半ヘラ ケ ズ リ 

橙5 Y R 7/6・良好  密（～2mmの砂粒若干 
含） 

外面煤付着・内面 
使用痕 

R Y 0 1 橙 黄 い ぶ に メ ケ ハ 面 外 部 一 部 体 甕 器 師 土 4 面 床 5 3 2 Ｃ 
7/4・やや不良 

普（～2mmの砂粒少混 
入） 

） 含 多 粒 砂 の m m 5 . 0 ～ 密（ 好 良 ・ 6 / 7   R Y 5 . 7 橙 明 不 明 不 器 師 土 5 面 床 5 3 2 Ｃ 
） 入 混 多 礫 の m m 5 ～ 普（ 好 良 ・ 6 / 7   R Y 5 . 7 橙 明 不 明 不 器 師 土 6 面 床 5 3 2 Ｃ 

272 Ｃ  23 5  埋 土  1 0  須恵 器  短頸 壺  口縁～肩 
部2/3欠 

8. 3  体部径9.3 
頸部径8.3 

美濃6－7 肩部１条の凹線  にぶい黄2.5 Y 6/3・ 
良好（自然釉） 

密（0.1～0.3mmの白色砂 
粒若干含・黒色粒子多） 

R Y 0 1 橙 黄 い ぶ に 部 一 部 体 甕 器 師 土 2 1 土 埋 5 3 2 Ｃ 
6/4・良好 

普（～1mmの砂粒少混 
入） 

メ ケ ハ 面 外 明 不 明 不 器 師 土 1 1 土 埋 5 3 2 Ｃ 普（～2mmの砂粒多混 
入） 

や や ・ 6 / 7   R Y 5 . 7 橙 明 不 明 不 器 師 土 3 1 土 埋 5 3 2 Ｃ 
不良 

や や ・ 6 / 7   R Y 5 . 7 橙 
不良 

普（～1mmの砂粒少・茶 
色粒子少混入） 

R Y 0 1 橙 黄 い ぶ に メ ケ ハ 面 内 明 不 明 不 器 師 土 4 1 土 埋 5 3 2 Ｃ 
6/3・やや不良 

普（～1mmの砂粒少混 
入） 

不 
や や ・ 6 / 6   R Y 5 橙 明 不 明 不 器 師 土 5 1 土 埋 5 3 2 Ｃ 

良 
普（～1mmの砂粒少・茶 
色粒子若干混入） 

R Y 5 . 7 橙 い ぶ に 明 不 明 不 器 師 土 6 1 土 埋 5 3 2 Ｃ 
7/4・やや不良 

普（～2mmの砂粒若干混 
入） 

274 Ｃ  23 5  周溝埋 
土 

2 3  弥生土 
器 

壺  口縁部一 
部 

口縁部内面ハケ メ ・円 
形浮文・端部内面波 
状文 

灰白10 Y R8/2・良好  普（～1mmの砂粒多含） 

275 Ｃ  23 5  周溝埋 
土 

2 2  弥生土 
器 

不 ・ 4 / 8 R Y 0 1 橙 黄 浅 文 状 波 面 外 部 縁 口 4 / 1 縁 口 壺 
良 

密（～1mmの砂粒多含） 

Ｃ  23 5  周溝埋 
土 

内 ・ ケ ハ テ タ 面 外 部 体 部 一 部 体 甕 器 師 土 7 1 
面ヨ コハケ 

橙7.5 Y R7/6・良好  密（混入物無 し） 

Ｃ  23 5  周溝埋 
土 

橙 黄 い ぶ に メ ケ ハ 面 外 部 一 部 体 甕 器 師 土 8 1 
10 Y R6/4・やや不良 

密（～1mmの砂粒少含） 

Ｃ  23 5  周溝埋 
土 

ズ ケ 面 内 ・ メ ケ ハ 面 外 部 一 部 体 甕 器 師 土 9 1 
リ 

に ぶ い 黄橙 
10 Y R7/4・やや不良 

密（～1mmの砂粒少含） 

Ｃ  23 5  周溝埋 
土 

・ 4 / 6 T Y 5 . 7 橙 い ぶ に メ ケ ハ 面 外 部 一 部 体 甕 器 師 土 0 2 
やや不良 

普（～1mmの砂粒少含） 

Ｃ  23 5  周溝埋 
土 

し） 無 物 入 混 （ 密 良 不 ・ 6 / 7 R Y 5 . 7 橙 明 不 明 不 器 師 土 1 2 

Ｃ  23 5  周溝埋 
土 

2 4  弥生土 
器？ 

不 ・ 6 / 7 R Y 0 1 褐 黄 明 明 不 明 不 
良 

普（～1mmの砂粒多含）  胎土から弥生土器 
かと思われる。 

278 Ｃ  表・流 
土 

1  須恵 器  提 瓶  口縁一部 
欠 

6. 8  15. 1  体部高11.5 
頸部径3.8 

7C前 半  体部一部カキ 目  灰5 Y 6/1・良好（自 
然釉） 

普（1mmの白色砂粒多 
含・黒色粒子若干） 

口縁部ゆがみ・フラ 
ス コ瓶を意識 

279 Ｃ  表・流 
土 

1 9  弥生土 
器 

壺  口縁～肩 
部1/3 

弥生中期後半 
（古） 

口縁部に平行線→斜 
格子文→2条の凹線 
の文様帯4帯 

灰黄褐10 Y R4/2・良 
好 

普（～2mmの砂粒多含）  瓜郷・280と同一個 
体 と思われる 。 

280 Ｃ  表・流 
土 

2 0  弥生土 
器 

半 後 期 中 生 弥 6 / 1 部 底 壺 
（古） 

灰黄褐10 Y R4/2・良 
好 

普（～2mmの砂粒多含）  279の底部と思われ 
る。 

281 ） し 無 物 入 混 （ 密 好 良 ・ 1 / 7 Y 5 白 灰 線 沈 の 条 2 に 下 縁 口 部 一 縁 口 椀 陶 釉 灰 8 1 表・流 Ｃ 
282 ） 含 多 粒 砂 の m m 1 ～ （ 普 好 良 ・ 2 / 7 Y 5 . 2 黄 灰 部 一 縁 口 碗 碗 茶 山 7 1 表・流 Ｃ 

Ｃ  表・流 
土 

砂 色 白 の m m 5 . 0 ～ 3 . 0 （ 密 好 良 ・ 1 / 7 Y 5 白 灰 左） （ リ ズ ケ ラ ヘ 部 腰 部 一 部 腰 壺 付 台 器 恵 須 2 
粒少含） 

Ｃ  表・流 
土 

3  須恵 器  （直口） 壺  口縁部一 
部 

灰黄2.5 Y 7/2・やや 
不良 

粗（～1mmの砂粒少含） 

） 含 多 礫 砂 の m m 2 ～ （ 粗 良 不 ・ 2 / 7 Y 5 . 2 黄 灰 部 一 部 頸 壺 器 恵 須 4 表・流 Ｃ 
Ｃ  表・流 

土 
・ 4 / 7 R Y 5 . 7 橙 い ぶ に 部 一 部 体 甕 器 師 土 5 

不良 
密（～2mmの砂粒多含） 

Ｃ  表・流 
土 

・ 3 / 7 R Y 5 . 7 橙 い ぶ に ケ ハ コ ヨ 面 内 部 一 部 体 甕 器 師 土 6 
やや不良 

密（～1mmの砂粒多含） 

第 10 表 土器観察表（5）
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口 径  器 高  そ の他 
地 
区 

古墳 
番号 

出土 
層位 

番 
号 

胎 土  備考 型式 
整理 
番号 

法量 (cm) 
調整・文様 色調・焼成 種 類  器 種  残存部位 

Ｃ  表・流 
土 

や や ・ 6 / 6 R Y 5 . 7 橙 明 不 明 不 器 師 土 7 
不良 

普（～2mmの砂粒多含） 

Ｃ  表・流 
土 

や や ・ 6 / 6 R Y 5 . 7 橙 明 不 明 不 器 師 土 8 
不良 

普（～2mmの砂粒多含） 

密（～2mmの砂粒多含） 

Ｃ  表・流 
土 

ヨ 面 内 ・ ケ ハ テ タ 面 外 部 一 部 体 甕 器 師 土 9 
コハケ 

にぶい橙7.5 Y R7/4・ 
やや不良 

密（～1mmの砂粒多含） 

Ｃ  表・流 
土 

・ 6 / 8 R Y 5 . 7 橙 黄 浅 メ ケ ハ 面 外 部 一 部 体 甕 器 師 土 0 1 
良好 

普（～1mmの砂粒多含） 

Ｃ  表・流 
土 

不 や や ・ 8 / 7 R Y 5 橙 メ ケ ハ 面 内 部 一 部 体 甕 器 師 土 1 1 
良 

密（～1mmの砂粒多含） 

Ｃ  表・流 
土 

・ 6 / 8 R Y 5 . 7 橙 黄 浅 メ ケ ハ 面 外 部 一 部 体 甕 器 師 土 2 1 
不良 

密（～3mmの砂粒多含） 

良 不 ・ 8 / 7 R Y 5 橙 メ ケ ハ 面 内 部 一 部 体 甕 器 師 土 3 1 表・流 Ｃ 
Ｃ  表・流 

土 
・ 6 / 8 R Y 5 . 7 橙 黄 浅 部 一 部 体 甕 器 師 土 4 1 

不良 
密（～1mmの砂粒少含） 

粗（～1mmの砂粒少含） 

Ｃ  表・流 
土 

不 ・ 4 / 8 R Y 0 1 橙 黄 浅 メ ケ ハ 面 外 部 一 部 体 甕 器 師 土 5 1 
良 

密（～0.5mmの砂粒少含） 

Ｃ  表・流 
土 

不 ・ 4 / 8 R Y 0 1 橙 黄 浅 明 不 明 不 器 師 土 6 1 
良 

密（混入物無 し） 

良 不 ・ 6 / 6 R Y 5 橙 明 不 明 不 器 師 土 1 2 表・流 Ｃ 
28 5  Ｄ  9 5  床 面  1  土師 器  広口 壺  口縁部1/3 

欠 
8. 1  8. 8  体部径11.4 

体部高6.8 
頸部径8.8 

体部外面上半タテハ 
ケ・体部内面上半ヨコ 
ハ ケ 

橙5 Y R 7/6・不良  普（～5mmの礫少混入） 

286 Ｄ  9 5  床 面  2  須恵 器  広口 壺  口縁～肩 
部1/3 

9. 9  美濃須衛 
7 C 代 

灰白7.5 Y 7/1・良好  密（黒色粒子若干） 

287 少 粒 砂 色 白 の m m 1 . 0 （ 密 好 良 ・ 0 / 4 N 灰 ） 明 不 （ リ ズ ケ ラ ヘ 部 底 部 一 部 受 身 杯 器 恵 須 2 土 埋 5 1 1 Ｄ 
含） 

288 Ｄ  11 5  埋 土  3  須恵 器  無蓋高 杯  杯部4/5, 
脚部1/2 

10. 6  杯部高3.5 
脚端部径11.0 
脚基部径2.4 

美濃 9  杯底部２／３ヘラケズ 
リ（右） 

褐灰7.5 Y R6/1・良 
好（自然釉） 

密（0.5mmの白色砂粒少 
含） 

289 Ｄ  11 5  埋 土  4  須恵 器  平 瓶  体部2/3 欠  8. 8  体部径19.4 
頸部径5.7 

美濃 9  体部下半タタキ後ヨコ 
ナ デ 

灰白2.5 Y 7/1・良好 
（自然釉） 

密（0.1mmの黒色砂粒若 
干含・黒色粒子少） 

290 リ ズ ケ ラ ヘ 部 井 天 代 C 5 部 一 縁 口 蓋 杯 器 恵 須 1 土 埋 4 3 2 Ｄ 
（左）・明瞭な稜 

青灰5B5/1・良好  密（0.3mmの白色砂粒若 
干含） 

29 1  Ｄ  23 6  床 面  1  須恵 器  杯 身  ほぼ完 形  9. 8  3. 5  受部径12.0 
立上高1.0 

猿投 H 10 1  底部１／３ヘラケズリ 
（左） 

橙5 Y R7/6・不良  密（0.1mmの黒色砂粒多 
含） 

受部端部にヘラ記 
号「×」 

292 Ｄ  23 6  埋 土  2  土師 器  甕  底部1/ 3  底径6. 8  B 2 類  外面タテハケ・外面底 
部木葉痕 

橙5 Y R 7/6・良好  普（～2mmの砂粒多・茶 
色粒子若干混入） 

し） 無 物 入 混 （ 普 良 不 や や ・ 6 / 6 N 灰 ケ ハ テ タ 面 外 部 一 部 体 ？ 甕 器 師 土 3 土 埋 6 3 2 Ｄ 
29 3  Ｄ  24 0  床 面  1  須恵 器  有台 杯  完 形  9. 6  4. 5  底径5.4 

高台径4.3 
高台高0.6 

7C後 半  底部 ナ デ後高台貼 付  灰白2.5 Y 7/1・良好 
（自然釉） 

普（混入物無 し）  金属器の模倣品 

294 Ｄ  24 0  埋 土  2  須恵 器  杯 身  口縁一部 
欠 

9. 1  3. 5  受部径11.2 
立上高0.6 

干 若 礫 色 白 の m m 2 ～ （ 密 好 良 ・ 1 / 7 P 5 灰 紫 明 9 濃 美 
含） 

Ｄ  24 0  埋 土  3  須恵 器  高杯 ？  杯底部一 
部 

黄灰2.5 Y 6/1・良好  普（0.1～0.5mmの白色砂 
粒少含） 

29 5  Ｄ  24 1  床 面  1  須恵 器  杯 身  完 形  10. 5  3. 1  受部径12.6 
立上高0.9 

美濃 9  底部ヘラ切り後 ナ デ・ 
底部内面中央に不定 
方向直線的な ナ デ 

灰白10 Y R7/1・良好  密（0.1mmの砂粒若干含） 

296 白 の m m 3 . 0 ～ m m 1 . 0 （ 密 好 良 ・ 1 / 8 Y 5 . 7 白 灰 半 後 C 7 6 . 7 径 底 5 . 3 1 4 / 1 縁 口 身 杯 器 恵 須 2 土 埋 1 4 2 Ｄ 
色砂粒若干含・黒色粒子 
若干） 

297 Ｄ  24 1  埋 土  3  土師 器  甕  口縁部1/ 3  14. 1  頸部径12. 0  A 2 類  体部外面タテハケ・口 
縁部内面ヨコハケ・内 
面は口縁部以外ハケ 
メは 見 ら れない 

浅黄橙10 Y R 8/3・ 
やや不良 

普（～3mmの礫若干混 
入） 

298 Ｄ  24 3  埋 土  2  須恵 器  杯 身  口縁1/ 8  12. 0  受部径14.1 
立上高1.0 

美濃 9  底部ヘラケズリ（不明）  灰白5 Y 7/1・良好  密（0.5mmの白色砂粒若 
干含） 

299 Ｄ  24 3  埋 土  1  須恵 器  杯 身  口縁一部 
欠 

11. 3  4. 1  底径8. 2  美濃9-1 0  底部ヘラ切り後 ナ デ・ 
底部内面中央に不定 
方向直線的な ナ デ 

灰白5 Y 7/1・良好  密（0.1mmの白色砂粒若 
干含） 

300 Ｄ  24 3  埋 土  4  須恵 器  ？  肩部一 部  体部径11.0 
頸部径4.3 

6  肩部１条の凹線  黄灰2.5 Y 6/1・良好  密（0.1mmの白色砂粒若 
干含） 

301 Ｄ  24 3  埋 土  5  土師 器  甕  口縁部 
1/4,体部 
一部 

12 . 0  頸部径10. 4  7C前 葉  体部外面タテハケ・口 
縁部内面ヨコハケ・残 
存体部内面に ハケメ 
は見ら れ な い 

浅黄橙7.5 Y R 8/4・ 
やや不良 

普（混入物無 し） 

302 Ｄ  24 3  埋 土  6  土師 器  壺  口縁～腰 
部1/3 

4. 8  体部径6.5 
頸部径5.6 

灰白2.5 Y  8/1・やや 
不良 

普（～1mmの砂粒少混 
入） 

ミ ニ チュア 

褐 赤 い ぶ に 整 調 無 り 切 ラ ヘ 部 底 部 ) 底 ( 井 天 杯 蓋 器 恵 須 3 土 埋 3 4 2 Ｄ 
5 Y R5/4・不良 

密（混入物無 し） 

303 Ｄ  24 4  埋 土  1  須恵 器  平 瓶  完 形  5. 0  12. 2  体部径11.0 
体部高7.9 
頸部径3.3 

好 良 ・ 1 / 8 Y 5 . 2 白 灰 0 1 - 9 濃 美 
（自然釉） 

密（0.3mmの白色砂粒若 
干含） 

美濃須衛 

304 Ｄ  24 5  埋 土  1  土師 器  鉢 ？  底部1/ 3  底径5. 4  外面底部木葉 痕  浅黄橙10 Y R 8/3・ 
やや不良 

普（～1mmの砂粒混入） 

305 ） 干 若 子 粒 色 黒 （ 密 好 良 ・ 1 / 6 Y 5 . 7 灰 部 一 縁 口 蓋 器 恵 須 2 流 ・ 表 Ｄ 
306 Ｄ  表・流 

土 
若 粒 砂 色 白 の m m 1 . 0 （ 密 好 良 ・ 1 / 6 Y 5 灰 稜 る よ に 線 凹 部 一 縁 口 蓋 器 恵 須 3 

干含・黒色粒子若干） 

307 Ｄ  表・流 
土 

4  須恵 器  高 杯  脚裾部一 
部 

良 ・ 1 / 5 R Y 5 . 7 灰 褐 0 . 0 1 径 部 端 脚 
好 

密（～1mmの白色砂粒若 
干含） 

308 Ｄ  表・流 
土 

良 ・ 6 / 7 R Y 0 1 褐 黄 明 ケ ハ テ タ 面 外 部 体 類 2 D 3 / 1 部 縁 口 甕 字 Ｓ 器 師 土 1 
好 

普（～2mmの砂粒多含） 

Ｄ  表・流 
土 

砂 色 白 の m m 3 . 0 ～ 1 . 0 （ 密 好 良 ・ 1 / 6 Y 5 灰 部 一 部 体 明 不 器 恵 須 5 
粒若干含・黒色砂粒若干 
含） 

30 9  Ｅ  7 1  床 面  2  須恵 器  杯 蓋  口縁1/4 残  14 . 0  尾張1- 2  天井部２／３ヘラケズ 
リ（左） 

灰白5 Y 7/1・やや不 
良 

粗（～1mmの砂粒若干 
含・黒色粒子含） 

313と セッ ト 
畿内系の可能性有 
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口 径  器 高  そ の他 
地 
区 

古墳 
番号 

出土 
層位 

番 
号 

胎 土  備考 型式 
整理 
番号 

法量 (cm) 
調整・文様 色調・焼成 種 類  器 種  残存部位 

31 0  Ｅ  7 1  床 面  3  須恵 器  杯 蓋  完 形  12. 6  4. 6  尾張5－6

尾張1－2

天井部４／５丁寧なヘ 
ラケズリ（左） 

灰白5 Y 7/1・良好 
（自然釉） 

普（黒色粒子若干）  猿投 

31 1  Ｅ  7 1  床 面  7  須恵 器  高杯 蓋  口縁2/3 欠  14. 8  5. 8  つまみ径3.4 
つまみ高1.2 

畿内2－3

畿内3－4

天井部１／２ヘラケズ 
リ（左）・天井部擦痕 

青灰5PB5/1・良好  普（0.5～1mmの白色砂粒 
多含） 

31 2  Ｅ  7 1  床 面  6  須恵 器  高杯 蓋  完 形  13. 4  5. 1  つまみ径3.8 
つまみ高1.0 

天井部１／２丁寧なヘ 
ラケズリ （左）・天井部 
中央不定方向直線的 
な ナ デ 

青灰5PB5/1・良好  密（0.3mmの白色砂粒少 
含） 

31 3  Ｅ  7 1  床 面  4  須恵 器  杯 身  完 形  12. 1  5. 6  受部径14.5 
立上高2.2 

底部２／３ヘラケズリ 
（右） 

灰白5 Y 7/1・やや不 
良 

普（～5mmの礫少含・黒 
色粒子若干） 

309と セッ ト 
畿内系の可能性有 

31 4  Ｅ  7 1  床 面  5  須恵 器  杯 身  口縁1/2 欠  13. 6  5. 5  受部径16.2 
立上高1.5 

畿内 3  底部１／２ヘラケズリ 
（左）・底部中央当具 
痕

青灰5PB6/1・やや 
不良 

粗（～1mmの白色砂粒多 
含・2mmの礫若干含） 

干 
若 粒 砂 色 白 の m m 1 （ 密 好 良 ・ 1 / 5 P 5 灰 紫 明 不 ３ ４ ～ ０ １ Ｋ Ｔ 部 一 縁 口 蓋 杯 器 恵 須 1 面 床 1 7 Ｅ 5 1 3 

含） 

31 6  Ｅ  7 1  床 面  1 2  須恵 器  完 形  13. 0  14. 9  体部径8.9 
体部高5.9 
頸部径3.7 

畿内 5  底部不定方向丁寧な 
ナ デ・肩，体部１条， 
頸部２条の沈線 

灰N6/0・良好  密（0.3～0.5mmの白色砂 
粒若干含・黒色粒子多） 

31 7  Ｅ  7 1  床 面  8  須恵 器  無蓋高 杯  完 形  8. 9  7. 8  杯部高3.2 
脚部高4.6 
脚端部径7.2 
脚基部径2.9 

然 自 （ 好 良 ・ 0 / 5 N 灰 5 内 畿 
釉） 

普（0.5～1mmの白色砂粒 
若干含・黒色粒子若干） 

31 8  Ｅ  7 1  床 面  9  須恵 器  短頸 壺  完 形  8. 8  6. 4  体部径11.4 
体部高5.1 
頸部径9.4 

美濃or尾張 6  底部４／５ヘラケズリ 
（左）・肩部に２条の沈 
線 

青灰5PB6/1・良好  密（0.1～0.3mmの白色砂 
粒少含） 

31 9  Ｅ  7 1  床 面  1 1  須恵 器  広口 壺  完 形  14. 2  20. 5  体部径17.3 
体部高14.7 
頸部径8.9 

畿内 5  体部下半タタキ・口縁 
部上半に櫛描文・口 
縁部中央に２条の凹線 

青灰5PB5/1・良好 
（自然釉） 

密（0.1～0.3mmの白色砂 
粒若干含） 

本来器台に乗 る ・ 
形は古いが本来は 
波状文 

32 0  Ｅ  7 1  床 面  1 0  須恵 器  長頸 壺  口縁一部 
欠 

17. 7  体部径13.1 
体部高10.4 
頸部径5.0 

ＴＫ ２０９ 底部１／３粗雑なヘラ 
ケ ズリ（右）・体部にカ 
キ目・口縁部に1条の 
凹線 

オリ ー ブ灰 
2.5 G Y 6/1・良好 

密（0.1～0.5mmの白色砂 
粒若干含） 

産地不明 
美濃須衛？ 

32 1  Ｅ  7 1  床 面  1 4  須恵 器  提 瓶  口縁一部 
欠 

7. 9  20. 6  体部高15.5 
頸部径4.7 

H4 4  体部粗いカキ目・口縁 
部２条 の 沈線 

灰N6/0・良好  密（1～2mmの白色砂粒 
若干含・黒色粒子多） 

猿投の可能性大 

32 2  Ｅ  7 1  床 面  1 3  須恵 器  提 瓶  口縁一部 
欠 

5. 0  15. 6  体部高11.3 
頸部径3.3 

畿内 5  体部腹面粗いカキ目・ 
背面ヘ ラケズリ （左）・ 
口縁部２条の沈線 

青灰5B5/1・良好  密（0.5mmの白色砂粒若 
干含） 

337 Ｅ  7 1  埋 土  3 5  須恵 器  杯 蓋  口縁1/6 残  14. 4  畿内 3  天井部ヘラ ケ ズリ（不 
明） 

青灰5PB5/1・良好  普（0.5～1mmの白色砂粒 
多含） 

338 Ｅ  7 1  埋 土  3 4  須恵 器  杯 蓋  口縁1/4 残  14. 2  畿内 3  ヘラケズリ不明  青灰5PB5/1・良好  密（0.5～2mmの白色砂粒 
少含） 

良 ・ 1 / 4 B P 5 灰 青 暗 明 不 ？ ０ １ Ｋ Ｔ 部 一 縁 口 蓋 杯 器 恵 須 6 3 土 埋 1 7 Ｅ 
好 

密（0.3mmの白色砂粒若 
干含） 

良 ・ 1 / 4 B P 5 灰 青 暗 明 不 ？ ０ １ Ｋ Ｔ 部 一 縁 口 蓋 杯 器 恵 須 7 3 土 埋 1 7 Ｅ 
好 

密（0.3mmの白色砂粒若 
干含） 

Ｅ  7 1  埋 土  3 8  須恵 器  蓋 杯  天井(底)部 
一部 

天井（底）部ヘラ切り 
無調整 

赤灰2.5 Y R4/1・不 
良 

普（～1mmの白色砂粒多 
含） 

少含） 粒 砂 色 白 の m m 1 ～ （ 密 好 良 ・ 0 / 5 N 灰 有 リ ズ ケ ラ ヘ 明 不 明 不 器 恵 須 9 3 土 埋 1 7 Ｅ 
34 9  Ｅ  11 6  床 面  3  須恵 器  杯 蓋  口縁～天 

井部 
14. 8  3. 7  つまみ径3.6 

つまみ高0.9 
美濃10以 降  天井部２／３ヘラケズ 

リ（右） 
灰白5 Y 7/1・良好  密（0.5mmの白色砂粒若 

干含） 
内面ヘ ラ 記号 

「＝」・349-357は尾 
北？ヘラケズリが シャープ 

35 0  Ｅ  11 6  床 面  4  須恵 器  杯 蓋  口縁1/2 欠  14. 4  3. 4  つまみ径3.6 
つまみ高0.9 

美濃10以 降  天井部３／４ヘラケズ  
リ（右） 

灰白7.5 Y 7/1・良好  密（0.3mmの白色砂粒少 
含） 内面ヘ ラ 記号「＝」 

35 1  Ｅ  11 6  床 面  2  須恵 器  杯 蓋  完 形  14. 3  3. 1  つまみ径3.1 
つまみ高0.9 

美濃10以 降  天井部３／４ヘラケズ 
リ（右） 

灰白7.5 Y 7/1・良好  密（0.3～0.5mmの白色砂 
粒少含） 

内面ヘ ラ 記号「＝」 

35 2  Ｅ  11 6  床 面  1  須恵 器  杯 蓋  口縁一部 
欠 

14. 4  3. 2  つまみ径3.5 
つまみ高0.7 

美濃10以 降  天井部２／３ヘラケズ 
リ（右） 

灰白7.5 Y 7/1・良好  密（0.3mmの白色砂粒若 
干含） 

内面ヘ ラ 記号「＝」 

35 3  Ｅ  11 6  床 面  8  須恵 器  杯 身  完 形  13. 4  4. 3  底径8. 4  美濃10以 降  底部全面ヘラ ケズリ 
（右） 

灰白2.5 Y 7/1・良好  密（0.3mmの白色砂粒少 
含） 

内面底部ヘ ラ 記号 
「ニ 」 

35 4  Ｅ  11 6  床 面  5  須恵 器  杯 身  完 形  11. 2  3. 7  底径6. 6  美濃10以 降  底部ヘラ切り後ナデ   灰N6/0・良好  密（黒色粒子若干 ）  外面 底部ヘ ラ 記号 
「－」・美濃須衛で 
はな い 

35 5  Ｅ  11 6  床 面  7  須恵 器  杯 身  口縁一部 
欠 

11. 3  3. 5  底径5. 8  美濃10以 降  底部ヘラ切り後ナデ 
調整 

灰10 Y 6/1・良好  密（0.1mm～0.3mmの白 
色砂粒多含・黒色砂粒少 
含） 

外面底部ヘ ラ 記号 
「－」・美濃須衛で 
はな い 

35 6  Ｅ  11 6  床 面  6  須恵 器  杯 身  ほぼ完 形  10. 7  3. 5  底径6. 3  美濃10以 降  底部ヘラ切り後ナデ 
調整 

オリ ー ブ灰 
2.5 G Y 6/1・良好 

密（0.1mmの白色砂粒若 
干含・0.5mmの黒色砂粒 
若干含） 

外面底部ヘ ラ 記号 
「－」・美濃須衛で 
はな い 

35 7  Ｅ  11 6  床 面  9  須恵 器  無蓋高 杯  杯部1/3 欠  10. 9  9. 5  底径8.6 
杯部高3.0 
脚部高6.5 
脚端部径7.5 
脚基部径2.2 

） 含 干 若 礫 の m m 2 （ 密 好 良 ・ 1 / 7 Y 5 . 2 白 灰 降 以 0 1 濃 美 

35 8  Ｅ  11 6  床 面  1 0  須恵 器  平 瓶  口縁一部 
欠 

11. 1  22. 8  体部径22.5 
体部高13.7 
頸部径7.3 

美濃1 0  体部下半タタキ後ヨコ 
ナ デ 

灰白2.5 Y 7/1・良好 
（自然釉） 

普（0.3mmの白色砂粒若 
干含） 

美濃須衛 

35 9  Ｅ  11 6  床 面  1 1  土師 器  杯  口縁部一 
部欠 

12. 8  3. 2  平城 Ⅱ  内面に暗文・内面ナ 
デ・外面指頭圧痕 

橙2.5 Y R 7/8・良好  密（混入物無し）  飛鳥産？ 

Ｅ  11 6  構築以 
前 

不 ・ 8 / 4 R Y 5 . 2 褐 赤 明 不 明 不 器 師 土 2 1 
良 

密（混入物無し） 

360 Ｅ  24 6  埋 土  1  須恵 器  壺  肩～底部 
1/4 

好 良 ・ 1 / 6 B P 5 灰 青 8 . 1 1 径 部 体 
（自然釉） 

普（0.3～0.5mmの白色砂 
粒若干含・黒色粒子少） 

361 Ｅ  24 7  埋 土  1  須恵 器  無蓋高 杯  脚部一部 
欠 

9. 5  9. 4  杯部高3.1 
脚部高6.3 
脚端部径8.2 
脚基部径2.4 

好 良 ・ 1 / 7 Y 5 白 灰 0 1 濃 美 
（自然釉） 

密（0.1mmの白色砂粒若 
干含・黒色粒子多） 

美濃須衛ではない 

362 Ｅ  24 8  埋 土  1  須恵 器  平 瓶  体部3/4 欠  8. 9  17. 4  体部径17.0 
体部高9.6 
頸部径4.6 

美濃1 0  タタキ後ナデ消し  灰白N7/0・良好  密（混入物無し） 

第 12 表 土器観察表（7）
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口 径  器 高  そ の他 
地 
区 

古墳 
番号 

出土 
層位 

番 
号 

胎 土  備考 型式 
整理 
番号 

法量 (cm) 
調整・文様 色調・焼成 種 類  器 種  残存部位 

Ｅ  25 7  構築以 
前 

1  須恵 器  壷  頸部下一 
部 

～6 C  タタキ（格子）  灰N6/0・やや不良  普（白色砂粒若干含） 

365 Ｅ  25 9  埋 土  3  須恵 器  杯 蓋  天井部･口 
縁一部 

ＴＫ10 天井部ヘ ラ 切 り 無調 
整・天井部内面中央 
に不定方向直線的な 
ナ デ 

青灰5B5/1・良好  密（0.1mmの白色砂粒少 
含） 

366 ） 含 少 礫 の m m 3 （ 密 良好 ・ 1 / 4 B P 5 灰 青 暗 認 確 非 リ ズ ケ ラ ヘ 3 内 畿 6 / 1 縁 口 身 杯 器 恵 須 2 土 埋 9 5 2 Ｅ 
367 Ｅ  25 9  埋 土  4  須恵 器  高 杯  脚部1/ 6  脚端部径12. 0  ＭＴ15～ＴＫ 

10？ 
カキ 目  青灰5B5/1・良好 密（0.3～0.5mmの白色砂 

粒少含） 

リ消 ス 後 キ タ タ は 面 外 部 一 部 底 甕 器 恵 須 5 土 埋 9 5 2 Ｅ 
し・内面はタタキ後ケ 
ズリ 

オリーブ灰5GY6/1・ 
やや不良 

粗（～1mmの白色砂粒若 
干含） 

Ｅ  25 9  構築以 
前 

1  須恵 器  蓋 杯  天井(底)部 
1/2 

天井（底）部ヘラケズリ 
（左） 

灰白5 Y 7/1・良好  密（0.3～0.5mmの白色砂 
粒若干含・黒色粒子少） 

36 8  Ｅ  26 0  床 面  1  須恵 器  無蓋高 杯  完 形  8. 6  7. 3  杯部高3.0 
脚部高4.3 
脚端部径7.1 
脚基部径1.9 

杯底部１／２ヘラケズ 
リ（左）・脚部２条の凹 
線 

灰白5 Y 7/1・良好  普（黒色粒子少） 

36 9  Ｅ  26 0  床 面  2  須恵 器  細頸 瓶  口縁一部 
欠 

6. 2  13. 7  体部高8.8 
頸部径3.4 

尾 張  体部背面ヘラケズリ 
（左）・口縁部２条の凹 
線 

明青灰5PB7/1・良 
好（自然釉） 

普（0.1～0.5mmの白色砂 
粒若干含） 

尾張では7C後半ま 
で 生 産 

370 Ｅ  表・流 
土 

1  須恵 器  杯 蓋  口縁～天 
井部一部 

畿内 4  天井部ヘラ切り無調 
整 

暗青灰5PB4/1・良 
好 

密（0.1～0.5mmの白色砂 
粒少含） 

371 Ｅ  表・流 
土 

良 ・ 1 / 4 R Y 5 . 2 灰 赤 明 不 リ ズ ケ ラ ヘ 4 － 3 内 畿 

4 － 3 内 畿 

4 － 3 内 畿 

4 － 3 内 畿 

部 一 縁 口 蓋 杯 器 恵 須 2 
好 

普（0.1～0.5mmの白色砂 
粒若干含） 

372 半 後 C 7 し） 無 物 入 混 （ 密 好 良 ・ 0 / 6 N 灰 明 不 0 1 - 9 濃 美 部 一 縁 口 蓋 器 恵 須 4 1 表・流 Ｅ 
373 Ｅ  表・流 

土 
3  須恵 器  杯 蓋  口縁1/3 欠  16. 4  3. 3  つまみ径3.5 

つまみ高0.9 
美濃1 0  天井部２／３ヘラケズ 

リ（右） 
灰白5 Y 7/1・良好  普（0.3mmの白色砂粒少 

含） 
内面ヘ ラ 記号「三」 
状 

374 Ｅ  表・流 
土 

4  須恵 器  杯 蓋  口縁1/8 残  16. 4  美濃1 0  天井部大部分ヘラケ 
ズリ（右） 

灰白2.5 Y 7/1・良好  普（0.3mmの白色砂粒少 
含） 

375 Ｅ  表・流 
土 

5  須恵 器  杯 蓋  口縁1/8 残  15. 8  美濃1 0  天井部全部ヘラ ケ ズリ 
（不明） 

灰白2.5 Y 7/1・良好  普（0.5mmの白色砂粒若 
干含） 

376 Ｅ  表・流 
土 

1 0  須恵 器  杯 身  口縁一 部  立上高1. 4  不 明  青灰5PB5/1・良好  普（0.3mm～0.5mmの白 
色砂粒少含） 

377 Ｅ  表・流 
土 

1 1  須恵 器  杯 身  口縁一 部  立上高1. 1  不 明  青灰5PB5/1・良好  密（0.3mmの白色砂粒若 
干含） 

378 Ｅ  表・流 
土 

9  須恵 器  杯 身  口縁1/ 8  12. 2  受部径15.2 
立上高1.1 

不 明  暗青灰5PB4/1・良 
好 

密（0.1mmの白色砂粒少 
含） 

379 Ｅ  表・流 
土 

8  須恵 器  杯 身  口縁2/3 欠  10. 2  3. 2  受部径11.8 
立上高0.6 

） 多 子 粒 色 黒 （ 密 好 良 ・ 1 / 7 Y 5 . 2 白 灰 0 1 濃 美 

380 Ｅ  表・流 
土 

1 2  須恵 器  杯 身  口縁2/3 欠  13. 2  4. 2  底径8. 2  美濃1 0  底部全面ヘラケズリ  黄灰2.5 Y 6/1・良好  密（0.1mm～0.3mmの白 
色砂粒少含） 

外面底部ヘ ラ 記号 
「×」 

381 Ｅ  表・流 
土 

1 3  須恵 器  杯 身  口縁1/ 6  16. 4  底径10. 4  美濃9（－10） 不 明  灰黄2.5 Y 7/2・良好  密（0.3mmの白色砂粒若 
干含） 

382 Ｅ  表・流 
土 

良 ・ 1 / 4 B P 5 灰 青 暗 目 キ カ 半 前 C 6 3 / 2 部 脚 杯 高 器 恵 須 2 2 
好 

普（0.3～0.5mmの白色砂 
粒多含） 

383 多 粒 砂 色 白 の m m 3 . 0 （ 普 良好 ・ 1 / 4 B P 5 灰 青 暗 4 － 3 内 畿 部 一 部 脚 杯 高 器 恵 須 4 2 表・流 Ｅ 
384 Ｅ  表・流 

土 
2 3  須恵 器  高 杯  脚裾部一 

部 粒 
砂 色 白 の m m 1 ～ 3 . 0 （ 普 好 良 ・ 1 / 6 B P 5 灰 青 半 後 C 6 

多含） 
長脚に近いもの 

385 Ｅ  表・流 
土 

2 7  須恵 器  有蓋台付 
壺 

口縁部1/ 5  9. 2  5C後 半  口縁部カキ目後振幅 
の大きい波状文 

青灰5PB6/1・良好  普（0.1～0.3mmの白色砂 
粒若干含・黒色粒子少） 

386 Ｅ  表・流 
土 

2 8  須恵 器  有蓋台付 
壺 

体部1/ 3  体部径17. 6  5C後 半  下半タタキ後カキ目・ 
肩部クシ状工具による 
列点文 

青灰5PB5/1・良好  普（0.1～0.3mmの白色砂 
粒少含・黒色粒子多） 

387 Ｅ  表・流 
土 

2 9  須恵 器  有蓋台付 
壺 

脚部1/ 6  脚端部径15. 8  5C後 半  上下 ス カ シ間に2条の 
凹線・上半クシ状工具 
によ る 列点文・下半 
カキ目後振幅の大き 
い波状文 

青灰5PB6/1・良好  普（0.3mmの白色砂粒若 
干含・黒色粒子少） 

388 Ｅ  表・流 
土 

3 5  須恵 器  台付長頸 
瓶 

体部2/3 欠  9. 8  高台径8.4 
高台高0.7 
体部径15.6 
頸部径4.1 

美濃1 0  底部ヘラケズリ（不明）  灰5 Y 6/1・良好  密（0.3mmの黒色粒子少） 尾張？ 

389 Ｅ  表・流 
土 

3 6  須恵 器  平 瓶  口縁1/2 欠  体部径13.5 
体部高9.7 
頸部径4.1 

美濃9－10 体部下半タタ キ 灰白2.5 Y 7/1・良好 
（自然釉） 

密（0.3mmの白色砂粒少 
含・黒色粒子多） 

美濃須衛 

390 Ｅ  表・流 
土 

3 8  須恵 器  甕  体部一 部  頸部径12. 2  6C 代  タタキ後カキ目・当具 
楕円形 

暗青灰5PB4/1・良 
好 

密（白色砂粒若干含） 

391 Ｅ  表・流 
土 

4 1  土師 器  甕  口縁～肩 
部一部 

体部外面粗いハケ メ  に ぶい橙7.5 Y R6/4・ 
不良 

粗（～5mmの礫多含） 

Ｅ  表・流 
土 

多 粒 砂 色 白 の m m 5 . 0 （ 普 好 良 ・ 1 / 5 B P 5 灰 青 Ｋ10Ｔ 部 一 縁 口 蓋 杯 器 恵 須 6 
含） 

Ｅ  表・流 
土 粒 

砂 色 白 の m m 1 ～ 5 . 0 （ 普 好 良 ・ 1 / 6 P R 5 灰 紫 目 キ カ 半 前 C 6 部 一 部 脚 杯 高 器 恵 須 6 2 
多含） 

Ｅ  表・流 
土 

砂 色 白 の m m 5 . 0 ～ 3 . 0 （ 密 好 良 ・ 0 / 5 N 灰 部 一 縁 口 蓋 杯 器 恵 須 7 
粒若干含） 

） 少 子 粒 色 黒 （ 密 好 良 ・ 1 / 7 Y 5 . 2 白 灰 ） 新 （ ７ １ Ｉ 一 部 縁 口 身 杯 器 恵 須 5 1 表・流 Ｅ 
Ｅ  表・流 

土 色 
白 の m m 1 ～ m m 5 . 0 （ 密 好 良 ・ 1 / 7 Y 5 白 灰 ） 新 （ ７ １ Ｉ 部 一 部 腰 身 杯 器 恵 須 6 1 

砂粒若干含） 
Ｅ  表・流 

土 
1 7  須恵 器  蓋 杯  天井(底)部 

全体 
天井（底）部ヘラ切り 
無調整 

灰赤10R6/2・不良  密（0.1～0.3mmの白色砂 
粒多含） 

Ｅ  表・流 
土 

1 8  須恵 器  蓋 杯  天井(底)部 
1/2 

天井（底）部ヘラ切り 
無調整 

青灰5PB5/1・良好  密（0.1mmの白色砂粒若 
干含） 

Ｅ  表・流 
土 

1 9  須恵 器  蓋 杯  天井(底)部 
一部 

天井（底）部ヘラ切り 
（左） 

灰N6/0・良好  密（黒色粒子多） 

Ｅ  表・流 
土 

2 0  須恵 器  蓋 杯  天井(底)部 
一部 

天井（底）部ヘラ切り 
無調整 

青灰5PB5/1・やや 
不良 

密（0.1～0.3mmの白色砂 
粒少含） 

Ｅ  表・流 
土 

2 1  須恵 器  蓋 杯  天井(底)部 
一部 

不 明  青灰5PB5/1・良好  密（0.1～0.3mmの白色砂 
粒若干含・黒色粒子多） 
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口 径  器 高  そ の他 
地 
区 

古墳 
番号 

出土 
層位 

番 
号 

胎 土  備考 型式 
整理 
番号 

法量 (cm) 
調整・文様 色調・焼成 種 類  器 種  残存部位 

Ｅ  表・流 
土 

2 5  須恵 器  高 杯  杯底部一 
部 

青灰5PB5/1・良好  普（0.3～0.5mmの白色砂 
粒多含） 

Ｅ  表・流 
土 

や や ・ 1 / 6 B P 5 灰 青 目 キ カ 部 一 部 体 ？ 瓶 提 器 恵 須 0 3 
不良 

密（0.3mmの白色砂粒若 
干含） 

Ｅ  表・流 
土 

若 粒 砂 色 白 の m m 1 . 0 （ 密 好 良 ・ 1 / 5 B 5 灰 青 明 不 明 不 器 恵 須 1 3 
干含） 

Ｅ  表・流 
土 

多 粒 砂 色 白 の m m 5 . 0 （ 密 良 不 ・ 1 / 5 R 0 1 灰 赤 明 不 明 不 器 恵 須 2 3 
含） 

Ｅ  表・流 
土 

若 粒 砂 色 白 の m m 2 . 0 （ 普 良 不 ・ 1 / 7 Y 5 . 2 白 灰 明 不 明 不 器 恵 須 3 3 
干含） 

Ｅ  表・流 
土 

砂 色 白 の m m 3 . 0 ～ 1 . 0 （ 密 良 不 や や ・ 0 / 6 N 灰 リ有り ズ ケ ラ ヘ 明 不 明 不 器 恵 須 4 3 
粒少含） 

Ｅ  表・流 
土 

3 7  須恵 器  細頸 瓶  体部(腹面) 
一部 

灰5 Y 6/1・良好  普（黒色粒子多） 

） し 無 物 入 混 （ 密 好 良 ・ 1 / 6 B P 5 灰 青 キ タ タ 部 一 部 体 甕 器 恵 須 9 3 表・流 Ｅ 
） 干 若 子 粒 色 黒 （ 密 良 ・ 1 / 5 R Y 5 . 7 灰 褐 目 キ カ 明 不 明 不 器 恵 須 0 4 表・流 Ｅ 

Ｅ  表・流 
土 

橙 黄 い ぶ に ケ ハ テ タ 面 外 部 体 部 一 部 頸 甕 器 師 土 2 4 
10 Y R7/4・良好 

普（～2mmの礫多含） 

39 2  Ｆ  22 5  床 面  1  須恵 器  台付長頸 
瓶 

脚部 欠  7. 4  脚基部径7.4 
体部径15.7 
体部高9.1 
頸部径5.5 

美濃8－9 体部２／３ヘラケズリ 
（右）・口縁直下カキ目 

灰白5 Y 7/1・良好 
（自然釉） 

普（～2mmの白色砂粒多 
含） 

美濃須衛 

393 屋 元 ） ～ 山 欠 （ 部 一 部 肩 壺 器 師 土 1 土 埋 7 2 2 Ｆ 
敷 

山形文・列点文  浅黄橙10 Y R8/4・良 
好 

密（混入物無し） 

39 4  Ｆ  23 0  床 面  2  須恵 器  有蓋高 杯  完 形  9. 4  7. 2  受部径11.1 
立上高1.0 
杯部高3.0 
脚部高4.2 
脚端部径9.7 
脚基部径2.5 

干 若 礫 色 白 の m m 2 ～ （ 密 好 良 ・ 1 / 7 Y 5 白 灰 7 濃 美 
含） 

干 若 礫 色 白 の m m 2 ～ （ 密 
含） 

土は美濃須衛 

39 5  Ｆ  23 0  床 面  4  須恵 器  有蓋高 杯  完 形  9. 5  7. 0  受部径11.4 
立上高0.9 
杯部高3.4 
脚部高3.6 
脚端部径9.2 
脚基部径2.4 

好 良 ・ 1 / 7 Y 5 白 灰 7 濃 美 土は美濃須衛 

39 6  Ｆ  23 0  床 面  3  須恵 器  有蓋高 杯  完 形  9. 4  6. 4  受部径11.2 
立上高1.0 
杯部高3.2 
脚部高3.2 
脚端部径8.7 
脚基部径2.3 

美濃 7  杯底部１／２ヘラケズ 
リ（右）・杯底部内面中 
央に当具痕 

灰白5 Y 7/1・良好  密（～2mmの白色礫若干 
含） 

土は美濃須衛 

39 7  Ｆ  23 0  床 面  1  須恵 器  無蓋高 杯  完 形  10. 6  6. 8  杯部高3.4 
脚部高3.4 
脚端部径8.3 
脚基部径2.3 

美濃 7  杯底部内面中央に不 
定方向直線的な ナ デ 

灰白N7/0・良好  密（0.1mmの白色砂粒若 
干含） 

土は美濃須衛 

39 8  Ｆ  27 7  主体部 
以外 

3  土師 器  高 杯  口縁部 
2/3,脚部 
欠 

16. 5  底径7.9 
杯部高5.2 
脚端部径11.6 
脚基部径2.8 

松河戸 Ⅰ  杯部内面タテミガキ・ 
脚部外面タテミガキ・ 
脚基部内面 しぼり 

浅黄橙10 Y R 8/4・ 
やや不良 

普（～2mmの砂粒少混 
入） 

39 9  Ｆ  27 7  主体部 
以外 

4  土師 器  高 杯  杯部2/3 欠  15. 6  底径8.0 
脚部高8.5 
脚端部径10.2 
脚基部径2.7 

松河戸 Ⅰ  脚部外面タテミガキ 橙5 Y R 7/8 ・やや不 
良 

粗（～3mmの砂粒混入） 

40 0  Ｆ  27 7  主体部 
以外 

6  土師 器  高 杯  杯部一部･ 
脚部1/5 

底径8.6 
脚部高8.7 
脚端部径10.6 
脚基部径3.4 

松河戸 Ⅰ  杯部内面タテミガキ・ 
脚部外面タテミガキ 

橙5 Y R 6/6・良好  密（～2mmの砂粒若干混 
入） 

屈折脚 

40 1  Ｆ  27 7  主体部 
以外 

7  土師 器  高 杯  口縁部1/2 
欠 

17. 0  14. 3  底径7.8 
杯部高5.0 
脚部高9.3 
脚端部径10.7 
脚基部径3.2 

松河戸 Ⅰ  杯部内面タテミガキ・ 
外面タテミガキ 

橙2.5 Y R 6/8・やや 
不良 

普（～1mmの砂粒少混 
入） 

屈折脚 

40 2  Ｆ  27 7  主体部 
以外 

8  土師 器  高 杯  口縁部一 
部,脚部 
1/4欠 

15. 6  15. 0  底径7.7 
杯部高6.0 
脚部高9.0 
脚端部径11.2 
脚基部径2.8 

松河戸 Ⅰ  脚部外面タテミガキ 橙2.5 Y R 7/6・やや 
不良 

普（～5mmの礫若干混 
入） 

屈折脚 

40 3  Ｆ  27 7  主体部 
以外 

5  土師 器  高 杯  口縁部2/ 3  15. 4  底径7. 4  松河戸 Ⅰ  杯部外面ヨコナデ・杯 
部内面 ナナメハケ後ヨ 
コハケ 

橙7.5 Y R 7/6・良好  普（～2mmの黒色砂粒少 
混入） 

40 4  Ｆ  27 7  主体部 
以外 

1 1  土師 器  直口 壺  ほぼ完 形  10. 8  14. 8  体部径13.7 
体部高11.4 
頸部径8.2 

口縁部内面ヨコハケ・ 
体部外面タテハケ 

橙5 Y R 7/6・やや不 
良 

普（～2mmの砂粒多混 
入） 

内面底部ベンガラ 
付着 

40 5  Ｆ  27 7  主体部 
以外 

9  土師 器  柳 ヶ 坪型 
壺 

） 入 混 多 礫 の m m 8 ～ （ 普 良 不 ・ 6 / 7   R Y 5 . 7 橙 文 状 羽 面 内 部 縁 口 2 . 9 1 8 / 1 部 縁 口 

40 6  Ｆ  27 7  主体部 
以外 

1 0  土師 器  壺  体部一部 
欠 

6. 6  19. 2  底径1.9 
体部径8.1 
体部高6.1 
頸部径2.4 

体部外面 ナナメハケ・ 
口縁部外面タテミガキ 

橙5 Y R 7/6・良好  密（茶色粒子混入） 

40 7  Ｆ  27 7  主体部 
以外 

1 3  土師 器  Ｓ字 甕 口縁～底 
部一部 

11. 5  脚端部径7.4 
脚基部径5.0 
頸部径9.6 

Ｃ 類  体部外面ハ ケ メ  浅黄橙10 Y R 8/4・ 
不良 

密（～1mmの砂粒若干混 
入） 

40 8  Ｆ  27 7  主体部 
以外 

1 2  土師 器  Ｓ字 甕 頸～肩部･ 
底部一部 

体部外面粗いハケ メ  橙5 Y R 7/6・やや不 
良 

普（～1mmの砂粒若干混 
入） 

409 Ｆ  27 7  主体部 
以外 

少 粒 砂 色 白 の m m 2 ～ （ 密 好 良 ・ 1 / 5 B P 5 灰 青 部 一 縁 口 蓋 杯 器 恵 須 1 
含） 

第 14 表 土器観察表（9）
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口 径  器 高  そ の他 
地 
区 

古墳 
番号 

出土 
層位 

番 
号 

胎 土  備考 型式 
整理 
番号 

法量 (cm) 
調整・文様 色調・焼成 種 類  器 種  残存部位 

Ｆ  27 7  主体部 
以外 

） 含 干 若 子 粒 色 黒 （ 普 好 良 ・ 1 / 7 Y 5 . 2 白 灰 キ タ タ 部 一 部 体 甕 器 恵 須 2 

Ｆ  27 7  主体部 
以外 

や や ・ 4 / 8   R Y 5 橙 淡 メ ケ ハ 面 外 部 体 部 一 部 体 明 不 器 師 土 5 1 
不良 

普（混入物無 し） 

Ｆ  27 7  主体部 
以外 

・ 4 / 7   R Y 5 橙 い ぶ に 明 不 明 不 器 師 土 6 1 
やや不良 

普（～5mmの礫多混入） 

Ｆ  27 7  主体部 
以外 

混 干 若 粒 砂 の m m 1 ～ （ 普 良 不 ・ 6 / 6   R 0 1 橙 赤 メ ケ ハ 面 外 部 体 部 一 部 体 甕 字 Ｓ 

甕 字 Ｓ 

甕 字 Ｓ 

器 師 土 4 1 
入） 

41 0  Ｆ  27 8  主体部 
埋土？ 

1  土師 器  高 杯  口縁～脚 
部一部 

脚端部径10.3 
脚基部径3.3 

脚部タテミガキ  橙5 Y R  6/8・やや不 
良 

密（～1mmの砂粒少混 
入） 

41 1  Ｆ  27 8  主体部 
埋土？ 

3  土師 器  口縁～体 
部一部 

D1 類  外面ハ ケ メ  橙5 Y R 7/8・やや不 
良 

普（～2mmの砂粒少混 
入） 

41 2  Ｆ  27 8  主体部 
埋土？ 

混 干 若 粒 砂 の m m 1 ～ （ 密 好 良 ・ 6 / 6   R Y 5 . 7 橙 メ ケ ハ 面 外 ？ 類 2 D 部 一 部 頸 器 師 土 4 
入） 

413 Ｆ  表・流 
土 

外面タテミガキ・口縁 部 一 縁 口 杯 高 器 師 土 6 
部内面ヨコナデ 

橙5 Y R 6/6・良好  密（～1mmの砂粒若干・ 
茶色粒子混入） 

414 Ｆ  表・流 
土 

不 や や ・ 6 / 6   R Y 5 橙 8 . 7 径 底 4 / 1 部 底 壺 器 師 土 3 
良 

普（～2mmの砂粒多含） 

415 Ｆ  表・流 
土 

4  土師 器  有段口縁 
壺 

口縁部 
1/2･体部･ 
底部2/3 

底径8.0 
頸部径11.1 

橙5 Y R 6/8・やや不 
良 

普（～3mmの砂粒少・乳 
白粒子混入） 

底部穿孔の可能性 
有 

416 Ｆ  表・流 
土 

良 ・ 6 / 6 R Y 0 1 褐 黄 明 メ ケ ハ 面 外 部 体 欠 部 台 甕 型 田 宇 器 師 土 5 
好 

密（～5mmの砂礫少含） 

Ｆ  表・流 
土 

天井（底）部ヘラケズリ 部 ) 底 ( 井 天 杯 蓋 器 恵 須 1 
（右） 

青灰5PB5/1・良好  普（0.1～1mmの白色砂粒 
多含） 

） 干 若 子 粒 色 黒 （ 密 好 良 ・ 1 / 6 Y 5 . 7 灰 キ タ タ 部 一 部 体 甕 器 恵 須 2 表・流 Ｆ 
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径 孔 径 短 径 長 長 全 径 孔 径 短 径 長 長 全 
ー ル ブ イ カ ス 5 . 1 0 . 4 5 . 2 ス ラ ガ 損 半 玉 小 3 6 明 透 色 白 0 . 4 5 . 2 1 0 . 3 1 5 . 0 2 晶 水 形 完 玉 子 切 7 3 
ー ル ブ イ カ ス 5 . 1 5 . 3 0 . 4 5 . 2 ス ラ ガ 形 完 玉 小 4 6 0 / 3 N 灰 暗 5 . 1 0 . 7 0 . 7 0 . 6 製 土 形 完 玉 丸 8 3 
ー ル ブ イ カ ス 0 . 2 0 . 4 5 . 4 5 . 2 ス ラ ガ 形 完 玉 小 5 6 0 / 3 N 灰 暗 5 . 1 5 . 6 0 . 8 0 . 6 製 土 形 完 玉 丸 9 3 
ー ル ブ イ カ ス 0 . 2 0 . 4 5 . 4 0 . 2 ス ラ ガ 形 完 玉 小 6 6 ー ル ブ イ カ ス 0 . 1 0 . 4 0 . 4 0 . 2 ス ラ ガ 形 完 玉 小 0 4 
ー ル ブ イ カ ス 0 . 2 0 . 4 0 . 4 0 . 3 ス ラ ガ 形 完 玉 小 7 6 ー ル ブ イ カ ス 5 . 1 0 . 4 0 . 4 5 . 2 ス ラ ガ 形 完 玉 小 1 4 
ー ル ブ イ カ ス 0 . 2 0 . 4 0 . 4 0 . 2 ス ラ ガ 形 完 玉 小 8 6 0 / 3 N 灰 暗 0 . 1 0 . 7 5 . 7 5 . 5 製 土 形 完 玉 丸 9 4 
ー ル ブ イ カ ス 5 . 1 5 . 3 0 . 4 0 . 2 ス ラ ガ 形 完 玉 小 9 6 0 / 3 N 灰 暗 5 . 1 0 . 7 5 . 7 5 . 5 製 土 形 完 玉 丸 0 5 
ー ル ブ イ カ ス 5 . 1 5 . 3 0 . 4 5 . 2 ス ラ ガ 形 完 玉 小 0 7 0 / 3 N 灰 暗 5 . 1 0 . 7 5 . 7 0 . 6 製 土 形 完 玉 丸 1 5 
ー ル ブ イ カ ス 5 . 1 5 . 3 0 . 4 5 . 2 ス ラ ガ 形 完 玉 小 1 7 0 / 3 N 灰 暗 0 . 1 0 . 7 0 . 7 0 . 6 製 土 形 完 玉 丸 2 5 
ー ル ブ イ カ ス 0 . 2 0 . 4 5 . 4 0 . 2 ス ラ ガ 形 完 玉 小 2 7 0 / 3 N 灰 暗 0 . 1 0 . 6 5 . 6 5 . 5 製 土 形 完 玉 丸 3 5 

5 4  丸 玉  完 形  土 製  5. 5  7. 0  6. 0  1. 0  暗灰N3/ 0  10 5  床面 43 24 2  臼 玉  完 形  滑 石  3. 0  7. 5  7. 0  3. 0  緑灰7.5GY5/1 
5 5  丸 玉  完 形  土 製  5. 0  6. 5  6. 0  1. 5  暗灰N3/ 0  10 4  床面 44 25 1  棗 玉  完 形  琥 珀  23. 0  16. 5  14. 5  3. 0  暗赤褐2.5YR3/4 
5 6  丸 玉  完 形  土 製  5. 5  7. 0  6. 5  2. 0  暗灰N3/ 0  床 面  33 5  管 玉  完 形  碧 玉  23. 5  9. 0  8. 0  4. 0  暗緑灰10G3/1 

. 4 2 幅 5 . 6 3 瑙 瑪 形 完 玉 勾 4 4 3 0 / 3 N 灰 暗 0 . 2 5 . 6 5 . 7 5 . 5 製 土 形 完 玉 丸 7 5 0 厚10. 0 4. 0  黄褐2.5Y5/4 
ー ル ブ ト ル バ コ 5 . 1 5 . 7 0 . 8 0 . 5 ス ラ ガ 形 完 玉 丸 5 4 3 0 / 3 N 灰 暗 0 . 1 0 . 7 5 . 7 0 . 6 製 土 形 完 玉 丸 8 5 
ー ル ブ ト ル バ コ 5 . 1 0 . 6 0 . 7 0 . 5 ス ラ ガ 形 完 玉 丸 6 4 3 0 / 3 N 灰 暗 5 . 1 5 . 6 0 . 7 0 . 5 製 土 形 完 玉 丸 9 5 
ー ル ブ ト ル バ コ 5 . 1 5 . 6 5 . 7 0 . 5 ス ラ ガ 形 完 玉 丸 7 4 3 0 / 3 N 灰 暗 0 . 6 製 土 損 半 玉 丸 0 6 
ー ル ブ ト ル バ コ 0 . 1 0 . 4 0 . 5 5 . 2 ス ラ ガ 形 完 玉 小 8 4 3 青 乳 5 . 1 0 . 4 0 . 4 0 . 3 ス ラ ガ 形 完 玉 小 1 6 

6 2  小 玉  完 形  ガラ ス  2. 5  4. 0  4. 0  1. 5  乳青 

法量(mm) 地 
区 

古墳 
番号 

出土 
層位 

挿図 
番号 

遺物 
番号 

態 状 類 種 質 材 態 状 類 種 色調 
地 
区 

古墳 
番号 

出土 
層位 

材質 
法量(mm) 

色調 

107 埋土 

埋土 

9 

85 

挿図 
番号 

遺物 
番号 

Ａ  床面 

埋土 

107 Ａ 

Ｂ 

Ｅ  71 

9 

長 さ  幅  厚 さ  長 さ  幅  厚 さ  長 さ  幅  厚さ 
2 6  平根式三角形 Ａ  両丸造・棘状関  完 形  (10.9 )  4. 9  1. 7  0. 2  2. 2  0. 7  0. 2  (3.8 )  0. 6  0. 4  木質→樹皮 
2 7  平根式三角形 Ａ  両丸造・棘状関  鏃身部・頸部・茎部  (7.7 )  (5.0 )  1. 6  0. 2  2. 3  0. 6  0. 2  (0.5 )  0. 4  0. 3  木質 　樹 皮 
2 8  平根式三角形 Ｃ  両丸 造  ほぼ完 形  (8.6 )  4. 2  (2.7 )  0. 3  3. 0  0. 8  0. 4  (1.4 )  0. 5  0.3 
2 9  平根式三角形 Ｃ  両丸造・棘状関  ほぼ完 形  (7.7 )  3. 1  2. 3  0. 4  3. 0  0. 6  0. 4  (1.7 )  0. 4  0.2 
3 0  平根式三角形 Ｃ  両丸 造  鏃身部・頸部  (4.1 )  3. 2  2. 1  0. 3  (0.9 )  0. 7  0.3 
3 1  平根式腸抉三角形 Ａ  平造・台形関  ほぼ完 形  (10.5 )  5. 9  (2.5 )  0. 2  3. 1  1. 0  0. 2  (3.2 )  0. 4  0.4 
3 2  平根式腸抉三角形 Ａ  平造・台形関  鏃身部・頸部・茎部  (7.5 )  5. 7  (2.4 )  0. 2  2. 6  0. 9  0. 4  (0.5 )  0. 4  0.3 
3 3  平根式腸抉三角形 Ｂ  平造・台形関  ほぼ完 形  (8.5 )  4. 9  (3.2 )  0. 3  3. 6  0. 8  0. 4  (1.2 )  0. 5  0.4 
3 4  平根式腸抉三角形 Ｂ  両丸造・棘状関  ほぼ完 形  (9.2 )  4. 3  2. 6  0. 4  3. 3  0. 6  0. 5  (2.0 )  0. 5  0.3 
3 5  平根式腸抉三角形 Ｂ  平 造  鏃身部・頸部  (4.3 )  (3.0 )  3. 1  0. 2  (1.8 )  0. 8  0.4 
47 ) 6 . 7 ( 明 不 式 頸 長 
48 平根式 ？  台形 関  頸部・茎部  (5.2 )  (1.0 )  0. 8  (4.2 )  0. 7  0.8 
171 
172 
22 6  平根式三角形 Ｃ  両丸造・棘状関  ほぼ完 形  (12.4 )  (5.2 )  2. 7  0. 2  2. 5  0. 8  0. 6  4. 8  0. 4  0. 3  木質 
22 7  平根式三角形 Ｃ  両丸 造  鏃身部 
22 8  平根式 ？  棘状 関  頸部・茎部  (7.0 )  (1.7 )  0. 8  0. 5  (5.3 )  0. 5  0. 4  木質→樹皮 
22 9  平根式腸抉三角形 Ａ  両丸造・台形関  完 形  11. 9  5. 6  3. 2  0. 4  4. 1  0. 6  0. 3  3. 8  0. 3  0. 3  樹皮→木質 
23 0  平根式腸抉三角形 Ａ  平 造  鏃身 部  (7.3 )  (7.3 )  (3.1 )  0.2 
23 1  平根式 ？  両丸 造  鏃身 部  (4.4 )  (4.4 )  1. 4  0.3 
23 2  長頸式ＢⅤ（腸抉長三角形）  片丸造・台形関  鏃身部・頸部・茎部  (7.6 )  (0.5 )  (0.9 )  7. 0  0. 7  0. 3  (0.4 )  0. 5  0.3 
23 3  長頸式ＢⅤ（腸抉長三角形）  片丸 造  鏃身部・頸部  (3.2 )  (2.4 )  1. 0  0. 2  (0.6 )  0. 6  0.2 
23 4  長頸式ＢⅤ（腸抉長三角形）  片丸 造  鏃身部・頸部  (4.5 )  (2.9 )  (1.2 )  0. 2  (2.0 )  0. 6  0.2 
23 5  長頸式ＢⅤ（腸抉長三角形）  片丸 造  鏃身部・頸部  (3.6 )  2. 5  1. 0  0. 2  (1.3 )  0. 5  0.3 
23 6  長頸 式  棘状 関  頸部・茎部  (11.6 )  (7.2 )  0. 5  0. 3  (4.4 )  0. 6  0. 4  木質 

部 茎 7 3 2 
23 8  長頸 式  台形 関  頸 部  (6.2 )  (5.0 )  0. 5  0. 3  (1.2 )  0. 4  0.3 
23 9  長頸 式  台形 関  頸部・茎部  (3.8 )  (2.4 )  0. 8  0. 3  (1.4 )  0.5 

3 . 0 5 . 0 ) 2 . 3 ( ) 3 . 3 ( 部 頸 式 頸 長 0 4 2 
24 1  長頸式 ？  台形 関  頸部・茎部  (3.4 )  (2.6 )  0. 6  0. 3  (0.8 )  0. 8  0. 4  木質→樹皮 
32 4  長頸式ＢⅣ（柳葉）  片丸造・棘状関  ほぼ完 形  (18.8 )  3. 5  0. 9  0. 3  8. 7  0. 4  0. 3  (6.6 )  0. 4  0. 3  樹皮→木質 →樹皮 
32 5  長頸式ＢⅣ（柳葉）  片丸 造  刃部・頸部  (3.5 )  2. 8  1. 0  0. 3  (0.7 )  0. 4  0.2 
32 6  長頸式ＢⅣ（柳葉）  片丸 造  刃部・頸部  (8.7 )  3. 5  1. 0  0. 3  (5.2 )  0. 5  0.5 
32 7  長頸 式  棘状 関  頸部・茎部  (11.8 )  (8.1 )  0. 5  0. 3  (3.7 )  0. 3  0. 4  樹皮→木質→樹皮 

質 木 → 皮 樹 4 . 0 4 . 0 ) 1 . 2 ( ) 1 . 2 ( 部 茎 ？ 式 頸 長 8 2 3 
32 9  長頸 式  台形 関  頸部・茎部  (9.5 )  (8.0 )  0. 4  0. 3  (1.5 )  0. 4  0.3 
33 0  長頸式 ？  棘状 関  頸部・茎部  (9.2 )  (2.5 )  0. 5  0. 3  (6.7 )  0. 3  0. 2  樹皮→木質→樹皮 

4 . 0 5 . 0 ) 1 . 7 ( ) 1 . 7 ( 部 頸 式 頸 長 1 3 3 
3 . 0 6 . 0 ) 8 . 4 ( ) 8 . 4 ( 部 頸 式 頸 長 2 3 3 

質 木 2 . 0 2 . 0 ) 0 . 3 ( 2 . 0 2 . 0 ) 0 . 3 ( 部 茎 ？ 式 頸 長 3 3 3 
33 4  平根式三角形 Ｃ  平 造  刃 部  (4.5 )  4. 5  (3.3 )  0.2 
339 長頸式ＢⅣ（柳葉）  片丸 造  刃部・頸部  (8.3 )  2. 0  0. 8  0. 2  (6.3 )  0. 5  0.3 
340 長頸式ＢⅣ（柳葉）  両丸 造  刃部・頸部  (3.5 )  (0.9 )  1. 0  0. 2  (2.1 )  0. 5  0.3 
341 長頸式 ？  棘状 関  頸部・茎部  (2.0 )  (0.9 )  0. 6  (1.2 )  0. 6  0. 4  木質→樹皮 

24 8  埋 土  96 363 長頸式ＢⅣ（長三角形）  刃部・頸部  (7.0 )  3. 1  1. 1  0. 2  (3.9 )  0. 5  0.4 

地 
区 

挿図 
番号 

遺物 
番号 

古墳 
番号 

出土 
層位 

木質残存状況 
法量( c m)；（  ）内は残存 長 

部 茎 部 頸 部 身 鏃 位 部 存 残 類 分 
全長 

25 4  床面 

85 

9 

37 

43 床面 

Ａ 

Ｂ 

Ｅ 

埋土 

床面 

埋土 

床面 

71 

107 

105 

長 径  短 径  厚 さ  幅  端間隔 
Ａ 10 7  床 面  9  3 6  完 形  3.3 5  2.8 5  0.6 0  0.7 0  0.3 0  銅芯銀張り（内側一部金色） 

9 2  床 面  4 8  25 9  完 形  3.0 0  2.7 0  0.7 0  0.8 0  0.2 5  銅芯銀張り（内側のみ金色） 
27 0  一部 欠  2.5 0  2.2 5  0.5 0  0.6 0  0.3 7  銅芯銀張り（内側のみ金色） 
27 1  一部 欠  2.5 5  2.3 5  0.5 0  0.6 0  0.1 5  銅芯銀張り 

Ｅ 24 8  床 面  9 6  36 4  完 形  2.3 5  2.1 5  0.4 5  0.7 5  0.2 2  銅芯銀張り（全面金色） 

法量(cm) 
成形 地区 

古墳 
番号 

出土 
層位 

挿図 
番号 

遺物 
番号 

残存部位 

Ｃ 
23 5  床 面  52 
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断面形 
高さ 
(cm) 

幅 (c m ) 
下 
上 

2 4  8 5  1 6  円 筒  後円部 
南東 

流土 中  口縁～ 
体部 

Ｂ 種ヨ コ ハケ 
(3cm)後口縁 
部 ヨコ ナ デ 

ナ デ  7～ 8  明黄褐 
10YR7/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 5  1.2 
1.0 

0.9 
1.1 

口径26.0 
凸帯径24.5 
口縁～凸帯8.9 

8 6  1 7  円 筒  後円部 
南 

橙 黄 浅 部 縁 口 中 土 流 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  不明 

8 7  2 6  円 筒  後円部 
南 

流土 中  口縁 部  ヨコハケ後口 
縁部ヨコナ 

ヨコハケ 6～ 8  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  不明 

8 8  2 7  円 筒  後円部 
南 

流土 中  口縁 部  Ｂ種ヨコハケ 
後口縁部ヨ 
コ ナ デ 

ヨコハケ 
後口縁 部 
ヨコナ デ 

黄橙 
10YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  不明 

8 9  3 7  円 筒  後円部 
北 

流土 中  口縁 部  Ｂ種ヨコハケ 
後口縁部ヨ 
コ ナ デ 

Ｂ種 ヨ コ 
ハ ケ 

外5～6 
内6～7 

浅黄橙 
7.5YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  不明 

9 0  3 1  円 筒  後円部 
南 

流土 中  体 部  Ｂ種ヨコハケ 
(3.3cm) 

ナ デ  8  浅黄橙 
7.5YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  円形・周囲に 
ヘラ記号 

Ｍ字 状  0. 5  1.5 
1.0 

9 1  3 6  円 筒  後円部 
北東 

流土 中  体 部  Ｂ種ヨコハケ ナ デ  5～ 6  浅黄橙 
7.5YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  不明 

9 2  3 8  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  体 部  Ｂ種ヨコハケ 8～ 9  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 4  1.4 
0.6 

9 3  3 0  円 筒  後円部 
南 

流土 中  体 部  ヨコハケ 浅黄橙 
7.5YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  円 形  Ｍ字 状  0. 5  1.4 
0.9 

9 4  2 9  円 筒  後円部 
南 

流土 中  体 部  Ｂ種ヨコハケ ナ デ  7～ 8  黄橙 
10YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  円形・断面に 
１条の沈 線 

Ｍ字 状  0. 5  1.6 
1.0 

9 5  3 2  円 筒  後円部 
南 

流土 中  体 部  Ｂ種ヨコハケ 5  浅黄橙 
7.5YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  円形・周囲に 
ヘラ記号 

Ｍ字 状  0. 4  1.1 
0.7 

9 6  3 9  円 筒  後円部 
南 

流土 中  体 部  タテハ ケ (細 )  9  浅黄橙 
7.5YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 7  1.8 
0.7 

9 7  3 4  円 筒  後円部 
南 

橙 黄 浅 部 底 中 土 流 
7.5YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  不明 

9 8  3 3  円 筒  後円部 
南 

流土 中  底 部  ナ デ  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  不明 

9 9  3 5  円 筒  後円部 
南 

橙 黄 部 底 中 土 流 
10YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  不明 

10 0  1 8  朝顔 形  後円部 
南 

流土 中  口縁～ 
体部 

Ｂ 種ヨ コ ハケ 
後口縁部ヨ 
コ ナ デ 

口縁部ヨ 
コ ナ デ 

浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  円形 ？  Ｍ字 状  0. 4  1.5 
1.1 

0.9 
1.0 

口径24.6 
凸帯径25.8 
口縁～凸帯9.8 

2 5  10 1  1 9  朝顔 形  後円部 
南西 

流土 中  口縁 部  タテハケ(細)  ヨ コ ハ ケ  8～1 0  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  不明 

10 2  2 0  朝顔 形  後円部 
南西 

表 土  口縁 部  ナ デ  ナ デ  浅黄橙 
7.5YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  不明 

10 3  2 1  朝顔 形  後円部 
南西 

流土 中  口縁 部  タテハケ  8  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  不明 

10 4  2 5  朝顔 形  後円部 
西 

流土 中  口縁 部  タテハケ  ナ デ  8  浅黄橙 
7.5YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  不明 

橙 黄 浅 部 頸 土 表 形 顔 朝 2 2 5 0 1 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  不明 

10 6  2 3  朝顔 形  後円部 
南 

流土 中  口縁 部  ヨコハ ケ 浅黄橙 
7.5YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  不明 

10 7  2 4  朝顔 形  後円部 
南 

流土 中  肩 部  Ｂ種ヨコハケ 
(2.8cm) 

ナ デ  8  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  不明 

10 8  2 8  円 筒  後円部 
南 

表 土  体 部  ヨコハケ→Ｂ 
種ヨコハケ 

ナ デ  外1次5 
   2次8 

浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 5  1.6 
1.1 

4 1  朝顔 形  後円部 
南西 

表 土  口縁部 
下 

に ぶ い 橙 
5YR7/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

0 . 1 明 不 Ⅰ 好 良 
0.9 

4 2  朝顔 形  後円部 
南西 

流土 中  口縁 部  ナ デ  ヨコハ ケ にぶい橙 
5YR7/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

0 . 1 明 不 Ⅰ 好 良 
1.1 

4 3  朝顔 形  後円部 
南 

流土 中  頸 部  ヨコハケ  ナ デ  5～ 6  浅橙5 Y R8/ 4  緻密（砂粒 
混入無 し） 

0 . 1 明 不 Ⅰ 好 良 
1.0 

4 4  朝顔 形  後円部 
南 

流土 中  口縁 部  ヨコハケ  7  浅黄橙 
10YR8/3 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

0 . 1 明 不 Ⅰ 好 良 
0.9 

4 5  朝顔 形  後円部 
北東 

粒 砂 （ 密 緻 6 / 7 R Y 5 . 7 橙 部 頸 中 土 流 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  不 明  1.7 
0.9 

- 
1.0 

4 6  朝顔 形  後円部 
西 

橙 黄 浅 デ ナ 部 縁 口 中 土 流 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

0 . 1 明 不 Ⅰ 通 普 
0.9 

4 7  朝顔 形  後円部 
南西 

橙 黄 浅 部 縁 口 中 土 流 
7.5YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

1 . 1 明 不 Ⅰ 通 普 
- 

4 8  朝顔 形  後円部 
西 

流土 中  口縁 部  ナ デ  ナ デ  にぶい橙 
5YR7/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

1 . 1 明 不 Ⅰ 好 良 
- 

4 9  朝顔 
形？ 

後円部 
西 

橙 黄 部 縁 口 中 土 流 
10YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

9 . 0 明 不 Ⅰ 通 普 
- 

5 0  朝顔 形  後円部 
南西 

流土 中  口縁 部  ヨコハケ 8  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

0 . 1 明 不 Ⅰ 通 普 
0.9 

5 1  円 筒  前方部 
北 

流土 中  体 部  Ｂ種ヨコハケ ナ デ  8～ 9  浅橙5 Y R8/ 4  緻密（砂粒 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 4  1.6 
0.9 

0.8 
0.8 

16 

5 2  円 筒  後円部 
西 

粒 砂 （ 密 緻 4 / 8 R Y 5 橙 浅 部 底 中 土 流 
混入無 し） 

- 明 不 Ⅰ 通 普 
1.5 

16 

5 3  円 筒  前方部 
北 

流土 中  体 部  Ｂ種ヨコハケ ナ デ  浅黄橙 
7.5YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 3  1.5 
0.9 

- 
1.0 

16 

5 4  円 筒  前方部 
北 

流土 中  体 部  Ｂ種ヨコハケ ナ デ  浅黄橙 
7.5YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  台 形  0. 5  1.5 
0.8 

1.1 
1.0 

16 

5 5  円 筒  前方部 
北 

橙 黄 浅 部 体 中 土 流 
7.5YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

- 明 不 Ⅰ 通 普 
1.0 

16 

5 6  円 筒  前方部 
北 

流土 中  体 部  ナ デ  浅黄橙 
7.5YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

1 . 1 明 不 Ⅰ 通 普 
0.9 

16 

5 7  円 筒  前方部 
北 

橙 黄 浅 部 体 中 土 流 
7.5YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

8 . 0 明 不 Ⅰ 通 普 
0.9 

16 

整理 
番号 

挿図 
番号 

遺物 
番号 

器種 
内面 
調整 

ハ ケ メ 
本数 
(/cm) 

色 調  胎土 
出土 
位置 

出土 
層位 

残存 
部位 

外面調整 
(静止痕 
間隔) 

厚さ(cm) 
破片上位 
破片下位 

備考 焼成 
胎土 
分類 

ス カシ 

凸帯 
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断面形 
高さ 
(cm) 

幅 (c m ) 
下 
上 

整理 
番号 

挿図 
番号 

遺物 
番号 

器種 
内面 
調整 

ハ ケ メ 
本数 
(/cm) 

色 調  胎土 
出土 
位置 

出土 
層位 

残存 
部位 

外面調整 
(静止痕 
間隔) 

厚さ(cm) 
破片上位 
破片下位 

備考 焼成 
胎土 
分類 

ス カシ 

凸帯 

5 8  円 筒  前方部 
北 

流土 中  体 部  Ｂ種ヨコハケ 浅黄橙 
7.5YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

8 . 0 明 不 Ⅰ 通 普 
0.9 

16 

5 9  円 筒  前方部 
北 

橙 黄 浅 部 体 中 土 流 
7.5YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

6 . 0 明 不 Ⅰ 通 普 
0.7 

16 

6 0  円 筒  前方部 
北 

流土 中  体 部  ナ デ  浅黄橙 
7.5YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

- 明 不 Ⅰ 通 普 
1.0 

16 

6 1  円 筒  前方部 
北 

流土 中  口縁 部  ヨコハケ 浅黄橙 
7.5YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

6 . 0 明 不 Ⅰ 通 普 
0.8 

16 

6 2  円 筒  前方部 
北 

橙 黄 浅 部 底 中 土 流 
7.5YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

8 . 0 明 不 Ⅰ 通 普 
1.5 

16 

6 3  円 筒  前方部 
北 

流土 中  体 部  Ｂ種ヨコハケ 8～ 9  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 7  1.4 
0.9 

- 
1.1 

17 

6 4  円 筒  前方部 
北 

流土 中  口縁 部  ヨコハケ 浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

7 . 0 明 不 Ⅰ 通 普 
1.0 

17 

6 5  円 筒  前方部 
北 

流土 中  体 部  Ｂ種ヨコハケ ナ デ  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

0 . 1 明 不 Ⅰ 通 普 
1.0 

17 

6 6  円 筒  前方部 
北 

流土 中  体 部  ヨコハケ  7～ 8  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

0 . 1 明 不 Ⅰ 通 普 
0.9 

17 

6 7  円 筒  前方部 
北 

流土 中  体 部  Ｂ種ヨコハケ ナ デ  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

- 明 不 Ⅰ 通 普 
1.0 

17 

6 8  円 筒  前方部 
北 

橙 黄 浅 部 体 中 土 流 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

- 明 不 Ⅰ 通 普 
1.0 

18 

6 9  円 筒  前方部 
北 

橙 黄 浅 部 体 中 土 流 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

- 明 不 Ⅰ 通 普 
0.9 

18 

7 0  円 筒  前方部 
北 

橙 黄 部 体 中 土 流 
10YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

- 明 不 Ⅰ 好 良 
1.0 

19 

7 1  円 筒  前方部 
北 

橙 黄 部 縁 口 中 土 流 
10YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

- 明 不 Ⅰ 好 良 
0.9 

19 

7 2  円 筒  前方部 
北 

橙 黄 浅 部 体 中 土 流 
7.5YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

- 明 不 Ⅰ 通 普 
1.2 

20 

7 3  円 筒  前方部 
北 

橙 黄 浅 部 体 中 土 流 
7.5YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

- 明 不 Ⅰ 通 普 
0.9 

20 

7 4  円 筒  前方部 
北 

橙 黄 浅 部 体 中 土 流 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

- 明 不 Ⅰ 通 普 
1.2 

7 5  円 筒  前方部 
北 

橙 黄 い ぶ に 部 体 中 土 流 
10YR7/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

- 明 不 Ⅰ 通 普 
0.9 

7 6  円 筒  前方部 
北 

流土 中  口縁 
部？ 

浅黄橙 
7.5YR8/3 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

- 明 不 Ⅰ 通 普 
0.8 

7 7  円 筒  前方部 
北 

橙 黄 浅 部 体 中 土 流 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

9 . 0 明 不 Ⅰ 良 不 
- 

7 8  円 筒  前方部 
北 

流土 中  体 部  Ｂ種ヨコハケ ナ デ  7～ 8  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

- 明 不 Ⅰ 好 良 
1.1 

ベ ンガラ ？ 

7 9  円 筒  後円部 
南 

表 土  体 部  タテハケ(細)  ヨ コ ハ ケ  8～ 9  浅黄橙 
10YR8/3 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

9 . 0 明 不 Ⅰ 好 良 
0.9 

21 

8 0  円 筒  後円部 
南西 

流土 中  体 部  タテハケ(細) ヨ コ ハ ケ  8～ 9  浅黄橙 
10YR8/3 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

0 . 1 明 不 Ⅰ 好 良 
1.3 

21 

8 1  円 筒  表 土  体 部  タテハケ(細) ヨ コ ハ ケ  9  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

9 . 0 明 不 Ⅰ 通 普 
1.1 

22 

8 2  朝顔 
形？ 

後円部 
南 

流土 中  体 部  ヨコハケ  9～1 0  浅黄橙 
7.5YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

9 . 0 明 不 Ⅰ 通 普 
1.0 

8 3  円 筒  後円部 
南東 

流土 中  体 部  タテハケ(細) ヨ コ ハ ケ  8～ 9  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

- 明 不 Ⅰ 通 普 
1.2 

22 

8 4  円 筒  表 土  体 部  タテハケ(細) ヨ コ ハ ケ  8～ 9  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

2 2 明 不 Ⅰ 通 普 

8 5  円 筒  後円部 
北東 

流土 中  体 部  ヨコハケ  9～1 0  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

3 2 明 不 Ⅰ 通 普 

8 6  円 筒  後円部 
北東 

流土 中  体 部  ヨコハケ  9～1 0  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

- 明 不 Ⅰ 通 普 
1.2 

23 

8 7  円 筒  後円部 
北東 

流土 中  底 部  タテハケ(細) 8～ 9  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

2 . 1 明 不 Ⅰ 通 普 
1.4 

8 8  円 筒  表 土  体 部  タテハケ(細) ヨ コハ ケ  10～1 1  浅黄橙 
10YR8/3 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

1 . 1 明 不 Ⅰ 良 不 
1.2 

8 9  円 筒  後円部 
北 

流土 中  体 部  ナ デ  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  円形・上位凸 
帯より0.8cm 
断面に２条の 
沈線 

Ｍ字 状  0. 4  1.4 
0.8 

0.8 
0.9 

9 0  円 筒  表 土  体 部  ヨコハケ  にぶい橙 
7.5YR7/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 4  1.2 
0.9 

0.7 
0.8 

9 1  円 筒  表 土  体 部  ヨコハケ  ナ デ  浅黄橙 
10YR8/3 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 5  1.1 
0.6 

0.9 
1.1 

橙 黄 浅 部 縁 口 土 表 筒 円 2 9 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

5 . 0 明 不 Ⅰ 通 普 
1.0 

9 3  円 筒  表 土  体 部  ナ デ  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  円形・上位凸 
帯より0.3cm 

Ｍ字 状  0. 3  1.5 
1.0 

0.9 
1.0 

9 4  円 筒  後円部 
北東 

流土 中  体 部  Ｂ種ヨコハケ ナ デ  5～ 6  にぶい黄橙 
10YR7/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

1 . 1 明 不 Ⅰ 通 普 
1.1 

9 5  円 筒  後円部 
北 

橙 黄 浅 部 縁 口 中 土 流 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

0 . 1 明 不 Ⅰ 好 良 
0.9 

9 6  円 筒  後円部 
北東 

流土 中  体 部  ヨコハケ  ナ デ  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  台 形  0. 5  1.5 
0.6 

9 8  円 筒  後円部 
北 

流土 中  体 部  ナ デ  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  円形・上位凸 
帯より0.5cm 
周囲にヘ ラ 記 
号・断面に２ 
条の沈線 

Ｍ字 状  0. 4  1.4 
0.8 

1.0 
1.0 

10 0  円 筒  後円部 
北 

流土 中  体 部  Ｂ種ヨコハケ ナ デ  浅黄橙 
7.5YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 6  1.7 
0.9 

1.0 
1.0 
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断面形 
高さ 
(cm) 

幅 (c m ) 
下 
上 

整理 
番号 

挿図 
番号 

遺物 
番号 

器種 
内面 
調整 

ハ ケ メ 
本数 
(/cm) 

色 調  胎土 
出土 
位置 

出土 
層位 

残存 
部位 

外面調整 
(静止痕 
間隔) 

厚さ(cm) 
破片上位 
破片下位 

備考 焼成 
胎土 
分類 

ス カシ 

凸帯 

10 1  円 筒  後円部 
北 

流土 中  体 部  Ｂ種ヨコハケ 6～ 7  浅黄橙 
7.5YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

9 . 0 明 不 Ⅰ 好 良 
0.8 

10 2  円 筒  後円部 
北 

流土 中  底 部  ナ デ  浅黄橙 
7.5YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

8 . 0 明 不 Ⅰ 好 良 
1.6 

10 3  円 筒  後円部 
北 

流土 中  体 部  Ｂ種ヨコハケ ナ デ  浅黄橙 
7.5YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 4  1.3 
0.9 

0.9 
0.9 

10 4  円 筒  後円部 
北 

橙 黄 浅 部 底 中 土 流 
7.5YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

9 . 0 明 不 Ⅰ 通 普 
1.1 

10 5  円 筒  後円部 
北東 

流土 中  体 部  ヨコハケ  9～1 0  浅黄橙 
7.5YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  台 形  0. 2  1.2 
0.5 

- 
1.1 

10 6  円 筒  後円部 
北東 

流土 中  底 部  タテハケ(細)  8  明黄褐 
10YR7/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

- 明 不 Ⅰ 通 普 
1.2 

10 7  円 筒  後円部 
北東 

流土 中  体 部  ヨコハケ  ヨコハケ  黄 橙 
10YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  不 明  1.5 
1.0 

- 
0.9 

10 8  円 筒  後円部 
北 

流土 中  体 部  Ｂ種ヨコハケ 7～ 8  浅黄橙 
7.5YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  不明 

10 9  円 筒  後円部 
北 

流土 中  体 部  ナ デ  浅黄橙 
7.5YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 4  1.1 
0.6 

- 
0.9 

11 0  円 筒  後円部 
北 

橙 黄 浅 部 体 中 土 流 
7.5YR8/3 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 3  1.3 
0.7 

0.8 
0.8 

11 1  円 筒  後円部 
北 

粒 砂 （ 密 緻 6 / 7 R Y 5 . 7 橙 部 体 中 土 流 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 4  1.4 
0.9 

0.6 
0.7 

11 2  円 筒  後円部 
南 

流土 中  体 部  Ｂ種ヨコハケ ナ デ  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 6  1.6 
1.0 

- 
1.0 

11 3  円 筒  後円部 
南 

流土 中  体 部  ナ デ  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  円 形  Ｍ字 状  0. 4  1.5 
1.0 

0.8 
0.8 

11 4  円 筒  後円部 
南 

流土 中  体 部  Ｂ種ヨコハケ ナ デ  8～ 9  にぶい黄橙 
10YR7/3 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 5  1.4 
1.0 

- 
1.0 

11 5  円 筒  後円部 
南 

流土 中  体 部  ヨコハケ  ナ デ  黄橙 
10YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 4  1.6 
1.1 

1.0 
1.0 

11 6  円 筒  後円部 
南 

流土 中  口縁 部  Ｂ種ヨコハケ ナ デ  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

9 . 0 明 不 Ⅰ 好 良 
0.9 

11 7  円 筒  後円部 
南 

流土 中  体 部  Ｂ種ヨコハケ 黄橙 
10YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

1 . 1 明 不 形 円 Ⅰ 好 良 
1.0 

11 8  円 筒  後円部 
南 

流土 中  体 部  ナ デ  にぶい黄橙 
10YR7/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 4  1.4 
0.7 

1.0 
0.9 

11 9  円 筒  後円部 
南 

流土 中  体 部  Ｂ種ヨコハケ ナ デ  黄橙 
10YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 2  1.4 
0.7 

- 
0.8 

12 0  円 筒  後円部 
南 

流土 中  底 部  Ｂ種ヨコハケ ナ デ  にぶい黄橙 
10YR7/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

2 . 1 明 不 Ⅰ 通 普 
1.3 

12 1  円 筒  後円部 
南 

流土 中  体 部  Ｂ種ヨコハケ 
(3.2cm以上) 

ナ デ  5  浅黄橙 
10YR8/3 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 4  1.6 
0.6 

1.0 
1.1 

12 2  円 筒  後円部 
南東 

流土 中  体 部  ナ デ  浅黄橙 
7.5YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 5  1.3 
0.9 

0.8 
0.9 

12 3  円 筒  後円部 
南 

流土 中  体 部  ヨコハケ  ナ デ  浅黄橙 
7.5YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  円形・下位凸 
帯より0.5cm 

Ｍ字 状  0. 4  1.3 
0.8 

0.9 
0.9 

12 4  円 筒  後円部 
南東 

流土 中  体 部  ヨコハケ  ナ デ  8～ 9  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

9 . 0 明 不 Ⅰ 通 普 
0.7 

12 5  円 筒  後円部 
南 

流土 中  体 部  ナ デ  浅黄橙 
10YR8/3 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 4  1.5 
0.9 

0.9 
1.0 

12 6  円 筒  後円部 
南 

表 土  体 部  ナ デ  にぶい黄橙 
10YR7/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  円形・下位凸 
帯より0.4cm 

Ｍ字 状  0. 4  1.5 
0.9 

1.0 
- 
ベンガ ラ 

12 7  円 筒  後円部 
南 

流土 中  体 部  ナ デ  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 3  1.2 
0.8 

0.8 
0.9 

12 8  円 筒  後円部 
南 

流土 中  底 部  ナ デ  にぶい黄橙 
10YR7/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

0 . 1 明 不 Ⅰ 通 普 
1.5 

12 9  円 筒  後円部 
南 

流土 中  体 部  ヨコハケ  ナ デ  推定1 0  浅黄橙 
7.5YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 4  1.2 
0.7 

0.9 
- 
1次調整タテハケ 

13 0  円 筒  後円部 
南 

流土 中  体 部  ヨコハケ  ナ デ  4～ 5  浅黄橙 
7.5YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  不 明  0. 3  0.8 
- 

13 1  円 筒  後円部 
南東 

流土 中  体 部  ヨコハケ  ナ デ  4～ 5  明黄褐 
10YR7/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  上位凸帯より 
1.1cm 

Ｍ字 状  0. 4  1.4 
0.8 

0.9 
1.0 

13 2  円 筒  後円部 
西 

流土 中  体 部  ヨコハケ  ナ デ  7～ 8  にぶい橙 
7.5YR7/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  円形・下位凸 
帯より1.0cm 

Ｍ字 状  0. 5  1.5 
0.9 

1.0 
1.0 

13 3  円 筒  後円部 
南 

流土 中  体 部  ナ デ  浅黄橙 
7.5YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 4  1.5 
1.0 

1.0 
1.0 

13 4  円 筒  後円部 
南 

流土 中  体 部  Ｂ種ヨコハケ ナ デ  明黄褐 
10YR7/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

8 . 0 明 不 Ⅰ 好 良 
0.9 

13 5  円 筒  後円部 
南 

橙 黄 浅 部 体 中 土 流 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  円形・下位凸 
帯より0.5cm 

Ｍ字 状  0. 5  1.4 
0.9 

0.8 
0.7 

13 6  円 筒  後円部 
南 

流土 中  体 部  Ｂ種ヨコハケ ナ デ  8～ 9  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

8 . 0 明 不 Ⅰ 通 普 
0.9 

13 7  円 筒  後円部 
南 

流土 中  体 部  ナ デ  にぶい黄橙 
10YR7/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  円形・上位凸 
帯より0.5cm 

Ｍ字 状  0. 4  1.6 
0.9 

0.9 
1.0 

13 8  円 筒  後円部 
南東 

流土 中  体 部  ヨコハケ  ナ デ  9～1 0  明黄褐 
10YR7/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

0 . 1 明 不 形 円 Ⅰ 好 良 
1.0 

13 9  円 筒  後円部 
南 

流土 中  体 部  ヨコハケ  ナ デ  5～ 7  浅黄橙 
7.5YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

9 . 0 明 不 Ⅰ 好 良 
1.0 

14 0  円 筒  後円部 
南 

橙 黄 浅 部 縁 口 中 土 流 
7.5YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

8 . 0 明 不 Ⅰ 好 良 
0.9 

14 1  円 筒  後円部 
南 

橙 黄 浅 部 底 中 土 流 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

0 . 1 明 不 Ⅰ 通 普 
1.5 

14 2  円 筒  後円部 
南 

流土 中  肩 部  ヨコハケ  ナ デ  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

9 . 0 明 不 Ⅰ 通 普 
0.9 

14 3  円 筒  後円部 
南西 

流土 中  底 部  ナ デ  浅黄橙 
10YR8/3 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

0 . 1 明 不 Ⅰ 良 不 
1.6 
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断面形 
高さ 
(cm) 

幅 (c m ) 
下 
上 

整理 
番号 

挿図 
番号 

遺物 
番号 

器種 
内面 
調整 

ハ ケ メ 
本数 
(/cm) 

色 調  胎土 
出土 
位置 

出土 
層位 

残存 
部位 

外面調整 
(静止痕 
間隔) 

厚さ(cm) 
破片上位 
破片下位 

備考 焼成 
胎土 
分類 

ス カシ 

凸帯 

14 4  円 筒  後円部 
南西 

流土 中  口縁 部  ナ デ  浅黄橙 
7.5YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  不明 

14 5  円 筒  後円部 
南西 

流土 中  底 部  ナ デ  明黄褐 
10YR7/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

0 . 1 明 不 Ⅰ 通 普 
1.4 

14 6  円 筒  後円部 
南 

流土 中  体 部  Ｂ種ヨコハケ 
(4.7cm以上) 

ヨコハケ 9～1 0  浅黄橙 
7.5YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

6 . 0 明 不 Ⅰ 好 良 
0.9 

14 7  円 筒  後円部 
南西 

表 土  体 部  ヨコハケ 浅黄橙 
7.5YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

9 . 0 明 不 Ⅰ 好 良 
0.9 

14 8  円 筒  後円部 
南西 

表 土  体 部  Ｂ種ヨコハケ 8～ 9  橙7.5 Y R7/ 6  緻密（砂粒 
混入無 し） 

0 . 1 明 不 Ⅰ 好 良 
1.0 

14 9  円 筒  後円部 
南 

流土 中  口縁 部  ヨコハケ  ナ デ  6～ 7  浅黄橙 
7.5YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

9 . 0 明 不 Ⅰ 好 良 
0.8 

15 0  円 筒  後円部 
南西 

流土 中  体 部  Ｂ種ヨコハケ ナ デ  7～ 8  浅黄橙 
7.5YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

0 . 1 明 不 Ⅰ 好 良 
0.9 

15 1  円 筒  後円部 
西 

橙 い ぶ に 部 体 中 土 流 
7.5YR7/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

8 . 0 明 不 Ⅰ 通 普 
0.9 

15 2  円 筒  後円部 
南西 

流土 中  体 部  Ｂ種ヨコハケ ナ デ  9～1 0  にぶい黄橙 
10YR7/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 4  1.7 
0.8 

- 
1.0 

15 3  円 筒  後円部 
南西 

表 土  口縁 部  ナ デ  ナ デ  浅黄橙 
7.5YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

7 . 0 明 不 Ⅰ 通 普 
0.8 

15 4  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  体 部  ヨコハケ  6～ 7  黄橙 
10YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

- 明 不 Ⅰ 通 普 
1.0 

15 5  円 筒  後円部 
西 

流土 中  口縁 部  ナ デ  浅黄橙 
7.5YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

8 . 0 明 不 Ⅰ 好 良 
1.0 

15 6  円 筒  後円部 
南西 

流土 中  口縁 部  Ｂ種ヨコハケ 
(3.5cm以上) 

ナ デ  6～ 7  浅黄橙 
7.5YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

9 . 0 明 不 Ⅰ 通 普 
1.1 

15 7  円 筒  後円部 
西 

流土 中  体 部  ヨコハケ  浅黄橙 
7.5YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

- 明 不 Ⅰ 通 普 
1.0 

15 8  円 筒  後円部 
南西 

流土 中  体 部  ヨコハケ  ナ デ  推定1 0  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 4  1.4 
1.0 

1.0 
1.0 

15 9  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  口縁 部  ナ デ  黄橙 
10YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

8 . 0 明 不 Ⅰ 通 普 
0.9 

16 0  円 筒  後円部 
西 

橙 い ぶ に 部 体 中 土 流 
7.5YR7/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

1 . 1 明 不 Ⅰ 通 普 
- 

16 1  円 筒  後円部 
西 

橙 黄 浅 部 体 中 土 流 
7.5YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 2  1.4 
0.7 

- 
1.0 

16 2  円 筒  後円部 
北西 

橙 黄 部 体 中 土 流 
10YR8/6 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 4  1.3 
0.9 

16 3  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  口縁 部  ヨコハケ  ヨコハケ にぶい黄橙 
10YR7/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

7 . 0 明 不 Ⅰ 通 普 
0.9 

16 5  円 筒  後円部 
北 

橙 黄 浅 部 体 中 土 流 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 6  1.2 
0.9 

- 
0.8 

16 6  円 筒  後円部 
西 

粒 砂 （ 密 緻 6 / 7 R Y 5 . 7 橙 部 体 中 土 流 
混入無 し） 

良 好  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 3  1.3 
0.9 

1.0 
1.1 

16 7  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  体 部  ヨコハケ  にぶい黄橙 
10YR7/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

普 通  Ⅰ  Ｍ字 状  0. 5  1.3 
1.0 

- 
1.0 

16 8  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  底 部  ナ デ  浅黄橙 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

9 . 0 明 不 Ⅰ 好 良 
1.9 

17 3  円 筒  後円部 
南 

橙 黄 浅 部 縁 口 中 土 流 
10YR8/4 

緻密（砂粒 
混入無 し） 

8 . 0 明 不 Ⅰ 通 普 
0.9 

2 5  10 9  19 4  円 筒  後円部 
北 

流土 中  口縁～ 
体部 

ヨコハケ 
(10cm以上) 

9～1 0  黄橙 
10YR8/6 

普通（砂粒 
少量混入） 

普 通  Ⅱ  隅丸方形 
上位凸帯より 
0.5cm 

Ｍ字 状  0. 4  1.8 
0.8 

0.7 
1.0 

30 

11 0  17 2  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  口縁 部  ヨコハケ後ナ 
デ 

ヨコハケ 6～ 7  浅黄橙 
7.5YR8/6 

普通（砂粒 
少量混入） 

9 . 0 明 不 Ⅱ 良 不 
1.0 

11 1  17 9  円 筒  表 土  口縁 部  ヨコハケ  ヨコハケ 5～ 6  明黄褐 
10YR7/6 

普通（砂粒 
少量混入） 

2 . 1 明 不 Ⅱ 通 普 
0.8 

25 

11 2  18 8  円 筒  後円部 
西 

流土 中  体 部  ヨコハケ  ナ デ  橙7.5 Y R7/ 6  普通（砂粒 
少量混入） 

普 通  Ⅱ  Ｍ字 状  0. 8  1.9 
1.0 

28 

11 3  20 7  円 筒  後円部 
北東 

流土 中  体 部  ヨコハケ  ヨコハケ  6～ 7  明黄褐 
10YR7/6 

普通（砂粒 
少量混入） 

- 明 不 Ⅱ 好 良 
1.0 

34 

11 4  18 3  円 筒  後円部 
南西 

流土 中  口縁 部  ヨコハケ  ナ デ  7～ 8  明黄褐 
10YR7/6 

普通（砂粒 
少量混入） 

9 . 0 明 不 Ⅱ 好 良 
1.2 

27 

11 5  18 1  円 筒  後円部 
北東 

流土 中  体 部  ヨコハケ 
(5.5cm以上) 

ヨコハケ 
＆ ナ デ 

8～ 9  黄橙 
7.5YR8/8 

普通（砂粒 
少量混入） 

普 通  Ⅱ  Ｍ字 状  0. 6  2.5 
1.0 

1.0 
1.0 

26? 

11 6  18 6  円 筒  後円部 
南西 

流土 中  体 部  ヨコハケ  ナ デ  7～ 8  明黄褐 
10YR7/6 

普通（砂粒 
少量混入） 

良 好  Ⅱ  Ｍ字 状  0. 7  1.2 
0.6 

1.4 
1.4 

27 

11 7  19 0  円 筒  後円部 
西 

流土 中  体 部  ヨコハケ  橙7.5 Y R7/ 6  普通（砂粒 
少量混入） 

普 通  Ⅱ  台 形  0. 7  1.4 
0.8 

1.4 
1.5 

29 

2 6  11 8  23 0  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  口縁 部  タテハケ  ヨコハケ 
＆ ナ デ 

6～ 7  黄橙 
10YR7/8 

普通（砂粒 
少量混入） 

9 . 0 明 不 Ⅱ 通 普 
1.0 

口径23.7 
35 

11 9  24 0  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  口縁 部  タテハケ  4～ 5  明黄褐 
10YR6/6 

普通（砂粒 
微量混入） 

8 . 0 明 不 Ⅱ 通 普 
0.9 

12 0  22 9  円 筒  後円部 
北東 

流土 中  口縁 部  タテハケ  ヨコハケ 7～ 8  橙5 Y R7/ 6  普通（砂粒 
少量混入） 

9 . 0 明 不 Ⅱ 好 良 
0.9 

12 1  23 9  円 筒  前方部 
北 

流土 中  口縁 部  タテハケ  橙7.5 Y R6/ 6  普通（砂粒 
微量混入） 

8 . 0 明 不 Ⅱ 通 普 
0.7 

12 2  20 6  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  口縁 部  タテハケ  明黄褐 
10YR7/6 

普通（砂粒 
微量混入） 

9 . 0 明 不 Ⅱ 好 良 
0.8 

34 

12 3  18 7  円 筒  後円部 
南西 

流土 中  口縁 部  ナ デ  橙7.5 Y R7/ 6  普通（砂粒 
少量混入） 

1 . 1 明 不 Ⅱ 通 普 
1.4 

口径21.5 
28 

12 4  21 0  円 筒  後円部 
北 

流土 中  口縁 部  タテハケ  ナ デ  6～ 7  黄橙 
10YR8/6 

普通（砂粒 
微量混入） 

9 . 0 明 不 Ⅱ 通 普 
1.1 

12 5  23 1  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  体 部  タテハケ  ナ デ  5～ 6  明黄褐 
10YR7/6 

普通（砂粒 
少量混入） 

普 通  Ⅱ  台 形  0. 7  1.7 
0.7 

1.0 
1.0 

35 

12 6  23 7  円 筒  後円部 
西 

流土 中  体 部  ナナ メハケ  ナ デ  3～ 4  橙7.5 Y R7/ 6  普通（砂粒 
微量混入） 

良 好  Ⅱ  Ｍ字 状  0. 5  1.8 
0.6 

0.7 
0.9 

凸帯径20.5 
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断面形 
高さ 
(cm) 

幅 (c m ) 
下 
上 

整理 
番号 

挿図 
番号 

遺物 
番号 

器種 
内面 
調整 

ハ ケ メ 
本数 
(/cm) 

色 調  胎土 
出土 
位置 

出土 
層位 

残存 
部位 

外面調整 
(静止痕 
間隔) 

厚さ(cm) 
破片上位 
破片下位 

備考 焼成 
胎土 
分類 

ス カシ 

凸帯 

12 7  24 4  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  体 部  タテハケ  ナ デ  6～ 7  明黄褐 
10YR7/6 

普通（砂粒 
少量混入） 

良 好  Ⅱ  半円形？ 
下位凸帯より 
2～2.5cm 

台 形  0. 4  1.7 
0.5 

0.9 
1.1 

凸帯径22.1 
36 

12 8  23 8  円 筒  表 土  体 部  タテハケ  ナ デ  6～ 7  橙7.5 Y R6/ 6  普通（砂粒 
少量混入） 

普 通  Ⅱ  台 形  0. 8  1.8 
0.6 

- 
0.9 

凸帯部違う土,36 

12 9  19 5  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  体 部  タテハケ  5～ 6  橙7.5 Y R7/ 6  普通（砂粒 
微量混入） 

普 通  Ⅱ  Ｍ字 状  0. 4  1.4 
0.6 

0.9 
0.8 

31 

13 0  19 8  円 筒  後円部 
北 

流土 中  体 部  タテハケ  ナ デ  6～ 7  橙7.5 Y R7/ 6  普通（砂粒 
少量混入） 

普 通  Ⅱ  Ｍ字 状  0. 5  1.5 
0.7 

1.0 
1.0 

32 

13 1  20 5  円 筒  後円部 
北東 

流土 中  底 部  タテハケ  ナ デ  6～ 7  明黄褐 
10YR7/6 

普通（砂粒 
微量混入） 

2 . 1 明 不 Ⅱ 好 良 
1.4 

34 

13 2  19 7  円 筒  後円部 
北 

流土 中  底 部  タテハケ  6～ 7  橙7.5 Y R7/ 6  普通（砂粒 
微量混入） 

9 . 0 明 不 Ⅱ 通 普 
1.1 

32 

13 3  20 0  円 筒  後円部 
北 

流土 中  底 部  タテハケ  ナ デ  6～ 7  橙5 Y R7/ 6  普通（砂粒 
微量混入） 

0 . 1 明 不 Ⅱ 通 普 
1.2 

33 

13 4  21 1  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  底 部  タテハケ  7～ 8  浅黄橙 
7.5YR8/6 

普通（砂粒 
少量混入） 

1 . 1 明 不 Ⅱ 好 良 
1.7 

13 5  22 8  円 筒  後円部 
北 

橙 黄 浅 部 底 中 土 流 
10YR8/3 

緻通（砂粒 
混入無 し） 

8 . 0 明 不 Ⅱ 好 良 
1.7 

13 6  17 1  朝顔 形  表 土  肩 部  ヨコハケ(9cm 
以上) 

ヨコハケ 3～ 4  浅黄橙 
7.5YR8/6 

普通（砂粒 
少量混入） 

良 好  Ⅱ  Ｍ字 状  1. 0  1.6 
0.8 

0.9 
1.2 

17 4  円 筒  後円部 
南西 

流土 中  体 部  ヨコハケ  浅黄橙 
7.5YR8/4 

普通（砂粒 
微量混入） 

普 通  Ⅱ  Ｍ字 状  0. 6  1.8 
0.8 

- 
0.9 

17 5  円 筒  後円部 
南 

流土 中  体 部  ナ デ  橙5 Y R7/ 6  普通（砂粒 
多量混入） 

良 好  Ⅱ  Ｍ字 状  0. 6  1.6 
0.8 

17 6  円 筒  後円部 
南西 

流土 中  体 部  タテハケ  ヨコハケ 外3～4 
内7～8 

浅黄橙 
7.5YR8/6 

普通（砂粒 
少量混入） 

- 明 不 Ⅱ 好 良 
0.8 

17 7  円 筒  後円部 
南西 

流土 中  体 部  タテハケ（２ 
次調整無し） 

ナ デ  3～ 4  橙7.5 Y R7/ 6  普通（砂粒 
少量混入） 

良 好  Ⅱ  不 明  1.5 
- 

- 
0.7 

17 8  円 筒  後円部 
南西 

褐 黄 明 部 体 中 土 流 
10YR7/6 

普通（砂粒 
微量混入） 

良 好  Ⅱ  Ｍ字 状  0. 7  1.3 
0.8 

18 0  円 筒  表 土  体 部  タテハ ケ 6～ 7  明黄褐 
10YR7/6 

普通（砂粒 
少量混入） 

- 明 不 Ⅱ 通 普 
0.8 

25 

18 2  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  体 部  ヨコハケ  ヨコハケ 
＆ ナ デ 

明黄褐 
10YR7/6 

普通（砂粒 
少量混入） 

普 通  Ⅱ  Ｍ字 状  0. 5  2.2 
1.1 

- 
1.0 

26? 

18 4  円 筒  後円部 
南西 

流土 中  体 部  ヨコハケ  ナ デ  7～ 8  明黄褐 
10YR7/6 

普通（砂粒 
少量混入） 

4 . 1 明 不 Ⅱ 好 良 
- 

27 

18 5  円 筒  後円部 
南西 

流土 中  体 部  ヨコハケ  ナ デ  7～ 8  明黄褐 
10YR7/6 

普通（砂粒 
多量混入） 

良 好  Ⅱ  Ｍ字 状  0. 9  1.7 
0.7 

1.2 
1.4 

27 

18 9  円 筒  後円部 
南西 

橙 い ぶ に 部 体 土 表 
7.5YR7/4 

普通（砂粒 
少量混入） 

4 . 1 明 不 Ⅱ 通 普 
1.3 

28 

19 1  円 筒  後円部 
西 

粒 砂 （ 通 普 6 / 7 R Y 5 . 7 橙 部 体 中 土 流 
少量混入） 

普 通  Ⅱ  台 形  0. 9  1.4 
0.7 

1.5 
1.4 

29 

19 2  円 筒  後円部 
北 

橙 黄 部 体 中 土 流 
10YR8/6 

普通（砂粒 
少量混入） 

普 通  Ⅱ  不 明  0. 5  1.5 
0.8 

- 
0.9 

30 

19 3  円 筒  後円部 
北 

橙 黄 部 体 中 土 流 
10YR8/6 

普通（砂粒 
少量混入） 

普 通  Ⅱ  円形・上位凸 
帯より0cm 

Ｍ字 状  0. 4  1.5 
0.8 

1.1 
0.9 

30 

19 6  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  体 部  タテハケ  5～ 6  橙7.5 Y R7/ 6  普通（砂粒 
少量混入） 

普 通  Ⅱ  Ｍ字 状  0. 6  1.4 
0.6 

0.9 
- 

31 

19 9  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  体 部  ヨコハケ  ヨコハケ 7～ 8  橙5 Y R7/ 6  普通（砂粒 
少量混入） 

7 . 0 明 不 Ⅱ 通 普 
1.0 

33 

20 1  円 筒  後円部 
北 

流土 中  体 部  タテハケ  ナ デ  7～ 8  橙7.5 Y R7/ 6  普通（砂粒 
少量混入） 

0 . 1 明 不 Ⅱ 通 普 
1.1 

33 

20 2  円 筒  後円部 
北東 

流土 中  底 部  タテハケ  ナ デ  黄橙 
7.5YR7/8 

普通（砂粒 
微量混入） 

9 . 0 明 不 Ⅱ 通 普 
1.3 

33 

20 3  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  体 部  ヨコハケ  ヨコハケ 7～ 8  橙7.5 Y R7/ 6  普通（砂粒 
少量混入） 

- 明 不 Ⅱ 通 普 
1.1 

33 

20 4  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  体 部  ヨコハケ  ヨコハケ 8～ 9  橙7.5 Y R7/ 6  普通（砂粒 
微量混入） 

- 明 不 Ⅱ 通 普 
1.0 

33 

20 8  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  体 部  タテハケ  ナ デ  6～ 7  明黄褐 
10YR7/6 

普通（砂粒 
少量混入） 

- 明 不 Ⅱ 好 良 
1.0 

34 

20 9  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  体 部  タテハケ  ナ デ  6～ 7  明黄褐 
10YR7/6 

普通（砂粒 
少量混入） 

- 明 不 Ⅱ 好 良 
0.9 

34 

21 2  円 筒  後円部 
北西 

粒 砂 （ 通 普 6 / 7 R Y 5 . 7 橙 部 底 中 土 流 
少量混入） 

9 . 0 明 不 Ⅱ 通 普 
1.6 

21 3  円 筒  後円部 
北東 

流土 中  体 部  タテハケ  ナ デ  3～ 4  橙7.5 Y R7/ 6  普通（砂粒 
微量混入） 

普 通  Ⅱ  台 形  0. 6  1.5 
0.4 

0.8 
0.7 

21 4  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  体 部  タテハケ  ナ デ  5～ 6  橙7.5 Y R7/ 6  普通（砂粒 
少量混入） 

- 明 不 Ⅱ 好 良 
0.9 

21 5  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  体 部  ヨコハケ  ヨコハケ 7～ 8  黄橙 
10YR8/6 

普通（砂粒 
少量混入） 

0 . 1 明 不 Ⅱ 通 普 
0.9 

21 6  円 筒  後円部 
北東 

粒 砂 （ 通 普 6 / 7 R Y 5 . 7 橙 部 底 中 土 流 
微量混入） 

- 明 不 Ⅱ 通 普 
1.3 

21 7  円 筒  後円部 
北東 

橙 黄 浅 部 体 中 土 流 
7.5YR8/6 

普通（砂粒 
微量混入） 

普 通  Ⅱ  不 明  0. 3  0.8 
- 

21 8  円 筒  後円部 
北西 

粒 砂 （ 通 普 6 / 7 R Y 5 . 7 橙 部 体 中 土 流 
微量混入） 

良 好  Ⅱ  台 形  1. 0  1.3 
0.6 

赤 

21 9  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  口縁 部  タテハケ  浅黄橙 
7.5YR8/6 

普通（砂粒 
微量混入） 

6 . 0 明 不 Ⅱ 通 普 
0.7 

22 0  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  体 部  ヨコハケ  ヨコハケ 7～ 8  黄橙 
7.5YR8/8 

普通（砂粒 
少量混入） 

普 通  Ⅱ  不 明  1.5 
- 

- 
1.0 

22 1  円 筒  後円部 
西 

粒 砂 （ 通 普 6 / 6 R Y 5 . 7 橙 部 体 中 土 流 
微量混入） 

普 通  Ⅱ  台 形  0. 8  1.3 
0.6 

22 2  円 筒  後円部 
北西 

橙 黄 浅 部 体 中 土 流 
7.5YR8/6 

普通（砂粒 
微量混入） 

不 良  Ⅱ  台 形  0. 6  1.6 
0.9 

0.6 
- 

22 3  円 筒  後円部 
北 

流土 中  口縁 部  ナナ メハケ  ヨコハケ にぶい黄橙 
10YR7/4 

普通（砂粒 
少量混入） 

6 . 0 明 不 Ⅱ 良 不 
0.7 
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断面形 
高さ 
(cm) 

幅 (c m ) 
下 
上 

整理 
番号 

挿図 
番号 

遺物 
番号 

器種 
内面 
調整 

ハ ケ メ 
本数 
(/cm) 

色 調  胎土 
出土 
位置 

出土 
層位 

残存 
部位 

外面調整 
(静止痕 
間隔) 

厚さ(cm) 
破片上位 
破片下位 

備考 焼成 
胎土 
分類 

ス カシ 

凸帯 

22 4  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  体 部  ヨコハケ  橙7.5 Y R7/ 6  普通（砂粒 
少量混入） 

良 好  Ⅱ  台 形  0. 6  1.7 
1.4 

22 5  円 筒  後円部 
北東 

流土 中  口縁 部  タテハケ  ヨコハケ 7～ 8  橙7.5 Y R6/ 6  普通（砂粒 
微量混入） 

6 . 0 明 不 Ⅱ 良 不 
0.9 

22 6  円 筒  後円部 
北東 

流土 中  体 部  ヨコハケ 浅黄橙 
7.5YR8/6 

普通（砂粒 
少量混入） 

不 良  Ⅱ  Ｍ字 状  0. 6  1.0 
0.8 

0.7 
- 

22 7  円 筒  後円部 
北 

褐 黄 明 部 体 中 土 流 
10YR7/6 

普通（砂粒 
微量混入） 

良 好  Ⅱ  Ｍ字 状  0. 8  1.5 
0.9 

23 2  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  口縁 部  ヨコハケ 4～ 5  明黄褐 
10YR7/6 

普通（砂粒 
少量混入） 

9 . 0 明 不 Ⅱ 通 普 
0.8 

35 

23 3  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  体 部  ナ デ  明黄褐 
10YR7/6 

普通（砂粒 
少量混入） 

普 通  Ⅱ  台 形  0. 7  1.4 
0.6 

0.8 
0.9 

35 

23 4  円 筒  後円部 
北西 

橙 黄 い ぶ に 部 体 中 土 流 
10YR7/4 

普通（砂粒 
微量混入） 

普 通  Ⅱ  台 形  0. 5  1.4 
0.6 

1.1 
- 

23 5  円 筒  後円部 
北西 

褐 黄 明 部 体 中 土 流 
10YR7/6 

普通（砂粒 
微量混入） 

普 通  Ⅱ  台 形  0. 6  1.5 
0.6 

1.0 
0.9 

23 6  円 筒  後円部 
北東 

橙 黄 い ぶ に 部 縁 口 中 土 流 
10YR7/4 

普通（砂粒 
少量混入） 

9 . 0 明 不 Ⅱ 通 普 
1.1 

24 1  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  口縁 部  タテハケ  明黄褐 
10YR7/6 

普通（砂粒 
微量混入） 

9 . 0 明 不 Ⅱ 良 不 
0.9 

24 2  円 筒  後円部 
北西 

褐 黄 明 部 体 中 土 流 
10YR6/6 

普通（砂粒 
少量混入） 

普 通  Ⅱ  台 形  0. 6  1.7 
0.6 

0.7 
0.7 

24 3  円 筒  後円部 
北西 

褐 黄 明 部 体 中 土 流 
10YR7/6 

普通（砂粒 
微量混入） 

普 通  Ⅱ  台 形  0. 6  1.5 
0.5 

- 
0.8 

24 5  円 筒  前方部 
北 

流土 中  体 部  タテハケ  ナ デ  6～ 7  明黄褐 
10YR7/6 

普通（砂粒 
少量混入） 

- 明 不 Ⅱ 好 良 
1.1 

36 

24 6  円 筒  後円部 
北東 

流土 中  体 部  タテハケ  ナ デ  6～ 7  明黄褐 
10YR7/6 

普通（砂粒 
少量混入） 

- 明 不 Ⅱ 好 良 
1.1 

36 

2 7  137 
～ 
140 

1 0  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  口縁～ 
底部 

タテハケ  口縁部ヨ 
コハケ 

3～ 4  橙2.5 Y R6/ 8  普通（砂粒 
微量混入） 

普 通  Ⅲ  円形・上位凸 
帯より0.5cm 

台 形  0. 5  1.6 
0.7 

破片数40 

141 
142 

7  円 筒  後円部 
北西 
前方部 
北 

流土 中  口縁～ 
体部 

タテハケ  ナ デ  4～ 5  橙5 Y R7/ 8  普通（砂粒 
多量混入） 

良 好  Ⅲ  円形・上位凸 
帯より0.7cm 
断面に1条の 
凹線 

台 形  0. 5  1.5 
0.6 

破片数5 

14 3  9  円 筒  後円部 
北西・ 
北東 

流土 中  口縁～ 
体部 

タテハケ  4～ 5  橙2.5 Y R6/ 8  普通（砂粒 
少量混入） 

3 数 片 破 明 不 Ⅲ 通 普 

14 4  8  円 筒  後円部 
南・南 

流土 中  体 部  タテハケ  ナ デ  6～ 7  橙2.5 Y R6/ 8  普通（砂粒 
多量混入） 

普 通  Ⅲ  台 形  0. 7  1.7 
0.8 

破片数3 

145 
146 

6  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  体部～ 
底部 

タテハケ  ナ デ  6～ 7  橙5 Y R7/ 8  普通（砂粒 
多量混入） 

普 通  Ⅲ  台 形  0. 5  1.5 
0.7 

破片数7 

14 7  1 4  円 筒  後円部 
南東・ 
北西・ 
北

流土 中  口縁～ 
底部 

タテハケ  口縁部ヨ 
コハケ 

3～ 4  明赤褐 
2.5YR5/8 

普通（砂粒 
多量混入） 

9 数 片 破 明 不 Ⅲ 通 普 

14 8  2  朝顔 形  後円部 
南西 

流土 中  口縁～ 
体部 

タテハケ  口縁部ヨ 
コ ナ デ 

3  明赤褐 
5YR5/8 

普通（礫多 
量混入） 

不 良  Ⅲ  変台 形  0. 8  1.6 
1.0 

破片数10 

149 
150 

1 5  朝顔 形  後円部 
北西・ 
北 

流土 中  口縁～ 
底部 

タテハケ  口縁部ヨ 
コハケ 

3～ 4  明赤褐 
2.5 Y R5/8～ 
橙2.5 Y R6/8 

普通（礫少 
量混入） 

5 2 数 片 破 明 不 Ⅲ 通 普 

151 
152 

1 1  朝顔 
形？ 

後円部 
北西・ 
北 

流土 中  体 部  タテハケ  口縁部ヨ 
コハケ 

4～ 5  橙2.5 Y R6/ 8  普通（礫少 
量混入） 

普 通  Ⅲ  円形 ？  台 形  0. 4  1.9 
1.0 

凸帯剥離部にタ テ 
ハケ、 横線が確認 
できる・破片数23 

1  円 筒  後円部 
南西 

流土 中  口縁～ 
体部 

タテハケ  6  黄橙 
7.5YR7/8 

普通（礫多 
量混入） 

不 良  Ⅲ  台 形  0. 7  1.4 
0.7 

破片数4 

3  円 筒  後円部 
南西 

流土 中  体 部  タテハケ  4  橙5 Y R6/ 8  普通（礫少 
量混入） 

不 良  Ⅲ  円形 ？  変台 形  0. 5  2.0 
- 

破片数3 

5  円 筒  後円部 
西 

流土 中  底 部  タテハケ  ナ デ  7～ 8  橙5 Y R7/ 6  普通（砂粒 
少量混入） 

1 数 片 破 明 不 Ⅲ 通 普 

1 2  円 筒  後円部 
南 

流土 中  口縁～ 
体部 

タテハケ  ナ デ  4  橙2.5 Y R6/ 8  普通（礫多 
量混入） 

7 数 片 破 明 不 Ⅲ 通 普 

1 3  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  底 部  タテハケ  ナ デ  3～ 4  橙2.5 Y R6/ 8  普通（砂粒 
多量混入） 

4 数 片 破 明 不 Ⅲ 通 普 

2 8  15 3  4  円 筒  後円部 
北西 

流土 中  口縁～ 
体部 

タテハケ  ヨコハケ 
＆ ナ デ 

外3～4 
内4～5 

橙2.5 Y R6/ 8  普通（砂粒 
少量混入） 

良 好  Ⅳ  円形・上位凸 
帯より0.2cm 

台 形  0. 8  1.6 
0.9 

0.7 
1.3 

口径21.7 
凸帯径21.6 
口縁～凸帯12.7 
破片数7 

15 4  16 9  円 筒  後円部 
南 

流土 中  体 部  ヨコハケ  ヨコハケ 
＆ ナ デ 

6～ 7  橙5 Y R7/ 8  普通（砂粒 
多量混入） 

良 好  Ⅴ  径4～5 cmの 
隅丸方形 
上位凸帯より 
0.3cm 

Ｍ字 状  0. 7  1.7 
0.9 

- 
1.0 

24 

15 5  17 0  円 筒  表 土  底 部  ヨコハケ  ナ デ  7～ 8  橙5 Y R7/ 8  普通（砂粒 
多量混入） 

7 . 0 明 不 Ⅴ 好 良 
1.5 

24 

第 24 表 埴輪観察表（6）
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地 
区 

古墳 
番号 

位 
置 

壁 
左 
右 

段 
硬 
度 

石材 
向 

横 
cm 

縦 
cm 

控 
cm 

面積 
平方 
cm 

体積 
千立方 

cm 

地 
区 

古墳 
番号 

位 
置 

壁 
左 
右 

段 
硬 
度 

石材 
向 

横 
cm 

縦 
cm 

控 
cm 

面積 
平方 
cm 

体積 
千立方 

cm 

地 
区 

古墳 
番号 

位 
置 

壁 
左 
右 

段 
硬 
度 

石材 
向 

横 
cm 

縦 
cm 

控 
cm 

面積 
平方 
cm 

体積 
千立方 

cm 

A 10 8  8 S  L  1  H  A 3 1  1 7  3 3  52 7  8.70 A 22 6  1 S  L  2  H B  E 2 4  1 3  1 3  31 2  2.03 B 24 9  3 S  L  1  C 3 9  1 8  3 0  70 2  10.53 

A 10 8  9 S R  2  H  C 3 8  1 9  2 1  72 2  7.58 A 22 6  3 S  L  1  B  E 3 1  1 4  8  43 4  1.74 B 24 9  9 S R  2  A 3 8  1 3  4 0  49 4  9.88 

A 10 8  11 S R  2  H  A 2 7  1 7  3 3  45 9  7.57 A 22 6  12 S R  1  B  C 2 7  7  1 7  18 9  1.61 B 24 9  14 S R  1  C 4 2  1 6  2 5  67 2  8.40 

A 10 8  7 S  L  1  H  C 3 6  1 2  3 5  43 2  7.56 A 22 6  6 S R  1  B  C 1 7  9  1 4  15 3  1.07 B 24 9  4 S  L  2  A 3 0  1 6  3 4  48 0  8.16 

A 10 8  6 S  L  1  H  C 3 2  1 4  2 9  44 8  6.50 A 22 6  7 S R  1  B  C 2 2  8  1 2  17 6  1.06 B 24 9  12 S R  1  A 2 2  2 0  3 3  44 0  7.26 

A 10 8  4 S  L  1  H  A 2 1  1 7  2 5  35 7  4.46 A 22 6  11 B  B  2  B  B 7  1 1  1 7  7 7  0.65 B 24 9  8 S R  2  A 2 6  1 1  4 1  28 6  5.86 

A 10 8  3 S  L  1  H  A 1 9  1 7  2 6  32 3  4.20 A 22 6  4 S R  2  B  C 1 2  9  1 2  10 8  0.65 B 24 9  13 S R  1  E 2 8  2 0  2 0  56 0  5.60 

A 10 8  10 S R  2  H  A 1 8  9  3 8  16 2  3.08 A 22 8  3 S R  1  H  E 3 7  2 0  1 6  74 0  5.92 B 24 9  11 S R  1  A 2 0  2 0  2 2  40 0  4.40 

A 10 8  12 S R  1  H  C 3 0  7  2 7  21 0  2.84 A 22 8  1 S R  1  B  C 2 1  1 4  1 8  29 4  2.65 B 24 9  7 S R  2  A 1 8  1 5  2 4  27 0  3.24 

A 10 8  2 S  L  1  H  B 1 3  1 5  2 9  19 5  2.83 A 22 8  2 S R  1  H B  C 2 7  1 0  1 3  27 0  1.76 B 25 0  8 B  B  1  E 4 1  1 8  1 6  73 8  5.90 

A 10 8  13 S R  1  H  C 3 1  9  1 9  27 9  2.65 B 10 5  92 B  B  1  E 8 9  8 9  4 3  7,92 1  170.30 B 25 0  5 S R  1  E 3 4  1 6  1 3  54 4  3.54 

A 10 8  5 S  L  1  H  C 2 2  1 3  1 8  28 6  2.57 B 10 5  15 S  L  4  E 7 5  5 6  3 9  4,20 0  81.90 B 25 0  1 S  L  1  C 3 1  1 4  1 5  43 4  3.26 

A 10 8  1 S  L  2  B  A 2 0  8  3 0  16 0  2.40 B 10 5  40 S  L  2  C 5 9  4 6  5 0  2,72 3  68.08 B 25 0  7 S R  1  E 2 2  1 8  1 5  39 6  2.97 

A 10 8  14 S R  1  H  C 2 1  9  2 0  18 9  1.89 B 10 5  41 S  L  1  C 6 0  3 5  5 2  2,10 0  54.60 B 25 0  2 S  L  1  C 3 1  1 3  1 4  40 3  2.82 

A 10 8  15 S R  1  H B  E 2 1  1 5  31 5  0.00 B 10 5  58 S R  4  A 5 2  3 8  5 3  1,97 6  52.36 B 25 0  4 S R  1  E 2 0  1 7  1 4  34 0  2.38 

A 10 8  16 S R  1  H  E 5 6  1 7  95 2  0.00 B 10 5  57 S R  4  C 6 4  3 6  4 4  2,30 4  50.69 B 25 0  3 S  L  1  E 2 5  1 3  1 2  32 5  1.95 

A 22 3  14 S R  1  H B  C 4 5  1 9  2 0  85 5  8.55 B 10 5  68 S R  2  C 5 8  3 3  5 2  1,91 4  49.76 B 25 0  6 S R  1  E 2 3  1 5  1 1  34 5  1.90 

A 22 3  1 S  L  2  H  C 3 8  1 7  2 3  64 6  7.43 B 10 5  71 S R  2  C 5 6  3 6  4 9  2,01 6  49.39 B 25 0  9 B  B  2  A 1 5  6  1 8  9 0  0.81 

A 22 3  6 S  L  1  H  C 3 2  1 9  2 2  60 8  6.69 B 10 5  65 S R  3  A 5 1  3 1  6 2  1,58 1  49.01 B 25 1  17 S  R  C 4 8  1 8  3 2  86 4  13.82 

A 22 3  10 S  L  1  H  C 5 0  1 2  2 2  60 0  6.60 B 10 5  27 S  L  2  C 5 6  3 0  5 6  1,68 0  47.04 B 25 1  5 S  L  1  E 4 0  3 0  2 2  1,20 0  13.20 

A 22 3  4 S  L  1  H  A 2 3  2 0  2 8  46 0  6.44 B 10 5  8 S  L  3  C 5 2  3 7  4 1  1,92 4  39.44 B 25 1  3 S  L  C 3 8  1 8  3 1  68 4  10.60 

A 22 3  15 S R  1  H  C 3 3  1 2  2 7  39 6  5.35 B 10 5  73 S R  2  C 5 5  3 0  4 6  1,65 0  37.95 B 25 1  6 S  L  1  E 3 0  2 6  2 6  78 0  10.14 

A 22 3  8 S  L  1  B  E 3 2  2 2  1 3  70 4  4.58 B 10 5  85 S R  1  C 6 1  2 9  4 2  1,76 9  37.15 B 25 1  24 S R  1  C 4 0  1 6  3 1  64 0  9.92 

A 22 3  9 S  L  1  B  C 2 8  1 6  2 0  44 8  4.48 B 10 5  76 S R  2  C 5 4  3 2  4 1  1,72 8  35.42 B 25 1  18 S  R  C 3 4  1 6  3 3  54 4  8.98 

A 22 3  13 S R  2  H  A 2 0  1 4  2 7  28 0  3.78 B 10 5  20 S  L  3  C 5 6  3 4  3 7  1,90 4  35.22 B 25 1  26 S R  1  C 3 4  1 9  2 6  64 6  8.40 

A 22 3  17 S R  1  B  A 2 1  1 5  2 3  31 5  3.62 B 10 5  36 S  L  2  E 5 0  4 0  3 5  2,00 0  35.00 B 25 1  25 S R  1  E 3 0  2 5  2 0  75 0  7.50 

A 22 3  7 S  L  1  H  C 2 6  1 1  2 4  28 6  3.43 B 10 5  64 S R  3  A 3 6  3 6  5 3  1,29 6  34.34 B 25 1  7 S  L  1  F 2 5  2 6  2 1  65 0  6.83 

A 22 3  18 S R  1  B  A 1 5  1 4  3 1  21 0  3.26 B 10 5  13 S  L  3  A 5 3  2 3  5 6  1,21 9  34.13 B 25 1  31 B  B  C 4 0  1 3  2 6  52 0  6.76 

A 22 3  2 S  L  2  H  E 2 4  2 0  1 2  48 0  2.88 B 10 5  39 S  L  2  C 5 7  3 1  3 7  1,76 7  32.69 B 25 1  14 S  R  A 3 0  9  5 0  27 0  6.75 

A 22 3  12 S R  2  H  A 1 9  6  4 4  11 4  2.51 B 10 5  10 S  L  4  C 4 7  3 0  4 6  1,41 0  32.43 B 25 1  23 S R  1  C 2 6  2 1  2 2  54 6  6.01 

A 22 3  11 S R  2  H  A 1 4  1 0  3 2  14 0  2.24 B 10 5  28 S  L  2  C 4 5  3 2  4 5  1,44 0  32.40 B 25 1  28 B  B  C 3 8  1 7  1 8  64 6  5.81 

A 22 3  16 S R  1  B  A 1 5  1 3  1 9  19 5  1.85 B 10 5  67 S R  2  C 5 3  3 3  3 7  1,74 9  32.36 B 25 1  30 B  B  C 2 9  1 6  2 5  46 4  5.80 

A 22 3  3 S  L  2  H  A 1 8  8  2 2  14 4  1.58 B 10 5  43 S  L  1  C 6 4  2 9  3 3  1,85 6  30.62 B 25 1  8 S  L  1  E 2 4  2 4  2 0  57 6  5.76 

A 22 3  5 S  L  1  H  A 1 2  8  3 0  9 6  1.44 B 10 5  59 S R  3  C 6 0  2 5  4 0  1,50 0  30.00 B 25 1  21 S R  1  C 3 7  1 7  1 8  62 9  5.66 

A 22 4  53 B  B  1  H B  F 3 0  3 7  1 1  1,11 0  6.11 B 10 5  30 S  L  2  E 6 1  3 2  2 9  1,95 2  28.30 B 25 1  34 B  B  1  F 2 7  4 4  9  1,18 8  5.35 

A 22 4  44 S  L  1  B  E 2 7  2 0  2 0  54 0  5.40 B 10 5  94 F  F  3  C 6 3  2 7  3 1  1,70 1  26.37 B 25 1  20 S  R  A 2 3  1 2  3 8  27 6  5.24 

A 22 4  54 B  B  1  H B  F 2 2  3 7  1 0  81 4  4.07 B 10 5  66 S R  3  A 3 6  2 8  4 2  1,00 8  21.17 B 25 1  9 S  L  1  E 2 5  2 5  1 6  62 5  5.00 

A 22 4  47 S  L  1  B  E 3 3  1 6  1 5  52 8  3.96 B 10 5  17 S  L  4  E 4 6  3 4  2 7  1,56 4  21.11 B 25 1  13 S  R  A 2 0  1 6  3 0  32 0  4.80 

A 22 4  14 S R  2  B  A 2 1  1 6  2 2  33 6  3.70 B 10 5  103 F  F  1  E 5 6  3 0  2 5  1,68 0  21.00 B 25 1  35 B  B  1  F 3 0  3 8  8  1,14 0  4.56 

A 22 4  22 S  L  3  B  C 2 8  1 3  1 9  36 4  3.46 B 10 5  54 S  L  1  C 4 5  2 4  3 8  1,08 0  20.52 B 25 1  4 S  L  C 3 2  9  2 9  28 8  4.18 

A 22 4  45 S  L  1  B  E 2 7  1 7  1 5  45 9  3.44 B 10 5  48 S  L  1  A 3 5  3 2  3 6  1,12 0  20.16 B 25 1  12 S  R  B 1 2  1 5  4 4  18 0  3.96 

A 22 4  32 S  L  2  B  C 3 0  1 3  1 7  39 0  3.32 B 10 5  26 S  L  2  A 4 0  2 3  4 2  92 0  19.32 B 25 1  11 S  R  C 3 2  8  3 0  25 6  3.84 

A 22 4  46 S  L  1  B  C 3 0  1 2  1 7  36 0  3.06 B 10 5  83 S R  1  A 3 7  2 6  4 0  96 2  19.24 B 25 1  10 S  L  1  E 2 5  2 0  1 5  50 0  3.75 

A 22 4  48 S  L  1  B  C 2 9  1 3  1 6  37 7  3.02 B 10 5  6 S  L  3  A 3 6  2 4  4 4  86 4  19.01 B 25 1  2 S  L  A 2 2  1 3  2 6  28 6  3.72 

A 22 4  7 S R  1  H B  C 2 2  1 4  1 9  30 8  2.93 B 10 5  84 S R  1  A 3 5  2 4  4 5  84 0  18.90 B 25 1  33 B  B  1  F 2 0  3 0  1 1  60 0  3.30 

A 22 4  5 S R  3  B  C 2 4  1 1  2 2  26 4  2.90 B 10 5  2 S  L  3  D 2 3  4 2  3 8  94 5  17.96 B 25 1  22 S R  1  C 2 5  1 5  1 7  37 5  3.19 

A 22 4  33 S  L  2  B  A 1 5  1 4  2 5  21 0  2.63 B 10 5  89 S R  1  C 5 6  1 6  4 0  89 6  17.92 B 25 1  19 S  R  A 1 9  1 0  3 2  19 0  3.04 

A 22 4  17 S R  2  B  A 1 9  1 2  2 2  22 8  2.51 B 10 5  102 F  F  1  E 5 0  3 1  2 2  1,55 0  17.05 B 25 1  27 B  B  A 2 3  8  3 0  18 4  2.76 

A 22 4  49 S  L  1  H B  F 1 7  2 5  1 1  42 5  2.34 B 10 5  99 F  F  2  A 3 6  2 1  4 4  75 6  16.63 B 25 1  16 S  R  C 2 7  9  2 2  24 3  2.67 

A 22 4  12 S R  1  B  C 2 2  1 4  1 5  30 8  2.31 B 10 5  95 F  F  3  A 3 4  2 7  3 6  91 8  16.52 B 25 1  1 S  L  A 2 2  8  2 7  17 6  2.38 

A 22 4  37 S  L  2  B  A 1 7  1 0  2 6  17 0  2.21 B 10 5  11 S  L  3  C 3 7  2 4  3 7  88 8  16.43 B 25 1  29 B  B  C 2 7  8  1 7  21 6  1.84 

A 22 4  34 S  L  2  H B  A 1 6  1 4  1 9  22 4  2.13 B 10 5  51 S  L  1  A 2 9  2 6  4 3  75 4  16.21 B 25 1  15 S  R  E 2 0  1 4  1 3  28 0  1.82 

A 22 4  3 S R  1  B  C 2 2  1 0  1 8  22 0  1.98 B 10 5  81 S R  1  E 3 7  2 8  2 8  1,03 6  14.50 B 25 1  32 B  B  E 3 0  1 1  9  33 0  1.49 

A 22 4  18 S R  1  B  C 2 4  1 1  1 5  26 4  1.98 B 10 5  49 S  L  1  C 3 2  2 9  3 1  92 8  14.38 B 25 3  2 S R  1  E 3 4  1 3  1 1  44 2  2.43 

A 22 4  1 S R  1  B  C 2 1  1 1  1 7  23 1  1.96 B 10 5  31 S  L  3  A 2 8  1 7  5 8  47 6  13.80 B 25 3  6 B  B  1  E 2 2  2 0  1 0  44 0  2.20 

A 22 4  9 S R  1  B  C 2 3  1 2  1 4  27 6  1.93 B 10 5  98 F  F  2  A 3 1  2 1  4 2  65 1  13.67 B 25 3  4 S R  1  C 2 0  7  2 0  14 0  1.40 

A 22 4  15 S R  3  B  A 1 9  9  2 2  17 1  1.88 B 10 5  33 S  L  2  C 5 1  1 4  3 5  71 4  12.50 B 25 3  5 S R  1  C 2 2  7  1 1  15 4  0.85 

A 22 4  36 S  L  2  B  C 2 1  1 0  1 7  21 0  1.79 B 10 5  1 S  L  4  A 2 7  2 3  4 0  62 1  12.42 B 25 3  3 S R  1  C 1 3  9  1 0  11 7  0.59 

A 22 4  29 S  L  2  B  A 1 7  1 0  2 0  17 0  1.70 B 10 5  87 S R  1  C 4 0  1 5  4 0  60 0  12.00 B 25 3  1 S R  1  A 9  6  1 7  5 4  0.46 

A 22 4  26 S  L  3  B  A 2 1  7  2 3  14 7  1.69 B 10 5  55 S  L  1  C 3 9  1 8  3 2  70 2  11.23 B 25 4  49 S R  2  C 7 4  3 0  6 5  2,22 0  72.15 

A 22 4  23 S  L  3  B  C 2 2  8  1 8  17 6  1.58 B 10 5  104 F  F  1  A 2 9  2 5  3 0  72 5  10.88 B 25 4  8 B  B  1  E 9 0  5 0  2 2  4,50 0  49.50 

A 22 4  13 S R  3  H B  A 1 6  1 0  1 9  16 0  1.52 B 10 5  72 S R  2  B 2 5  2 7  3 2  67 5  10.80 B 25 4  24 S  L  1  E 5 3  4 8  3 5  2,54 4  44.52 

A 22 4  6 S R  2  B  C 2 3  9  1 4  20 7  1.45 B 10 5  19 S  L  3  A 3 1  1 9  3 6  58 9  10.60 B 25 4  29 S R  4  C 6 0  3 3  3 8  1,98 0  37.62 

A 22 4  10 S R  2  B  C 2 3  7  1 8  16 1  1.45 B 10 5  82 S R  1  C 4 1  1 7  2 9  69 7  10.11 B 25 4  60 S R  2  C 5 7  3 0  4 0  1,71 0  34.20 

A 22 4  35 S  L  2  B  C 1 5  1 2  1 4  18 0  1.26 B 10 5  53 S  L  1  C 2 9  2 4  2 9  69 6  10.09 B 25 4  18 S  L  2  C 5 6  3 0  4 0  1,68 0  33.60 

A 22 4  50 B  B  2  H B  C 2 0  8  1 5  16 0  1.20 B 10 5  18 S  L  4  A 2 5  2 1  3 8  52 5  9.98 B 25 4  3 B  B  3  C 8 3  2 5  3 2  2,07 5  33.20 

A 22 4  31 S  L  2  B  A 1 3  9  2 0  11 7  1.17 B 10 5  80 S R  1  C 4 0  1 4  3 1  56 0  8.68 B 25 4  52 S R  3  A 4 7  2 3  6 0  1,08 1  32.43 

A 22 4  16 S R  3  B  A 1 3  7  2 1  9 1  0.96 B 10 5  61 S R  4  A 3 0  1 4  4 1  42 0  8.61 B 25 4  65 S R  1  E 4 0  3 7  3 5  1,48 0  25.90 

A 22 4  24 S  L  3  B  A 1 6  7  1 7  11 2  0.95 B 10 5  42 S  L  1  A 4 4  8  4 6  33 4  7.69 B 25 4  50 S R  1  C 5 6  2 7  3 3  1,51 2  24.95 

A 22 4  4 S R  3  B  A 1 3  9  1 6  11 7  0.94 B 10 5  101 F  F  2  A 2 8  1 7  3 1  47 6  7.38 B 25 4  59 S R  1  C 4 5  2 8  3 6  1,26 0  22.68 

A 22 4  25 S  L  3  B  A 2 1  4  2 2  8 4  0.92 B 10 5  106 S R  1  B 1 6  1 9  4 0  30 4  6.08 B 25 4  19 S  L  2  A 3 5  2 5  4 5  87 5  19.69 

A 22 4  38 S  L  2  B  C 2 3  7  1 1  16 1  0.89 B 10 5  97 F  F  3  C 2 9  1 2  2 9  34 8  5.05 B 25 4  26 S  L  1  E 4 6  2 8  2 8  1,28 8  18.03 

A 22 4  41 S  L  1. 5  B  A 1 1  8  1 8  8 8  0.79 B 10 5  105 F  F  1  C 2 7  1 3  2 3  35 1  4.04 B 25 4  4 B  B  2  C 5 7  2 2  2 7  1,25 4  16.93 

A 22 4  21 S  L  3  B  A 1 4  7  1 6  9 8  0.78 B 10 5  9 S  L  4  B 1 5  1 8  2 7  27 0  3.65 B 25 4  30 S R  3  C 4 7  2 3  3 1  1,08 1  16.76 

A 22 4  27 S  L  3  B  C 2 7  3  1 4  8 1  0.57 B 10 5  22 S  L  3  C 3 0  1 3  1 8  39 0  3.51 B 25 4  35 S R  1  C 4 6  2 4  3 0  1,10 4  16.56 

A 22 4  2 S R  2  B  A 1 0  6  1 7  6 0  0.51 B 10 5  107 S R  1  C 2 4  1 2  2 3  28 8  3.31 B 25 4  25 S  L  1  C 3 3  3 0  3 3  99 0  16.34 

A 22 4  28 S  L  3  B  C 1 7  4  1 2  6 8  0.41 B 10 5  100 F  F  2  A 2 0  1 5  2 1  30 0  3.15 B 25 4  2 B  B  4  C 4 5  2 3  2 8  1,03 5  14.49 

A 22 4  11 S R  2  B  E 1 2  6  5  7 2  0.18 B 24 9  15 B  B  1  F 5 6  7 0  1 7  3,92 0  33.32 B 25 4  13 S  L  4  A 2 5  2 4  4 6  60 0  13.80 

A 22 6  10 B  B  1  B  E 3 1  2 9  1 0  89 9  4.50 B 24 9  2 S  L  1  C 4 3  2 8  4 0  1,20 4  24.08 B 25 4  45 S R  3  C 4 5  2 0  3 0  90 0  13.50 

A 22 6  2 S  L  1  B  C 3 4  1 3  1 9  44 2  4.20 B 24 9  1 S  L  1  C 3 8  2 7  3 8  1,02 6  19.49 B 25 4  34 S R  2  C 5 3  1 7  2 9  90 1  13.06 

A 22 6  9 B  B  2  H B  A 2 4  8  2 8  19 2  2.69 B 24 9  10 S R  1  C 4 2  2 1  3 0  88 2  13.23 B 25 4  41 S R  1  C 3 0  2 8  3 0  84 0  12.60 

A 22 6  5 S R  1  B  A 1 8  1 2  2 1  21 6  2.27 B 24 9  6 S R  2  A 3 2  1 7  4 1  54 4  11.15 B 25 4  66 S R  1  A 3 3  1 8  4 0  59 4  11.88 

A 22 6  8 S R  1  B  C 2 2  1 1  1 7  24 2  2.06 B 24 9  5 S R  2  A 3 4  1 5  4 2  51 0  10.71 B 25 4  28 S  L  1  C 3 3  2 4  2 8  79 2  11.09 

第 25 表 石材法量表（1）
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B 25 4  7 B  B  2  C 3 1  1 8  3 0  55 8  8.37 D 23 9  5 S R  1  A 3 0  2 4  3 5  72 0  12.60 E 7 1  126 S  R  A 4 0  2 4  5 1  96 0  24.48 

B 25 4  14 S  L  3  C 3 3  1 9  2 6  62 7  8.15 D 23 9  7 S R  1  A 3 1  2 0  3 5  62 0  10.85 E 7 1  140 S R  1  C 5 8  2 7  3 1  1,56 6  24.27 

B 25 4  10 B  B  1  E 4 7  2 8  1 0  1,31 6  6.58 D 23 9  4 S R  1  A 2 3  1 7  2 5  39 1  4.89 E 7 1  66 S  R  A 4 2  1 9  5 4  79 8  21.55 

B 25 4  46 S R  4  A 2 2  1 7  3 2  37 4  5.98 D 23 9  2 S R  2  C 1 3  1 0  1 3  13 0  0.85 E 7 1  7 S  L  4  A 3 5  1 9  6 3  66 5  20.95 

B 25 4  56 S  R  2. 5  A 2 0  2 0  2 5  40 0  5.00 D 23 9  8 S R  1  C 1 3  9  1 3  11 7  0.76 E 7 1  54 S  L  1  C 5 0  2 5  3 3  1,25 0  20.63 

B 25 4  11 S  L  4  A 1 8  1 4  3 3  25 2  4.16 D 23 9  1 S R  2  C 1 8  8  9  14 4  0.65 E 7 1  96 S  R  C 5 3  2 5  3 0  1,32 5  19.88 

B 25 4  1 B  B  4  C 2 3  1 3  1 9  29 9  2.84 D 24 0  17 S R  3  E 7 8  4 4  4 3  3,43 2  73.79 E 7 1  133 S R  1  A 3 7  2 4  4 4  88 8  19.54 

B 25 4  43 S  R  1. 5  C 2 2  1 2  2 0  26 4  2.64 D 24 0  37 B  B  1  F 7 0  10 0  1 9  7,00 0  66.50 E 7 1  2 S  L  4  A 2 6  2 4  5 9  62 4  18.41 

B 25 5  4 B  B  1  F 3 4  5 0  1 4  1,70 0  11.90 D 24 0  4 S  L  2  C 5 7  4 0  5 6  2,28 0  63.84 E 7 1  74 S  R  A 3 4  2 1  5 1  71 4  18.21 

B 25 5  3 S R  1  C 3 2  2 0  3 0  64 0  9.60 D 24 0  11 S  L  1  C 5 7  4 2  4 8  2,39 4  57.46 E 7 1  156 F  F  A 3 6  2 6  3 8  93 6  17.78 

B 25 5  5 B  B  1  F 3 5  4 0  1 2  1,40 0  8.40 D 24 0  18 S R  3  E 5 8  4 5  4 0  2,61 0  52.20 E 71 A 3 0  2 5  4 7  75 0  17.63 

B 25 5  1 S  L  1  E 3 6  2 5  1 7  90 0  7.65 D 24 0  34 S R  1  C 6 0  3 8  4 4  2,28 0  50.16 E 7 1  63 S  R  A 3 5  2 0  5 0  70 0  17.50 

B 25 5  2 S R  2  A 1 6  6  3 4  9 6  1.63 D 24 0  28 S R  1  C 6 0  2 7  3 8  1,62 0  30.78 E 7 1  139 S R  1  C 4 0  2 5  3 5  1,00 0  17.50 

D 9 5  2 S  L  1  C 5 9  3 3  3 9  1,94 7  37.97 D 24 0  19 S R  2  E 4 7  4 7  2 6  2,20 9  28.72 E 7 1  26 S  L  2  E 5 3  3 1  2 1  1,64 3  17.25 

D 9 5  11 B  B  1  A 3 3  3 3  4 8  1,08 9  26.14 D 240 E 4 0  3 8  3 6  1,52 0  27.36 E 7 1  53 S  L  1  E 6 2  2 4  2 3  1,48 8  17.11 

D 9 5  7 S R  1  C 3 9  3 0  3 5  1,17 0  20.48 D 24 0  14 S R  3  C 5 3  2 7  3 7  1,43 1  26.47 E 7 1  52 S  L  1  C 4 5  2 2  3 4  99 0  16.83 

D 9 5  1 S  L  2  C 4 8  1 4  4 5  67 2  15.12 D 24 0  10 S  L  1  E 5 6  4 9  1 8  2,74 4  24.70 E 7 1  33 S  L  3  C 7 5  1 4  3 2  1,05 0  16.80 

D 9 5  9 S R  1  C 4 0  2 0  3 6  80 0  14.40 D 240 A 4 1  2 6  4 2  1,06 6  22.39 E 7 1  67 S  R  A 3 4  1 9  5 2  64 6  16.80 

D 9 5  8 S R  1  E 4 2  2 6  2 4  1,09 2  13.10 D 24 0  33 S R  1  C 5 5  2 0  3 6  1,10 0  19.80 E 7 1  134 S R  1  A 3 5  2 0  4 7  70 0  16.45 

D 9 5  5 S  L  1  A 3 4  2 0  3 6  68 0  12.24 D 240 A 3 4  3 0  3 6  1,02 0  18.36 E 7 1  104 S  R  A 4 0  1 5  5 4  60 0  16.20 

D 9 5  10 S R  1  C 3 7  1 7  2 7  62 9  8.49 D 240 F 3 2  3 4  3 0  1,08 8  16.32 E 7 1  42 S  L  2  C 5 5  2 3  2 5  1,26 5  15.81 

D 9 5  3 S  L  1  C 4 0  1 5  2 8  60 0  8.40 D 240 C 4 2  2 0  3 8  84 0  15.96 E 7 1  34 S  L  2  E 6 0  2 7  1 9  1,62 0  15.39 

D 9 5  4 S  L  1  C 3 2  1 5  3 0  48 0  7.20 D 240 A 3 5  2 0  4 4  70 0  15.40 E 7 1  57 S  L  1  C 4 0  2 4  3 2  96 0  15.36 

D 11 5  30 B  B  1  E 8 7  7 4  2 0  6,43 8  64.38 D 240 E 3 3  3 3  2 6  1,08 9  14.16 E 7 1  164 F  F  A 3 2  2 4  4 0  76 8  15.36 

D 11 5  18 S R  2  C 7 5  3 4  4 2  2,55 0  53.55 D 240 E 3 7  3 3  2 3  1,22 1  14.04 E 7 1  152 F  F  C 3 7  2 6  3 1  96 2  14.91 

D 11 5  8 S  L  1  C 6 7  3 4  3 7  2,27 8  42.14 D 240 C 4 2  1 7  3 7  71 4  13.21 E 7 1  113 S  R  A 3 4  1 9  4 5  64 6  14.54 

D 11 5  6 S  L  1  C 6 5  2 4  4 4  1,56 0  34.32 D 240 C 4 7  1 6  3 3  75 2  12.41 E 7 1  65 S  R  A 3 1  1 9  4 9  58 9  14.43 

D 11 5  9 S  L  1  C 5 5  2 4  5 1  1,32 0  33.66 D 240 A 3 7  1 6  3 9  59 2  11.54 E 7 1  150 F  F  A 3 0  2 0  4 7  60 0  14.10 

D 11 5  11 S  L  1  C 5 1  2 7  4 7  1,37 7  32.36 D 240 E 3 5  2 6  2 4  91 0  10.92 E 7 1  87 S  R  C 3 5  2 5  3 2  87 5  14.00 

D 11 5  21 S R  2  C 5 5  3 3  3 5  1,81 5  31.76 D 240 C 4 8  1 4  3 2  67 2  10.75 E 7 1  117 S  R  A 3 2  1 7  5 1  54 4  13.87 

D 11 5  24 S R  1  C 6 4  2 6  3 6  1,66 4  29.95 D 240 C 3 7  1 9  3 0  70 3  10.55 E 7 1  62 S  R  A 2 4  2 2  5 2  52 8  13.73 

D 11 5  29 S R  1  C 5 3  2 9  3 7  1,53 7  28.43 D 240 A 3 0  2 0  3 3  60 0  9.90 E 7 1  59 S  L  1  C 3 2  2 8  3 0  89 6  13.44 

D 11 5  15 S R  2  C 4 6  1 8  4 0  82 8  16.56 D 24 0  29 S R  1  F 4 2  6 5  7  2,73 0  9.56 E 7 1  132 S R  1  A 3 1  1 9  4 5  58 9  13.25 

D 11 5  7 S  L  1  A 3 4  2 2  3 8  74 8  14.21 D 240 D 1 9  3 4  2 9  64 6  9.37 E 7 1  58 S  L  1  C 4 6  1 7  3 3  78 2  12.90 

D 11 5  19 S R  2  E 3 6  2 9  2 5  1,04 4  13.05 D 240 C 3 4  1 7  3 0  57 8  8.67 E 7 1  109 S  R  A 4 0  1 4  4 6  56 0  12.88 

D 11 5  26 S R  1  A 3 6  1 6  4 1  57 6  11.81 D 240 C 4 0  1 6  2 5  64 0  8.00 E 7 1  28 S  L  2  C 3 2  2 5  3 2  80 0  12.80 

D 11 5  25 S R  1  C 3 5  2 0  3 2  70 0  11.20 D 240 B 2 1  2 3  3 2  48 3  7.73 E 7 1  137 S R  1  C 4 1  1 9  3 1  77 9  12.07 

D 115 A 2 6  2 2  3 4  57 2  9.72 D 240 A 2 8  1 6  3 0  44 8  6.72 E 7 1  27 S  L  2  C 4 6  2 0  2 6  92 0  11.96 

D 11 5  27 S R  1  C 4 3  1 7  2 6  73 1  9.50 D 240 A 2 7  1 3  3 7  35 1  6.49 E 71 A 3 1  1 9  4 0  58 9  11.78 

D 115 A 2 2  1 9  4 2  41 8  8.78 D 240 A 2 5  1 5  3 2  37 5  6.00 E 7 1  103 S  R  A 2 8  1 5  5 6  42 0  11.76 

D 115 A 2 7  1 4  4 5  37 8  8.51 D 240 C 3 5  1 0  3 1  35 0  5.43 E 7 1  51 S  L  1  A 2 7  2 0  4 3  54 0  11.61 

D 11 5  1 S  L  2  C 4 6  1 3  2 6  59 8  7.77 D 240 A 2 0  1 0  4 0  20 0  4.00 E 7 1  138 S R  1  C 4 3  2 0  2 7  86 0  11.61 

D 115 A 2 5  1 7  3 5  42 5  7.44 D 240 A 2 0  1 1  3 3  22 0  3.63 E 71 B 2 0  2 5  4 6  50 0  11.50 

D 115 F 1 8  4 6  1 6  82 8  6.62 D 240 E 2 0  2 0  1 7  40 0  3.40 E 7 1  20 S  L  3  A 2 4  1 9  4 9  45 6  11.17 

D 115 A 2 8  1 2  3 4  33 6  5.71 D 240 F 2 1  2 2  1 4  46 2  3.23 E 7 1  55 S  L  1  C 3 9  2 1  2 7  81 9  11.06 

D 115 A 2 0  1 5  3 3  30 0  4.95 D 240 C 2 0  1 5  1 9  30 0  2.85 E 7 1  50 S  L  1  A 2 7  1 9  4 3  51 3  11.03 

D 115 A 2 4  1 4  2 9  33 6  4.87 D 240 C 3 1  7  2 6  21 7  2.82 E 7 1  110 S  R  C 3 7  1 6  3 7  59 2  10.95 

D 11 5  23 S R  1  C 3 3  1 4  2 0  46 2  4.62 D 240 E 3 0  1 3  1 2  39 0  2.34 E 7 1  64 S  R  A 3 3  1 5  4 4  49 5  10.89 

D 115 A 2 3  1 4  2 6  32 2  4.19 D 240 C 2 5  5  1 8  12 5  1.13 E 7 1  128 S  R  C 4 0  1 8  3 0  72 0  10.80 

D 115 A 2 6  6  3 8  15 6  2.96 D 24 1  1 S R  1  C 3 4  1 6  2 1  54 4  5.71 E 7 1  131 S  R  C 4 8  1 5  3 0  72 0  10.80 

D 115 C 2 4  1 0  2 4  24 0  2.88 D 24 1  2 S R  1  C 3 0  1 1  2 0  33 0  3.30 E 7 1  18 S  L  4  A 2 7  1 4  5 6  37 8  10.58 

D 115 C 2 9  8  2 3  23 2  2.67 D 24 4  7 B  B  1  F 4 9  6 2  4 2  3,03 8  63.80 E 7 1  39 S  L  2  C 4 4  1 6  2 9  70 4  10.21 

D 115 E 2 0  1 8  1 1  36 0  1.98 D 24 4  5 S  L  1  E 5 3  2 7  2 5  1,43 1  17.89 E 7 1  68 S  R  A 2 3  1 3  6 8  29 9  10.17 

D 115 A 2 0  5  2 1  10 0  1.05 D 24 4  4 S  L  1  E 3 6  2 6  2 4  93 6  11.23 E 7 1  107 S  R  B 2 0  2 6  3 9  52 0  10.14 

D 23 3  3 B  B  1  F 3 0  4 4  2 2  1,32 0  14.52 D 24 4  6 S R  1  E 5 4  2 6  1 6  1,40 4  11.23 E 7 1  24 S  L  3  A 3 0  1 5  4 5  45 0  10.13 

D 23 3  1 S  L  1  C 4 1  2 3  2 9  94 3  13.67 D 24 4  2 S  L  1  C 3 6  2 1  2 4  75 6  9.07 E 71 A 2 5  1 6  5 0  40 0  10.00 

D 23 3  2 S  L  1  C 2 8  2 1  2 3  58 8  6.76 D 24 4  1 S  L  2  C 4 6  1 7  2 2  78 2  8.60 E 7 1  12 S  L  4  C 3 1  2 2  2 9  68 2  9.89 

D 23 4  3 B  B  1  E 5 5  4 2  2 9  2,31 0  33.50 D 24 4  3 S  L  1  E 3 8  2 0  2 0  76 0  7.60 E 7 1  155 F  F  A 3 3  1 3  4 6  42 9  9.87 

D 23 4  2 S R  1  C 4 4  3 2  3 5  1,40 8  24.64 D 24 5  2 B  B  1  E 4 6  4 4  2 6  2,02 4  26.31 E 7 1  23 S  L  3  B 2 0  2 3  4 1  46 0  9.43 

D 23 4  1 S R  1  E 4 2  3 1  2 6  1,30 2  16.93 D 24 5  3 B  B  1  F 3 8  6 0  2 2  2,28 0  25.08 E 7 1  11 S  L  4  B 1 4  2 0  6 7  28 0  9.38 

D 23 6  25 B  B  1  F 7 6  8 2  2 8  6,23 2  87.25 D 24 5  1 S  L  1  C 3 1  1 8  2 2  55 8  6.14 E 7 1  101 S  R  A 2 2  1 9  4 4  41 8  9.20 

D 23 6  1 S  L  3  C 5 8  3 2  5 4  1,85 6  50.11 E 7 1  149 B  B  1  F 5 9  7 2  2 8  4,24 8  59.47 E 7 1  61 S  R  A 2 1  1 5  5 8  31 5  9.14 

D 23 6  22 S R  1  E 5 8  4 1  4 0  2,37 8  47.56 E 7 1  90 S  R  C 5 8  3 5  5 8  2,03 0  58.87 E 71 A 3 4  1 4  3 7  47 6  8.81 

D 23 6  18 S R  2  C 5 7  3 2  5 2  1,82 4  47.42 E 7 1  89 S  R  C 8 8  3 2  4 1  2,81 6  57.73 E 7 1  158 F  F  A 2 4  2 2  3 3  52 8  8.71 

D 23 6  4 S  L  2  E 4 7  4 4  4 0  2,06 8  41.36 E 7 1  72 S  R  A 4 7  3 0  7 5  1,41 0  52.88 E 7 1  14 S  L  4  D 2 3  2 8  2 7  64 4  8.69 

D 23 6  16 S R  2  A 3 8  3 7  5 4  1,40 6  37.96 E 7 1  168 F  F  A 5 7  2 6  6 2  1,48 2  45.94 E 7 1  157 F  F  A 2 2  2 1  3 7  46 2  8.55 

D 236 E 4 0  3 8  2 6  1,52 0  19.76 E 7 1  1 S  L  4  A 5 0  3 6  5 1  1,80 0  45.90 E 7 1  56 S  L  1  A 2 3  2 0  3 7  46 0  8.51 

D 23 6  24 B  B  1  D 2 5  6 0  2 6  1,50 0  19.50 E 7 1  163 F  F  C 5 1  4 0  4 5  2,04 0  45.90 E 71 A 2 5  1 3  4 9  32 5  7.96 

D 23 6  26 B  B  1  F 4 2  6 4  1 3  2,68 8  17.47 E 7 1  92 S  R  C 5 5  3 0  4 8  1,65 0  39.60 E 71 C 3 5  1 8  2 5  63 0  7.88 

D 23 6  20 S R  1  E 5 0  4 1  1 6  2,05 0  16.40 E 7 1  21 S  L  3  A 4 2  3 1  6 0  1,30 2  39.06 E 7 1  10 S  L  4  A 2 6  1 5  4 0  39 0  7.80 

D 236 E 5 9  3 0  1 8  1,77 0  15.93 E 7 1  145 B  B  1  F 4 1  7 0  2 6  2,87 0  37.31 E 7 1  135 S R  1  A 2 6  1 7  3 5  44 2  7.74 

D 236 E 3 7  3 2  2 6  1,18 4  15.39 E 7 1  75 S  R  A 3 4  3 0  7 0  1,02 0  35.70 E 7 1  121 S  R  E 4 3  2 0  1 7  86 0  7.31 

D 236 C 4 1  2 5  2 9  1,02 5  14.86 E 7 1  162 F  F  A 4 9  2 9  5 0  1,42 1  35.53 E 71 B 1 3  2 7  3 9  35 1  6.84 

D 23 6  9 S  L  1  E 4 4  3 0  2 1  1,32 0  13.86 E 7 1  38 S  L  3  C 6 6  2 3  4 3  1,51 8  32.64 E 7 1  115 S  R  C 3 5  1 1  3 4  38 5  6.55 

D 236 E 4 6  3 0  2 0  1,38 0  13.80 E 7 1  86 S  R  C 5 3  2 4  4 9  1,27 2  31.16 E 7 1  116 S  R  A 2 3  1 6  3 4  36 8  6.26 

D 236 E 3 8  2 7  2 5  1,02 6  12.83 E 7 1  16 S  L  4  A 3 8  2 6  6 3  98 8  31.12 E 7 1  37 S  L  2  A 2 2  1 7  3 3  37 4  6.17 

D 236 E 3 0  2 5  2 1  75 0  7.88 E 7 1  142 B  B  1  F 3 8  6 3  2 6  2,39 4  31.12 E 7 1  13 S  L  4  B 1 5  1 8  4 5  27 0  6.08 

D 236 E 3 8  2 5  1 4  95 0  6.65 E 7 1  94 S  R  C 6 0  2 2  4 6  1,32 0  30.36 E 7 1  108 S  R  A 3 1  8  4 2  24 8  5.21 

B 25 4  62 S R  1  A 2 7  2 5  3 1  67 5  10.46 D 23 6  21 S R  1  E 3 7  2 2  1 6  81 4  6.51 E 7 1  60 S  R  A 4 0  2 6  5 3  1,04 0  27.56 

B 25 4  55 S R  2  C 4 4  1 5  3 0  66 0  9.90 D 236 C 3 4  9  2 9  30 6  4.44 E 7 1  80 S  R  A 3 9  2 4  5 5  93 6  25.74 

B 25 4  23 S  L  1  C 3 5  2 3  2 4  80 5  9.66 D 236 C 2 4  1 5  2 0  36 0  3.60 E 7 1  136 S R  1  E 5 0  3 4  3 0  1,70 0  25.50 

B 25 4  16 S  L  3  A 3 1  1 4  3 9  43 4  8.46 D 238 S R  1  C 3 2  1 6  2 1  51 2  5.38 E 7 1  98 S  R  C 5 2  2 8  3 5  1,45 6  25.48 

B 25 4  17 S  L  2. 5  A 2 5  1 5  4 5  37 5  8.44 D 23 9  6 S R  1  C 3 7  2 7  3 0  99 9  14.99 E 7 1  93 S  R  C 6 0  1 6  5 2  96 0  24.96 

第 26 表 石材法量表（2）
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E 7 1  17 S  L  4  A 1 9  1 0  3 2  19 0  3.04 E 24 8  32 S R  1  H  C 3 4  2 3  3 4  78 2  13.29 E 25 7  29 S R  1  H B  E 4 3  3 8  1 6  1,63 4  13.07 

E 7 1  167 F  F  B 1 4  1 7  2 5  23 8  2.98 E 24 8  14 S  L  1  H  A 3 1  2 1  3 4  65 1  11.07 E 25 7  22 S R  3  H B  C 3 7  2 4  2 5  88 8  11.10 

E 7 1  5 S  L  3  A 2 2  1 0  2 5  22 0  2.75 E 24 8  10 S  L  2  H  C 3 3  2 2  2 8  72 6  10.16 E 25 7  35 B  B  H  E 2 9  2 7  2 4  78 3  9.40 

E 71 A 1 3  1 1  3 5  14 3  2.50 E 24 8  35 S R  1  H B  C 4 2  1 9  2 5  79 8  9.98 E 25 7  31 S R  1  H B  E 4 6  2 0  2 0  92 0  9.20 

E 7 1  40 S  L  3  C 4 2  3  3 3  12 6  2.08 E 24 8  38 B  B  2  B  C 4 8  1 5  2 7  72 0  9.72 E 25 7  23 S R  3  H B  A 2 4  1 6  4 1  38 4  7.87 

E 7 1  165 F  F  B 1 0  1 8  2 0  18 0  1.80 E 24 8  20 S R  3  H B  B 2 4  2 5  3 0  60 0  9.00 E 25 7  2 S  L  3  H B  E 3 2  2 7  1 8  86 4  7.78 

E 7 1  160 F  F  A 2 1  3  4 5  6 3  1.42 E 24 8  15 S  L  1  H  A 2 9  2 0  3 1  58 0  8.99 E 25 7  33 S R  1  H B  E 3 4  2 5  1 8  85 0  7.65 

E 7 1  15 S  L  4  A 1 3  6  1 9  7 8  0.74 E 24 8  21 S R  2  H  A 2 5  2 3  2 9  57 5  8.34 E 25 7  6 S  L  2  H B  E 2 7  2 4  2 2  64 8  7.13 

E 7 1  166 F  F  D 8  1 3  9  10 4  0.47 E 24 8  6 S  L  3  H  C 4 2  1 3  3 0  54 6  8.19 E 25 7  24 S R  2  H B  B 2 0  2 2  3 0  44 0  6.60 

E 11 6  46 S  R  H  C 7 5  5 2  7 0  3,90 0  136.50 E 24 8  29 S R  2  H  C 3 2  1 7  2 9  54 4  7.89 E 25 7  16 S  L  1  H B  C 3 4  1 9  2 0  64 6  6.46 

E 11 6  85 B  B  1  H  F 6 4  8 0  3 7  5,12 0  94.72 E 24 8  36 S R  1  H B  B 2 2  2 3  2 6  50 6  6.58 E 25 7  37 B  B  B  C 3 8  1 4  2 3  53 2  6.12 

E 11 6  2 S  L  H  C 6 1  4 3  4 4  2,62 3  57.71 E 24 8  13 S  L  1  H B  B 2 1  2 2  2 8  46 2  6.47 E 25 7  27 S R  2  H B  C 2 7  1 9  2 2  51 3  5.64 

E 11 6  8 S  L  H  C 5 7  4 0  4 7  2,28 0  53.58 E 24 8  22 S R  2  H B  C 3 2  1 7  2 2  54 4  5.98 E 25 7  15 S  L  1  H B  E 3 4  2 1  1 4  71 4  5.00 

E 11 6  84 B  B  1  H  F 4 1  8 0  2 7  3,28 0  44.28 E 24 8  30 S R  1  H B  C 3 3  1 8  2 0  59 4  5.94 E 25 7  32 S R  1  H B  C 3 4  1 4  2 0  47 6  4.76 

E 11 6  33 S  L  1  H  D 3 5  6 8  3 6  2,38 0  42.84 E 24 8  7 S  L  2  H B  C 3 3  1 1  3 2  36 3  5.81 E 25 7  39 B  B  H B  A 2 3  1 7  2 4  39 1  4.69 

E 11 6  3 S  L  H  C 5 6  2 7  5 1  1,51 2  38.56 E 24 8  16 S  L  1  H B  B 2 0  2 3  2 5  46 0  5.75 E 25 7  34 S R  1  H  A 2 0  1 8  2 5  36 0  4.50 

E 11 6  62 S  R  H  D 3 9  4 5  4 3  1,75 5  37.73 E 24 8  4 S  L  4  H  C 3 5  1 6  2 0  56 0  5.60 E 25 7  49 B  B  1  H B  D 1 5  2 5  2 2  37 5  4.13 

E 11 6  48 S  R  H  F 3 9  4 5  3 8  1,75 5  33.35 E 24 8  17 S  L  1  H  C 3 5  1 4  2 2  49 0  5.39 E 25 7  8 S  L  2  H B  C 2 2  1 1  2 0  24 2  2.42 

E 11 6  31 S  L  1  H  F 4 0  6 4  2 6  2,56 0  33.28 E 24 8  34 S R  1  H B  E 2 6  2 0  1 8  52 0  4.68 E 25 7  1 S  L  4  H B  C 2 0  1 2  1 6  24 0  1.92 

E 11 6  18 S  L  H  A 4 3  3 0  5 0  1,29 0  32.25 E 24 8  26 S R  2  H  C 3 0  1 0  3 0  30 0  4.50 E 25 7  14 S  L  1  H B  C 1 7  1 4  1 5  23 8  1.79 

E 11 6  55 S  R  H  C 6 0  2 5  4 0  1,50 0  30.00 E 24 8  12 S  L  2  H  C 3 0  1 1  2 6  33 0  4.29 E 25 7  43 B  B  H  A 1 3  1 1  2 4  14 3  1.72 

E 11 6  27 S  L  H  A 5 0  2 2  5 4  1,10 0  29.70 E 24 8  41 B  B  2  H  D 1 6  2 8  1 9  44 8  4.26 E 25 7  28 S R  2  H B  E 2 1  1 3  1 2  27 3  1.64 

E 11 6  16 S  L  H  A 4 4  2 8  4 6  1,23 2  28.34 E 24 8  40 B  B  2  H  A 1 6  1 3  2 7  20 8  2.81 E 25 7  47 B  B  H B  B 9  1 2  2 4  10 8  1.30 

E 11 6  60 S  R  H  C 4 6  2 7  4 4  1,24 2  27.32 E 24 8  24 S R  2  B  A 1 7  1 2  2 2  20 4  2.24 E 25 7  9 S  L  2  H B  A 1 5  7  2 4  10 5  1.26 

E 11 6  49 S  R  H  A 4 9  2 0  5 2  98 0  25.48 E 24 8  3 S  L  4  H  A 1 4  1 2  2 6  16 8  2.18 E 25 7  46 B  B  H  B 1 1  1 2  1 8  13 2  1.19 

E 11 6  70 S R  1  H  C 4 4  2 8  4 0  1,23 2  24.64 E 24 8  11 S  L  2  H  B 1 0  1 1  2 9  11 0  1.60 E 25 7  48 B  B  H  D 1 0  1 5  1 3  15 0  0.98 

E 11 6  40 S  L  1  H  E 3 9  3 7  3 3  1,44 3  23.81 E 25 2  29 B  B  2  H B  E 4 3  2 8  2 5  1,20 4  15.05 E 25 7  42 B  B  H  A 1 1  8  1 5  8 8  0.66 

E 11 6  66 S R  1  H  C 4 5  3 0  3 5  1,35 0  23.63 E 25 2  10 S  R  H B  A 2 7  2 3  3 2  62 1  9.94 E 25 7  45 B  B  H B  C 1 2  1 0  1 1  12 0  0.66 

E 11 6  36 S  L  1  H  E 3 9  3 9  2 9  1,52 1  22.05 E 25 2  7 S  L  1  H B  C 3 2  2 3  2 5  73 6  9.20 E 25 8  6 S R  1  C 2 7  1 2  1 3  32 4  2.11 

E 11 6  68 S R  1  H  C 4 8  2 2  3 6  1,05 6  19.01 E 25 2  11 S  R  H B  A 3 1  1 6  3 5  49 6  8.68 E 258 C 1 8  1 3  1 8  23 4  2.11 

E 11 6  23 S  L  H  A 3 6  1 9  5 5  68 4  18.81 E 25 2  28 S R  1  B  C 3 1  2 0  2 8  62 0  8.68 E 258 E 2 0  1 5  1 2  30 0  1.80 

E 11 6  41 S  R  H  A 3 5  2 5  4 2  87 5  18.38 E 25 2  30 B  B  1  H B  E 4 8  2 0  1 8  96 0  8.64 E 258 C 2 0  1 1  1 5  22 0  1.65 

E 11 6  76 S R  1  H  C 4 1  2 4  3 7  98 4  18.20 E 25 2  22 S R  1  H B  E 3 3  2 3  2 2  75 9  8.35 E 25 8  10 B  B  2  A 2 2  5  2 5  11 0  1.38 

E 11 6  38 S  L  1  H  C 4 7  2 4  3 2  1,12 8  18.05 E 25 2  19 S  R  H B  A 2 5  1 9  3 0  47 5  7.13 E 258 E 1 9  1 3  1 0  24 7  1.24 

E 11 6  4 S  L  H  A 2 9  2 0  6 0  58 0  17.40 E 25 2  4 S  L  1  H  C 2 7  1 8  2 5  48 6  6.08 E 258 C 2 3  9  1 1  20 7  1.14 

E 11 6  53 S  R  H  A 2 8  2 2  5 6  61 6  17.25 E 25 2  13 S  R  H B  A 2 3  1 6  3 2  36 8  5.89 E 258 E 2 2  1 0  8  22 0  0.88 

E 11 6  25 S  L  H  A 3 2  2 5  4 3  80 0  17.20 E 25 2  2 S  L  2  H  E 3 8  1 8  1 7  68 4  5.81 E 25 8  1 S R  3  C 2 3  4  1 8  9 2  0.83 

E 11 6  47 S  R  H  A 2 8  2 8  4 3  78 4  16.86 E 25 2  16 S  R  H B  A 1 8  1 5  3 4  27 0  4.59 E 258 C 1 6  7  1 1  11 2  0.62 

E 11 6  14 S  L  H  C 4 3  2 5  3 0  1,07 5  16.13 E 25 2  3 S  L  1  H  C 2 8  1 7  1 9  47 6  4.52 E 25 9  37 S R  1  H B  E 3 5  3 3  2 0  1,15 5  11.55 

E 11 6  54 S  R  H  C 5 4  1 7  3 5  91 8  16.07 E 25 2  15 S  R  H B  C 3 4  1 1  2 2  37 4  4.11 E 25 9  16 S  L  1  H B  C 3 3  1 6  2 6  52 8  6.86 

E 11 6  9 S  L  H  C 3 8  2 4  3 3  91 2  15.05 E 25 2  9 S  R  H B  A 1 6  1 4  3 4  22 4  3.81 E 25 9  43 B  B  4  H B  C 3 2  1 8  2 3  57 6  6.62 

E 11 6  50 S  R  H  C 4 4  1 5  4 2  66 0  13.86 E 25 2  21 S R  1  H B  E 2 0  2 0  1 7  40 0  3.40 E 25 9  38 S R  1  H B  C 3 1  1 5  2 6  46 5  6.05 

E 11 6  42 S  R  H  C 4 5  1 4  4 3  63 0  13.55 E 25 2  27 S R  1  H B  C 3 1  1 2  1 8  37 2  3.35 E 25 9  17 S  L  1  H B  E 3 6  2 1  1 4  75 6  5.29 

E 11 6  22 S  L  H B  A 3 0  1 6  5 6  48 0  13.44 E 25 2  12 S  R  H  A 1 7  1 4  2 6  23 8  3.09 E 25 9  14 S  L  1  H  E 3 1  2 0  1 7  62 0  5.27 

E 11 6  69 S R  1  H  A 2 6  2 3  3 7  59 8  11.06 E 25 2  24 S R  1  H B  E 3 6  1 3  1 2  46 8  2.81 E 25 9  29 H B  C 3 2  1 2  2 4  38 4  4.61 

E 11 6  39 S  L  1  H  A 2 8  2 1  3 6  58 8  10.58 E 25 2  25 S R  1  B  C 3 1  1 2  1 5  37 2  2.79 E 25 9  5 H B  A 2 8  1 0  3 2  28 0  4.48 

E 11 6  75 S R  1  H  C 3 4  2 3  2 6  78 2  10.17 E 25 2  5 S  L  1  H  E 2 6  1 5  1 4  39 0  2.73 E 25 9  35 S R  1  H B  E 2 7  2 0  1 6  54 0  4.32 

E 11 6  73 S R  1  H  C 3 8  1 6  3 3  60 8  10.03 E 25 2  8 S  L  1  H B  C 2 9  9  2 0  26 1  2.61 E 25 9  26 H B  B 1 7  1 9  2 5  32 3  4.04 

E 11 6  58 S  R  H  A 3 0  1 6  4 0  48 0  9.60 E 25 2  14 S  R  H  C 3 6  9  1 6  32 4  2.59 E 25 9  8 H B  E 2 4  1 9  1 6  45 6  3.65 

E 11 6  6 S  L  H  A 2 6  1 6  4 6  41 6  9.57 E 25 2  17 S  R  H  C 2 0  1 2  1 9  24 0  2.28 E 25 9  41 B  B  4  H B  E 2 4  1 8  1 6  43 2  3.46 

E 11 6  34 S  L  1  H  A 2 7  2 1  3 3  56 7  9.36 E 25 2  23 S R  1  H B  D 1 4  2 0  1 6  28 0  2.24 E 25 9  36 S R  1  H  E 2 5  1 9  1 4  47 5  3.33 

E 11 6  37 S  L  1  H  E 3 5  2 3  2 2  80 5  8.86 E 25 2  1 S  L  2  H  A 1 6  8  3 0  12 8  1.92 E 25 9  27 H B  C 2 3  1 4  2 0  32 2  3.22 

E 11 6  72 S R  1  H  A 2 8  1 4  4 3  39 2  8.43 E 25 6  27 F  F  1  H B  E 3 6  2 0  1 9  72 0  6.84 E 25 9  50 B  B  2  H B  C 2 2  1 5  1 9  33 0  3.14 

E 11 6  65 S R  1  H  E 3 5  2 4  2 0  84 0  8.40 E 25 6  4 S  L  1  H B  C 3 2  1 9  2 0  60 8  6.08 E 25 9  33 H B  E 2 4  1 6  1 5  38 4  2.88 

E 11 6  11 S  L  H  A 2 1  1 4  5 6  29 4  8.23 E 25 6  13 S R  2  B  C 3 6  1 6  2 0  57 6  5.76 E 25 9  18 S  L  1  H  A 1 9  1 2  2 5  22 8  2.85 

E 11 6  15 S  L  H  A 2 6  2 0  3 0  52 0  7.80 E 25 6  18 S R  1  H B  C 2 4  1 7  2 3  40 8  4.69 E 25 9  24 H B  E 2 7  1 5  1 4  40 5  2.84 

E 11 6  77 B  B  H  C 4 0  1 3  3 0  52 0  7.80 E 25 6  15 S R  1  H B  E 2 7  1 9  1 7  51 3  4.36 E 25 9  9 H B  C 2 7  1 1  1 9  29 7  2.82 

E 11 6  43 S  R  H  A 2 3  2 1  3 2  48 3  7.73 E 25 6  16 S R  1  B  C 2 7  1 7  1 9  45 9  4.36 E 25 9  48 B  B  2  H B  C 3 0  1 1  1 7  33 0  2.81 

E 11 6  71 S R  1  H  A 2 0  1 9  4 0  38 0  7.60 E 25 6  23 B  B  2  B  A 2 2  1 6  2 4  35 2  4.22 E 25 9  15 S  L  1  H B  C 3 2  9  1 9  28 8  2.74 

E 11 6  35 S  L  1  H  C 3 0  2 2  2 3  66 0  7.59 E 25 6  14 S R  2  H B  A 2 6  1 2  2 7  31 2  4.21 E 25 9  44 B  B  3  H B  C 2 5  1 2  1 8  30 0  2.70 

E 11 6  57 S  R  H  A 2 5  2 0  3 0  50 0  7.50 E 25 6  3 S  L  2  H B  C 2 5  1 4  2 2  35 0  3.85 E 25 9  49 B  B  2  H B  E 2 4  1 5  1 5  36 0  2.70 

E 11 6  74 S R  1  H  E 3 2  2 1  2 0  67 2  6.72 E 25 6  17 S R  1  H B  C 2 4  1 3  2 3  31 2  3.59 E 25 9  51 B  B  1  H B  C 2 8  9  2 0  25 2  2.52 

E 11 6  78 B  B  H  C 3 8  1 3  2 7  49 4  6.67 E 25 6  2 S  L  2  H B  C 2 2  1 2  2 1  26 4  2.77 E 25 9  55 S  R  H B  A 2 0  1 0  2 5  20 0  2.50 

E 11 6  5 S  L  H  A 1 9  1 8  3 7  34 2  6.33 E 25 6  6 S  L  1  B  E 2 3  2 0  1 2  46 0  2.76 E 25 9  25 H B  E 2 5  1 4  1 3  35 0  2.28 

E 11 6  28 S  L  H  C 3 6  1 0  3 4  36 0  6.12 E 25 6  25 B  B  1  H B  E 3 5  1 9  8  66 5  2.66 E 25 9  52 B  B  1  H B  A 2 1  8  2 5  16 8  2.10 

E 11 6  45 S  R  H  A 2 5  9  5 0  22 5  5.63 E 25 6  8 S R  3  H  E 2 5  1 3  1 3  32 5  2.11 E 25 9  11 H B  A 1 8  1 1  2 1  19 8  2.08 

E 11 6  30 S  L  H  B 1 3  1 6  5 3  20 8  5.51 E 25 6  26 B  B  1  H B  F 2 0  2 1  1 0  42 0  2.10 E 25 9  23 S  R  H B  A 1 3  1 2  2 5  15 6  1.95 

E 11 6  12 S  L  H  A 3 2  8  3 7  25 6  4.74 E 25 6  11 S R  3  H B  A 1 6  1 0  2 2  16 0  1.76 E 25 9  2 S  L  H B  B 1 3  1 4  2 1  18 2  1.91 

E 11 6  24 S  L  H B  A 2 2  1 0  4 3  22 0  4.73 E 25 6  9 S R  3  H B  A 1 6  9  2 4  14 4  1.73 E 25 9  4 H B  B 1 3  1 4  2 1  18 2  1.91 

E 11 6  64 S  R  H  A 2 0  1 2  3 9  24 0  4.68 E 25 6  12 S R  2  H B  C 2 7  7  1 8  18 9  1.70 E 25 9  32 H B  A 1 7  1 1  2 0  18 7  1.87 

E 11 6  7 S  L  H  B 1 1  1 8  4 5  19 8  4.46 E 25 6  24 B  B  2  H B  E 2 2  1 6  9  35 2  1.58 E 25 9  53 B  B  1  H B  C 2 4  9  1 7  21 6  1.84 

E 11 6  17 S  L  H B  C 2 6  1 3  2 5  33 8  4.23 E 25 6  28 S  L  1  H B  E 2 4  1 3  1 0  31 2  1.56 E 25 9  34 S R  1  H B  B 1 1  1 5  2 1  16 5  1.73 

E 11 6  52 S  R  B  A 1 8  1 6  2 9  28 8  4.18 E 25 6  29 S  L  1  H  C 2 1  9  1 6  18 9  1.51 E 25 9  54 S  R  H  A 1 2  1 1  2 6  13 2  1.72 

E 71 A 3 0  8  4 3  24 0  5.16 E 11 6  32 S  L  1  H  C 2 9  1 1  2 2  31 9  3.51 E 25 6  5 S  L  2  H B  E 1 6  1 2  1 2  19 2  1.15 

E 7 1  45 S  L  3  C 3 0  1 6  2 0  48 0  4.80 E 11 6  61 S  R  H  A 1 4  1 2  3 0  16 8  2.52 E 25 6  21 B  B  3  B  E 2 0  1 1  1 0  22 0  1.10 

E 7 1  71 S  R  A 1 9  1 2  4 2  22 8  4.79 E 11 6  63 S  R  H  B 8  1 7  3 2  13 6  2.18 E 25 6  7 S R  4  H  A 1 6  6  2 0  9 6  0.96 

E 7 1  154 F  F  A 2 1  1 9  2 4  39 9  4.79 E 11 6  44 S  R  H  A 2 0  9  2 4  18 0  2.16 E 25 6  20 B  B  3  H B  C 1 6  8  1 4  12 8  0.90 

E 7 1  73 S  R  B 1 2  2 2  3 6  26 4  4.75 E 11 6  79 B  B  H  C 3 7  5  2 0  18 5  1.85 E 25 6  1 S  L  3  H B  B 8  9  1 9  7 2  0.68 

E 71 A 2 0  1 2  3 9  24 0  4.68 E 24 8  43 B  B  1  H  F 4 3  4 5  1 9  1,93 5  18.38 E 25 6  10 S R  3  B  A 7  5  1 0  3 5  0.18 

E 7 1  36 S  L  1. 5  C 3 4  1 4  1 9  47 6  4.52 E 24 8  42 B  B  1  H  F 3 8  4 9  1 9  1,86 2  17.69 E 25 7  41 B  B  H  C 5 1  2 7  3 2  1,37 7  22.03 

E 7 1  32 S  L  3  A 2 5  8  4 4  20 0  4.40 E 24 8  33 S R  1  H  D 3 1  3 5  3 2  1,08 5  17.36 E 25 7  50 B  B  1  H B  E 6 6  2 7  2 4  1,78 2  21.38 

E 7 1  120 S  R  A 1 5  1 3  4 3  19 5  4.19 E 24 8  31 S R  1  H B  A 3 2  2 6  3 3  83 2  13.73 E 25 7  44 B  B  H  A 3 6  2 2  4 0  79 2  15.84 

E 7 1  151 F  F  B 1 7  1 8  2 5  30 6  3.83 E 24 8  18 S R  4  H B  B 2 6  2 8  3 7  72 8  13.47 E 25 7  12 S  L  1  H B  C 4 3  2 3  2 8  98 9  13.85 

第 27 表 石材法量表（3）
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E 26 0  123 S  L  1  F 4 2  6 7  2 5  2,81 4  35.18 E 26 0  27 S  R  C 2 7  1 2  2 1  32 4  3.40 F 222 S  L  B 1 7  2 1  2 2  35 7  3.93 

E 26 0  105 S  L  C 5 1  3 1  4 4  1,58 1  34.78 E 26 0  1 S  R  C 3 3  1 2  1 7  39 6  3.37 F 222 S  R  C 2 5  1 2  2 5  30 0  3.75 

E 26 0  19 S  R  A 3 9  3 5  4 5  1,36 5  30.71 E 26 0  49 S  R  A 2 1  1 1  2 8  23 1  3.23 F 222 S  R  A 2 3  1 1  2 9  25 3  3.67 

E 26 0  85 S  L  A 4 5  2 7  4 8  1,21 5  29.16 E 26 0  53 S  R  A 1 7  6  5 3  10 2  2.70 F 222 S  L  A 2 1  1 1  3 0  23 1  3.47 

E 26 0  45 S  R  C 6 4  2 0  4 4  1,28 0  28.16 E 26 0  131 B  B  A 1 9  1 2  2 3  22 8  2.62 F 222 S  L  A 1 6  1 3  3 3  20 8  3.43 

E 26 0  93 S  L  C 5 0  2 3  4 7  1,15 0  27.03 E 26 0  43 S  R  A 2 2  8  2 6  17 6  2.29 F 222 S  R  A 2 0  1 0  3 4  20 0  3.40 

E 26 0  107 S  L  C 4 7  2 5  4 6  1,17 5  27.03 E 26 0  21 S  R  D 9  2 2  1 9  19 8  1.88 F 222 S  L  B 1 4  1 7  2 8  23 8  3.33 

E 26 0  46 S  R  C 5 2  2 5  4 0  1,30 0  26.00 E 26 0  102 S  L  A 1 0  8  3 0  8 0  1.20 F 222 S  R  A 2 2  1 2  2 5  26 4  3.30 

E 26 0  133 B  B  E 6 2  3 1  2 7  1,92 2  25.95 E 26 0  122 S  L  1  B 4  1 9  2 7  7 6  1.03 F 222 S  R  A 2 0  1 3  2 5  26 0  3.25 

E 26 0  3 S  R  C 4 3  3 0  3 8  1,29 0  24.51 E 26 0  28 S  R  B 8  1 0  2 4  8 0  0.96 F 222 B  B  C 2 9  1 3  1 7  37 7  3.20 

E 26 0  114 S  L  1  A 3 8  3 3  3 9  1,25 4  24.45 F 222 S  L  C 4 6  3 3  4 2  1,51 8  31.88 F 222 S  R  A 1 9  1 2  2 7  22 8  3.08 

E 26 0  101 S  L  C 4 8  2 3  4 4  1,10 4  24.29 F 222 S  L  F 3 6  4 6  2 6  1,65 6  21.53 F 222 S  R  A 1 3  1 0  4 6  13 0  2.99 

E 26 0  64 S R  1  E 5 2  3 0  2 8  1,56 0  21.84 F 222 B  B  1  F 3 6  5 6  2 0  2,01 6  20.16 F 222 S  R  C 2 1  1 6  1 7  33 6  2.86 

E 26 0  57 S R  1  C 5 0  2 6  3 0  1,30 0  19.50 F 222 S  R  C 4 0  2 9  3 4  1,16 0  19.72 F 222 S  L  A 1 8  1 2  2 6  21 6  2.81 

E 26 0  9 S  R  C 4 1  2 5  3 8  1,02 5  19.48 F 222 S  L  D 2 9  4 1  3 3  1,18 9  19.62 F 222 S  L  C 3 0  9  2 0  27 0  2.70 

E 26 0  79 S  L  A 3 5  2 9  3 8  1,01 5  19.29 F 222 S  R  C 4 0  2 7  3 5  1,08 0  18.90 F 222 S  R  A 1 9  1 0  2 7  19 0  2.57 

E 26 0  82 S  L  B 2 4  3 0  5 3  72 0  19.08 F 222 S  R  C 4 2  2 3  3 3  96 6  15.94 F 222 S  L  A 1 9  6  4 3  11 4  2.45 

E 26 0  62 S R  1  A 3 1  2 3  5 3  71 3  18.89 F 222 S  R  C 4 8  2 2  3 0  1,05 6  15.84 F 222 S  L  A 1 9  6  3 9  11 4  2.22 

E 26 0  67 S R  1  C 4 5  2 7  3 1  1,21 5  18.83 F 222 S  L  B 2 5  2 7  4 6  67 5  15.53 F 222 S  L  A 1 7  1 2  2 0  20 4  2.04 

E 26 0  78 S  L  C 5 0  1 5  5 0  75 0  18.75 F 222 S  L  C 3 9  2 2  3 3  85 8  14.16 F 222 S  L  A 1 6  1 0  2 5  16 0  2.00 

E 26 0  91 S  L  A 3 7  2 1  4 8  77 7  18.65 F 222 S  R  A 3 2  2 1  4 1  67 2  13.78 F 222 B  B  A 1 5  1 0  2 3  15 0  1.73 

E 26 0  58 S R  1  A 3 4  2 7  4 0  91 8  18.36 F 222 S  R  C 3 8  2 0  3 4  76 0  12.92 F 222 S  R  C 2 2  9  1 6  19 8  1.58 

E 26 0  121 S  L  1  C 3 7  3 0  3 2  1,11 0  17.76 F 222 B  B  A 3 2  2 1  3 6  67 2  12.10 F 222 S  R  A 1 4  1 4  1 5  19 6  1.47 

E 26 0  72 S  L  A 4 2  1 7  4 8  71 4  17.14 F 222 S  R  A 2 8  2 3  3 7  64 4  11.91 F 222 S  R  A 1 4  9  2 1  12 6  1.32 

E 26 0  18 S  R  C 3 5  2 9  3 3  1,01 5  16.75 F 222 S  R  C 4 1  2 1  2 7  86 1  11.62 F 222 S  R  C 2 2  8  1 4  17 6  1.23 

E 26 0  117 S  L  1  E 3 7  3 2  2 7  1,18 4  15.98 F 222 S  L  1  C 3 7  2 2  2 8  81 4  11.40 F 222 S  R  A 1 4  1 0  1 5  14 0  1.05 

E 26 0  97 S  L  A 3 0  3 0  3 5  90 0  15.75 F 222 S  R  F 3 7  4 0  1 5  1,48 0  11.10 F 222 S  R  A 1 3  8  1 9  10 4  0.99 

E 26 0  98 S  L  A 3 2  2 7  3 6  86 4  15.55 F 222 S  L  1  C 3 4  2 4  2 7  81 6  11.02 F 222 S  L  B 9  1 3  1 4  11 7  0.82 

E 26 0  113 S  L  1  C 5 6  1 8  3 0  1,00 8  15.12 F 222 S  L  C 3 2  2 5  2 7  80 0  10.80 F 222 S  R  E 1 3  1 2  1 0  15 6  0.78 

E 26 0  110 S  L  A 3 2  2 6  3 6  83 2  14.98 F 222 S  L  C 3 2  2 5  2 7  80 0  10.80 F 222 S  L  C 2 6  4  1 0  10 4  0.52 

E 26 0  10 S  R  A 3 2  2 8  3 3  89 6  14.78 F 222 S  R  C 4 2  2 1  2 4  88 2  10.58 F 225 B  B  1  F 4 6  7 2  4 6  3,31 2  76.18 

E 26 0  66 S R  1  C 4 0  2 0  3 5  80 0  14.00 F 222 S  L  C 3 2  2 2  3 0  70 4  10.56 F 225 S R  1  D 3 4  6 2  4 2  2,10 8  44.27 

E 26 0  50 S  R  C 5 4  1 4  3 7  75 6  13.99 F 222 S  R  C 4 6  1 7  2 7  78 2  10.56 F 225 S R  1  E 5 5  4 0  3 9  2,20 0  42.90 

E 26 0  22 S  R  A 3 0  2 6  3 5  78 0  13.65 F 222 S  R  C 3 5  2 3  2 6  80 5  10.47 F 225 B  B  1  D 3 3  6 7  3 6  2,21 1  39.80 

E 26 0  65 S R  1  C 3 7  2 1  3 4  77 7  13.21 F 222 S  L  C 3 1  2 5  2 6  77 5  10.08 F 225 S R  1  B 2 6  5 3  5 5  1,37 8  37.90 

E 26 0  48 S  R  C 4 0  1 7  3 6  68 0  12.24 F 222 B  B  E 4 5  2 6  1 7  1,17 0  9.95 F 225 S  L  1  E 5 0  3 5  3 4  1,75 0  29.75 

E 26 0  52 S  R  C 4 0  2 0  3 0  80 0  12.00 F 222 S  R  C 3 9  1 8  2 8  70 2  9.83 F 225 S  L  C 4 9  2 6  3 5  1,27 4  22.30 

E 26 0  87 S  L  B 2 0  2 1  5 6  42 0  11.76 F 222 S  R  A 3 0  1 9  3 4  57 0  9.69 F 225 S  R  A 4 4  2 1  4 7  92 4  21.71 

E 26 0  61 S R  1  C 3 6  2 4  2 7  86 4  11.66 F 222 S  R  C 3 3  2 0  2 9  66 0  9.57 F 225 S  R  C 4 3  2 3  4 3  98 9  21.26 

E 26 0  80 S  L  A 2 8  1 6  5 0  44 8  11.20 F 222 S  R  C 3 6  1 7  3 1  61 2  9.49 F 225 S  L  A 3 5  2 6  4 0  91 0  18.20 

E 26 0  5 S  R  C 3 7  2 0  3 0  74 0  11.10 F 222 S  R  E 4 4  2 2  1 9  96 8  9.20 F 225 S  L  1  E 5 3  2 5  2 5  1,32 5  16.56 

E 26 0  109 S  L  E 3 4  2 6  2 5  88 4  11.05 F 222 S  L  1  B 2 1  2 9  3 0  60 9  9.14 F 225 S  L  1  F 2 6  5 0  2 5  1,30 0  16.25 

E 26 0  4 S  R  A 3 5  1 4  4 4  49 0  10.78 F 222 S  L  E 3 1  2 9  2 0  89 9  8.99 F 225 S R  1  C 4 6  2 5  2 8  1,15 0  16.10 

E 26 0  7 S  R  A 2 4  2 3  3 9  55 2  10.76 F 222 S  L  E 3 1  2 9  2 0  89 9  8.99 F 225 S  L  C 4 0  2 0  4 0  80 0  16.00 

E 26 0  14 S  R  A 2 8  1 9  4 0  53 2  10.64 F 222 B  B  E 2 7  2 6  2 5  70 2  8.78 F 225 S  L  D 3 0  3 1  3 1  93 0  14.42 

E 26 0  112 S  L  1  C 3 4  2 4  2 6  81 6  10.61 F 222 S  R  B 1 6  2 4  4 5  38 4  8.64 F 225 B  B  E 4 1  2 8  2 5  1,14 8  14.35 

E 26 0  115 S  L  1  C 3 5  2 3  2 5  80 5  10.06 F 222 S  L  E 3 1  2 5  2 2  77 5  8.53 F 225 S R  1  C 4 3  2 2  2 9  94 6  13.72 

E 26 0  59 S R  1  A 3 1  1 7  3 8  52 7  10.01 F 222 S  L  C 4 0  1 3  3 2  52 0  8.32 F 225 S  L  E 3 2  3 0  2 7  96 0  12.96 

E 26 0  118 S  L  1  A 3 0  1 8  3 7  54 0  9.99 F 222 S  L  A 2 4  2 2  3 1  52 8  8.18 F 225 S  R  A 3 0  1 5  5 2  45 0  11.70 

E 26 0  6 S  R  A 3 0  1 7  3 8  51 0  9.69 F 222 S  R  C 3 3  1 6  3 0  52 8  7.92 F 225 S  R  B 2 4  2 6  3 7  62 4  11.54 

E 26 0  130 B  B  C 4 2  1 7  2 6  71 4  9.28 F 222 S  L  1  E 2 9  2 3  2 3  66 7  7.67 F 225 S  L  A 2 8  2 6  3 1  72 8  11.28 

E 26 0  74 S  L  A 2 5  2 0  3 7  50 0  9.25 F 222 B  B  1  F 3 7  4 1  1 0  1,51 7  7.59 F 225 S  L  A 2 6  2 4  3 5  62 4  10.92 

E 26 0  134 B  B  C 4 0  2 0  2 3  80 0  9.20 F 222 S  L  C 2 8  2 1  2 5  58 8  7.35 F 225 B  B  E 3 3  2 8  2 3  92 4  10.63 

E 26 0  88 S  L  A 3 4  1 4  3 8  47 6  9.04 F 222 S  L  E 3 4  2 4  1 8  81 6  7.34 F 225 S  L  C 3 5  2 0  2 9  70 0  10.15 

E 26 0  111 S  L  1  D 2 3  2 8  2 8  64 4  9.02 F 222 S  L  A 2 7  1 8  3 0  48 6  7.29 F 225 S R  1  A 2 4  2 4  3 5  57 6  10.08 

E 26 0  44 S  R  C 3 6  1 4  3 5  50 4  8.82 F 222 S  R  C 3 1  1 9  2 4  58 9  7.07 F 225 S  L  A 3 1  2 0  3 2  62 0  9.92 

E 26 0  94 S  L  A 3 0  1 8  3 2  54 0  8.64 F 222 S  R  A 2 3  1 7  3 5  39 1  6.84 F 225 S R  1  B 2 0  2 6  3 7  52 0  9.62 

E 26 0  71 S  L  A 3 4  1 4  3 6  47 6  8.57 F 222 S  R  C 3 5  1 5  2 6  52 5  6.83 F 225 S  R  C 3 8  1 8  2 8  68 4  9.58 

E 26 0  51 S  R  B 2 0  2 1  4 0  42 0  8.40 F 222 S  R  C 3 5  1 6  2 4  56 0  6.72 F 225 S  R  B 2 0  2 9  3 3  58 0  9.57 

E 26 0  24 S  R  A 2 2  1 9  4 0  41 8  8.36 F 222 S  L  E 3 3  2 2  1 8  72 6  6.53 F 225 S  R  C 3 5  2 0  2 5  70 0  8.75 

E 26 0  47 S  R  A 2 2  2 0  3 8  44 0  8.36 F 222 B  B  A 2 2  2 2  2 6  48 4  6.29 F 225 S  L  1  A 2 4  2 4  3 0  57 6  8.64 

E 26 0  120 S  L  1  C 3 7  1 6  2 8  59 2  8.29 F 222 S  R  C 3 7  1 6  2 1  59 2  6.22 F 225 B  B  C 5 0  1 7  2 0  85 0  8.50 

E 26 0  68 S R  1  A 2 6  1 4  4 3  36 4  7.83 F 222 S  R  C 3 1  1 8  2 2  55 8  6.14 F 225 S  R  A 2 5  2 1  3 2  52 5  8.40 

E 26 0  127 B  B  A 3 0  1 6  3 2  48 0  7.68 F 222 B  B  E 3 5  1 9  1 8  66 5  5.99 F 225 B  B  D 2 0  3 0  2 6  60 0  7.80 

E 26 0  39 S  R  A 2 7  1 3  4 3  35 1  7.55 F 222 S  L  1  E 3 2  1 9  1 9  60 8  5.78 F 225 S  R  A 2 6  1 7  3 5  44 2  7.74 

E 26 0  8 S  R  A 2 9  1 4  3 7  40 6  7.51 F 222 B  B  A 2 4  1 6  3 0  38 4  5.76 F 225 S  R  C 3 3  2 0  2 3  66 0  7.59 

E 26 0  83 S  L  A 2 8  1 4  3 8  39 2  7.45 F 222 S  R  C 2 6  1 8  2 4  46 8  5.62 F 225 S  L  1  E 4 1  1 9  1 9  77 9  7.40 

E 26 0  119 S  L  1  A 2 9  1 5  3 3  43 5  7.18 F 222 S  R  A 2 2  1 5  3 4  33 0  5.61 F 225 S  L  A 3 1  1 1  4 3  34 1  7.33 

E 25 9  40 S R  1  H B  C 1 9  1 1  1 6  20 9  1.67 E 26 0  63 S R  1  C 2 8  2 0  2 5  56 0  7.00 F 222 S  L  A 2 8  1 0  4 0  28 0  5.60 

E 25 9  7 H B  B 1 0  1 4  2 0  14 0  1.40 E 26 0  76 S  L  A 2 2  1 4  4 5  30 8  6.93 F 222 S  R  C 2 6  1 9  2 2  49 4  5.43 

E 25 9  39 S R  1  H B  C 2 0  1 0  1 3  20 0  1.30 E 26 0  137 B  B  A 3 3  1 1  3 5  36 3  6.35 F 222 S  R  C 2 6  1 9  2 1  49 4  5.19 

E 25 9  42 B  B  4  H B  A 1 1  1 1  1 7  12 1  1.03 E 26 0  129 B  B  A 2 4  2 0  2 6  48 0  6.24 F 222 B  B  C 3 5  1 6  1 8  56 0  5.04 

E 25 9  45 B  B  3  H B  D 1 2  1 3  1 3  15 6  1.01 E 26 0  108 S  L  B 1 8  2 2  2 9  39 6  5.74 F 222 S  L  A 2 1  1 7  2 8  35 7  5.00 

E 25 9  46 B  B  3  H B  A 1 3  8  1 7  10 4  0.88 E 26 0  40 S  R  D 1 8  2 5  2 5  45 0  5.63 F 222 S  L  A 2 7  1 2  3 0  32 4  4.86 

E 26 0  25 S  R  C 9 1  5 3  6 0  4,82 3  144.69 E 26 0  75 S  L  A 3 2  1 0  3 5  32 0  5.60 F 222 S  R  A 2 3  1 5  2 8  34 5  4.83 

E 26 0  124 S  L  1  E 7 0  6 3  4 5  4,41 0  99.23 E 26 0  89 S  L  A 2 0  1 2  4 5  24 0  5.40 F 222 B  B  A 2 5  1 2  3 0  30 0  4.50 

E 26 0  55 S R  1  E 7 0  6 0  4 5  4,20 0  94.50 E 26 0  116 S  L  1  B 1 4  1 5  5 1  21 0  5.36 F 222 S  L  A 2 1  1 4  3 0  29 4  4.41 

E 26 0  135 B  B  1  F 6 0  7 0  4 1  4,20 0  86.10 E 26 0  132 B  B  C 3 5  1 1  2 5  38 5  4.81 F 222 S  L  A 2 2  1 6  2 5  35 2  4.40 

E 26 0  13 S  R  C 6 3  3 0  6 0  1,89 0  56.70 E 26 0  128 B  B  B 1 5  2 0  3 0  30 0  4.50 F 222 S  R  E 2 7  1 8  1 8  48 6  4.37 

E 26 0  136 B  B  1  F 4 6  5 7  4 0  2,62 2  52.44 E 26 0  38 S  R  C 3 4  1 4  1 8  47 6  4.28 F 222 S  R  A 1 7  1 5  3 3  25 5  4.21 

E 26 0  30 S  R  C 7 8  2 4  4 8  1,87 2  44.93 E 26 0  41 S  R  A 2 0  1 6  2 6  32 0  4.16 F 222 S  L  A 2 1  1 0  4 0  21 0  4.20 

E 26 0  56 S R  1  F 4 5  5 8  3 2  2,61 0  41.76 E 26 0  106 S  L  A 1 6  1 4  3 7  22 4  4.14 F 222 S  R  C 2 9  1 5  1 9  43 5  4.13 

E 26 0  104 S  L  A 4 0  3 2  5 7  1,28 0  36.48 E 26 0  32 S  R  C 2 8  1 2  2 2  33 6  3.70 F 222 S  L  C 2 3  1 6  2 2  36 8  4.05 

第 28 表 石材法量表（4）
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F 225 S  L  A 1 6  1 4  3 1  22 4  3.47 F 229 S R  1  E 4 0  2 5  1 8  1,00 0  9.00 F 230 S  L  1  C 3 5  2 0  3 2  70 0  11.20 

F 225 S  R  E 2 7  1 6  1 6  43 2  3.46 F 229 S  L  1  E 3 5  2 6  1 8  91 0  8.19 F 230 S  L  A 3 0  2 0  3 5  60 0  10.50 

F 225 S  R  A 2 0  1 5  2 2  30 0  3.30 F 229 S  R  C 3 0  1 8  2 9  54 0  7.83 F 230 S R  1  C 3 5  2 3  2 6  80 5  10.47 

F 225 S  R B 1 6  1 7  2 3  27 2  3.13 F 229 B  B  1  F 2 3  4 2  1 6  96 6  7.73 F 230 S  R  A 2 8  2 0  3 7  56 0  10.36 

F 225 S  R D 1 6  2 3  1 7  36 8  3.13 F 229 B  B  A 2 4  1 8  3 4  43 2  7.34 F 230 S  R  C 3 0  2 3  2 7  69 0  9.32 

F 225 S  R C 3 1  1 0  2 0  31 0  3.10 F 229 S  L  A 2 8  1 4  3 5  39 2  6.86 F 230 S  L  A 2 8  1 8  3 6  50 4  9.07 

F 225 S  R A 2 0  1 3  2 2  26 0  2.86 F 229 S  L  1  C 3 3  1 7  2 4  56 1  6.73 F 230 S R  1  A 2 8  1 8  3 5  50 4  8.82 

F 225 S  L A 1 6  1 3  2 5  20 8  2.60 F 229 B  B  C 3 0  1 7  2 6  51 0  6.63 F 230 S  L  E 2 6  2 5  2 4  65 0  7.80 

F 225 B  B C 3 0  8  2 1  24 0  2.52 F 229 S  R  C 3 6  1 7  2 1  61 2  6.43 F 230 S R  1  A 2 3  1 9  3 3  43 7  7.21 

F 225 S  R B 9  2 0  2 7  18 0  2.43 F 229 S  L  C 2 4  2 2  2 4  52 8  6.34 F 230 S  L  A 2 3  1 6  3 6  36 8  6.62 

F 225 B  B D 1 0  2 2  2 2  22 0  2.42 F 229 S  R  C 3 1  1 6  2 4  49 6  5.95 F 230 B  B  C 3 2  1 5  2 7  48 0  6.48 

F 225 S  L B 1 1  1 6  2 7  17 6  2.38 F 229 S  R  C 3 0  1 7  2 3  51 0  5.87 F 230 S R  1  E 3 2  2 4  1 6  76 8  6.14 

F 225 S  R B 1 0  1 6  2 9  16 0  2.32 F 229 S R  1  C 2 7  1 6  2 7  43 2  5.83 F 230 B  B  A 2 4  1 8  2 6  43 2  5.62 

F 225 B  B B 1 0  1 8  2 4  18 0  2.16 F 229 B  B  1  F 1 8  3 7  1 7  66 6  5.66 F 230 S  L  1  C 3 0  1 7  2 2  51 0  5.61 

F 225 S  R A 1 6  1 0  2 0  16 0  1.60 F 229 S  R  C 3 1  1 7  1 9  52 7  5.01 F 230 S  L  C 2 7  1 6  2 5  43 2  5.40 

F 225 B  B A 1 4  1 1  1 7  15 4  1.31 F 229 S  R  C 2 9  1 5  2 2  43 5  4.79 F 230 B  B  C 2 4  1 6  2 1  38 4  4.03 

F 225 S  R A 1 6  8  1 8  12 8  1.15 F 229 S  L  C 3 0  1 5  2 1  45 0  4.73 F 230 B  B  A 2 5  1 2  2 6  30 0  3.90 

F 225 S  L C 2 1  7  1 5  14 7  1.10 F 229 S  L  A 2 2  1 5  2 8  33 0  4.62 F 230 S  R  A 1 6  1 0  4 8  16 0  3.84 

F 225 S  R C 1 5  9  1 2  13 5  0.81 F 229 S  L  1  A 1 9  1 8  2 6  34 2  4.45 F 230 S  L  A 2 2  1 3  2 4  28 6  3.43 

F 225 S  L E 1 3  1 1  1 1  14 3  0.79 F 229 S  R  C 3 1  1 5  1 7  46 5  3.95 F 230 S R  1  E 2 8  1 5  1 5  42 0  3.15 

F 227 B  B 1 F 4 8  6 4  4 2  3,07 2  64.51 F 229 B  B  C 3 4  1 0  2 2  34 0  3.74 F 230 B  B  C 2 6  1 2  2 0  31 2  3.12 

F 227 S  L 1 E 5 0  3 0  3 0  1,50 0  22.50 F 229 B  B  1  F 1 9  3 9  1 0  74 1  3.71 F 230 S  R  A 1 2  1 1  2 0  13 2  1.32 

F 227 S  L 1 C 5 0  2 5  3 3  1,25 0  20.63 F 229 S  L  1  A 2 0  1 5  2 4  30 0  3.60 F 230 B  B  A 1 8  5  2 4  9 0  1.08 

F 227 S R  1 E 4 9  3 1  2 6  1,51 9  19.75 F 229 S R  1  E 3 0  1 6  1 5  48 0  3.60 

凡例 

壁  S  側 壁  石材 向  A  小口積み（横） 
） 縦 み（ 積 口 小 B 壁 奥 B 
） 横 （ み（ 積 手 長 C 壁 前 F 

D  長手積み（縦） 
） 横 み（ 積 平 E 壁 側 右 R 右 左 
） 縦 み（ 積 平 F 壁 側 左 L 

B  奥壁 
F  前 壁  面 積  横×縦 

段  下 から１段目、２段目・・ ・ 体 積  （面積×控×1/2）／1,000 
※角柱と角錐の中間的な形状が多かったため、1/2を乗じた 

硬 度  H  硬質砂岩 
B  軟質砂岩 
H B  中間 

F 225 S  L  C 2 9  2 1  2 4  60 9  7.31 F 227 S R  1  D 2 7  4 6  3 1  1,24 2  19.25 F 229 S  L  C 2 5  1 4  2 0  35 0  3.50 

F 225 S  R  A 2 0  2 0  3 6  40 0  7.20 F 227 B  B  1  F 3 5  4 0  2 7  1,40 0  18.90 F 229 S R  1  C 2 9  1 2  1 8  34 8  3.13 

F 225 S  L  C 3 2  1 6  2 8  51 2  7.17 F 227 S  L  1  E 5 0  4 0  1 8  2,00 0  18.00 F 229 B  B  C 2 4  1 2  2 1  28 8  3.02 

F 225 B  B  D 2 3  2 5  2 4  57 5  6.90 F 227 S R  1  F 3 5  3 9  2 5  1,36 5  17.06 F 229 S R  1  C 2 5  1 3  1 6  32 5  2.60 

F 225 S  R  C 3 4  1 2  3 3  40 8  6.73 F 227 S R  1  C 4 0  2 6  3 1  1,04 0  16.12 F 229 S  L  C 1 9  1 1  1 6  20 9  1.67 

F 225 S  R  A 2 2  1 6  3 8  35 2  6.69 F 227 S R  1  B 2 5  2 8  3 6  70 0  12.60 F 229 S  R  C 2 0  9  1 7  18 0  1.53 

F 225 S  R  A 2 4  1 7  3 1  40 8  6.32 F 227 S  L  1  E 3 9  3 1  2 0  1,20 9  12.09 F 229 B  B  C 1 5  6  1 0  9 0  0.45 

F 225 S  R  C 3 1  1 7  2 4  52 7  6.32 F 227 S  L  1  F 2 6  4 2  2 0  1,09 2  10.92 F 230 S R  1  E 4 3  4 2  4 2  1,80 6  37.93 

F 225 S  R  A 2 1  2 0  3 0  42 0  6.30 F 227 S R  1  E 3 6  3 0  1 9  1,08 0  10.26 F 230 S  L  1  E 4 5  3 5  3 5  1,57 5  27.56 

F 225 B  B  B 2 0  2 1  3 0  42 0  6.30 F 227 S R  1  C 4 5  1 8  2 1  81 0  8.51 F 230 S  R  A 4 3  2 4  5 2  1,03 2  26.83 

F 225 S  R  A 2 8  1 1  4 0  30 8  6.16 F 227 S  L  1  A 2 3  2 0  2 6  46 0  5.98 F 230 S R  1  A 3 0  2 7  4 3  81 0  17.42 

F 225 S  R  E 3 6  1 9  1 8  68 4  6.16 F 227 S R  1  E 2 8  2 4  1 4  67 2  4.70 F 230 B  B  1  F 4 4  5 2  1 5  2,28 8  17.16 

F 225 S  L  E 2 6  2 6  1 8  67 6  6.08 F 227 S R  1  A 2 0  1 7  2 3  34 0  3.91 F 230 S  L  1  D 2 9  3 3  3 1  95 7  14.83 

F 225 B  B  C 3 5  1 3  2 6  45 5  5.92 F 227 S  L  1  E 2 7  1 8  1 6  48 6  3.89 F 230 B  B  1  F 4 0  5 2  1 4  2,08 0  14.56 

F 225 S  R  C 2 7  1 6  2 5  43 2  5.40 F 227 S R  1  A 1 9  1 6  2 4  30 4  3.65 F 230 S R  1  C 4 2  2 3  2 8  96 6  13.52 

F 225 S  L  1  C 3 5  1 7  1 8  59 5  5.36 F 227 S R  1  D 1 2  1 8  1 8  21 6  1.94 F 230 S  L  C 3 9  2 0  3 2  78 0  12.48 

F 225 S  R  A 2 2  1 6  2 8  35 2  4.93 F 229 S  L  1  B 2 5  2 6  3 2  65 0  10.40 F 230 S  R  C 3 2  2 4  3 2  76 8  12.29 

F 225 B  B  C 3 4  1 1  2 3  37 4  4.30 F 229 S  L  1  A 2 9  2 2  3 2  63 8  10.21 F 230 S  R  C 4 1  1 9  3 0  77 9  11.69 

F 225 S  L  1  B 1 8  2 0  2 2  36 0  3.96 F 229 S  L  C 3 8  2 0  2 6  76 0  9.88 F 230 S R  1  C 3 4  2 0  3 4  68 0  11.56 

F 225 S  L  A 2 0  1 1  3 2  22 0  3.52 F 229 S R  1  F 2 5  3 8  2 0  95 0  9.50 F 230 S R  1  F 3 3  4 0  1 7  1,32 0  11.22 

第 29 表 石材法量表（5）
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赤色物の蛍光X線分析 藤根　久（パレオ・ラボ）

１．はじめに

船来山古墳の277号墳では、内側底部付近に赤色物が付着した丸底壺が出土した。この赤色物は、赤

褐色を呈することから赤色顔料の可能性が高い。ここでは、この赤色物の蛍光X線分析により化学成

分を調べ、赤色物について検討した。

２．試料と方法

試料は、丸底壺底部付近に付着していた赤色部にセロハン粘着テ－プを貼り付けて採取した。

分析は、蛍光X線分析計を用いて定性的に元素組成を調べた。分析装置は、セイコ－電子工業(株)製

のエネルギ－分散型蛍光X線分析計SEA-2001L、X線発生部の管球はロジウム（Rh）タ－ゲット、ベリ

リウム（Be）窓、X線検出器はSi（Li）半導体検出器である。測定条件は、測定時間300秒、照射径10mm、

電流30μm、電圧50kV、試料室内は真空である。

３．結果

赤色物の蛍光X線スペクトル図を第1図に示す。試料からは、アルミニウム（Al）やケイ素（Si）あるい

は鉄（Fe）のピークが高率で検出された。その他では、カリウム（K）、カルシウム（Ca）、チタン（Ti）、

イオウ（S）が検出された。なお、ロジウム（Rh）のピ－クはX線管球（ロジウムタ－ゲット）に由来するも

のであり、赤色物に含まれる元素とは関係がない。

４．考察

顔料の種類として水銀朱（HgS）、ベンガラ（Fe2O3）などが知られている（例えば市毛，1984）。

赤色物は、赤褐色を呈するが、この赤褐色を呈する成分は鉄（Fe）である。また、イオウ（S）が同時に

検出されているが、土器付着赤色顔料ではベンガラの鉄とともにイオウ（S）が検出されることが多く、

赤色顔料としてのベンガラと考える。なお、これらイオウは、硫化鉄（FeS）起源のベンガラである可

能性を示すことが考えられる。

アルミニウムやケイ素などが検出されたが、これら元素は土壌中に一般的に含まれる元素である。

ベンガラ（Fe2O3）は赤色の由来となる主成分元素が鉄（Fe）であるものを言う。古代においては、鉄分

に富んだ土壌（例えば褐鉄鉱など）を焼いて作られたと考えられている。また、天然の赤鉄鉱などの鉄

鉱石を採取して製造した（山崎，1987）。近世においては、硫化鉄（磁鉄鉱FeS、黄鉄鉱FeS2）が風化し

て形成された緑礬(りょくばん、硫化鉄（FeSO4（7H2O））を原材料とし、これを焼焙してベンガラを生産

していたことが知られている（北野，1994）。最近の研究では、縄文時代や弥生時代の赤色漆に用いら

れた赤色顔料中に珪藻化石が見られることから、水成環境下で生成した酸化鉄であることも分かってき

た（岡田，1997）。

第 4章　自然科学分析
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第122図 赤色物の蛍光X線スペクトル図
A1；アルミニウム、Si；ケイ素、S；イオウ、K；カリウム、Ca；カルシウム、Ti；チタン、Fe；鉄、（Rh）；ロジウム
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今回の調査で確認された墳墓は52基で、その内訳は周溝墓が 3 基、前方後円墳 1 基の他、圧倒的多

数の48基が横穴式石室を主体部に持つ後期古墳である。ところが石室の残存状況は非常に悪く、その

構造がはっきりしないものが多い。また遺物の出土が見られたものも少なく、全体の38％と少ない。

本章では、各支群の造墓の推移と構造を総括することを目的とするが、その前に既に報告されている

糸貫町・本巣町（現本巣市）の様相をまとめつつ、石室の形態や構築時期に関わる参考材料を検討する

こととしたい。

時期区分

美濃の須恵器は渡辺博人氏が、古墳出土の蓋杯を中心にして、詳細な分類編年を成している（註 1 ）。

今回の調査で出土した須恵器は渡辺氏に実見して頂き、ご教示を賜った。第3章では氏の分類に即して

報告を行った。一方糸貫町の報告書（註 2）では、担当者の吉田英敏氏が、出土した膨大な量の須恵器か

ら独自の編年を作成し、その時期観により報告が行われている。本章では糸貫町のデータを使用する

ため、統一的な時期区分が必要であるが、渡辺氏の編年と吉田氏の編年では区分に微妙なずれが生じ

ているため、直接対応させることができない。本来出土遺物を検討し、時期区分をすべきであるが、

筆者の力量ではかえって混乱を生じる可能性がある。よって糸貫町報告書に掲載されている対照表を

元に次のように置き換えて解釈することとした。問題があることは承知であるが、今回の報告書を作

成するに当たって、唯一の方法であり、ご理解を頂きたい。

本章での時期区分　 TK47 MT15 TK10 TK43 TK209 TK217 TK46 TK48

渡辺編年　　　　 1型式 2型式 3型式 4 / 5 型式 6 / 7 型式 8型式 9型式　10型式

糸貫町報告書　　　 Ⅰ期　　Ⅱ期　　Ⅲ期　　　Ⅳ期　　　 Ⅴ期　　　　 Ⅵ期　 Ⅶ期

本章では糸貫町報告書からデータを作成しているが、時期に関しては以上の対応関係で処理を行っ

た。なお、この対応に関しては全て筆者に責があることを記しておく。

石室の形態

糸貫町報告書では、石室の形態について、A 1 ～ 3・B 1 ～ 3 の 6 つに分け、それぞれの消長につい

ても明らかにされている。今回の岐阜市の調査で確認された石室を、その分類に当てはめると 2 基の

A 2類、1基のB 2 類、2基の分類不可のものの他は、すべてB 1 類に相当する。大多数がある分類に集

中している状況では、石室の形態や推移を検討するには若干材料不足である。よって大部分を占めるB

類を中心に、今少し詳細に分析、検討し、石室プランと立柱石の有無を主眼にⅠ～Ⅶ類に分類を行った。

Ⅰ類は石室幅は奥壁部で最大となり、開口部に向かって狭くなるもので、入口部分は片袖式や段を

もつもの見られる。糸貫町報告書のA1類で、岐阜市では確認されていない。

Ⅱ類は石室長に比べ幅が広い、太鼓形の平面プランを持つもので、入口部分は明らかに大きな段を

持つ。岐阜市では 2基が確認されている。糸貫町で検出された 1基には、板状の立石による片袖が見ら

れるが、それ以外のものの構造は不明である。糸貫町A 2類に相当し、岐阜市では71・105号墳がある。

Ⅲ類は胴張を有する無袖式の平面プランで、石室前半部は開口部に向かって幅を減じるものである。

第 5章　総括
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第123図 石室推移表
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大部分は入口部分に石積みがあると見られる。また立柱石があるもの、段があるものがある。糸貫町

A 3 類に相当する。岐阜市では確認されていないが、平面プランでは235号墳（C支群）が酷似する。

Ⅳ類は玄室幅より羨道幅が小さくなっているものとした。明確に袖を形成するいわゆる両袖式のⅣ

1 類と、立柱石の羨道側のみ内側に配する徳利形のⅣ 2 類とに細分した。Ⅳ 1 類は糸貫町B 3 類で、Ⅳ

2 類はB 1 類とB 2 類に分類される。両者とも袖部は全て立柱石からなっており、Ⅳ 2 類は後述するⅤ

1 類とまぎらわしい。岐阜市ではⅣ 1 類は無く、Ⅳ 2 類として225・230号墳などが挙げられる。また

92号墳は片袖式の可能性が高いため、Ⅳ’類に分類した。

Ⅴ類は玄室と羨道の幅が同じで、立柱石によって玄室と羨道の区別をしているものである。立柱石

のみが内側に配置されるいわゆる疑似両袖式のⅤ1類と、立柱石が他の側壁と直線に配されるⅤ 2 類と

に細分した。Ⅴ 1 類は糸貫町B 2 類、Ⅴ 2 類はB 1 類に分類されている。岐阜市では116号墳がⅤ 1 類

に、251・240・246号墳がⅤ 2 類に分類される。

Ⅵ類は立柱石のない無袖式の石室で、糸貫町ではB 1 類に分類される。岐阜市では260号墳が代表例

である。

Ⅶ類は小型の竪穴式石室で、糸貫町では分類されていない。256号墳の他、250・237号墳がこれに該

当する可能性が高い。石室は小型で、明瞭な掘方が無く、尾根上など平坦に近い場所に立地するとい

う共通の特徴がある。

各類の消長は第124図（下）のとおりで、糸貫町報告書と大きな変化はない。

石室のサイズ

Ⅳ～Ⅵ類の横穴式石室は本巣市のものを含めて111基と圧倒的多数を占めるが、斜面に構築されてい

るものが多く、完存するものはわずかに28基のみである。最も残存数の多い奥壁部の幅を見ると、石

室のサイズはいくつかに分けられそうであるが、残存状況の悪さから石室長では判断することができ

ない。よって玄室の面積で代用することとした。玄室の長さを測定できるものは48基あり、玄室長×

（（奥壁幅＋最大幅）／ 2 ）で玄室面積を求めた。玄室面積と奥壁幅を軸に作成した散布図が第124図（上）

である。突出して大きな面積を持つサイズAと小さいサイズDは明確に認識ができる。最も数が多い中

間規模のものは、散布の粗密から 2 ㎡余りと4㎡辺りに中心を持つ 2 つのサイズに分けられそうである。

奥壁幅との関連で見れば、その傾向性は高まり、B・Cの 2 つに分けることとした。このように玄室面

積は4つのサイズに大別することができ、奥壁幅によってそれを推測できると判断した。

石室の形態分類とサイズを加味して時期毎の消長を示したのが第124図（下）である。Ⅰ～Ⅲ類はサイ

ズ分けを行っていないが、絶対的に大きなものが多く、全てサイズAに相当するものと見られる。Ⅳ 1

類はサイズA・Bがあり、TK43～TK209に構築される。Ⅳ 2 類はサイズA～Cのものがあり、TK217～

TK46が多い。Ⅴ 1 類はサイズBとCに限定され、Bが若干先行して造られる。また船来山古墳群の終焉

まで採用されている。トータルではTK217～TK46の数が最も多い。Ⅴ 2 類はサイズB～Dのものがあ

り、サイズAのものがある可能性がある。トータルの数でいえばTK217～TK46が多い。Ⅵ類はサイズ

C・Dにあり、TK209～TK46に造られる。

以上のように、石室の形態と大きさにはある程度の関連があり、また時期が下るに連れ、石室が小
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第124図 石室の分類と法量グラフ
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型化する傾向を示している。全体的にデータ点数が少なく、確信は持てないが、ある程度の傾向性は

示しているものと考える。

石材から見た石室の構築方法

今回の調査では通常の石室の調査を行った後、可能な限り石室の解体を行った。解体に際しては、

石室の裏込めの状況を記録しつつ、石材の大きさを計測した。解体調査の途中からは、使用されてい

た位置も記録することにした。その結果は、第25～29表と第126～129図に記した。表のうち位置の欄

が空白のもの、図中番号が付されていないものは計測は行ったものの、位置の記録がないものである。

石材を全て取り除いた後、掘方の記録を作成した。

解体調査中も見受けられたことであるが、側壁の 1 段目を形成する基底石と上半に積まれる石材で

は、使用される向きが異なることがある。それをグラフ化したものが第125図（上）である。各数値の計

測方法は縦・横・控とも最大値を採ったため、印象ほど明確には現れていないが、それでも 1 段目の

石材の総数329石のうち、半数が長手積み、約30％が平積み、残り約20％が小口積みの方向で使用して

いるのに対して、2段目以上の上部では、総数604石のうち、半数が小口積み、約40％が長手積み、残

り10％が平積みと、異なる割合を示している。基本的に平積みは安定性を欠く積み方であると考える

が、その一方で、少ない石材で多くの面積を構成することができる。一方小口積みは安定性は高いが、

面積を確保するには多くの石材を必要とする。長手積みは両者の中間的性質を持つと思われ、また 1

番多く採用されている。

石材の向きから石室の構築方法を検討した成瀬正勝氏の論考があるが（註 3 ）、氏は掘方内では長手積

み・平積みを多用しつつ、石室が構造的に不安定になる掘方の外では小口積み多用する傾向があるこ

とを示した。今回の調査結果もそれを実証するデータを表している。長手積みを基本としつつ、掘方

内では平積みも用い、上に行くほど小口積みを多用しているといえよう。この傾向は総体的にいえる

ことで、石室の形態や時期によっての変化は見られない。

次に石材の規格性から見た傾向を検討してみる。第125図（下）は石材が壁面を形成する面の表面積の

分布図である。表面積は縦×横で求めている。石室によって面積がある数値に集中するもの（a）、ある

数値を中心として正規分布状の広がりを示すもの（b）、面積にばらつきが見られるもの（c）がある。aは

表面積の小さいところに集中しており、石室は全て小型のものである。bは小さい値を中心とした分布

を示しており、やはり全体的には比較的大きさの揃った小さい石材を用いた石室といえる。そのため

石室自体の規模も小型のものが多い。ただし71号墳は大きな石室であるにも関わらず、bの分布を示し

ており、比較的規格性の整った石材で、大きな石室を構築していることがわかる。cは各石材の表面積

にばらつきが大きく、中心とする数値が見えない。比較的大きな石室に多い。

石室の掘方

船来山古墳群では全ての石室に岩盤を掘り込んだ掘方がある。唯一掘方が見られないのはC支群の

235号墳であるが、これは山裾の平地部に構築されたものであるため、立地からくる例外といえる。掘

方の形状は石室の形態と立地によって異なるが、Ⅳ～Ⅵ類の大多数が占める斜面の立地では、平面で

は「コ」字状、断面では「L」字状の掘方が基本である。



― 153 ―

～1000 ～2000 ～3000 ～4000 ～5000 ～1000 ～2000 ～3000 ～4000 ～5000

１段目の石材向き比率 

石材の表面積（平方㎝） 

２段目以上の石材向き比率 
50％ 

小口積み 長手積み 平積み 小口積み 長手積み 平積み 

100％ 50％ 100％ 00

71 
105 
116 
222 
225 
227 
230 
248 
224 
251 
240 
229 
260 
253 
252 
256 
250 
108 
223 
226 
249 
254 
95 

115 
236 
239 
244 
257 
258 
259 
計 

71 

105 

116 

222 

225 

227 

230 

248 

224 

251 

240 

229 

260 

253 

252 

256

b 

c 

c 

b 

b 

c 

b 

b 

a 

b 

c 

b 

c 

a 

b 

b

250 

108 

223 

226 

249 

254 

95 

115 

236 

239 

244 

257 

258 

259 

計 

計測数を100とした割合 

a 

b 

b 

b 

b 

c 

c 

c 

c 

c 

c 

c 

a 

b

第125図 石材法量グラフ



― 154 ―

第126図 石材の使用方向（1）
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第127図 石材の使用方向（2）
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第128図 石材の使用方向（3）
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第129図 石材の使用方向（4）
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少数ではあるが、明確な掘方を掘削せず、凹地状の自然地形を利用して石室を構築するものも見ら

れる。A支群では224・226号墳、B 1 支群では250・253号墳、D支群では237号墳、E支群では256・258

号墳、F支群では229号墳が該当し、いずれもサイズDあるいはそれに推定される小型の石室である。

Ⅶ類も同様な掘方を持つと見られる。

Ⅱ類の石室は巨大な方形土坑状の掘方を有し、開口部にも段を持つことが明らかである。糸貫町で

はⅡ類の石室に、墓道が接続する例が検出されているが、岐阜市では2基とも見られない。

掘方の底には、奥壁が位置する場所に溝状あるいは土坑状の掘り込みを持つもの、側壁の位置に溝

状の掘り込みを持つものがあるが、石室の形態やサイズによる傾向性は見られない。

石室の各要素

石室に見られる各要素を集計したものが第30表である。玄室の平面形には胴張形と方形形があるが、

87基：72基とほぼ同数といえる。サイズが推定できるものとの比較では、各サイズほぼ同数で推移す

るのが注目される。

奥壁の造り方では、板状の石材を縦位に 2 石並べるものが圧倒的多数を占める。

第131図 石室の掘方模式図

縦 

横 

控 

小口積み 長手積み 平積み 

第130図 石材の使用方向模式図

▲石室Ⅱ類の掘方

サイズDの石室に多い掘方

▲

石室Ⅳ～Ⅵ類の掘方
▲側壁部に溝状掘り込み

奥壁部に土坑状掘り込み

▲
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第132図 A支群の立地と変遷
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各支群のまとめ

前項までの分析結果を踏まえつつ、各支群の立地・変遷・形態・サイズをまとめたものが第132～

138図である。これらの状況をまとめ、総括としたい。

A支群（第132図）

第 3 章で述べたとおり、A支群は船来山本体ともいえる主尾根から離れて形成された、立地的に独

立した古墳群といえる。群が形成される場所は尾根筋が緩傾斜となるところで、尾根筋上、その南斜

面、東斜面にその範囲がある。南斜面、東斜面とも完全には調査を行っておらず、検出された古墳以

外にも存在する可能性はある。

尾根筋の先端部に最初の墳墓276号墳が構築される。木棺直葬の主体部を持つ周溝墓と見られ、その

時期は廻間Ⅱ併行期と見られる。

後期古墳では最高所に最初の横穴式石室107号墳が構築される。玄門部に段を有するもので、TK43

期に造られ、TK46期まで追葬が行われているようである。玄室面積はサイズAに属し、副葬品には馬

具の他、鉄鏃、耳環、玉を持つ。

107号墳構築後、108・223・224・226・228が立て続けに造られると見られるが、遺物の出土があっ

たのは224号墳のみである。224号墳はサイズDのⅤ 2 類の石室で、TK217・TK46期の築造である。そ

れ以外は、サイズCの108・223号墳、サイズDの226・228号墳と全体的に小規模な古墳の集まりといえ

る。立地的には、東斜面に構築される108・228号墳と南斜面の223・224・226号墳があるが、開口方向

はほぼ同じで、特に南斜面のものは斜面の向きに対して、極端に斜めに構築しつつも、統一的な向き

を意識していることが看取される。玄室の平面形状で胴張の可能性があるものは226号墳のみで、それ

以外は方形である。古墳の配置はD・E支群と比べると密度が小さい。

A支群は廻間Ⅱ併行期に周溝墓が構築されるが、長期にわたり、造墓は行われず、後期に入り、

TK43期に大型の古墳が構築される。TK217・TK46期以降立て続けに小規模な古墳が構築されたと見

られる。

B 1 支群（第133図）

支尾根の先端に形成された独立したピークとその南斜面に展開する。南斜面は広範囲に調査を行っ

ており、他の古墳は検出されていない。よってB 1 支群は調査で確認された 7 基で構成された古墳群と

いえる。

最初に築造されるのは、ピークに立地する96号墳である。埴輪を持つ前方後円墳で、その時期は

TK208～TK23併行期と考えられる。主体部は削平を受け残存しない。

TK46期を中心とする時期に、連続して横穴式石室が構築されていく。古墳の立地は全て南斜面であ

り、255・254・253・249号墳は、ほぼ同じレベルで横一列に配列されている。一方251・250号墳は96

号墳の裾に造られており、251号墳にいたっては、96号墳墳丘を破壊していると見られる。

これらの中で最も先行する可能性が高いのは254号墳である。サイズCで、石室の形態は判明しない

が、玄室平面形は若干の胴張を有する。出土遺物から判断してTK46期の構築とするが、TK209～

TK217期の可能性も考えられる。また鉄鏃が出土している。続いて249号墳、251号墳が構築されると
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見られる。249号墳はサイズCで方形の玄室、251号墳はサイズDでⅤ2類、方形の玄室を有する。これ

以外ではサイズDの250・253・255号墳があり、250号墳はⅦ類の可能性がある。開口方向は249・

254・255号墳がほぼ同じ、250・253号墳がほぼ同じ、251号墳のみ異なる向きを持つ。

B 1 支群は、TK208～TK23併行期、尾根の先端頂部に前方後円墳が築造されることから造墓が開始

する。空白期間を経て、TK46期頃、南斜面に254・249号墳のサイズCの石室が先行して構築され、次

第133図 B 1 支群の立地と変遷
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いでサイズDの251号墳やその他のものも構築されると見られる。

B 2 支群（第134図・別添図）

B 2 支群はB 1 区から派生する尾根上に展開する。尾根筋が緩斜面となった部分で、今のところ尾根

線上にしか古墳は確認されていない。その最高所にあるのが105号墳である。105号墳はⅡ類の石室で、

入口には石積みがあり、明瞭に段を成す。TK10期に構築され、出土遺物には鉄刀・鉄鏃を有し、玄室

面積はサイズAに相当する。

104号墳は尾根の先端に立地する横穴式石室で、試掘調査のトレンチで遺物が出土している。調査は

試掘に止めているため、石室の形態は判明していない。遺物は105号墳よりも先行する可能性が高い。

104号墳と105号墳の間の尾根線上で電波塔建設に先立ち、試掘調査を行っている。（註 4 ）12m×12m

の範囲を岩盤まで掘り下げたが、古墳は検出されていない。南斜面の調査を行っていないため、支群

第134図 B 2 支群の立地と変遷
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の全容は明らかでないが、他に古墳がある可能性は高い。

C支群（第135図・別添図）

C支群は山の東麓に立地する。調査では92号墳、235号墳の2基が検出され、南に隣接する墓地内にも

マウンドが 1 基見られるが（91号墳）、支群の全容は明らかでない。

92号墳は右片袖式の横穴式石室の可能性が高く、サイズAの規模を持つ。袖は立柱石ではなく、通

常の石積みで形成され、左側壁部には立柱石がある。船来山古墳群でも他に類例のない形態で、分類

上はⅣ’類とした。出土遺物は少なく、時期の特定は困難であるが、埋土中の須恵器からTK43期には

構築されていたようである。

235号墳は山裾に接する緩傾斜面にあり、狭長な石室を持つ。平面形態からはⅢ類に類するが、側壁

には立柱石があった可能性が高く、Ⅲ類の特徴とは異なるため、Ⅲ’類とした。玄室面積はサイズBに

相当する。出土遺物からTK209の構築である。

2 基とも開口方向が斜面の下方に対して、大きく南に振れる。91号墳も同様と見られ、主軸の向き

に意味を持つと思われる。また石室の形態も船来山古墳の中では類例の見られない特異な横穴式石室

である。

第135図 C支群の立地と変遷
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D支群（第136図）

D支群は主尾根から北東に延びる支尾根上に立地する。尾根筋の北半は土砂崩れなどで崩落してお

り、尾根線上の状況は不明であるが、古墳が構築された様子はない。調査で確認された古墳は全て南

斜面に立地している。調査区の周囲は古墳の空白地帯が取り囲んでおり、D支群は調査で検出した15

基で全てと判断しているが、尾根先端部に残存する可能性を残す。

石室は急な斜面に構築されているものが多く、残存状況も悪い。また狭い範囲に密集しており、船

来山古墳群全体から見ても最も密集度の高い支群といえる。出土遺物から分かる最古のものは236号墳

で、TK217期と他の支群に比べて群形成が遅れている。それを前後した時期に、14基の古墳が構築さ

れるが、サイズB 2 基、サイズC 9 基、サイズD 4 基と全体的に小さい石室が多い。大部分がⅣ～Ⅵ類

の横穴式石室と推測されるが、237号墳のみ小型竪穴式石室の可能性がある。

237号墳を除く石室の主軸は概ね 3 方向に集中する。開口方向がS6～17゜Eのグループ1、S22～34゜

Eのグループ 2 、S49～56゜Eのグループ 3 である。グループ 1 は234・239・240・241・242・245号墳

で、支群の東に密集して構築されている。サイズC 4 基、サイズD 2 基で全体的に小さい石室が多く、

玄室の平面形が明らかなものでは方形のものしか見られない。グループ2は95・115・232・233・236・

238号墳で、支群の西半に位置するものが多く、立地上同じ高さでほぼ等間隔に構築され、比較的密集

度も低い。サイズB 1 基、サイズC 4 基、サイズD 1 基と大きめの石室が多い。グループ 3 は243・244

号墳で、中央部にサイズBとCの石室が 2 基並んで構築されている。

立地では全体に 3 ～ 4 段の段状に構築されているようである。グループ 1 は中段と下段にわたって

おり、それを分離するなら下段の234・245号墳と、中段のそれ以外となる。グループ 2 は、1 つ離れ

て立地する236号墳を除くと、上段を占め、グループ 3 は中段あるいは下段に位置する。

D支群は構築時期が明かでないものが多く、変遷は述べるのは難しい。狭い範囲をさらに分割した

造墓域に限定されていた複数の集団が、並行的に築造を行った結果、成された支群と見られる。

E支群（第137図）

E支群は主尾根から東に延びる尾根線上とその南斜面に立地する。南斜面は調査範囲が狭く、支群の

全容を示しているとは言い難い。調査範囲内では11基の横穴式石室を検出した。

支群最古のものは71号墳で、石室形態はⅡ類、尾根の付け根に近い最高所に立地する。銀象眼を有

する鉄刀、鉄鏃など豊富な遺物の出土があり、築造時期はMT15と推測される。71号墳はTK209期ま

で追葬が行われており、その終了と前後して、周辺に新たな築造が開始されると見られる。サイズB 1

基、サイズC 6 基、サイズD 2 基という構成で、小型竪穴式石室が 1 基ある。石室の形態では、推測を

含めると、Ⅳ 2 類 1 基、Ⅴ 1 類 1 基、Ⅴ 2 類 2 基、Ⅵ類 2 基である。

260号墳は遺物から時期を特定するのは難しいが、最古でTK209期に構築された可能性がある。次い

で見られるのが116・247・248号墳であるが、これらは遺物からTK48期と見られる。墳丘の構築順序

から、246号墳は247号墳より先行するが、時期の特定には至っていない。

主軸方向はほとんどが近似しており、グルーピングは難しい。立地状況では尾根線から数m下の緩

斜面に構築され、密集度が低いもの（260・259・246・247号墳）と、尾根上緩斜面の縁辺部に密集して
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第136図 D支群の立地と変遷
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第137図 E支群の立地と変遷
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築かれているもの（116・248・252・257・258号墳）とに分けられる可能性がある。前者はさらに尾根線

に近い260・259号墳と 5 ～ 7 m下方の246・247号墳に分けられるかも知れない。玄室の平面形は前者

が方形のもので、サイズB 1 基とサイズC3基で構成される。後者は玄室が胴張でサイズCのもの 3 基と

サイズD 2 基で構成される。石室の形態、サイズの時期的な傾向性から言うと、前者が先行して形成

を開始し、後者は集中的に構築されたと思われるが、推測の域を出ない。

F支群（第138図）

第138図 F支群の立地と変遷
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F支群は主尾根から北東に延びる尾根線上とその南斜面に立地する。南斜面の多量の土砂で埋没して

おり、斜面下方や尾根先端方向に支群が広がっている可能性は高い。よって調査で検出した 2 基の周

溝墓と 6基の横穴式石室は支群の全容を示しているものではないと見られる。

尾根線上には 2 基の周溝墓が検出された。277・278号墳とも尾根を断ち切るような明瞭な周溝を持

ち、それぞれの築造時期は松河戸Ⅰ併行期と、廻間Ⅲ併行期と推測される。

後期群集墳が形成されるのはTK209期からと見られる。出土遺物から判断できる最初のものは230号

墳でTK209期である。次いで225号墳のTK217～TK46期があり、層位からその後222号墳が構築されて

いることが判る。

横穴式石室はⅣ 2類サイズCが 4 基、Ⅴ 2 類サイズDが 1 基、Ⅵ類と推測されるサイズD 1 基という

内訳で、全体的に小規模な古墳が多い。古墳の立地と玄室の形状から 2 つにグルーピングできそうで

あるが、主軸の向きとは合致しない。両グループとも 2基のサイズCと 1基のサイズDのセットになっ

ており、サイズCの 2基は近接する状況が見られる。

グループ 1 は227・230・231号墳の 3 基で、玄室の形状は方形である。グループ 2 は225・222・229

の3基で、玄室の形状は胴張を呈する。

石室の形態とサイズの消長を加味して考えると、グループ 1がやや先行して群の形成を開始し、追っ

てグループ 2が形成され始める。また構築は並行的に進んでいた様子が窺える。

以上、各支群の群構成をまとめたが、そのパターンは一様でないことが判った。後期群集墳に関し

て、TK217～TK46期に急増することは糸貫町と同様である。ただ増加の具合は大きく 2パターンあり、

密集度の高いD・E支群と、やや低いA・B 1 ・F支群である。また急増期に新たに群形成が始まる

B 1 ・D・F支群と、以前に横穴式石室の構築があるA・E支群とがある。以上を組み合わせるとB 1 支

群とF支群が似た様相を見せるが、他のものは全て違うパターンとなる。

また、糸貫町を含め、船来山古墳群の調査では、石材を調達した場所が推定されるのも大きな成果

といえよう。A・F支群では尾根の北斜面、B 2 支群では尾根の付根、E支群では尾根の先端に見られ

る。古墳が立地する範囲内と言っても良い位の近接した場所であり、近場で確保したことが推測され

る貴重な事例である。

註 1 渡辺博人「美濃の後期古墳出土須恵器の様相－蓋杯の型式設定とその編年試案－」『美濃の考古学』創刊号　1996

註 2 『船来山古墳群』糸貫町教育委員会・本巣町教育委員会（船来山古墳群発掘調査団） 1999

註 3 成瀬正勝「美濃における横穴式石室の築造技法－側壁の積石技法を中心に－」『岐阜史学』96 1999

註 4 『平成 8年度岐阜市市内遺跡発掘調査報告書』岐阜市教育委員会　1997
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この図は岐阜市の承認を得て、岐阜市作製の図面を複製し、背景図としたものである。
平成19年9月10日　承認番号第12号
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